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Ito M, Shibata A, Zhang J, Hiiroshima M, Sako Y, Nakano Y, Kojima-Aikawa K, Mannervik B, Shuto S, Ito Y, Morgenstern R, and Abe H. 
Universal caging group for the in-cell detection of glutathione transferase applied to 19F NMR and bioluminogenic probes. Chem Biochem 13 
(2012) 1428-1432. 
 
 
Kumazawa-Inoue K, Mimura T, Hosokawa-Tamiya S, Nakano Y, Dohmae N, Kinoshita-Toyoda A, Toyoda H, and Kojima-Aikawa K. ZG16p, 
an animal homologue of β-prism fold plant lectins, interacts with heparan sulfate proteoglycans in pancreatic zymogen granules. 
Glycobiology 22 (2012) 258-266. 
 
 
Shibata TK, Matsumura F, Wang P, Yu, S, Khoo K-H, Kitayama K, Akama TO, Sugihara K, Kojima-Aikawa K, Seeberger PE, Fukuda M, Suzuki 
A, Aoki D, and Fukuda MN. Identification of mono- and di-sulfated N-acetyl-lactosaminyl oligosaccharide structures as epitopes specifically 
recognized by humanized monoclonal antibody HMOCC-1 raised against ovarian cancer. J Biol Chem 287 (2012) 6592-6602. 
 
 
  
 
 
  
 
�    � ���� / Research Pursuits 
(1) 血栓形成抑制の分子機構：アネキシン4とアネキシン4について、
フィブリン形成抑制に関する活性発現の機構を解析し、活性の最小単位
を決定しました。 
(2) β-プリズムフォールドタンパク質の機能解析：粘膜上皮や外分泌細
胞に多く発現しているβ-プリズムフォールドタンパク質を腸上皮細胞
に強制発現細胞し、粘膜の機能性との関連を調べるためのアッセイ系を
作成しました。 
(3) がん細胞の特性に関する糖鎖科学的研究：細胞接着因子CD166 に
よる細胞挙動の調節とがん細胞の転移性獲得への関与の検証を進めま
した。 

(1) Molecular mechanism of anti-coagulant proteins anxA4 and anxA5  
(2) Structure and function of β-prism fold proteins  
(3) Glycoform-dependent regulation of metastatic potential of uterine  
   endometrial cancer cells
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�    � ��� / Educational Pursuits 
(1) 学部教育：生物化学II（必修）、分子生命科学（選択）において、タ
ンパク質と脂質（生体膜）の基本構造と生体内での機能に関して概説し、
タンパク質の構造と病気の関連性や、創薬に関する事項を紹介しながら
講義を行いました。分子生命科学では、細胞の増殖、老化、死などの現
象を切り口に分子レベルでの理解と興味の喚起に配慮した講義を行う
とともに、履修者が新聞記事を選んで解説する時間も設けました。学生
実験に関しては、講義内容との対応を示しながら具体的な技術の解説を
行いました。 
 
(2) 大学院教育：ゼミでは、生物化学分野の最新の研究論文の紹介や履
修者自身の研究の進捗状況の報告と討論を研究室メンバーで行うとと
もに、具体的な技術指導や計画立案に関しては個別に指導を行いました。
各学生が自身のテーマで研究を進めるにあたり、当該分野の先端的な装
置や方法を取り入れつつ進められるよう配慮しました。博士後期課程1
名、博士前期課程6名、学部4年生1名の研究指導を行いました。 

  

 
 
�    � ���� 

(1) 血栓形成抑制の分子機構：循環血液中での血小板の凝集やフィブリン生成を抑制する新しい抗血栓剤や血流改善薬の開発を目指して研究を進めて
います。 
 
(2) β-プリズムフォールドタンパク質の機能解析：腸管粘膜におけるバリア機能や腸内細菌共生系の調節にβ-プリズムフォールドタンパク質が関与
する可能性を調べています。 
 
(3) がん細胞の特性に関する糖鎖科学的研究：糖鎖修飾による細胞接着分子CD166の機能調節機構と、がん細胞の転移性との関連を調べ、がん細胞
の転移を阻害する新しい方法を探索したいと考えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
生物化学は生体のしくみを分子レベルで調べ、解き明かすことを目的にしています。 
生物化学に関する知識は、代謝や生理機能の調節の理解、病気の発症の理解などにつながり、健康に生きて行く上でも役立ちます。 
研究成果は創薬や医療や、化粧品開発等に役立つ様々な可能性を秘めています。 
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青木紀久代（編）2012 実践 発達心理学 みらい 
 
 
増沢高・青木紀久代（編）2012 社会的養護における生活臨床と心理臨床 福村出版 
 
 
青木紀久代 2012 保育園における苦情対応 ―対応困難事例とワーク― 社会福祉法人東京都社会福祉協議会 
 
 
青木紀久代・矢野由佳子（編）2013 子どもとかかわる力を培う 実践・発達心理学ワークブック みらい 
 
 
Merisuo-Storm, T., Keskinen,S., Matsumoto, M., Aoki, K., and Nagai，M. 2012 Feelings of wellbeing in adolescents: A cross-cultural 
study of Finnish and Japanese students., Journal of Teacher Education & Educators，1(1)，81-105. 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
臨床心理学の蓄積を一個人心理療法からコミュニティへのメンタルヘ
ルス支援・心理教育へと発展的に活用するためのシステムを構築するこ
とを目指した実践研究を行っている。例えば、対象となるコミュニティ
独自の問題を把握するためのアセスメントツールの開発・アセスメント
に基づく処方箋の適用・一定の実践及び事後評価を一貫して展開する。 
研究は、保育園協会、学校、教育委員会、あるいは就学援助を行うNGO
など、問題解決のニーズのある団体との協働となる。 
 
このようなスタイルで、2012 年度に行った主な研究プロジェクトは、
次の5つである。 
 
① 学校力と社会的資源に着目した心の健康と発達支援 
② フィリピン・セブシティスラム地区の就学前児童におけるECCD（幼
児の早期ケア発達支援）縦断研究 
③ 子育て支援者の専門研修プログラム開発 
④ 乳児院における子どもの社会情緒的発達促進的支援 
⑤ インターネットによるひきこもり支援に関するアクションリサーチ 

I am preceding practical studies with the aim of constructing systems in which 
we can progressively apply the accumulated findings in the field of clinical 
psychology and individual psychotherapy to mental-health support or 
psycho-education in community. For example, I continuously conduct a 
study to develop an assessment tool for grasping the problems uniquely exist 
in the targeted community, to apply the remedies based on the assessment 
and to evaluate the specific practices. Studies are collaborated with groups, 
such as nursery school association, schools, school board or NGOs, where 
problem solution is needed. 
 
In this way, four main research projects preceded in 2012 are as follows: 
1. Promoting children's mental health by focusing on the school power and 
social capital. 
2. A longitudinal study on early childhood care and development (ECCD) in a 
slum area in Cebu, Philippines, 
3. Development of professional training programs for parenting supporters,  
4. Childcare in the promotion of social-emotional development of young 
children in the infant-home setting., 
5. Action resarch on psychological care and social support of Hikikomori by 
internet.
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�    � ��� / Educational Pursuits 
生涯発達上に起こるさまざまな心理的不適応の問題の理解と対応を、実
践知と実証知の双方から学ぶことをテーマにしている。 
学部では、発達臨床心理学、心理臨床学、臨床心理学基礎実習、等の授
業を担当した。 
大学院では、カウンセリング特論・発達臨床心理学特論などを担当し、
心理療法の個人指導及び実践研究を主とした修士論文指導を行った。 
博士後期課程では、在籍学生の全てが臨床心理士資格を有し、児童相談
所、子育て支援センター、学校、クリニックなどでの専門職としての臨
床経験を活かしながら、臨床研究に取り組んでいる。 
全ての学生が、学会発表と論文の執筆を行った。 

The main theme to study is to understand and correspond to 
various psychological maladjustments in life span from clinical 
practices and empirical knowledge. 
For under-graduate programs, I was in charge of Developmental 
and Clinical Psychology, Clinical Psychology, Fundamental 
trainings of clinical psychology and so on. 
For graduate programs, I was in charge of Counseling theories, 
Developmental and Clinical Psychology and so on, and supervised 
individual counseling cases and master’s theses. 
In the doctoral programs, students all acquired the certified clinical 
psychologist, and are working on their studies while making use of 
their specialized work experiences at clinical settings, such as child 
counseling centers, parenting support centers, schools, and mental 
clinics. 
All students presented their researches at conferences or submitted 
papers. 

 
�    � ���� 

現在5つのプロジェクトは、それぞれの成果をふまえ、発展している。例えば、学校メンタルヘルス関連のプロジェクトは、短大生、学童保育、海
外の日本人学校などの支援へと発展している。子育て支援プロジェクトは、子ども虐待への対応を含んだ臨床研究として、研究助成を受け、乳児院
での乳児院の専門職研修プログラムの開発へと発展し、全国乳児院協会の乳児院将来構想ビジョンなどに成果の還元が予定されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
臨床心理学の中でも発達臨床心理学の発想は、治療的アプローチよりも、発達促進的で、育ち合う関係作りを重視します。カウンセリングルームに
自ら訪れ、自分の悩みをじっくりと語ることができ、心の内面を癒し、自己成長できる人というのは、ある意味では、恵まれた支援環境にある人だ
とも言えます。世の中には、援助の必要な人は沢山いますが、全ての人を救うことはできないし、また支援者自身も、実は、沢山の援助を必要とし
ます。ありもしない「万能な支援者」という錯覚に陥ることなく、学部時代は、「心の援助」の基本を、広く学び、また他者に助けられながら育って
いる私たち自身を自覚しつつ、卒業後も、様々な生活シーンに役立つものをつかんで下さい。大学院に入って、臨床心理士を目指す人達、あるいは、
すでに専門家の人達には、在学中に、是非自分たちの心理臨床活動のイメージの幅を広げ、創造的な援助スタイルを見いだして頂きたいと思います。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 栄養教育 
 健康教育 
 公衆衛生学 
 健康心理学 
     

nutrition education 

health education 

public health 

health psychology 

    

�    � 
��� 
Yamamoto K, Mizoshita M, Akamatsu R： Factors associated with intention to undergo specific health guidance among Japanese workers 
using Health Belief Model，Open Journal of Preventive Medicine (2012) 2(2), 183-189. 
 
 
Ainuki T, Akamatsu R : Development of the Child Mealtime Feeding Behavior Questionnaire, Infant, Child, & Adolescent Nutrition (2013) 
5(1), 14-21. 
 
 
新保みさ，赤松利恵，山本久美子，玉浦有紀，武見ゆかり： 体重管理に関するカード教材「ベストアドバイザーFOR ダイエット」の開発と保健医
療従事者による教材の評価，栄養学雑誌 (2012) 70(4), 244-252. 
 
 
新保みさ，赤松利恵，玉浦有紀，武見ゆかり： 体重管理における誘惑場面ごとのセルフエフィカシーと対策の関連，日本健康教育学会誌 (2012) 20(3),  
171-179. 
 
 
赤松利恵，永井成美，長幡友実，吉池信男，石田裕美，小松龍史，中坊幸弘，奈良信雄，伊達ちぐさ： 管理栄養士に関する基本コンピテンシーの高
い学生の特徴－卒業年次の学生の自己評価による調査結果の解析－，栄養学雑誌 (2012) 70(2), 110-119. 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
より良い食習慣の獲得のために，個人の認知的要因（知識，態度等）お
よび社会環境がどのように関わっているのかについて研究している。研
究のフィールドは幅広く，子どもから成人を対象に，食と健康に関する
研究を行っている。また，研究テーマも，食行動学の基礎的研究から，
教材開発を行う応用的研究まで，幅広く扱っている。 

The knowledge and skills through "Nutrition Education" is essential for those 
who are interested in promoting good health. Our role as the dietitians is to 
support people find their most preferable healthy diet and how they achieve 
them. Behavior change is one of the key words of our studies. This laboratory 
conducts survey in any situations such as children in schools, patients in 
medical clinics, people in communities etc.

 

赤松 利恵 
AKAMATSU Rie 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
博士 (社会健康医学) (2004 京都大学) / Ph.D 
健康教育 (栄養教育), 公衆衛生学, 健康心理学 
http://www.hles.ocha.ac.jp/food/OchaNE/TopNE.html 
akamatsu.rie@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部授業：栄養教育論 Ⅰ，Ⅱ，栄養カウンセリング論，栄養カウンセ
リング論実習，栄養教育実習, 
 
大学院授業：食品栄養科学研究法，栄養教育学特論，栄養教育学演習，
食行動学，食行動学特論 

Classes in Undergraduate school: Nutrition Education 1, 2, Nutrution 
Counseling, Practice in Counseling for Nutrition Education, 
 
Classes in Graduate School: Research Methods for Food and Nutiriton Study, 
Seminar of Nutrition Education, Seminar of Eating Behavior 
 

 
 
�    � ���� 

行動科学を用い，より科学的な栄養教育の方法論の提案を目指し研究を進めている。 
特に，食行動に関する基礎的な研究を中心に，子どもから大人，また社会環境を対象に研究を進めている。 
多面的な立場で食行動を捉えて研究したいと考えている。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
栄養教育学は，基礎的研究を社会の人々に伝え，実践のサポートをする，いわゆる橋渡し的な学問分野です。食行動を変えるためには，行動を理解
するところから始まります。そのためには，健康心理学からの視点が必要になります。また，環境の側面から，食行動を変えようと考えた場合は，
公衆衛生学や社会学といった視点，さらに，情報伝達の媒体として欠かせない教材開発では，教育学の視点も必要です。このように，栄養教育学で
は，幅広い学問分野にまたがって研究をすすめています。しかし，共通することは，人に焦点をあて，食行動の側面から研究をすすめることです。
このような栄養教育学に興味を持たれた方と一緒に，お茶大から新しい栄養教育を発信していきたいと思っています。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 部分継続 
 部分評価 
 自己反映言語 
     
     

delimited continuation 

partial evaluation 

reflective language 

  

  

�    � 
��� 
Asai, K., O. Kiselyov, and C.-c. Shan "Functional un|unparsing," Higher-Order and Symbolic Computation, to appear, DOI 10.1007/s 
10990-012-9087-2 (2012). 
 
 
Tsushima, K., and K. Asai "Embedded Type Debugger," the 24th Symposium on Implementation and Application of Functional Languages, 
accepted for post-conference proceedings (2012). Received Peter Landin Prize. 
 
 
対馬 かなえ, 浅井 健一 「コンパイラの型推論を使用した型デバッガの提案」 コンピュータソフトウェア, Vol. 30, No. 1, pp. 180-186 (February 
2013). 
 
 
増子 萌, 浅井 健一 「例外と限定継続命令をサポートする評価器からの仮想機械とコンパイラの導出」, 第 15 回プログラミングおよびプログラミ
ング言語ワークショップ論文集, 15ページ. 
 
 
廣田 知子, 浅井 健一 「shift/reset 付き TDPE の抽出」, 第15回プログラミングおよびプログラミング言語ワークショップ論文集, 14ページ. 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
プログラミング言語に置ける部分継続の基礎理論の確立とその応用の
開拓を行うと同時に、型の入った効率的な処理系の作成を目指す。具体
的には、基礎理論として (1) 型システムの基本的な性質の確立、および 
(2) 継続計算の処理系作成のための基礎技術の確立を目指す。また、継
続計算用型システムの応用として (3) 例外解析の定式化を行う。さらに 
(4) これらの知見をあわせ処理系の実装を行う。 

The current research is focused on the foundation of delimited continuations 
in functional programming languages. As its application, an efficient compiler 
for a typed language with delimited continuation constructs will be 
implemented. To be more specific, the research aims at (1) establishing basic 
properties on the type system for delimited conituations, (2) establishing the 
basic techniques for implementing efficient compiler for delimited 
continuations, and (3) formalizing exception analyses as the application of 
delimited conituations.

 

淺井 健一 
ASAI Kenichi 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
博士 (理学) (1997 東京大学) 
計算機科学 (特にプログラミング言語) 
http://pllab.is.ocha.ac.jp/~asai 
asai.kenichi@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
「データ構造とアルゴリズム」でデータ構造の初歩を、「関数型言語」
でプログラムの基本的な考え方を、「言語理論とオートマトン」で言語
処理系の基礎を、「コンパイラ構成論」でコンパイラの中身について学
ぶ。 

"Data structures and algorithms" for data structures, "Functional Language" for 
the fundamental concepts in programming, "Formal language and 
automaton" for the basics of language processors, and "Compiler construction" 
for the internals of compilers. 

 
 
 
 
 
�    � ���� 

継続理論の確立を通して、これまで正面から取り扱われて来なかった例外処理の定式化と、その効率的な実装を目指す。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
情報科学の基礎理論の分野で確かな一歩を一緒に踏み出しましょう。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 装飾芸術 
 20世紀美術 
 アンリ・マティス 
 ジャン・デュナン 
 フェミニズム美術史 

decorative art 

art history of the 20th century  

Henri Matisse 

Jean Dunand 

feminist art history 

�    � 
��� 
天野知香 「そして彼女たちの肉体の黄金 - 岡崎京子『ヘルタースケルター』における身体をめぐる抑圧と欲望」, 菅聡子, ドラージ土屋浩美, 竹内
佳代編, 『〈少女マンガ〉ワンダーランド』, 明治書院, 2012年5月,pp.98-104. 
 
 
天野知香 (項目執筆：「西洋美術とジェンダー：つくられた身体」pp.62-63), 木田涼子・伊田久美子・熊安貴美江編著, 『よくわかるジェンダー・
スタディーズ』, ミネルヴァ書房, 2013年３月. 
 
 
天野知香 「(美術史から読み直すいわさきちひろ試論) ｢女」たちの場所 ちひろとローランサン」, 『芸術新潮』, 新潮社, 2012年7月号, pp.56-61. 
 
 
天野知香 「アール・デコ期における漆装飾-ジャン・デュナン」, 日本女子大文化学科主催, ジャポニスム学会協力, 国際シンポジウム, [装飾とデ
ザインのジャポニスム」, , 2012年12月15日. 
 
 
    
 
�    � ���� / Research Pursuits 

本年度は科学研究費における研究テーマである両大戦間のフランスに
おける装飾と「他者」性をめぐるケース・スタディとして、アール・デ
コ期の漆装飾家ジャン・デュナンについてのこれまでの調査研究を継続
し、その成果を国際シンポジウムで発表した。またジェンダー研究の視
点から、女性画家いわさきちひろをマリー・ローランサンのキャリア選
択やジョージア・オキーフの水彩による身体表象と比較しながら論じ、
サブカルチャーにおける女性の欲望や身体表象を岡崎京子の『ヘルター
スケルター』を取り上げて論じた。さらにジェンダー・スタディーズに
おける美術史学の問題として、西欧美術における身体表象の問題を論じ
た。またマティス研究としては、1910 年代から20 年代にかけての移
行期の問題を作品をたどりながら考察した。 

   

 

天野 知香 
AMANO Chika 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授  
博士  (文学) / Ph. D  (Art history) 
西洋近代美術史 / Art history (modern western art, 19-20th french art history, feminist art history) 
    
amano.chika@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
本年度はモダン・アートの諸問題、およびアンリ・マティスの作品研究
をテーマに授業を行い、19世紀から20世紀におけるフランスを中心と
した美術の展開を多様な視点から考察し、論じた。またロザリンド・ク
ラウスによる彫刻論を購読し、モダニズム批評における彫刻作品分析の
視点を取り上げた。ゼミでは出席者の研究発表を中心に議論を重ね、そ
れぞれのテーマに基づく研究を指導した。 

    

 
 
 
�    � ���� 

今後は、これまで続けてきた両大戦間のフランスにおける装飾芸術を中心とした「他者」性とのかかわりや「他者」表象の問題を研究成果としてま
とめたい。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
今の時代を生きることに不安や不満を抱いている人も多いと思いますが、そのようなときこそ、これまでの思い込みや常識を学問を通して疑い、自
分で感じ、考え、行動することを試みてください。それは簡単なことではないと思いますが、大学で学問にふれ、学ぶことは きっとあなたが誰かを
知り、あなたが求めるものを見つけるなんらかの手だてとなると思います。そのお手伝いをするつもりで、学生の皆さんと学問を通じて向き合いた
いと思っています。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 中世イギリス史 
 史料論 
 ジェントリ 
 社会的結びつき 
 家系文書史料群 

medieval history of England 

sources and documents 

gentry 

social relationships 

archive of gentry family 

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
�    � ���� / Research Pursuits 
ラングレィ家の家令会計記録（The National Archives, Public Record 
Office, E101/516/9）全18葉からなる記録（イギリス国立文書館所蔵）
を、トランスクリプト（転写）し、全文を翻訳した。そこから何が読め
るのかを引き続き検討している。購入したデータベース Medieval 
Family Life は、書簡集を中心とした15世紀イングランドにおけるジ
ェントリ家系史料群データベースであるが、その中には未刊行の家政会
計記録が多数含まれていたので、それらのマニュスクリプトとの比較検
討を行っている（多量にわたるため進行中）。 

   

 

新井 由紀夫 
ARAI Yukio 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授  
文学修士 (1985 東京大学) 
西洋史学, イギリス中世後期史 
http://www.li.ocha.ac.jp/hum/arai.htm 
arai.yukio@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
2012 年度学部ゼミで読んだ論文（英語）のタイトルを示すと「日本人
は米だけを食べて生きてきたのか」「19世紀ロンドンとパリにおけるガ
ス燈（都市ガス）導入の是非をめぐる技術的議論と世論、環境保護規制」
「騎士の華ウィリアム・マーシャル」「異性装の冒険：女性兵士ハンナ・
スネル(1723-1792)」「司教の体に宿った大天使ミカエルの力：モン・サ
ン・ミシェル修道院におけるアヴランシュのオーベールをめぐる奇跡崇
敬の形成」「タージマハルは何のために作られたのか」「ヨーロッパにお
ける中世から近世への時間感覚の変化」「メッテルニヒとビスマルク
-19 世紀における平和構築にまつわる神話を読み解く」「マタ・ハリ-
第一次世界大戦期に2重スパイとされた女性の真実」「18世紀パリにお
ける公共圏としての様々なタイプの酒場について」「江戸時代に屏風掛
け軸など絵画を所有することはどのような意味を持ったのか」「中世後
期ノルウェーの都市ベルゲンにおけるハンザ在外商業拠点 ハンザの
メンバーであることの意味とは何か」であった。 

    

 
 
 
�    � ���� 

キャサリン・ラングレィというロンドン豪商出身でジェントリに嫁ぎ未亡人になった女性とラングレィ家に関する史料（彼女の遺言書や彼女のもら
った贖宥状、それにラングレィ家の会計記録）を収集し、これらをもとに、キャサリンの生涯と社会との関係を再構築してみることを計画していま
す。また、ジェントリの家系文書史料群（データは全部で2000件程度）を整理分析することを試みています。 
 
共同研究は、 
1．中世ヨーロッパの史料を用いた研究教育に関する研究（科研申請中） 
2．身分感覚の比較史的研究（科研） 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
なにごとにも好奇心を持ち、どんなことでもどん欲に楽しむという姿勢は、歴史学をやる上であんがい欠かせない要素だと思います。遊びや楽しみ
のなかから学問のヒントを得ることもあります。学生さん達との学科旅行での宴席で、比較社会史という授業のテーマ「ホモセクシュアルの比較社
会史」が決まったのですが、やってみると奥が深く、史学の先生達との共同研究テーマにまで発展してしまったほどです。 歴史学で扱えないような
テーマはない、何でもありだと最近よく思います。歴史学をやる上でこうしなければだめだということもありません。われこそは、という皆さん、
是非、お茶大比較歴史学コースにいらして下さい。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 農村開発 
 内発的発展 
 住民組織 
 コモンズ論 
 タンザニア 

rural development 

endogenous development 

groups / organizations 

commons 

Tanzania 

�    � 
��� 
Kurosaki, R, D.Mhando, M.Araki, S. Nindi (2012) WARSHA: Mpango wa Kutembeleana Kindimaba na Kitanda (『タンザニア・ムビンガ県に
おける地域開発実践に関するワークショップ報告書』) pp.40. 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
�    � ���� / Research Pursuits 
科研（基盤研究(B)海外）「アフリカの開発実践における住民組織と開発
プロセスの創出に関する研究」（研究代表者）を通して、タンザニアに
おける開発実践の試みを対象とし、主に1)内発性やキャパシティの発現
過程と形態、2)コモンズ論としての資源利用と管理、3)開発実践におけ
る住民組織の役割とインフォーマルな組織との関係性、4)外部要因との
関係に着目し、継続して諸活動のモニタリングを行っている。 
平成24年度は、2012年8月8日から9月6日までタンザニア南西部
州ムビンガ県にてフィールド調査を実施した。他に、科研（基盤研究S）
「アフリカの潜在力を活用した紛争解決と共生の実現に関する総合的
地域研究」（研究代表・京大・太田至）と科研（基盤研究A）「地球温暖
化による熱帯高山の氷河縮小が生態系や地域住民に及ぼす影響の解明」
（研究代表・京大・水野一晴）の研究分担者として研究を進めている。 

I have paid my attention to endogenous development and nature of capacity 
building, by continuously monitoring the dynamics and qualitative process of 
development practices. In addition, I focus on the roles of farmers’ groups and 
their relations to indigenous associations, change of norms and systems of 
groups in connection with resource use and management, and their 
resolution mechanism. 
In 2012, I conducted the field research in Tanzania from 8th August to 6th 
September. I also joined the research project JSPS Grant-in-Aid for Scientific 
Research(S) Conflict Resolution and Coexistence through Reassessment and 
Utilization of “African Potentials”.

 

荒木 美奈子 
ARAKI Minako 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
准教授 
Ph.D (開発研究) 
開発研究, アフリカ地域研究 
http://www.li.ocha.ac.jp/global/Teacher_Araki.html, http://www.dc.ocha.ac.jp/gender/sigs/professor/araki.html 
araki.minako@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部：前期に「国際協力学」、「国際協力方法論II」、「国際協力実習III」、
「グローバル文化学方法論（共同担当）」を担当、後期に、「国際協力方
法論 I」、「アフリカ社会文化論」、「グローバル文化学特論（共同担当）」
を担当するとともに、グローバル文化学環の卒業研究指導を行った。 
 
大学院：前期に「社会開発論」、「地域開発論」、後期に「社会開発論演
習」の授業を担当し、修士論文の研究指導を行った 

In the academic year of 2012, the lectures and seminars I provided are as 
followings: For Undergraduates: International Cooperation, Advanced 
International Cooperation I & II, Methods of Global Cultural Studies, African 
Society and Culture, and Practicum of International Cooperation III; For 
Graduates: Social Development I & II、Regional Development 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

科研「アフリカの開発実践における住民組織と開発プロセスの創出に関する研究」については、2013年8月～9月にかけて1月程タンザニアでのフ
ィールド調査を実施する予定である。本研究はタンザニアにおける地域開発実践を事例として、諸アクター間の相互作用によって創り出される動的
で定性的なプロセスを継続的にモニタリングすることにより、内発性やキャパシティの発現過程とその形態を検証することを目的としている。また、
開発実践の場に形成される住民組織の役割とその特徴、インフォーマルな組織との接合・関係性を明らかにしていくことを目指している。これらを
検証することにより、将来的には、アフリカ型農村開発や内発的発展を検討するうえで有効なモデルを提示し、地域研究と開発実践・研究の架橋と
なる新たな領域を開拓していくことに繋げていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
「開発」実践と研究の双方からアフリカ（特にザンビア、タンザニア）に関わってきました。実践と研究をつなぐ視点やアフリカが抱えている課題
と可能性の双方を、伝えていきたいと考えています。「国際協力」＝「先進国/専門家が貧しい人々を支援する」というイメージが先行しますが、グ
ローバル化が進む世界のなかで、私たちの生活がいかに他の地域と繋がり、相互に依存しているかを理解し、関係性のなかで「国際協力」を考えて
いく視点も大切です。モノや出来事の向こうにある人びとの暮らしに思いを馳せる「想像力」と、ローカルの場でそれぞれに生きる人びとが、相互
に学びあい、新たな社会を築いていく「創造力」の双方を身につけてほしいと願います。大学院生に関しては、熱意があり、とりわけフィールドワ
ークに基づく研究を志す方を歓迎します。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 LD（学習障害） 
 リテラシー（読み書き） 
 学習支援 
 リテラシー・スクリーニング検査 
 学習支援プログラム 

LD（Learning Disabilities） 

Literacy（Reading & Writing） 

Learning Support 

Literacy Screening Test 

Learning Support Programs 

�    � 
��� 
健常児におけるトライアングル・モデルの検討 - ディスレクシアへの適用可能性についての考察-(2013)．お茶の水女子大学 人文科学研究 第 9
巻，pp25-36. 
 
 
特別支援コーディネーターの役割と資質 - 日本型支援教育コーディネーターモデルによる通常の学級をベースとする連続的な支援システムの構築
に向けて - (2013)．LD研究 第22巻第2号，2013． 
 
 
小学生のスタディスキル -「学び方」がわかれば, 学校はもっと楽しくなる (2013)．安藤壽子編著, 冢田三枝子・伴英子著, 図書文化 
 
 
母ぞうたちのメッセージ - 奮闘するママ＆パパのための子育てヒント集 - (2013)．科学研究費助成事業平成24年度 (2012年度) 基盤研究(C) (一般) 
(平成24年度～26年度)「小学校低学年を対象とするリテラシー・アセスメントに基づく学習支援プログラムの開発」(研究代表者・安藤壽子) 
 
 
    
 
�    � ���� / Research Pursuits 

研究内容は、① 低学年児童を対象とする、通常の学級の担任や通級指
導教室の教員が簡便に活用できる、リテラシー・アセスメントの開発、
② その結果に基づき、読み書きの特異的困難の背景にある認知的要因
に対応する、効果的な学習支援プログラムの開発、である。低学年にお
ける組織的なリテラシー・チェックによって、読み書きの困難による全
般的な学力の低下を予防し、低学力層全体の学力向上に寄与したい。 

I had been engaged in a research of dyslexia screening test for students in the 
regular class settings with my colleagues these 5years. And we had developed 
The Dyslexia Screening Test named ELC(Easy Literacy Check) . It is able to 
apply to normal students from the first grade to 2 or 3 grades and also to 
upper grade students with dyslexia. Tasks included in the ELC are passage 
reading, word/non-word decoding and phonological awareness. And the 
tasks are presented to the student individually through personal computer. It 
will take only 10 minutes. The results of the ELC are evaluated by the time 
and error scores.  
Almost teachers in the regular classroom never recognize about students with 
dyslexia and they have no way to help the dyslexic students. ELC will be 
useful to such teachers and be helpful to students with dyslexia.  

 

安藤 壽子 
ANDO Hisako 
学校教育研究部 
特任教授 
博士 (教育学) / Ph.D 
学校教育, 特別支援教育, 発達障害 
    
ando.hisako@ocha.ac.jp 

-16-



�    � ��� / Educational Pursuits 
大学院副専攻科目「探究力・活用力養成論」は、講義や文献研究を通し
て学校教育で育成すべき子どもの探究力や活用力についての理論を学
ぶとともに、子どもの探究力や活用力の実践的な研究方法論及びその能
力の定着を評価する方法論について、総合的に学ぶことを目的としてい
る。模擬授業等を通し、これらの学びを生かした実践力の基礎を身につ
ける。 
「探究力・活用力養成法研究（基礎）」「探究力・活用力養成法研究（発
展）」は、附属校園において非常勤講師として雇用され、TTとして授業
を担当しながら、子どもの探究力や活用力についての理論や実践的な研
究方法論及びその能力の定着を評価する方法論を具体的に実践し検証
することを通して、教師としての高度な専門性を身につけることを目指
している。 

The purpose of the lecture is to learn the theory of the educational methods, 
the educational research and evaluation. It is the most important thing that 
children investigate their own subjects with curiosity and solve the problems 
independently and also feel a sense of achievement. 
Working as an assistant teacher in the attached schools, the graduate students 
will be able to learn how to teach the children efficiently. And they will get the 
ability to understand children and bring up them as a competent teacher. 
 

 
 
 
 
 
�    � ���� 

近年のディスレクシアに関する研究から、読み書きに特異的な困難をもつ児童が通常の学級に一定数存在することが報告され、早期発見・早期介入
の必要性が指摘されている。本研究は、低学年児童を対象とするリテラシー・アセスメントの開発と、効果的な学習支援プログラムの開発、を目的
とする。 
本研究の成果は、低学年における組織的なリテラシー・チェックによって、読み書きの困難による全般的な学力の低下を予防し、低学力層全体の学
力向上に寄与するものと考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
現代の厳しい社会・教育的状況から、学校現場では修士レベルの高い専門性を備えた教師が求められています。附属校園が同一キャンパスに設置さ
れているという他大学には無い魅力を生かし、未来型の教師を目指す大学院（副専攻）院生が自らの課題を持ち寄って主体的に学び合い、研究と実
践のダイナミックな循環が生まれています。教師を目指し教育を語る意欲ある院生の、研鑽の場としたいと思います。 
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 生活習慣病 
 エネルギー代謝 
 メタボリック症候群 
 分子生物学 
 応用栄養学 

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
【著書】飯田薫子：代謝・栄養疾患と動脈硬化症. カラー版内科学 (門脇孝 永井良三 編) 西村書店. 1133-1136頁, 2012 . 
 
 
【著書】飯田薫子：代謝内分泌系疾患. 栄養科学イラストレイテッド 臨床栄養学ノート (本田佳子 他 編). 羊土社. 123-13 5頁, 2012. 
 
 
【原著論文】Iwasaki H, Naka A, Iida KT, et al. TFE3 regulates muscle metabolic gene expression, increases glycogen stores, and enhances 
insulin sensitivity in mice. American Journal of Physiology Endocrinology and Metabolism 302(7):E896-902, 2012. 
 
 
【原著論文】Kodama S, Horikawa C, Iida KT, Saito K, Sone H et al. Comparisons of the Strength of Associations With Future Type 2 Diabetes 
Risk Among Anthropometric Obesity Indicators, Including Waist-to-Height Ratio: A Meta -Analysis. American Journal of Epidemiology. 
176(11):959-969, 2012. 
 
 
【総説】中彩乃, 飯田薫子, 島野仁. 脂質代謝の低下と運動. 体育の科学「特集 脂質代謝の新視点」 62巻11月号. 杏林書院. 818-822頁,2012 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
肥満、糖尿病、高脂血症、メタボリックシンドロームなどは典型的な生
活習慣病であり、その発病と進行には食生活・身体活動などの因子が密
接に関与する。 
そこで本研究室では、分子生物学的手法や臨床疫学的手法を駆使して、
生活習慣病の予防・治療法開発をテーマとし、食生活・身体活動などの
観点から広く研究に取り組んでいる。 
さらに身体活動と関連して、運動やスポーツに注目し、運動時の様々な
生体内での変化についても併せて研究を行っている。 
 

Various factors in nutrition and physical activity are involved in the onset and 
development of lifestyle diseases such as diabetes, dyslipidemia, obesity and 
metabolic syndrome. 
Work in our laboratory focuses on those factors to clarify how developing of 
lifestyle diseases and to develop the therapeutic strategy for these diseases. 
Together, our lab studies biological processes of energy metabolism in 
exercise. Our studies involve a wide variety of molecular, in vivo physiologic, 
and clinical-based techniques. 

 

飯田 薫子 
IIDA Kaoruko 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
博士 (医学) (2001筑波大学) 
応用栄養学, 生活習慣病学, スポーツ医学 
http://www.hles.ocha.ac.jp/food/ 
iida.kaoruko@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
2011年度担当授業；解剖生理学I、解剖生理学II、解剖生理学実験、食
物栄養学輪講、食物学概論 など 
 
主に医学、医療系の授業を担当している。「解剖生理学」では、人体の
構造や生理機能を判りやすく説明し、疾患に関する理解を深めることが
できるように配慮した。「解剖生理学実験」では、マウスの解剖や、実
際に病院で使用される医療機器を活用した医療検査などを体験させ、解
剖や生理学の理解を深められるように工夫した。学部共通科目の「食物
学概論」では、食や食品、栄養などの「食」と「健康」の関連性につい
て、一般の学生むけにわかりやすく講義を行った。 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

生活習慣病研究を志す院生志望者が非常に増加しており、現在研究室体制を整備・拡大し、複数のプロジェクトを推進している。 
具体的には、糖や脂質代謝に関わる転写因子の研究、生活習慣病の発症や進展予防につながる食品成分の研究、運動時の骨格筋エネルギー代謝に関
する研究、などを行っており、その研究手法として、実験室における分子生物学的研究と、情報データベースを活用した解析研究の両面からのアプ
ローチを行っている。 
食事・運動を含む、生活習慣病（糖尿病、メタボリックシンドローム、動脈硬化など）の予防・治療に関わる研究に関して、大学・企業を問わず、
共同研究、専門医の見地からのアドバイス、講演が可能である。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
近年社会問題となっている様々な生活習慣病には、栄養や運動といった生活因子が深く関与しています。その関連性を深く理解し、広い知識を身に
つけ、これらの疾病に立ち向かえるような研究を勧めて行くことが我々の目指すところです。 
興味がある方は、いつでもご連絡下さい。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 教育哲学 
 ドイツ観念論とドイツロマン主義 
 フィヒテ、シェリング、シュレーゲル、ノヴァーリス 
 フランクルト学派 
 ベンヤミン、アドルノ 

Philosophy of Education 

German Idealism and German Romanticism 

Fichte，Schelling，Novalis，Schlegel 

Frankfurt School 

Benjamin，Adorno 

�    � 
��� 
『知識に隠された絶対者と無限への追慕 ――人間形成論として見たフィヒテ, ノヴァーリス, シェリング』，東北教育哲学教育史学会編『教育思想』
第39号，3-22頁，2012年3月 
 
 
『すべての時代は, それに続く時代を夢見ている ――青柳氏のマルクス解釈とベンヤミン』，教育思想史学会編『近代教育フォーラム』第21号，23-32
頁，2012年10月 
 
 
『絶対者の顕現と無限の生成 ――絶対的同一性の理解を巡るシェリングとシュレーゲルの差異について』，『お茶の水女子大学人文科学研究』第9号，
133-144頁，2013年3月 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
2012 年度は、ドイツ初期ロマン主義者の自我観と世界観を検討した。
具体的には、シュレーゲルの『哲学の展開』を中心に、生成する世界に
ついての彼の基本思想を明らかにした。それに続いて、その世界の表現
手法としてのイロニー論を検討した。 

In 2012, I investigated the theory of formation of I and their undestanding of 
world in the texts written by German Early Romantists around 1800. 
Concretly speaking, At first, I considered about Friedrich Schlegel's 
foundamental thought of world,which builds up by itself, in his text The 
Development of Philosopy. And next,I made clear his method of express this 
world,which he calls Irony. 

 

池田 全之 
IKEDA Takeyuki 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授 
博士 (教育学) / Doctor （pedagogy) 
教育哲学 / Educational Philosopy 
    
ikeda.takeyuki@ochaac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
2012 年度は、学部段階の授業においては、フーコーの権力論、アドル
ノの非同一性の哲学、シェリングの道徳思想、ベンヤミンとハイデガー
の時間観を、現代の教育問題と絡めながら概説した。大学院段階では、
解釈学の始まりとしてのスピノザの『神学政治論』とメルロ・ポンティ
のフッサール論『哲学者とその影』を取り上げた。 

(For undergraduate course) 
I treated outline of Adorno's theory of dialectic of enlightment,Schelling's ethic, 
and the understanding of Time of Heidegger and Benjamin, relating these 
theory to our educational problems. 
 
(For graduate course) 
I focussed on the origin of hermeneutics. From this viewpoint, I treated 
Spinoza's Teologico-politici Tractatus . 
In seminar, I treated Merleau-ponty's The philosopher and his shadow,which 
is his treatise on Husserl, and explained the relationship between Husserl's 
understanding of phenomenolgical reduction and Merleau-ponty's 
methodology. 

 
 
 
 
 
�    � ���� 

現代の人間形成論の基礎をなした18世紀末～19世紀前半のドイツ思想を研究しているが、その様々な陰影と可能性を研究することにより、特に道
徳教育などについて、成果を還元できるのではないかと考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
教育思想研究というと、難しいとか現実から遊離していると一般には考えられています。たしかに教育思想の研究の場合には、二次文献を参照しな
がら、地道に昔のテキストを読み進めることが基本になります。けれども、そうした読解も、現代についての先鋭な問題意識がなければうまくいく
ものではありません。古典的なテキストを使いながら「今」を考えることが大切なのです。ですから、自分の狭い関心にだけ囚われるのではなく、
視野を広く持つようにしてください。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 舞踊 
 動き 
 身体 
 表現 
 評価 

dance 

movement 

body 

expression 

evaluation 

�    � 
��� 
猪崎弥生著『乳幼児のダンスABC』一二三書房 
 
 
猪崎弥生・永田麻里子・酒向治子, 中学生のダンス・イメージ, ダンスに対する態度, ダンス授業の評価, お茶の水女子大学 人文科学研究, 9巻, 15-24. 
 
 
酒向治子・永田麻里子・猪崎弥生, 教員と中学生のダンスに対するジェンダー・イメージ, 岡山大学大学院教育研究科研究集録, 152号, 45-49. 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
舞踊運動の持つダイナミックで有機的な表現性に着目し、その表現性の
評価について研究を継続している。平成16 年度から3年 の交付期間
での科研費を採択された研究「表現運動(舞踊)の指導力を向上させるた
めに有効な指導言語と評価との関係につ いて」において、舞踊運動の
評価とは、現れ出てくる表現性を含めた舞踊運動そのものの特性をつか
みとることと捉え、舞踊 指導における評価と指導言語との関係を明ら
かにしようとした。そこでは、舞踊運動の評価が舞踊経験に基づく身体
性(身体 言語)に関与することが示唆された。 
平成19年度から2年の交付期間で科研費を採択された萌芽研究「身体
表現から考えるジェンダー舞踊動作に見られる女らしさと男らしさ」に
おいては、日本舞踊における舞踊動作の印象評価研究を通して、女性 日
本舞踊熟練者と女形(男性日本舞踊熟練者)における女らしさを比較検討
した。 
平成22年度から4年の交付期間での科研基盤 B「多様的身体を目指す
ジェンダーフリーなダンス教育法の開発と構築」に採択され、調査・実
践研究を行っている。 

I investigate Dance Study from the viewpoint of dynamic expressiveness 
through dance movement. The relationship between an effective guidance 
language and the evaluation in the dance class, is connected to the dance 
teacher's dance experience. 
I continue to study the aesthetic expression of feminine in traditional Japanese 
dance by aesthetic evaluation (Izaki, 2006). 
The feminine in traditional Japanese dance is a very sophisticated, ordered, 
and highly disciplined mode of expression in the traditional style. 

 

猪崎 弥生 
IZAKI Yayoi 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授 
文学修士 / M.A., 博士 (学術) (2005 神戸大学) / Ph.D 
舞踊学・舞踊芸術学 
http://www.1i.ocha.ac.jp/geijutsu/buyou/izaki/ 
izaki.yayoi@ocha.ac.jp 
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学部教育:「舞踊芸術学」では舞踊の文化的概観、舞踊の領域、運動と
表現、形式と内容、形式と構造という観点から「舞踊 とは何か」を考
える授業を展開している。「舞踊芸術学実験演習」では学生各自が舞踊
学の論文のレジュメを作成し、発表を 行い、論文の内容に関して議論
する。モダンダンステクニック初級てでは「身体を知る」ためにフロア
ーエクササイズ、ステップを含む移動、フレーズを踊ることを行ってい
る、舞踊創作法では作品を上演できるまでの創作のプロセスを理解し構
成・演出を考えることをねらいとしている。 
 
大学院教育:「舞踊芸術学特論」では美学的見地からの理論、舞踊の作
品分析を中心に講義した。 
 
 

Undergraduate course: Dance and the Arts (dance history, dance education, 
form, and content) Modern Dance Technique (floor exercise, locomotion, and 
phrase) Dance Creation (improvisation, choreograph, and composition) 
 
Graduate course: Dance Theory (dance phenomenology, dance aesthetics, 
dance analysis, and Laban method) Dissertation

 
 
 
 
�    � ���� 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
舞踊教育学コースを志望する受験生の皆さんは、誰よりも踊ることが大好きであると思います。踊るという身体を通した舞踊の経験から得られるさ
まざまな感覚、湧き起こる内なる感情の働きを十分に感じて下さい。舞踊の「こころ」と「からだ」が つながり合う有機的でダイナミックな全体性
は、踊る体験を豊かな営みにすると思います。
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URL 

E-mail 
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 父親 
 育児 
 日米比較 
 IT社会の家族 
 育メン 

Fathers 

Child care 

Japan-US comparison 

Families in IT Society 

Child caring men 
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石井 クンツ 昌子 
ISHI-KUNTZ Masako 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授  
社会学博士 (家族社会学ジェンダー社会学専攻) 
家族社会学, ジェンダー社会学, 統計学, 社会調査法, 社会心理学, 高齢社会学 
http://www.soc.ocha.ac.jp/soc/teacher/ishii_masako.html 
ishii.kuntz.masako@ocha.ac.jp 
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 視覚 
 熟達化 
 ベイズ推論 
 学習 
 感性 

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
Tokita, M. & Ishiguchi, A. (2011) Temporal information affects the performance of numerosity discrimination: Behavioral evidence for a 
shared system for numerosity and temporal processing. Psychonomic Bulletin & Review, 18, pp. 550-556. 
 
 
Tokita, M. & Ishiguchi, A. (2012) Behavioral evidence for format-dependent process in approximate numerosity representation. Psychonomic 
Bulletin & Review, 19, pp. 285-293. 
 
 
石口 彰 (2012) 認知行動とベイズ推論 (石口彰監修 認知心理学演習：日常生活と認知行動 5章)オーム社 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

1. 視覚パターン認知の統計的特性の検討 
視覚パターン認知の基本特性は、不適切逆問題の解決である。この解決
にあたり、視覚系は、既知の知識構造から成る制約条件と様々なサンプ
リングデータを元に、一種のベイズ解を導いている。私の研究室では、
この一連の過程における統計的特性を、実験を通して解明している。 
 
2. 異種感覚情報の統合問題 
視覚、聴覚、体性感覚間の相互作用を通じて、連合機能の特性を検討す
る。 
 
3. リスク情報の処理メカニズム 
身のまわりにあるリスク信号（リスクイベントに対する先行信号）の処
理メカニズムに関して、実験的に検討する。基礎的な研究だけでなく、
こどものリスク回避行動への応用研究へと発展させる。 
 
4. 数量判断の認知過程と熟達化 
人間の持つ数量判断（絶対量、相対量）に関して、基礎的な脳内メカニ
ズムばかりでなく、発達的側面比較行動学的側面、比較文化的側面も含
めて、実験的に検討する。さらに、知覚的バイアス等の影響を受けない
熟達化の過程を解明する。,  

1. Statistical properties of visual pattern cognition 
Statistical properties of visual pattern cognition are solutions of the 
ill-posed problem in which th visual system recovers the 3D space 
from 2D retinal images. The visual system induces the Bayesian 
solutions with use of some restraints and sampling data. Our lab has 
clarified these solution processes on the base of experimental data. 
 
2. Integration problem of many kinds of information from 
perceptual systems 
We have studied the cross modal perceptual systems. In particular, 
we have focused on the problem about the effects of the visual 
output on auditory or tactile perception 
 
3. Human coginitive processing of risk information. 
We investigate the properties of human risk processings of everyday 
issues from the viewpoints of cognitive experiments and modeling. 
 
4. Cognitive process of mathematical judgment and expertise. 
We have investigated the cognitive representations in the brain 
about human mathematical judgment of relative and absolute 
volume and numbers. We also have studied this problem from 
viewpoints of human development, comparative behavior and 
cross culture. In our study, a term “expertise” is the key word. 
 

 
 

石口 彰 
ISHIGUCHI Akira 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授 
文学博士 (1989 東京大学) 
認知科学, 実験心理学 
    
ishiguchi.akira@ocha.ac.jp 
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学部： 
1 認知心理学概論 （2012年度は代講）  
人間の認知情報処理過程（パターン認知、学習・記憶、知識表現、推論
と問題解決等）に関して、神経生理学、計算理論、行動科学的側面から
の解説を通して、認知心理学の概要を理解する。 
 
学部： 
2 認知心理学演習（基礎）（2012年度は代講）   
人間の認知機能、特にパター認知、推論機能について、日本語・英語テ
キストを批判的に講読し、認知心理学の基礎を習得する。 
 
学部： 
3 認知心理学研究法（基礎・応用）   
認知心理学の研究方法を修得し、自ら研究する能力を身につける。 
 
大学院： 
認知計算論・同演習 
人間の認知機能や運動機能、その障害に関して、計算理論の観点から、
基礎を修得する。学生は、基本的な英文テキストの内容をコンピュー
タ・プレゼン形式で紹介する。毎回、小テストを実施する。 
 

Under-Graduate Course 
Introduction to Cognitive Psychology: 
I survey fundamental properties of the human cognitive processes 
in pattern cognition, internal representation, learning, memory, 
reasoning and problem solving. 
 
Graduate Course: 
Cognitive Computation 
We survey and discuss the principles of the cognitive computation 
and Bayes inferences. Registrated students are required to show the 
contents with computer presentation, and to clarify some problems 
related to the computation. 
 

 
 
 
 
�    � ���� 

現在、システムの異常や制御不能イベントの認知に関するプロジェクトを立ち上げている。今後このプロジェクトを発展させ、リスク情報処理心理
学の構築を目指している。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
認知心理学研究室では、人間の認知に関する幅広い領域を扱っているので、学生の関心領域に沿った教育・研究指導が可能である。
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 ICTと人間形成・社会空間生成の関わり 
 ICTとオルタナティブな学び 
 ノン・フォーマル教育 
     
     

ICT and human being 

ICT and alternative learning activity 

Non formal Education 

    

    

�    � 
��� 
「Possibility of Learning Support Activity with ICT in Japanese Higher Education」Chiaki ISHIDA, Association for the Advancement of 
Computing in Education, 『E-Learning in Corporate, Government, Healthcare, and Higher Education』pp. 1062-1066, 2012年10月. 査読有 
 
 
「ICTを活用した学修支援の可能性」石田千晃, JSET日本教育工学会『日本教育工学会 研究報告集 I̶CTを活用したFD/一般』21-24頁, 2012
年7月. 査読無 
 
 
Plone Educational Symposium in Tokyo(教育を支援する持続可能なWEBエコシステムとは)にてシンポジスととして登壇.「Plone4による学士過
程授業支援」於明星大学, 2013年2月22日 
 
 
「2011 年開講科目「情報コミュニケーション技術と創発性」の実践報告」石田千晃, お茶の水女子大学『高等教育と学生支援 お茶の水女子大学教
育機構紀要 第2巻』, 81-84頁, 2012年3月. 査読無 
 
 
「ICTの利用に見る＜学び＞の資源とネットワーク  ̶草の根デジタルネットワーキング活動の社会的機能 ̶」（RESOUCES AND NETWORKS 
OF LATERNATIVE LEARNING IN THE USE OF ICT: THE SOCIAL FUNCTIONS OF GRASS-ROOTS ICT NETWORKING ACTIVITIES）石
田千晃, 『一橋大学社会学研究科 学位論文』2012年3月. 査読有 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
(テーマ) 日本におけるノン・フォーマルな<学び>の展開と ICT の活用
に関する研究 
 
(研究領域) 教育社会学、社会情報学、教育工学 
 
(内容)フォーマルな学習の枠組みからはみ出してしまった、もしくは周
縁化されている人々の活動にICTはどのように活用されているのか。特
にオーソドックスな解決策が存在しない現代的な課題の渦中にある当
事者と、それらの人々を支援する人間同士が織りなす活動にICTが活か
され新しい文脈を生むとき、その活動はいかなる特徴をもっているのか、
という点に着目している。 

    

 

石田 千晃 
ISHIDA Chiaki 
教育開発センター 
講師 
博士 (社会学) 
教育社会学, 社会情報学, 教育工学 
    
ishida.chiaki@ocha.ac.jp 
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ICT を用いたアクティブラーニング型授業の開発・実践を行っている。
電子黒板を用いたブレインストーミングやオープンソースの CMS
（Plone）を用いた知の共有化の実践を重ねながら、初年次向けの電子
教材を開発している。 
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 近世文学 
 仮名草子 
 浮世草子 
 出版文化 
 原稿料 

  

  

  

  

  

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
日本近世文学の中で17世紀を中心に研究を行っているが、ここ数年は、
江戸時代初期の小説・随筆で写本として流通している書物を精査し、版
本との相違や独自性、特色などを考察している。また出版文化の開花し
た時代であり、文学環境の1つとして出版に関する究明も行っている。 

    

 

市古 夏生 
ICHIKO Natsuo 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
理事, 副学長, 総務機構長, 教授 
博士 (文学) (1998 早稲田大学) 
日本文学, 出版文化学, 書誌学 
    
ichiko.natsuo@ocha.ac.jp 
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当該年度では公表できなかったが、元禄時代の出版者のリストとその出版物の一覧の出版を26年度もしくは27年度に予定している.。また江戸時代
から昭和にいたるまでの文学者の報酬に関する年表の出版を平成26年度に予定している。 
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 コミュニティ・アプローチ 
 学級風土 
 スクールカウンセリング 
 実践研究 
 コンサルテーション 

Community Approach 

Classroom Climate 

School Counseling 

Collaborative Action Research 

Consultation 

�    � 
��� 
Ito, A. (2011) Enhancing school connectedness in Japan: The role of home room teachers in establishing a positive classroom climate．Asian 
Journal of Counselling,18(1･2)，41-62. 
 
伊藤亜矢子 (2011)「小冊子スクールカウンセラー活用のアイディア」東京法規出版 
 
伊藤亜矢子 (2012)『私立学校のスクールカウンセリング』村山正治編「現場で役立つスクールカウンセリングの実際」創元社 203-216. 
 
伊藤亜矢子 (2012)『これからの教師教育・わたしの実践 学級風土コンサルテーションによる省察』 授業づくりネットワーク 316 号 学事出版 
71-73. 
 
伊藤亜矢子 (2012)『子ども達の教育環境とソーシャル・キャピタル －ソーシャル・キャピタルを促進する学級・学校－』文部科学省生涯学習政策
局編集協力「生涯学習政策研究」生涯学習をとらえなおす ～ソーシャル・キャピタルの視点から～ 悠光堂 15-20. 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
国際比較に基づくスクールカウンセラーによる教師支援方法の開発。
ASCA（米国スクールカウンセラー協会）のCarol Dahir氏を2011年
7月に招聘し、現職スクールカウンセラーのFocusグループを毎月行う
などして、コミュニティ・アプローチを行うスクールカウンセリングに
ついて新しいテキストの執筆を進めた。また、南オレゴン大学の
Douglas Smith氏を、2010年度に学術振興会短期招聘で2ヶ月間受
け入れ、20011 年度のお茶の水女子大学での来日講義や3 月の来日、
2012年度5月のオレゴンでの交流、2月の来日などの際に、研究交流
を行い、いじめ等についての共同研究を継続し、2012年5月には米国
西部地区心理学会で共同発表をした。また2012年10月にはフィリピ
ンのスクールカウンセラー大会に参加発表し、当地のスクールカウンセ
ラーとの交流を行い、韓国Sang Min Lee氏と研究交流を行って、学級
風土質問紙韓国版を韓国で試行すると共に、日韓のスクールカウンセリ
ングの比較にむけて質問紙を作成した。 
学級風土質問紙（Classroom Climate Inventory）の開発とそれを応
用した学校支援。①教師個人レベルでは、CCI結果を媒体とした教師コ
ンサルテーション、②学級レベルでは、CCI活用シートを利用した学級
と個人の双方に焦点をあてたコンサルテーション、学級ニーズをふまえ
たスクールカウンセラーと教師の協働による心理教育、③学区・学校レ
ベルでは、CCI を用いた教師教育、等の実践研究を行っている。特に
2012 年には、完成した小学校版および中学校版学級風土質問紙の解析
ソフトを用いたコンサルテーションを行い、より効率的にコンサルテー
ションを行うためのワークシートの開発・改良を行った。 
スクールカウンセラーの学校全体への支援を促進するパッケージツー
ルの作成。2012 年度には、学級風土アセスメントを基にした、オーダ
ーメイドの心理教育プログラム開発と実践を継続し、改訂作成した小冊
子を用いた教員研修、いじめ対応についてのツールづくり、緊急支援に
必要なツールの整理を試みた。 

Development of teacher and student mental health support 
programs from international comparison. In 2012-2013, the project 
of translation and adaption of new school counseling text book was 
continued with Dr. Carol Dahir from New York Institute of 
Technology and American School Counseling Association and 
monthly focus group of school counselors were held to validate new 
practice in Japanese school. And bully and co-vitality research with 
Dr. Douglas Smith from Southern Oregon University, practical 
knowledge exchange with Philippine school counselors, and 
classroom climate survey were held in Korea with Dr. Sang Min Lee 
and prepare school counselor survey instrument with him. 
Development and application of Classroom Climate Inventory（CCI）
for whole school approach by school counselors. 1) At individual 
(teacher) level; consultation with CCI for homeroom teacher. 2) At 
classroom level; consultation with sheet type CCI results and 
psycho-education with school counselor to intervene in a student’s 
and whole class problem. 3) At school and district level; teacher 
in-service training with CCI. In 2012, consultation for elementary 
and junior high teachers were held with CCI, and work sheet for 
effective reflection using CCI were developing.  
A packaged tool is developing for school counselors’ whole school 
approach. From 2008, we develop a psycho-social education 
program for junior high school students which could be customized 
based on classroom climate assessment. In 2012, the brochure for 
teachers which describe the whole school approach was used in 
inservice teacher training sessions, tools for intervention for 
bully/victim problem was writing and tools for emergent 
intervention for traumatic accidents were collected.  

 

伊藤 亜矢子 
ITO Ayako 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
准教授 
博士 (教育学) 
臨床心理学, コミュニティ心理学 
http://www.develop.ocha.ac.jp/itoa.html 
ito.ayako@ocha.ac.jp 
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伊藤研究室では、子ども・学校・地域・コミュニティをキーワードに、
各人のテーマに応じて、実践研究を行っています。臨床心理学・コミュ
ニティ心理学・教育心理学・学校心理学の知見を元に、学校内外での、
子ども支援を促進する方法の開発やシステムづくりをめざした実践研
究です。例えば、小学校・中学校・高等学校で、一教室あるいは、TT
枠などを提供してもらい、相談室を創設し相談システムづくりを実践的
に検討するなどを、大学院生と学部学生が協力して行っています。大学
院生の多くは、心理臨床センターに所属し、相談事例について、伊藤の
スーパーバイズを受けます。伊藤が母親面接、大学院生が子ども面接を
担当する場合も多くなっています。そのほか、大学院生は興味に応じて
外部実習に行っています。 

In our laboratory, students do the action researches cooperated with each 
other focusing on their own topics in schools & communities. Their key words 
are prevention, mental health, children, youth, school, community. Research 
methods are based on community psychology, clinical psychology, school 
psychology & educational psychology.Many of graduate students also belong 
to the clinical psychology center in our university, do some clinical practices 
(counseling with children, parent, teacher) with supervisions by Dr.Ito. 

 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

現在行っている実践研究を継続し、学校内外の子ども支援システムづくりについて、実践的な知見を提供する。06 年度には学級風土質問紙（CCI）
のマークシート化ができ、09～10年度には、小学校版の公開と小学校版を含む質問紙の分析システムの改良整備を行った。また、全校支援に関する
教員向けパンフレットの作成や、カウンセラー向けテキストの執筆（継続中）を行うと共に、米国・スコットランド・香港・台湾などの全校支援に
ついて検討を行ってきた。学校全体の支援に向けたパッケージツールの作成（H20～22年科学研究費基盤(C）20530623）から引き続いて、国際比
較に基づく、日本型スクールカウンセラーの全校支援モデルの構築とツールの作成整備(H23～25年科学研究費基盤(C)23530891)を進め、心理教育
やいじめ、緊急支援、学級風土コンサルテーションのツールや、スクールカウンセリングのテキスト、国際比較によるモデル化などを継続していく。 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
自分なりのテーマ関心を持ち、実践の場で創造的な実践研究ができる人材を求めています。それぞれが自分の意見・センスを生かしながら、お互い
に協働することで、学校という場や地域で、その場所の専門家である現職教員の先生方等と協働し、子ども支援を展開することは、やりがいのある
実践研究活動です。スクールカウンセラーに重要なのは work with すなわち他業種も含めた協働。それに環境要因や発達的要因も含めた適切な問
題理解の力ではないでしょうか。助け合い切磋琢磨しながら、創造的な臨床心理士・実践的研究者として成長していける研究室をめざしています。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 言語学 
 中国語 
 形式意味論 
 受動文 
 選言 

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
“被字句的状語指向”, 中国天津の南開大学で開催されたInternational Association of Chinese Linguistics 19にて発表. 
 
 
「受動文における副詞の指向性」京都大学人間・環境学研究科 東郷研究室ホームカミングデーにて発表. 
 
 
「心理副詞の修飾構造」, 景山太郎, 沈力編『日中理論言語学の新展望』pp59-83. 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
一つの自然言語は、すべての言語に共通する部分と、個別言語によって
決定される部分とからなっている。共通する部分は統語構造を作る規則
であり、意味を生成するための方法である。一方、実際の構文の構造や
個々の語彙の意味は、言語によって異なっている。本研究では、言語の
普遍性と個別性を明らかにしようとしている。2012 年度には次の項目
について研究を行った。 
 
・中国語における描写性副詞の修飾構造についての考察：この研究の中
で、中国語では、受け身文において修飾対象の違いによって副詞の位置
を変えることが明らかにされ、英語などのほかの言語では、表層上見え
にくかった、受け身を表す形態素と副詞の位置関係について可視的な根
拠になることを示した。 
 
・選言と連言の作用域の研究：中国語の選言接続詞には二種類あり、一
つは疑問文を、もう一つは陳述文を結び付ける。それぞれの意味論を明
らかに、譲歩文において両者が交換可能である理由について説明した。 

    

 

伊藤 さとみ 
ITO Satomi 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
准教授 
博士 (人間・環境学) 
中国語学 / Chinese Linguistics 
http://www.li.ocha.ac.jp/llc/chn/kyoin_satomi.html#satomi 
ito.satomi@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
授業としては、中国語文法論、日中対照言語学を通して、中国語を形式
言語学の枠組みおよび生成文法の立場で分析する方法について講義し
た。また、大学院では、中国言語表現論演習および現代中国語学演習を
とおして、言語学を使った中国語の分析方法の基本を教えた。 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

2013年度には、以下の研究を行う。 
・受動文における副詞の修飾のあり方の研究から得られた知見をもとに、受動形態素“被”の意味を明らかにする。 
・選言表現と連言表現が交替しても、意味に変化をもたらさない場合があることに着目し、その場合の言語環境の特定と、交替を可能にする要素に
ついて明らかにする。 
 
 
 
�    � ���	� 
言語は、人間が作り出したものである点では、文化の一部です。しかし、意図的／目的的に作り出したものであはない点で、人間の脳や体と同じよ
うに自然の一部です。文化と自然の融合体なので、どのような観点からも分析でき、また、いろいろな観点からの分析が必要な分野です。一つの事
柄に対して、多様な観点を楽しみたいという方、また、一面的でなく多面的な思考を鍛えたいという方、どうぞ言語学を勉強してください。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 可視化 
 マルチメディア 
 コンピュータグラフィックス 
 シミュレーション 
     

Visualization 

Multimedia 

Computer graphics 

Simulation 

  

�    � 
��� 
K. Kusama, T. Itoh, Abstract Picture Generation and Zooming User Interface for Intuitive Music Browsing, Springer Multimedia Tools and 
Applications, 2012. 
 
 
R. Nakazawa, T. Itoh, J. Sese, A. Terada, Integrated Visualization of Gene Network and Ontology Applying a Hierarchical Graph Visualization 
Technique, 16th International Conference on Information Visualization (IV2011), 2012. 
 
 
S. Yagi, Y. Uchida, T. Itoh, A Polyline-Based Visualization Technique for Tagged Time-Varying Data, 16th International Conference on 
Information Visualization (IV2011), 2012. 
 
 
A. Hayashi, T. Itoh, M. Matsubara, Colorscore - Visualization and Condensation of Structure of Classical Music, Knowledge Visualization 
Currents: from Text to Art to Culture, Springer Edit Volume, ISBN-978-1-4471-4302-4, 2012. 
 
 
T. Itoh, Analytics and Applications Using Multiple Category Graph Visualization, IEEE Pacific VAST (Visual Analytics Science and Technology), 
Invited talk, 2013. 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
身の回りの情報をコンピュータ上で可視化する「情報可視化」という研
究に最も力を注いでいます。2009年度は金融関係のITソフトウェア企
業からの委託研究で、クレジットカードの不正利用履歴の可視化に取り
組みました。また製薬企業からの委託研究で、蛋白質の表面形状と薬物
反応可能性の関係に関する研究に取り組みました。また化粧品企業との
共同研究で、肌の微細特徴のコンピュータ画面上での再現に関する研究
に取り組みました。 
また、音楽や画像に関する各種の研究を進めています。具体的には、大
量画像の一覧表示、音楽情報の可視化などに関する研究を進めています。 

    

 

伊藤 貴之 
ITO Takayuki 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
博士 (工学) 
情報科学 (特に可視化, マルチメディア, コンピュータグラフィックス) 
http://itolab.is.ocha.ac.jp/ 
itot@is.ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
講義ではマルチメディア、画像処理、コンピュータグラフィックスなど
の科目を担当しています。単に講義をするだけでなく、コンピュータ上
でのプログラミングの自由課題を与えることを主な方針としています。
具体的には、ホームページ制作、デジカメ撮影画像の加工、3次元コン
ピュータグラフィックス制作、などの自由作品を提出させることで、単
に「与えられた問題を解く」だけでなく、自由な発想で技術を使いこな
せる学生の育成を目指しています。 
研究室では合計22人の学生を指導しました。7名の学生が短期留学に
行くなど、多彩な国際経験を展開しました。また博士後期課程への進学
も熱心で、来年度は社会人や休学者を含めると研究室で9人の博士後期
学生を指導することになります。 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

コンピュータに蓄積された各種の情報を画面に一覧非表示する「情報可視化」という研究分野にて、既に多くの共同研究を実現しています。具体的
には、原子力研究所、製薬会社、金融系IT企業、ネットワークセキュリティ関係団体、などが所有する大規模なデータを表示する目的での共同研究
を実現しています。 
今後も引き続き、さまざまな業界に蓄積される大量の情報を理解するための手段として、「情報可視化」の研究に取り組み、多くの共同研究を実現し
たいと願っています。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
皆さんの生活をよりよくするために、情報を目に見える形で伝える「可視化」という技術を研究しています。 
また、皆さんの日常生活に欠かせない画像や音楽を、もっと使いやすく、もっと面白く、またもっと世の中の役に立つように、といった観点から新
しい技術を研究しています。 
受験生の皆様と一緒に勉強ができる日を楽しみにしています。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 敦煌 
 写本 
 語り物 
     
     

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
敦煌写本「伍子胥変文」について(『お茶の水女子大学中国文学会報』31, 2012) 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
敦煌から出土した漢文文献を資料として中国唐五代の通俗文学とくに
説唱文学について調査研究している。 

    

 

伊藤 美重子 
ITO Mieko 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授 
博士 (人文科学) 
中国文学 
    
ito.mieko@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部では「中国古典文学史(先秦~唐代)」「中国古典文献講読入門」「中国
古典文献講読基礎」、大学院では「中国古典語 学特論」「アじア民俗文
化論」を担当。 

    

 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

現在、敦煌文献の中の説唱文学に関連の深い作品の調査研究を行っている。それら作品の中には日本の語り物に関連する部分 が多く、日本と中国の
説唱文学の関連を探っているところである。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
中国と日本は文化的に深い関係にある。中国と日本の文化的位相を一緒に考えてみましょう。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 移行対象 
 イマジナリィコンパニオン 
 摂食障害 
 小児科病院臨床 
 心理テスト 

transitional object 

imaginary companion 

eating disorder 

clinical psychology in hospital 

psychological test 

�    � 
��� 
子どもの発達促進に大切なものやこと. 及川郁子 (監修) チームで支える子どものプリパレーション 中山書店, 52-59, 2012. 
 
 
ルール, マナー, 規範の意味-指導者が理解しておきたいこと 児童心理 66(１)，89-93,2012． 
 
 
育て直しの発達心理学 子ども療育支援認定協会, 2012 
 
 
心理浬療法4つの公理 ̶心理療法の科学的議論のために お茶の水女子大学心理臨床相談センター紀要, 14, 39-51, 2012. 
 
 
ウィニコットの臨床的コンセプトについて考える お茶の水女子大学心理臨床相談センター紀要, 13, 63-72, 2011. 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
1. 発達心理学の立場から移行対象やその提唱者であるウィニコットに
ついて，理論的的研究を展開している。この領域については世界的にも
最前線に到達したと自負している。最近は，この領域に付け加えて，イ
マジナリイコンパニオンの研究にも領域を拡大し，指しゃぶり，移行対
象，イマジナリイコンパニオンという連続体の上に比較文化的に，これ
ら 3 つのコンセプトをどのように理解していけばよいかということを
考察中である。 
2. また，摂食障害について，病院臨床での実践に基づいて理論的，臨
床的知見を積み重ねつつある。 
3. 家族とりわけ父親や夫婦関係の実証的研究を展開している。ちなみ
に最近の博士論文指導での博士号取得者は，父親研究，治療法の違いに
よる効果の比較，などであり，修士論文の題目は，イマジナリイコンパ
ニオンの研究，移行対象の研究，摂食障害の研究，芸術療法の研究など
である。 

1. Developmental Study of Transitional Object 
2. Clinical Study of Eating Disorders 
3. Developmental Study of Father and Family 

 

井原 成男 
IHARA Nario 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授 
修士 (文学) 
発達心理学, 臨床心理学 
http://www.develop.ocha.ac.jp/ihara.html 
ihara.nario@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部では人格心理学や臨床心理学の基礎理論を教授している。また大学
院ではカウンセリング特論や心理療法論などを担当しつつ，心理療法の
統合的理解を深めるゼミなどを担当している。 

1. Study of Personality Psychology 
2. Study of Developmental Clinical Psychology 
3. Study of Counseling Technique 
4. Study of Clinical Psychology in Hospital 

 
 
 
 
�    � ���� 

以下のことについて，さらに実証的，臨床的研究を発展させていく予定である。また，心理療法の共通理論についても，これまでの経験と，理論等
を組み合わせながら，まとめていきたいと考えている。1．発達心理学の立場から移行対象やその提唱者であるウィニコットについて，実証的，理論
的的研究を展開している。最近は，この領域に付け加えて，イマジナリイコンパニオンの研究にも領域を拡大し，指しゃぶり，移行対象，イマジナ
リイコンパニオンという連続体の上に比較文化的に，これら3つのコンセプトをどのように理解していけばよいかということを考察中である。2。ま
た，摂食障害について，病院臨床での実践に基づいて理論的，臨床的知見を積み重ねつつある。3。家族とりわけ父親や夫婦関係の実証的研究を展開
している。 
 
�    � ���	� 
学部生については，心理学のみでなく広く，哲学から文学に渡る興味を持ち，人間に関心を持つ人を求めたい。大学院生については，研究や教職の
みを目指すのではなく，人を援助することを真に求める人を求めたい。また，自分自身を振り返る能力を持つ人であることが望ましい。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 心理療法プロセス研究 
 感情 
 臨床家の職業的成長と訓練 
 心理療法実践における文化・社会的要因 
 心理療法研究の方法論 

Psychotherapy Process Research 

Emotions 

Professional dev. and training of psychotherapists 

Cultural and Social influences in psychotherapy 

Methodological issues in psychotherapy research 

�    � 
��� 
Iwakabe, S., & Enns, C. Z. (2012). Counselling and psychotherapy in Japan. In R. Moodley, U. P. Gielen, & R. Wu (Eds.), Handbook of 
counselling and psychotherapy in an international context. Routledge. 
 
 
山口慶子・岩壁 茂. (2012). 母親であることと心理臨床家であること：子育て体験と臨床活動の交差．心理臨床学研究，29, 728-738. 
 
 
岸田彩・中村香理・柏谷牧・山口慶子・岩壁茂・白鳥志保・上野まどか・福島真一・金沢吉展 (2012). スーパービジョンにおける「良かった体験」
に関する研究 -初心スーパーバイジーの学びに関する質的分析-，日本心理臨床学会第31回大会論文集，343. 
 
 
中村香理・岸田彩・柏谷牧・山口慶子・岩壁茂・白鳥志保・上野まどか・福島真一・金沢吉展(2012). スーパービジョンにおける「良くなかった体
験」に関する研究 -中心的なテーマと学びに関する質的分析-，日本心理臨床学会第31回大会論文集，344. 
 
 
白鳥志保・上野まどか・福島真一・金沢吉展・中村香理・岸田彩・柏谷牧・山口慶子・岩壁茂(2012). スーパーヴィジョンにおける「言わなかった
体験」に関する研究 (1) -内容と理由に関する質的分析-，日本心理臨床学会第31回大会論文集，345. 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
① クライエントの感情調整力を高める心理療法介入の開発、② クライ
エントの引き継ぎと心理療法の終結に関する研究、③ スーパービジョ
ンに関する研究、④ 心理療法実践とかかわる文化・社会的要因、に関
する研究を中心に行った。 
① に関しては、過去の挫折体験にかかわる傷つき感情を解決するため
の介入法の効果を試行カウンセリングで検討した。その成果は、The 
Society for Psychotherapy Researchの年次大会で発表した。また、感
情調整に焦点を当てる2つの統合的心理療法の開発者を招き、それぞれ
の特徴を比較するシンポジウムをThe Society for the Exploration of 
Psychotherapy Integration (SEPI) の年次大会で行った。それ以外の研
究についても国内外の大会で発表し、現在論文化を進めている。 

The following four topics were included in my research: Developing 
psychotherapeutic interventions to enhance client emotion regulation 
capacities, transferring clients and termination in psychotherapy, supervision 
processes, and cultural and social issues associated with the practice of 
psychotherapy. In the annual meeting of the Society for Psychotherapy 
research, I presented a study on the outcome and process of the interventions 
to resolve emotional injury due to past failures. In the annual meeting of the 
Society for the Exploration of Psychotherapy Integration, I organized two 
symposia on comparing two affect-focused integrative models of 
psychotherapy with founders of respective models of psychotherapy. I am 
writing up these results for publication. 

 

岩壁 茂 
IWAKABE Shigeru 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
准教授 
博士 (心理学) / Ph.D 
臨床心理学 (特に心理療法研究) 
https://sites.google.com/site/siwakabelaboratory/ 
iwakabe.shigeru@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部の授業では、① カウンセリング論、② 面接法、③ 心理臨床演習
を担当した。 
カウンセリング論では、面接のデモンストレーションビデオを使い、理
論と実際の臨床場面のつながりが明確になるように心がけた。面接法は、
インタビュー法を実習的に学ぶ授業であるが、理論・実習・振り返り・
フィードバックに循環が学習効果につながるように努力した。 
 
大学院では、① 臨床心理学研究法、② 臨床心理学特論（実践）③ 臨
床心理基礎実習を中心に担当した。 
研究法の授業ではリサーチクエスチョンから適切な研究計画を立てる
プロセスを重視し、実習的作業を増やした。臨床心理基礎実習では、視
聴覚題材をできるだけ多く取り入れることによって五感を使った臨床
訓練を目指した。 

My undergraduate courses included: Theories of Counseling and 
Psychotherapy, Interviewing methods, and Seminar on clinical psychology. 
Audiovisual materials were used to stimulate discussion and provide the feel 
of real counseling sessions. In teaching research interview methods, I 
integrated didactic component, practicum, reflective activities, and feedback 
giving to enhance students’ learning. In graduate school, I have taught: 
research methods in clinical psychology, Theories and practice of Clinical 
Psychology, and Practicum in Clinical Psychology. In research method course, 
I presented students with research questions, from which they were asked to 
develop research designs. In practicum course, I have used audiovisual 
materials to help students develop counseling skills effectively. 

 
 
 
 
�    � ���� 

今後は、感情的傷つきを和らげるためにポジティブ心理学の知見を取り入れた心理療法的介入の開発に取り組む。その研究では臨床心理士の協力を
得て、介入法の訓練を提供するかわりに研究協力をしてもらうような実践と研究の統合の形も示すことを目的としている。 訓練に関する研究も他大
学の研究者との共同研究として進めていく。心理療法における文化・社会の問題に関しては、国際的グループを The Society for Psychotherapy 
Researchを通して作っており、このグループでの発表を企画中である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
私の研究は効果的なカウンセリング・心理療法について理解することです。そのために様々な方法を使って、セラピストとクライエントから情報を
集めて分析します。人は毎日の生活の中で様々な「会話」をしていますが、カウンセリング・心理療法での会話がなぜ人を変える力をもちうるのか、
ということを明らかにすることが基本的な疑問点です。その上で、感情の役割に注目しています。人がカウンセリングを求めるのも何らかの意味で
感情的に傷ついたからであり、感情的に良い状態になることを願っているからです。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 記憶 
 発達 
 言語 
 認知 
 学習 

Memory 

Development 

Language 

Cognition 

Learning 

�    � 
��� 
上原 泉 (2012). 幼児期のメタ記憶的意識の発達：新しいメタ記憶課題による検討. 日本心理学会第75回大会，専修大学．第76回大会発表論文
集，787. 
 
 
上原 泉 (2012). 言語的なメタ認知の発達と記憶の想起― 幼少期の想起に関する理論的検討 ―. 日本理論心理学会第58回大会，発表要旨集，6 . 
 
 
上原 泉 (2012). 幼児期の自伝的記憶とメタ記憶の発達. 日本教育心理学会第54回大会，琉球大学．第54回大会発表論文集，820-821内 (820
に掲載)．自主企画シンポジウム A3「記憶発達研究の教育への貢献―子どもの学習支援に関する基礎研究からの示唆―」(豊田弘司・橋本憲尚企画)
内で発表． 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
これまで実施してきた自伝的記憶に関する縦断的事例調査を続けると
ともに、言語的なメタ認知に関する調査を横断的に年少児、年中児、年
長児を対象に実施した。縦断的調査では、幼少期から現在にいたるまで
に経験してきた、印象に残るような出来事をランダムに選び報告をもと
め、想起の有無や想起量、想起内容等を検討した。今後も続く調査だが、
24 年度のデータから、幼少期に関する記憶量が少ないなどの結果が示
された。それらを中間報告として発表した。横断的調査では、児童期の
学習の発達において重視されるメタ認知に焦点をあて、就学前のメタ認
知が発達してくる過程を探るため、幼児用のメタ認知を測るための新た
な課題を創出し、その課題を実施し検討した。就学前は、記憶状況のモ
ニタリングやコントロールが難しい可能性が示唆されつつあり、それを
中間報告として発表した。課題を改良し発展させることで、次年度以降
の成果につながると思われる。 

Last year, I continued the longitudinal case study on autobiographical 
memory, which had been conducted for several years, and carried out the 
study on linguistic metacognition in young children, i.e. 4-, 5-, and 6-year-old 
children. In the longitudinal study, I examined what events and how many 
events children can recall from personal events they had ever had. Although 
this longitudinal study is under investigation, the data of last year indicates 
that participants can recall only a few events they had experienced during 
early childhood. For the cross-sectional study, I have made a new task to 
investigate young children’s metacognition, because early development of 
metacognitive skills has rarely been investigated although learning in 
elementary school children is thought to depend on their metacognitive skills. 
Using this new task, I have examined the skills in young children. The results 
of this preliminary study indicate that both abilities of metacognitive 
monitoring and control are immature in young children. These data (the data 
of longitudinal and cross-sectional studies) were presented at some academic 
conferences. By improving the tasks and increasing data, I will further 
develop these studies (the longitudinal and cross-sectional studies). 

 

上原 泉 
UEHARA Izumi 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
准教授 
博士 (学術) / Ph.D 
発達心理学, 認知心理学 
    
uehara.izumi@ocha.ac.jp 
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学部学生に対しては、発達心理学概論で、幼少期を中心とする認知発達
や発達の理論に関する講義を行った。LA 科目「言語の習得と発達」で
は、幼少期から児童期にいたる言語発達に関する調査や理論を紹介し、
なぜ人だけが言語を有しているのかについて考察を行った。応用実験演
習Ⅱで追試実験の演習と分析法、発表技法、卒論に向けた文献購読を
行った。ほか、心理学コース教員全員で行う、基礎の演習・講義（人間
と情報、心理学基礎実験演習）に携わった。大学院生に対しては、発達
心理学特論、発達心理学演習、発達心理学先端研究の授業を通じて、文
献購読、発表、ディスカッション、分析演習を行い、専門的な内容と技
量の習得を目指した。大学院生には、国内外の学会発表の前に発表の練
習、分析の確認、質疑応答の練習を行い、個別の研究に関する指導も行
った。また、心理学コース教員全員で行う、人間発達科学論、心理学研
究法を通じて指導を行った。 

For the undergraduate students, I have classes, such as “Introduction to 
Developmental Psychology”, “Language in the World 2: Developmental 
Psycholinguistics”, “Experimental Psychology (Application)”, “Introduction to 
Psychology” and “Experimental Psychology (Basic)”. In “Introduction to 
Developmental Psychology”, I taught the students about the cognitive 
development during early childhood and the theories of developmental 
psychology. Through “Language in the World 2: Developmental 
Psycholinguistics”, I told the students the theories and findings on language 
development from infancy to childhood and discussed why only the human 
have so advanced language skills. In “Experimental Psychology (Application) 
II”, I focused on analyses, experimental methods, planning of experiments, 
and presentation of data and/or findings. For the graduate students, I have 
classes, such as “Advanced Developmental Psychology”, “Advanced 
Developmental Psychology (Applied)”, “Advanced Studies in Developmental 
Psychology”, “Human Developmental Sciences” and “ Advanced Seminar: 
Experimental Psychology”. In these classes, I focused on acquiring both 
special knowledge on developmental psychology and advanced analytical 
techniques, discussion, and presentation. For the preparation of the students' 
presentations at academic conferences, I checked their presentation files and 
often made practices of question-and-answer of their presentations. 

 
 
 
�    � ���� 

縦断的調査を（できれば人数を増やして）続けて実施していくことで、自伝的記憶の生涯にわたる変遷過程を追究できるものと思われる。自伝的記
憶は、アイデンティティの確立や他者との関係維持機能等に関わる、人の中核をなす記憶である。どのような記憶が後々まで残り、記憶したことや
学習したことはどういう形で後に生かされるのか、進路選択や精神衛生、人の嗜好や行動等（過去○○の経験があってこのモノが好きなど）の理由
についても示唆を与えられる可能性がある。24年度作成したばかりの幼児用のメタ認知課題は、改良して実施していくことで、幼児期における、後
の学習の土台となる初期のメタ認知の発達過程のみならず、児童期以降のよりよい学習につながるような幼児期の養育、教育のあり方について示唆
を提供できる可能性がある。自伝的記憶の基礎及び実践研究や、子どもの学習、教育の実践面（保幼小連携教育等）で共同研究できる可能性がある。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
心理学は、人の心や行動について、より実証的な手法に基づいて追究しようとする学問です。実験や分析の演習、統計の授業がありますので、大変
な部分もあるかもしれませんが、人の心や行動への理解は深まります。特に、人の心や行動は状況によって変わること、直感やちょっとした印象で
普段よく判断しているものの実は誤解していることが多いこと、自分のことも実はよくわかっていないことも多い点、などに気づかされます。また、
分析技法も身につきます。卒論や修論の研究では、自ら多くの方たちに協力をお願いし調査させていただくことになるので、人との交流も多くなり
ますし、心理学の知見を通じてのみならず、自ら調査を実施するなかで、自分自身の人間関係スキルを身につけることにもつながっていきます。お
茶の水女子大学の心理学コースは、心理学の広範囲の内容をカバーしています。心理学に興味ある方の入学、進学をお待ちしております。
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 誘電緩和 
 ＮＭＲ 
 分子運動 
 水の構造 
 生体高分子 

Dielectric Relaxation 

NMR 

Molecular Dynamics 

Water Structure 

Biopolymer 

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
生体を構成する生体組織や生体高分子は、生体内では水和した状態で存
在することから、その構造決定や機能の発現において、生体高分子のま
わりの水和水の役割は非常に重要であると考えられる。この水和水の構
造や役割を解明するため、ほかの二糖類に比べて乾燥・凍結耐性の向上
作用の高いトレハロースに注目し、誘電緩和（TDR），NMR を用いた
測定を行っている。様々な糖水溶液の実験結果から、トレハロースとそ
の他の二糖類では、 
・トレハロース水溶液の誘電緩和強度が、他の糖に比べて大きい 
・トレハロースのOHプロトンの交換速度が他の糖にくらべて遅い 
ことなどが示され、トレハロースを含む水溶液では、水和の状態が他の
糖と異なることが示唆される。 現在、生体高分子の水和に対するトレ
ハロースの影響を検討するため、タンパク質溶液にトレハロースを加え、
凍結温度を含む温度範囲での測定を行っている。 

    

 

梅原 利宏 
UMEHARA Toshihiro 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
助教  
博士 (理学) (1992 東海大学) 
物性実験 (特に生体および生体高分子のまわりの水に関して) 
http://www.sci.ocha.ac.jp/ 
umehara@phys.ocha.ac.jp 
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@物理学実験 担当テーマ：「プランク定数」「誘電体」 
@一般物理学実験 担当テーマ：「オシロスコープ」「回折格子と水の屈
折率」 
@基礎物理学実験 担当テーマ：「剛体球の力学」「ボルダの振り子」「減
衰振動」「回折格子と水の屈折率」「熱電対」 

    

 
 
 
�    � ���� 

生体において水和水は非常に重要で、その役割としては、生体高分子の構造決定要因の一つであり、それにともなう生体高分子の機能の発現、凍結・
乾燥などの外的な刺激からの保護などがあげられる。生体高分子の機能発現メカニズムを知るためには、生体高分子レベルでの三次元構造，それら
の複合体の分子認識など、水和水と生体高分子や組織との相互作用を考えていくことが、生命現象を考える上で重要であると考えられる。また、水
は状態（氷，溶液，単分子）によりその振る舞いを大きく変えるが、現在までのところ、そのすべてが明らかになっているわけではない。 
食品や組織などを長期間、安定して保存することを考えた場合、水和特性を調べることは非常に重要であり、これらのことをふまえ、現在までのと
ころ、共同研究として、 
・イースト菌の水和に対するトレハロースの影響 （水和水に対するトレハロース濃度，乾燥，凍結の影響） 
・NMRによる糖水溶液の測定 
を、行っている。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
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 有限群 
 表現 
 指標 
 群環 
 pブロック 

finite group 

representation 

character 

group ring 

p-block 

�    � 
��� 
Morita equivalent principal 3-blocks of the Chevalley groups G2 (g):A correction (投稿中) 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
いろいろな有限群の p-ブロックどうしにどのような条件がついている
場合どのような構造的類似性が生じるかというような問題について考
える。 

We consider p-blocks of finite groups. 
We consider the relation between p-blocks and their structures. 

 

榎本 陽子 
ENOMOTO Yoko 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
博士 (理学) 
代数学 (有限群のモジュラー表現) 
    
enomoto.yoko@ocha.ac.jp 
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いろいろな有限群のp-ブロックどうしの「森田同値性」や「導来同値性」について考察する。いろいろな有限群のうち族（ファミリー）として存在
するもの達については、p-ブロックどうしにも上記の「森田同値性」や「導来同値性」が期待されることがあって、予想を立てることができ、その
正しさの証明を考察することになる。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
有限群のうちでも自明な正規部分群しか持たないものは有限単純群と呼ばれ、その有限単純群を全て分類しリストアップするという長い間の目標は
既に解決された。 
単純群の分類のためにも群の表現や指標は考察されたが、今度は、そのためだけでない表現や指標そのものについての詳しい研究がいろいろ考えら
れている。 
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 ジェンダー 
 リクルートメント 
 地方政治 
 政治参加 
 選挙 

gender 

political recruitment 

local politics 

political participation 

election 

�    � 
��� 
日本学術振興会研費若手(B)24730110「地方自治体における女性の政治参加の研究」(代表者)平成24年4月採択 
 
 
「政党の女性候補者戦略についての一考察」(2012年度日本選挙学会研究大会報告論文, 単著), 2012, 1-17頁[査読あり] 
 
 
 
「政党の女性候補者戦略についての一考察―都道府県議会を中心に」(個人報告), 2012年5月19日, 日本選挙学会研究大会分科会A「政治過程にお
けるジェンダー」個人報告, 筑波大学[査読あり] 
 
 
 
「書評 ロビン・M・ルブラン (2012)『バイシクル・シティズン―「政治」を拒否する日本の主婦』(尾内隆之訳)」, 『ジェンダー研究』16号, お
茶の水女子大学, 2013年3月刊行予定, [査読あり] 
 
 
 
「地方議会における女性の政治参加と候補者配置―都道府県議会を中心に」(個人報告), 2012年9月2日, 国際ジェンダー学会2012年大会個人報告
Ⅱ―Eグループ, 立教大学[査読あり] 
 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

業績1（科研費若手B)の一部を用いて、都道府県議会議員選挙のデータ
を収集・整理し、地方議員（特に女性）のリクルートメントに関するイ
ンタビュー調査を実施した。国内の学会を中心に、研究成果を報告し、
学会報告論文や書評などを執筆した。また、女性の政治参加について、
学内外の研究者との研究会、勉強会などを実施し、国内外の文献調査を
行なった。 

    

 

大木 直子 
OKI Naoko 
リサーチフェロー 
リサーチフェロー 
博士 (社会科学) /Ph.D 
ジェンダーと政治 
    
oki.naoko@ocha.ac.jp 
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受け入れ教員の教務補佐として、大学院博士前期課程の学生への学習面
での指導、アドバイス等を行った。また、非常勤講師（他大学）に採用
され、「ジェンダー論」等の講義、指導を行った。 

    

 
 
 
 
 
�    � ���� 

選挙データおよびインタビュー調査データの分析を進め、所属する学会のジャーナルへの投稿、研究報告を行う。ポスドク期の研究成果については
出版の準備を行う。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
お茶の水女子大学は学部生の頃から通っています。都心にありながらも緑に囲まれていて、キャンパス内にいると心が落ち着きます。講義形式の授
業だけではなく、少人数でのゼミが学部1年生のころからあるので、しっかり勉強し、友人や先輩後輩との交流を深めるには最適なところです。教
員の専門分野も多彩で、学部、大学院の授業はとても充実していると思います。オープンキャンパスや学園祭などでその雰囲気を感じてみてほしい
です。
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 無侵襲生体計測 
 生体磁気刺激 
 立位・歩行機能 
 スマートハウス 
 RFIDtag 

non-invasive biological measurement 

magnetic stimulation 

stance and gait function 

smart house 

RFID tag 

�    � 
��� 
Hiromi Akahira, Yuko Yamaguchi, Kimitaka Nakazawa, Yuji Ohta, Noritaka Kawashima. Effect of dynamic knee motion on paralyzed lower 
limb muscle activity during orthotic gait: A test for the effectiveness of the motor-assisted knee motion device. J Nov Physiother 2012, S1(open 
access journal) 
 
 
Non-Contact Pulse Monitoring Using Live Imaging. Yuji Ohta and Miki Uchida. (In "Technological Advancements in Biomedicine for 
Healthcare Applications" Ed. Jinglong Wu, Published by IGI Global(USA). 2012, 240-246. 
 
 
子どもの下肢筋力の定量的評価のための下肢筋力計測器の開発．山下和彦，中嶋香奈子，安在絵美，楠田佳緒，岩上優美，山田憲嗣，佐藤満，中島
佐和子，太田裕治，井野秀一，伊福部達．生体医工学，50(1), 1-11, 2012． 
 
 
セット組みにおける RFID タグを用いた手術器械 の個品管理支援．楠田佳緒，太田裕治，田中慎一，倉岡圭子，田中聖人，徳田洋子，本田宏，小
美野勝，大林俊彦，齋藤祐平，島田茂伸，伊福部達，大久保憲，山下和彦，医療機器学，82(3), 249-258, 2012． 
 
 
超音波画像を用いた脊髄損傷者の麻痺筋特性の定量的評価．根岸大輔，加藤えみか，太田裕治，山本紳一郎，河島 則天．生体医工学，49(6)，789-797，
2012． 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
高齢社会に入ったわが国においては，医療経済の観点から,また，Quality 
of Lifeの向上をはかりつつ，ユーザに優しい低侵襲機器システムやデバ
イスが求められる．本年度はおもに以下の研究を実施した． 
（1）高齢者支援の為の工学技術 高齢者が健康で自立した家庭生活を営
むことができるよう，社会参加・自立生活のための支援機器開発を行っ
ている．動画像を利用した遠隔健康管理システム，転倒予防のための足
圧計測デバイス開発などを行っている．とくに平成24年度は実験住宅
（Ocha house）の床面に加速度センサを埋め込む事で生活情報を収集
するシステムの研究を行った． 
（2）非接触電気刺激としての生体磁気刺激 コイル（変動磁界）により
生じる誘導電流を利用した生体電気刺激に関して研究を行った．本法に
より神経を有効に刺激するためには，変動磁界による渦電流の生体内で
の分布を十分考慮する必要があり，生理食塩水中の誘導電流の分布を実
測した． 

Current research themes are listed below. (1)We developed a novel device, 
integrated into a shoe, to monitor plantar pressure under real life conditions 
by reducing the spatial and temporal resolution. The device consists of a shoe 
insole with seven pressure-sensitive conductive rubber sensors and a wireless 
data transmission unit incorporated into a smaller measurement unit. By 
using the device, we collected gait & stance functions from various elderly 
persons. (2)Heart rate measurement based on a time-lapse image. Using the 
time-lapse image acquired from a CCD camera, we have developed a 
non-contact and non-invasive device which could measure both the 
respiratory and pulse rate simultaneously. Through human experiments, it 
was found that the method could be used for a non-invasive stress monitor. 
(3)We proposed a new non-invasive gait monitoring technique as a healthcare 
application and installed it in the experimental house (Ocha house). Several 
accelerometers were fixed on the floor of the house, and the floor vibration 
was measured when the subject walked along the accelerometers. 

 

太田 裕治 
OHTA Yuji 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授  
博士 (工学) (1992 東京大学) 
人間工学, 医用工学, 福祉工学 / Biomedical engineering 
http://www.eng.ocha.ac.jp/biomedeng/index.html 
ohta.yuji@ocha.ac.jp 
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数学物理学演習1,2,3,物理学, 人体解剖学, 人間工学, 環境物理学 
（お茶の水女子大学） 
電子工学（池見東京医療専門学校） 
医用精密工学（中央大学理工学部精密機械工学科） 
生体力学論（千葉大学工学部） 
医用電子工学1（東京理科大学） 
福祉工学（放送大学） 

Exercise in math and physics 1-3, Physics, Human anatomy, Biomedical 
engineering, Environmental physics（Ochanomizu University） Electrical 
Engineering（Ikemi Gakuen） Medical Engineering（Chuo University） An 
Introduction to Biomechanics（Chiba University） Medical Electronics 
1(Tokyo University of Science) Assistive technology(The open university of 
Japan) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

少子高齢社会を支援する工学技術の研究開発が強く求められている．科学技術の社会還元の観点からも，今後も積極的に下記技術開発を進める． 
(1)高齢者支援の為の工学技術として，歩行中の足圧計測デバイスの開発を行うとともに，転倒リスク解析に関する実践的研究を進める．歩行計測以
外にも，静止立位状態でのバランス評価も実施する． 
(2)実験住宅において，加速度センサネットワークを利用した歩行モニタリングを実現するとともに，ヘルスケアアプリケーションの開発に関する検
討を行う． 
(3)低侵襲電気刺激方法である生体磁気刺激に関して，具体的なデバイス開発を目標に研究を進める． 
(4)外科手術現場における事故を防ぐには，手術器械は安全かつ適正に管理されねばならない．RFID タグを個々の手術器械に取り付け管理すること
で，手術の質や患者の安全性向上を図るためのシステムの開発を進める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
当研究室の専門分野は，人間工学・福祉工学（Biomedical Engineering）という新しい工学分野であり，具体的には，医療や福祉の現場で役に立つ
機器やシステムの開発を行っています． 
日本は高齢社会のピークを迎えつつありますが，Quality of Lifeの向上をはかりつつ，人に優しい（低侵襲な）機器システムが求められています．
そのような機器を開発するには，医学・生物学と工学（物理化学）の基本的知識が必須となるだけではなく，試作したシステムを現場・臨床に持ち
込んで，医師，患者，ユーザ,パラメディカルスタッフらと評価する必要があります． 
高齢社会，医療技術の高度化に伴って，さまざまな大学で医療や福祉分野の研究を手がける研究室が増えつつあります．当研究室は医療・福祉分野
への工学的な応用研究を専門とする数少ない研究室です．若い皆さんの頭脳や感性をこの分野に是非生かしてください．
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 紫外線消毒 
 殺菌メカニズム 
 水需要量予測 
 コンポスト型トイレ 
 促進酸化処理 

UV disinfection 

disinfection mechanism 

forecasting of water demand 

composting toilet 

Advanced Oxidation Process 

�    � 
��� 
Kazama S. and Otaki. M (2012) Inactivation mechanisms of E. coli in the sawdust used in composting toilet, Journal of water and Environ. 
Tech., 10(4), pp.363-374 
 
 
高嶋渉，植木茂，神子直之，大瀧雅寛，安藤茂，藤原正弘 (2012) 中小規模水道事業体の沪過池管理の現状と紫外線処理適用の検討，水道協会雑誌，
81(6), pp.2-7 
 
 
Mizuno K. Otaki M., Wavelength dependency of coliphage inactivation by polychromatic UV lamp, Proc. of Water and Environment 
Technology Conference 2012, p.11 , 2012 
 
 
Mawatari S., Otaki M., Development of quantitative analysis of heterotrophic bacteria by T-RFLP method, Proc. of Water and Environment 
Technology Conference 2012, p.2, 2012 
 
 
藤崎みほ，大瀧雅寛，高透過率化学線量計による流通UV 装置の線量測定，第15回日本水環境学会シンポジウム講演集，p.91，2012 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
2012年度の研究内容は主に以下の5つに分けられる． 
1．おが屑を用いたコンポスト型トイレにおける病原細菌の不活化機構
ならびに肥料価値について検討し、リスク低減方法の効果を評価した．  
2．微生物の消毒効率についてUV照射波長光の依存性を正確に調べる
ことができた． 
3．微量溶存物質の検出が可能な蛍光分析法を適用し，原水水質の変動
を迅速に把握する手法を提案した． 
4．複数培地法および分子生物学的手法による細菌への損傷レベル評価
およびT-RFLP法を配水管中増殖細菌および病原菌に適用し，その違い
を把握することができた． 
5．収集した海外工業用水経時変化データを用いて，既存の水需要予測
モデルのパラメータ決定法の提案を行った． 

The researches conducted in 2012 were categorized in 5 parts as follows.  
1. The fate of pathogenic microbes in composting toilet was investigated using 
molecular biological approach. And the valuability of compost was also 
investigated. 
2. The dependence of wavelength on UV inactivation of coliphages was 
investigated with high accuracy. And the influence of absorbance spectrum of 
water on UV disinfection could be estimated by polychromatic UV 
irradiation. 
3. Rapid water quality analysis was suggested by applying fluorescent analysis 
focusing on humic substance characterization. 
4. Multiple colony counting methods and molecular biological approach for 
evaluating the damage level of bacteria was applied to bacteria having 
potential of regrowth in distribution pipe. 
5. Verification of existing prediction model of industrial water demand using 
the data collected beforehand. The determination methods of parameters 
used in the model was suggested. 

 

大瀧 雅寛 
OTAKI Masahiro 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授  
工学博士 (1995 東京大学) 
環境工学 (特に水環境工学および水処理工学) 
http://www.eng.ocha.ac.jp/enveng/index.html 
otaki.masahiro@ocha.ac.jp 
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学部教育では，基礎教育4科目を担当した．物理数学関連科目を3科目，
および反応工学論について講義した．また専門教育5科目の講義・演習
を担当した．環境衛生学では，環境因子がどの様に人体に影響を与える
のかについて，その評価方法も含めて講義した．環境物理学では，水の
流れ等の諸現象を数式にて表す方法を講義した．水環境工学および人
間・環境科学実験実習では，水環境の評価方法及び改善技術の講義およ
び実験演習を行った．卒業論文指導は5名であった． 
大学院教育では，前期、後期において専門科目2科目、1科目をそれぞ
れ担当した．衛生工学特論では，水環境に関する最新トピックに関して
講義し、環境生活工学演習では，論文作成方法の指導を行った．博士後
期課程は1名，博士前期課程は8名の指導を行った。 

In undergraduate education, I had 4 classes in fundamental science field and 
4 classes in applied science field. In 3 classes of “mathematical physics” and 
“reaction engineering”, the mathematical methods describing physical 
phenomenon was lectured. In “Environmental sanitation”, the qualitative and 
quantitative assessment of toxic substances and phenomenon were lectured. 
In “Environmental physics”, the mathematical methods simulating several 
phenomenon was lectured. In “Water environmental engineering” and its 
“Laboratory”, the assessment and improving technology of water 
environment was lectured and practiced. In “Graduation Thesis”, 5 students 
conducted their researches. In graduate education, I had 1 class in Doctoral 
program and 2 classes in Master program. In “Special lecture of sanitary 
engineering”, recent topics relating water environment was lectured. In 
“Practice of human environmental engineering”, methodology of making 
manuscript was practiced. Seven students in master program were 
implemented to do their researches. 

 
 
�    � ���� 

コンポスト型トイレに関しては，病原の最適な不活化方法とそれによるコンポスト肥料の価値の評価を行っていく． UV照射に関しては，生物線量
計に代わる消毒装置の評価方法について新しい手法を提案する．これにより評価方法の省力化，迅速化に貢献できると考える．UV 装置メーカーと
の共同研究が考えられる． UV消毒に関しては，生物の波長依存性について詳細な検討を行うことが可能となったことから，他種類の細菌，ウイル
スに対して適用していく予定である．これにより広波長UV照射の適用範囲の拡大に貢献できると考える． 蛍光分析に関しては，操作が煩雑な水質
指標との関連性を探り，代替指標としての可能性を調べることにより，水質管理の迅速化に貢献出来ると考えている． 工業用水予測モデルに関して
は，日本のデータを基にして業種毎に予測モデルのパラメータを検討し，グローバルに適用出来る方法論の確立へ繋げ，より確実な工業用水需要の
未来予測に役立てる. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
本研究室は環境問題の中で水をキーワードに扱っています．水は人が環境中で生活を営む上で欠かせない因子です． 従って，水を通じて環境問題を
考えれば、より具体的に問題を認識することができ、その解決法についてもより具体的に考えることができるでしょう。 本研究室は環境工学という
名称です。この工学の意味とは、主に「様々な現象や事象を定性かつ定量的に扱い，その解決方法を具体的に提案していく」ということと考えてい
ます。 本研究室は、環境に関する問題点に対して定量的に評価し，具体的な解決法の提案を行っていきます． 現在は主に人体へ悪影響を及ぼす病
原微生物を如何に制御するかといった研究や，水使用量の将来的動向を如何に予測するかといった研究を行っています． このような研究に興味があ
る方でも，その他の環境問題に関する研究に興味のある方でも，当研究室は歓迎します．
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 日本近代文学 
 日本近現代詩 
 文学理論 
 宮沢賢治 
 文化記号学 
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学会発表 昭和文学会・秋季大会 2012年11月17日 会場 早稲田大学 テーマ「「詩」と大量消費 発表内容 「言葉の喜び」――対大衆の言語戦
略, 谷川と入沢を視座に 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

梶井基次郎や太宰治などの昭和前期の小説 
宮沢賢治全般 
日本近現代詩全般、特に萩原朔太郎、草野心平、谷川俊太郎、文学理論、
特に物語論と修辞法 
文化記号学 

    

 

大塚 常樹 
OTSUKA Tsuneki 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授  
文学修士 
日本近代文学・日本近現代詩・文学理論 
    
otsuka.tsuneki@ocha.ac.jp 
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日本近代文学史・日本近代文学演習・文化の記号学 
日本近代文学特殊研究・日本文学研究指導(卒論) 
大学院日本現代文学特論 
大学院日本言語文化総論 

    

 
 
 
 
 
�    � ���� 

文化記号学の視点から、文学テクストを解体するのではなく、逆に特異性を抽出できればと思います。 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
日本の近代文学を幅広く担当しています。 
最近は文化記号学も担当し、広告やアニメ、各種図像、貨幣などを用いて、企業や国家のイメージ戦略、メディア戦略を扱っています。 
日本文学の授業では、感性ではなく、文学理論に基づいた各種文学テクストの分析を心がけています。内容面では、哲学宗教、科学、政治経済、メ
ディア、音楽や美術、外国文学など、様々な分野との関連を追究しています。 
大学院前期では文学理論の習得を目標にしています。 
大学院後期は批評理論の習得と論文作成技術の向上を目標にしています。
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 位相幾何学 
     
     
     
     

topology 
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�    � ���� / Research Pursuits 
リーマン面のモジュライ空間，重み付き射影空間，4次元多様体，高次
元の結び目，空間グラフなどの位相的性質に興味をもって研究している． 

We study topological properties of the moduli space of Riemann sufaces, 
weighted projective spaces, 4-manifolds, high dimensional knots, spatial 
graphs and so on. 

 

大場 清 
OHBA Kiyoshi 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授  
理学博士 / Ph.D 
位相幾何学 
    
ohba.kiyoshi@ocha.ac.jp 
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幾何学，代数学，微分積分学に関する講義を幾つか行った． I gave some courses on geometry, algebra, and calculus. 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

1．リーマン面のモジュライ空間に関するファーバー予想へのアプローチ 
2．コバノフのホモロジー理論を使った4次元多様体のエキゾチック構造の探求． 
3．高次元の結び目に於ける PL-カテゴリーと Diff-カテゴリーの差異を具体的かつ初等的に理解する． 
4．Quandle などの代数系を用いた空間グラフの分類論 等 
 
 
 
�    � ���	� 
人生いろいろなことがあります．受験も楽しみ，受験後も楽しみましょう．
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 地域医療 
 医療制度 
 効率性 
 公平性 
 国際比較 
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大森正博「医療制度における｢財政｣の役割」『租税研究』第760号, pp.87-102, 2013年2月 
 
 
大森正博「オランダにおける公的医療保険制度の適用範囲を巡る政策動向」『健保連海外医療保障』No.95, pp.17-28, 2012年9月 
 
 
大森正博 「第4章 地域発展の経済政策 -日本の医療-」 安田信之助編著『地域発展の経済政策』創成社, 2012年11月25日, pp.66 - 90. 
 
 
大森正博「第9章 医療政策における公平性」平岡公一他編『格差を超え公正な社会へ』金子書房, 2013年3月31日, pp.135-152. 
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
都市部を除く多くの地域における地域医療は、患者一人あたりの医療サ
ービス供給者数が少なく、患者の医療サービス供給者訪問の費用が高い
こと、病院を中心とする固定費用の大きな二次医療・三次医療を提供す
るサービス供給者が十分に規模の経済性を実現できない状況でサービ
スを供給しており、赤字の状況にあること、病院がソフトバジェット
（Soft Budget）の問題に直面していることなどの特徴がある。 
本研究は、地域医療における公立病院に関わる問題を理論的・実証的に
解明すると同時に、最適な地域医療制度のあり方について考察を行った。 
また、医療制度に競争原理を導入する形の医療制度改革を行っているオ
ランダの現状について考察を行った。 

    

 

大森 正博 
OMORI Masahiro 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
准教授 
経済学修士 (東京大学) 
公共経済学, 医療経済学, 産業組織 
http://www.soc.ocha.ac.jp/soc/teacher/omori_masahiro.html 
omori.masahiro@ocha.ac.jp 
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生活科学部では、ミクロ経済学、マクロ経済学の基礎を講義した。また、
財政学、公共経済学､産業組織論の基礎及び応用を講義し、演習を担当
した。 
大学院人間文化創成科学研究科では、医療経済学の講義、演習および論
文指導を行った。 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

医療における地域性に着目し、地域医療の制度のあり方について理論的、実証的研究を行う。 社会経済環境による医療制度の差異に着目し、医療制
度の国際比較研究も行う。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
大学生の時の研究・学習を行うにあたって、高校（予備校）時代までの各学科の学習は言うまでもなく、課外活動の経験がその土台、基礎となりま
す。しっかりと高校生活を謳歌して、本学の門をたたいてください。
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 健康行動 
 ボディイメージ 
 食行動 
 感情制御 
 ストレス 

health behaviors 

body image 

eating behaviors 

emotional regularion 

stress 
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大森美香 2012「8章 社会格差と子どもの健康 心理学の立場から」 (内田伸子, 浜野隆 編著)『お茶の水大学グローバルCOE 格差センシティブ
な人間発達科学の創成2巻 世界の子育て格差』金子書房 
 
 
Yamazaki, Y., & Omori, M. Is the transmission of thin-ideal from mothers to their children influenced by mothers'  perception of the quality of 
a mother-child relationships?: A survey with Japanese children and their mothers. Poster presented at the 2012 International Conference on 
Eating Disorders. Austin, TX, May 3, 2012. 
 
 
Omori, M., Aizawa, N., Yamazaki, Y., & de Zoysa, P. Health-Endangering Behaviors and Psychological Correlates Among Sri Lankan 
Adolescents Poster presented at the 24th Annual Convention of Association for Psychological Science. Chicago, May 26, 2012 
 
 
Yamazaki, Y., Aizawa, N., de Zoysa, P., & Omori, M. Thin-Ideal and TV Viewing Related to Body Dissatisfaction Among Sri Lankan 
Adolescents Poster presented at the 24th Annual Convention of Association for Psychological Science. Chicago, May 25, 2012 
 
 
合澤典子・大森美香, 楽観性が認知的評価の変化に及ぼす影響 - 高校生の試験前後におけるストレス対処過程 - 日本心理学会第 75 回大会 2012
年9月11日 川崎 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
(1)科学研究費補助金基盤研究(C)の研究プロジェクトとして、再就職支
援の場所への筆記表現法の応用可能性についての検討を行っている。 
(2)青年期の健康行動に関する研究を展開している。青年期女子のダイエ
ット行動に及ぼすメディアや母親の影響に関する研究を展開した。 

(1) I've been conducting a research project entitled as "The applicability of 
expressive writing for reemployment program" on a grant-in-aid from JSPS 
since 2012. 
(2) In collaboration with my graduate students, I conducted research projects 
on health risk behaviors of adolescents. 

 

大森 美香 
OMORI Mika 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授 
修士（心理学）(1993 筑波大学) / Ph.D (2001 Indiana Univ.) 
健康心理学, 臨床心理学 
omori.mika@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
臨床心理学および健康心理学に関する授業・研究指導を行った。大学院
においては「臨床心理科学特論」「臨床心理科学演習」を担当し、成人
期の心理的問題の実践や科学的研究の動向について授業をすすめてき
た。学部においては、「臨床心理学特殊講義」「臨床心理学研究法」など
の授業を担当した。 
 
研究指導は、卒業論文4件、博士論文審査（副査）を2件つとめた。 
 
サマープログラム Theme 1 "Contemporary Perspectives on Social 
Policy, Education, Family and Development"のうち3コマの授業を担
当した。演習を担当し、成人期の心理的問題の実践や実証研究の動向に
ついて授業をすすめてきた。学部においては、「臨床心理学研究法」「臨
床心理学特殊講義」などの 授業を担当した。 
 
 

I taught classes related to I taught classes related to clinical psychology. 
Graduate courses that I taught were Health Psychology and Seminar in 
Health Psychology. Particular emphases were placed on empirical research in 
these classes. Undergraduate courses involved Current Issues in Clinical 
Psychology and Research Methods in Clinical Psychology. 
 
I chaired four senior theses and co-chaired two doctrla theses. 
 
I co-taught a class under the Ochanomizu Summer Program, Contemporary 
Perspectives on Social Policy, Education, Family and Development. 

 
 
�    � ���� 

感情能力とセルフコントロールと心身の健康の関連をを明らかにする研究を行っている。 
1)ボディイメージと食行動の関連、2)健康関連行動を規定する心理社会的要因の解明、3)産業領域におけるメンタルヘルス向上のための介入研究を検
討している。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
臨床心理学は、心理的な問題の成り立ちや治療の方法に関わる領域ですが、広範な心理学の基礎知識のうえに成り立っています。臨床の場所では、
個人の問題を理解し、どの方法がよいのか仮説をたて、治療法が効果的なものかどうか検証できることが求められます。こうしたことは、科学的な
心理学研究法を学ばずには獲得てきることではありません。 基礎的な心理学の知識と科学的な心理学の研究法をしっかり勉強していただきたいと思
います。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 膵酵素の糖鎖認識 
 代謝機能の糖鎖制御 
 細胞外マトリックスの糖鎖調節 
 シュードプロテオグリカン 
 抗HIV-1活性 

Carbohydrate recognition of pancreatic enzymes 

Control of metabolic activity  by glycoscience 

Glycomodulation of extracellular matrix 

Pseudoproteoglycan 

Anti-HIV-1 activity 

�    � 
��� 
Novel anti-HIV-1 activity produced by conjugating unsulfated dextran with polyl-lysine. Nakamura K., et al., Antiviral Res. , 10, 865-874, 
(2012) 
 
 
Functional regulation of sugar assimilation by N-glycan-specific interaction of Pancreatic α-Amylase with Glycoproteins of Duodenal Brush 
Border Membrane.Asanuma-Date K., et al., J. Biol. Chem. 287 ,23104-23118, (2012) 
 
 
Matrix restructuring during liver regeneration is regulated by glycosylation of the matrix glycoprotein vitronectin.Ogawa H., et al., "Liver 
regeneration" Baptista, P. ed., InTech Publishers 
 
 
Carbohydrate-specific interaction of mammalian pancreatic α-amylases with glycoproteins on intestinal mucosa regulates glucose 
assimilation for homeostasis. Date K., et al.,Glyco22 (2012) 
 
 
New Approach to Detect Changes in Sialylation of the Matrix Glycoprotein Vitronectin, which Regulates Matrix Restructuring During Liver 
Regeneration. Ogawa, H., etal., Glyco22 (2012) 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
・膵消化酵素に見出した糖鎖結合性による酵素の活性調節。その医療お
よび産業的利用。 
・シュードプロテオグリカン糖鎖プローブによる抗 HIV-1 活性を発揮
する仕組みの研究。 
・ビトロネクチンの糖鎖による肝再生や創傷修復の制御。 
・血液凝固因子、血清蛋白質等に見出した糖鎖結合性の機能解明とその
応用。 
・天然の多くのタンパク質分子には糖鎖情報を認識する性質が潜在して
いる、その理由の解明と活性制御への利用。 
 
 

We found and reported that human and porcine pancreatic enzymes bind to 
N-glycans of glycoproteins1,2). Human and porcine pancreatic a-amylases 
(PPA) share the common binding specificity to a-Man and LacNAc and 
sugar-specifically reach to the surface of enterocytes, which is a brush-border 
membrane (BBM). We found that the binding of PPA to the BBM remarkably 
enhanced the starch-degrading activity of PPA, while our preliminary 
experiments indicated that the binding of PPA to the BBM significantly 
decreases Glc incorporation via SGLT-1 to suggest a functional control to 
lower the level of sugar in the blood by the interaction3). The possibility 
remains that the proteins identified in the PPA-binding fractions, especially 
SGLT-1 may be indirectly bound to PPA via some intermediary ligand 
glycoproteins in BBM. Here we plan to study molecular mechanisms to 
control Glc digestion and absorpion by the binding of a-amylase to BBM 
glycoproteins. Our research includes ; 1, Identification of ligands for 
a-amylase and profiling of the glycans which interacts with high affinity to 
PPA; 2, Using the BBM vesicle and Caco2 cells,  the mocleular mechanism of 
regulating glucose assimilation via intermediary glycoprotein ligands are 
studied by suppressing the expression of the ligand glycoprotein, cross-linking 
and coprecipitation studies, and the demonstration of copresence using 
confocal laser microscopy. 

 

小川 温子 
OGAWA Haruko 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
理学博士 / Ph.D 
生物化学 / Biochemistry 
http://www.sci.ocha.ac.jp/chemHP/labos/ogawaHP/index.htm 
ogawa.haruko@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部では、基本的な生体分子の構造と機能、相互作用の基本を講義して
います。「生物化学I」では糖質と核酸を中心に、「生体分子機能反応学」
では主要な代謝反応の流れと原理を解説します。学部2・3年次の「生
物化学学生実験」では、生体分子を扱う際の基礎的な実験技術と考え方
を習得することを目標に、少人数教育を生かした懇切な指導を行ってい
ます。内容：タンパク質と糖類の精製、分析、活性測定、酵素反応解析、
組み換えDNA実験の基礎など。卒業研究と大学院教育では、講義、ゼ
ミ、研究を通じて、糖質科学の理解と研究方法、関連する医学・工学分
野も含めた世界の状況を、議論と輪読を通じて教えています。 

For undergraduates, I taught the 2nd and 3rd-year students who has 
chemistry basis to understand the structures and functions of biological 
molecules. "Basic biochemistry" course included carbohydrates and nucleic 
acids. The "Bioenergetics" course included principal metabolic reactions and 
theories. "Biochemical laboratory" course included purification of lectins and 
trehalose, chemical analyses, activity measurements, analyses of enzyme 
reaction, and basic recombinant DNA techniques. We guided the students 
carefully to obtain the basic experimental techniques and a way of thinking to 
treat biological molecules (shared by three instructors). For graduates, I 
delivered lectures and book-readings in the class on the current research 
issues in chemistry and biology of carbohydrates and their research methods 
including related glycotechnology and glycomedicine. 

 
 
 
 
 
�    � ���� 

・膵消化酵素のもつ糖鎖結合性が仲介する活性調節。その医療および産業的利用。 
・植物レクチンの持つ糖特異的自己会合性の、化学反応―分子集合体形成や自己組織化への利用。 
・血液凝固因子、血清蛋白質等に見出した糖鎖結合性の機能解明とその応用。 
・細胞外マトリックス分子の機能は糖鎖調節される。その分子機構と生物学的意義のビジュアル解析。成果の医療活用。 
・われわれが創製したシュードプロテオグリカン等の糖鎖プローブによる生物機能調節への利用と生命現象の解明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
生命科学の研究には、化学や生物の知識が必須です。受験生はあなたの持っている力を信じて、5年先、10年先の成長した自分をイメージして下さ
い。目標をしっかり持って前向きな姿勢で毎日努力することが、必ず結果に繋がります。「その努力は無駄では無い、ぎりぎりまであきらめない、最
後まで頑張る」受験勉強も学問も研究も、その点では同じです。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 出雲国風土記 
 九州風土記 
 古事記 
 万葉集 
 日本書紀 

Izumonokuni Fudoki 

Kyusyu Fudoki 

Kojiki 

Man'yoshu 

Nihonshoki 

�    � 
��� 
『出雲国風土記』の時間構造」『国語と国文学』(東京大学国語国文学会)掲載予定 未刊 
 
 
「九州風土記の謎」 福岡県高等学校国語部会講演会 2012年6月 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
研究論文①は、『出雲国風土記』の時間構造について解明した画期的業
績である。『出雲国風土記』の時間構造について言及したまとまった研
究は今までにない上に、本研究では、研究手法についても、上代散文テ
クストの感情表現を対照に置くことによって考察するという、今までの
研究に例をみない手法を開発した。これによって『日本書紀』『古事記』
『日本霊異記』『風土記』を横断しつつ論ずる手がかりが見出されたこ
とになり、今後の上代文学研究の進展に寄与するものとなる。講演①は、
二種類の『風土記』が残る九州風土記について、なぜ二種類があるのか、
二種類の関係はどうか、そのそれぞれの『日本書紀』との関係はどうか、
といった錯綜した問題を明快に整理し、その謎の解明に展望を開いた。 
二種類の『風土記』が残る九州風土記について、なぜ二種類があるのか、
二種類の関係はどうか、そのそれぞれの『日本書紀』との関係はどうか、
といった錯綜した問題を整理し、その謎の解明に展望を開いた。 
 
 

I made analysis of the time structure of Izumonokunifudoki. For this 
study, I made investigations into emotional expressions in ancient 
Japanese prose literature. Based on these investigations, I indicated 
the time structures of Nihonshoki, Kojiki, Nihonryoiki and Fudoki. 
Solving the Enigmas of Kyusyu Fudoki. 
I gave thoughts on the Enigmas of Kyusyu Fudoki, such as why we 
have two types of Kyusyu Fudoki, how the two types are related to 
each other, and whether or not they have relation to Nihonshoki. 
 
 

 

荻原 千鶴 
OGIHARA Chizuru 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授 
博士 (人文科学) / Ph.D 
日本文学, 特に日本上代文学 
    
iwasaki.ogihara.chizuru@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部では、日本古典文学史論（上代）・日本古典文学論特殊研究（上代）・
日本古典文学論特殊講義Ⅰ・日本古典文学論基礎演習Ⅰ・日本古典文学
論演習（上代）ⅠⅡ・日本文学研究指導の授業を担当した。このうち文
学史は、記紀・風土記を中心に文学の史的展開について講じた。特殊講
義では『万葉集』における相聞歌の展開について考察した。基礎演習で
は日本文学を研究するにあたっての基礎的トレーニングを、演習では日
本上代文学を研究するにあたってのトレーニングを指導した。日本文学
研究指導では、学生の卒業論文作成のための指導を行った。 
大学院博士前期課程では、日本上代文学表現史論演習・日本上代文学演
習の授業を担当した。前者では『万葉集』『丹後国風土記』逸文の浦島
子譚について、話形の視点から講じた。後者では、『古事記』『日本書紀』
の海宮遊行をめぐる諸問題について、多方面の観点から講じた。 

Under graduate courses: Basic seminars. History of ancient Japanese 
literature. Advanced seminar of ancient Japanese literature. Advanced 
Seminar:Ancient Japanese Literature.  Advanced lectures in classical 
Japanese literature. Seminar of introduction to Japanese literature. Seminar 
on Man’yousyu and Kojiki. Direction of research on ancient Japanese 
literature.  
Graduate courses: Seminar: History of Expression in Ancient Japanese 
Literature. Seminar: Ancient Japanese Literature. Analysis of 
Urashima,Yamasachibiko and Umisachibiko,in Kojiki , Nihonshoki, and 
Fudoki. 

 
 
 
 
�    � ���� 

『出雲国風土記』の現況叙述と漢籍引用の特性についての研究を深める。西海道（九州）風土記と『古事記』『日本書紀』との連関性についての研究
手法の可能性を探る。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
『古事記』『風土記』『万葉集』など日本上代の文学は、1300年も前に書かれたものです。古代の人々の、現代とは大きく異なるものの考え方・感じ
方がうかがえますが、それだけにかえって、現代の私たちの中に埋没してしまっているものを、はっと気づかせてくれたりするのです。古代の人々
が自然に対して抱いた畏怖の念は、大きな災害を体験した今日の私たちに対して、訴えかけるものをもっているように思います。古典を学び研究す
ることは、現代を考えることにつながると、私は思います。高校の授業ではあまりなじみがないかもしれませんが、上代の作品にも、ぜひ目を向け
てみてください。新鮮な驚きと意外な共感をおぼえる新しい「自分」に、出会えると思いますよ。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 クラウドコンピューティング 
 無線ネットワーク 
 通信プロトコル 
 分散システム 
 サイバーフィジカルシステム 

Cloud Computing 

Wireless Network 

Communication Protocol 

Distributed System 

Cyber-Physical System 

�    � 
��� 
Masato Oguchi, Reika Higa, Kosuke Matsubara, Takao Okamawari, and Saneyasu Yamaguch: "Performance Improvement of iSCSI Remote 
Storage Access through Optimization of Multiple Layers" Journal of Software, Vol.8, No.3, pp.538-546, Academy Publisher, 2013. 
 
 
山下 暁香， 小口 正人： 「無線通信の状態に基づく入力データ品質変化時のライフログ解析アプリケーションの動作評価」 情報処理学会論文誌 コ
ンシューマ・デバイス＆システム，Vol.3, No.1, pp.87-97, 2013年3月 
 
 
Remi Ando, Tutomu Murase, and Masato Oguchi: "TCP and UDP QoS Characteristics on Multiple Mobile Wireless LANs" In Proc. the 35th 
IEEE Sarnoff Symposium 2012 (Sarnoff2012), No. 18 Newark, New Jersey, USA, May 2012 
 
 
Yumiko Kasae and Masato Oguchi "Proposal for an Optimal Job Allocation Method for Data-intensive Applications Based on Multiple Costs 
Balancing in a Hybrid Cloud Environment" In Proc. the 7th ACM International Conference on Ubiquitous Information Management and 
Communication (ICUIMC2013), 9-3, Kota Kinabalu, Malaysia, January 2013. 
 
 
三木 香央理，平井 弘実，山口 実靖， 小口 正人： 「Android端末の無線LANアクセス時の周辺状況に基づくTCP制御手法の提案と通信制御ミ
ドルウェアの導入」 先進的計算基盤システムシンポジウム(SACSIS2012)，pp.176-184，神戸国際会議場，2012年5月. 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
インターネットを中心とする大規模ネットワークにより，種々のコンピ
ュータや情報機器類が接続され，互いに連携しながら高度なネットワー
クコンピューティングが行われるようになってきました．私の研究室で
は，このような新しいネットワーク環境において，コンピュータやその
他の資源を効率良く快適に利用する，さらにはセキュリティに配慮し暗
号化や認証を導入して安全に利用する，といった手法を研究しています．
具体的な研究テーマとしては，高性能なPCクラスタシステムに IP ベ
ースのSANを統合したIP-SAN統合型PCクラスタ，仮想プライベー
トネットワークVPN上における高性能・高信頼性SAN環境の構築，
モバイル環境における認証や暗号化の実現手法，TCP パラメータの動
的な解析や制御などが挙げられます．環境と目的に応じてそれぞれに適
したネットワークプロトコルや概念モデルを提案し，ミドルウェアを構
築することによりそれを実現しています 

Recently, advanced network computing systems have been realized as 
various sorts of computers and resources are connected with each other, 
owing to prosperity of large-scale networks represented by Internet. In our 
laboratory, several innovative methods are proposed for such an 
environment in order to make the best use of computer resources 
comfortably and securely. They include IP-SAN Consolidated PC Cluster, 
High Performance Dependable SAN over Virtual Private Network (VPN), 
Authentication and Cryptography on Wireless LAN, and TCP Parameter 
Analysis and Control. Network protocols and concept models suitable for 
each environment are proposed. 

 

小口 正人 
OGUCHI Masato 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授  
博士 (工学) / Dr. Eng. 
ネットワークコンピューティング・ミドルウェア 
http://www.is.ocha.ac.jp/~oguchi/, http://ogl.is.ocha.ac.jp/ 
oguchi@computer.org 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
情報科学： 情報科学とは何であるか、自然科学分野における位置付け
およびその技術的な応用について学ぶ。近年急速な発展が見られる情報
技術を基礎として支えているのが情報科学であるが、その内容は幅広く
奥も深い学問である。本講義は、情報科学やその関連分野に携わる者が
知っておくべき基礎知識について述べ、主要トピックを取り上げて議論
し、受講者にこの分野の概要を理解してもらうことを目標とする。 
 コンピュータ基礎演習： UNIXおよびプログラミング言語Cの基礎を
習得する。情報科学分野の学習・研究を進めるためには、コンピュータ
を用いて数値計算やデータ処理などを行う能力を身に付けることが重
要である。本演習ではUNIXベースのコンピュータの使い方を覚え、基
本的なプログラムを作成する技術を習得することが目標である。 
 コンピュータネットワーク I： インターネットに代表されるコンピュ
ータネットワークは、情報関係の様々な分野の基盤となる技術であり、
この知識を身に付けることは実用的にも有効である。本講義では
TCP/IP を中心としたネットワークプロトコルの基礎並びに応用技術に
関して理解することを目標とする。 
 コンピュータネットワークII： コンピュータネットワークは大学、企
業、家庭等あらゆる場面において今や不可欠な存在となり、その知識や
技術の習得を求める社会的要求も高い。本講義では、インターネットを
中心としたコンピュータネットワークを実際に構築し運用するために
必要な知識を総括する。 
 コンピュータネットワーク特論： コンピュータネットワークに関する
知識は社会生活の上で必要不可欠なものとなってきた。本講義では、学
部においてコンピュータネットワークに関する基礎知識を習得した学
生を対象に、各プロトコル階層の動作メカニズムや実装例、応用などを
詳細に議論する。 

Information Sciences 
Exercises in Basic Programming 
Computer Networks I 
Computer Networks II 
Advanced Computer Networks 

 
 
 
 
�    � ���� 

本研究室ではネットワークコンピューティング・ミドルウェアをテーマとして掲げ、これに含まれるいくつかの種類の研究を手掛けている。この分
野は大学のみで研究が行われている訳ではなく、企業も積極的に手を伸ばしている領域であり厳しい競争が行われている。そのような状況の中で、
大学の研究室の機動性を活かして、クラウドコンピューティングやIP-SAN、モバイルネットワークなど常に最も先端的なシステムを取り上げ、解析
や実装を行い、実際に動かしてみせることにより説得力のある研究を行ってきており、今後もその形で成果を出して行きたい。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
現在、世の中の非常に多くの人が、携帯電話やパソコンその他を通して、コンピュータネットワークのお世話になっていると思います。それではコ
ンピュータやネットワークは、一体どんな仕組みで動いているかご存知でしょうか。情報科学科で私が教えている講義は、その疑問に答えるもので
す。またコンピュータネットワークは、将来どのように発展していくでしょうか。私の研究室においては、これを探る研究を行っています。 コンピ
ュータやネットワークは、進歩のペースが物凄く速いものです。ただ利用しているだけだと中がどうなっているのか見えませんが、この中身を勉強
し、研究で未来を切り開いていく作業は、大変刺激的で面白いものです。
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職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 ソフトマター物理学 
     
     
     
     

Soft Matter Physics 

    

    

    

    

�    � 
��� 
Noriko OBARA and Ko OKUMURA, Imbibition of a textured surface decorated by short pillars with rounded edges, Phys. Rev. E Rapid 
Communication, 86, 020601(2012). 
 
 
Naomi SONE, Marie MORI, and Ko OKUMURA, Scaling relation in fracture of the materials with elastoplastic response inaccessible by scaling 
laws, J. Phys. Soc. Jpn. 81 (2012) 074604 
 
 
Maria Yokota and Ko OKUMURA, Coalescence dynamics of a quasi-two dimensional viscous Drop, J. Phys. Soc. Jpn. 81 (2012) SA015. 
 
 
Noriko OBARA and Ko OKUMURA, Imbibition of surfaces decorated with pillars of submillimeter scales, J. Phys. Soc. Jpn. 81 (2012) SA011. 
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

本年度は、下記の研究テーマについて研究を行った。 
PDa: 高電圧下での2次元液滴の融合の動力学。 
PDb: バブルの形状に関する次元クロスオーバー。 
D3: 真珠層構造のシンプルモデルFEM解析。 
D2: 粉粒体中の引きずり抵抗とジャミング転移。 
M2a: テクスチャー表面での濡れ。 
M2b: 粉粒体の動力学:ブラジルナッツ効果。 
M2c: 2次元バブルの上昇と下降；バブルの破裂。 
M1a: 疑2次元での液体の特異形状について。 
M1b: 疑2次元での粘性抵抗について。 
M1c: フォームシートの破壊：伸張速度依存性。 
B4a: 2次元ネットワークの破壊シミュレーション。 
B4b: 粉粒体の動力学：砂時計。B4c: パラフィルムの破壊。 

This year we worked on various problems on wetting, granular materials, and 
fracture, by theoretical, experimental and numerical approaches. 

 

奥村 剛 
OKUMURA Ko 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
博士 (理学) (1995 慶応義塾大学) 
ソフトマター物理学 
http://www.phys.ocha.ac.jp/okumuralab/ 
okumura.ko@ocha.ac.jp 
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2012年度授業担当： 
（学部）物理数学I（2単位）必修。物理数学II（2単位）必修。数理物
理学（2 単位）必修。連続体物理学（2 単位）選択。物理学特別講義 I
（2単位）選択。特別研究（12単位）必修。 
 
（修士）液体の物理学演習（2単位）。液体の物理学（2単位）。特別研
究（14 単位）。（後期博士）。ソフトマテリアルズの物理（2 単位）。ソ
フトマテリアルズの物理演習（2単位）。理学論文指導（2単位）。研究
報告（基礎）（1単位）。研究報告（発展）（1単位） 
 

In addition to classes for graduate students, I taught two classes per week 
throughout the year (excluding classes shared by other professors). 

 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

濡れ、表面張力、破壊、複合材料、粉粒体、ゲル、液晶、高分子などのテーマをソフトマター物理学の立場から研究していく。 
理論・実験・シミュレーションを同時に進めながら研究を行っていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
ソフトマター物理学は、物理学の手法を、液晶ディスプレイ、ペットボトル、洗剤、化粧品、真珠などの身の回りの工業製品・現象等、また、高分
子、コロイド、石鹸、DNA、たんぱく質など高校の科目でいえば化学や生物などで扱われている対象に適用し、注目を集めています。私の研究部ル
ープは、あたかもフランス印象派画家たちのように自然を理解しようとする「印象派物理学の手法」に注目しています。そしてこのスタイルによっ
て、身近でありながら科学技術応用にも直結した自然法則を明確な形で次々に発見しています。皆さんも私と一緒に、印象派画家になったつもりで、
自然の本質をえぐりだしてみませんか？
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 パソコン活用 
 貸与パソコン 
 コンピュータ演習 
     
     

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
・主に学部1年生向けのパソコン活用講習会の実施 
・主に学部1年生向けのノートパソコン貸与事業 

    

 

織田 友恵 
ODA Tomoe 
教育開発センター 
特任講師 
博士 (理学) / Ph.D 
数値流体力学 
http://www.cf.ocha.ac.jp/panda/ 
oda.tomoe@ocha.ac.jp 

-72-



�    � ��� / Educational Pursuits 
        
 
 
 
 
�    � ���� 

    
 
 
 
 
�    � ���	� 
   
 
  

-73-



  
 

氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 
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 教育価値観 
 一般的価値観 
 多様性 
 偏見低減 
     

Educational Value 

Basic Value 

Diversity 

Reducing Prejudice 

   

�    � 
��� 
加賀美常美代 「大学生の教育価値観の国際比較 -7カ国・地域の質問紙調査から」 2013.3 『人文科学研究』 9号 pp.157-169 
 
 
加賀美常美代 「大学生の一般的価値観の国際比較 -Schwartzの価値尺度を用いた7カ国・地域の質問紙調査」 2013.3 『留学生交流・指導研究』 
pp.19-32 
 
 
加賀美常美代・横田雅弘・坪井健・工藤和宏編著 『多文化社会の偏見・差別 -形成のメカニズムと低減のための教育』 2012.4 明石書店 pp.1-225 
 
 
加賀美常美代 「第 1 章 グローバル社会の多様性と偏見」 単著分担執筆 『多文化社会の偏見・差別 -形成のメカニズムと低減のための教育』 
pp.12-36 2012.4 加賀美常美代・横田雅弘・坪井健・工藤和宏編 明石書店 
 
 
加賀美常美代・守谷智美・村越彩・岡村佳代・黄美蘭・長戸裕香 共著分担執筆 「第 5 章 大学における偏見低減のための教育実習とその効果」 
pp.125-150 2012.4 加賀美常美代・横田雅弘・坪井健・工藤和宏編 明石書店 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
1. 大学生の教育価値観の国際比較 科研で教育価値観尺度に基づき7カ
国の大学生を対象に実施した質問紙調査を再分析し、論文化した。 
 
2. 大学生の一般的価値観の国際比較 ーSchwartz の価値尺度を用いた
7カ国・地域の質問紙調査 科研でSchwartz の価値尺度に基づき7カ
国の大学生を対象に実施した質問紙調査を再分析し、論文化した。  
 
3. 多文化社会の偏見・差別 多文化社会における偏見の形成メカニズム
と低減のための理論と教育実践についての学術書を編集および執筆し
た。ステレオタイプを崩す試みの重要性を訴えた。 

1．International Comparison of Educational Value of University Students: 
from a Questionnaire Survey in Seven Countries/Regions Under the 
Grants-in-Aid for Scientific Research, I conducted a research on university 
students’ educational values by using Educational value Scales in seven 
countries and regions. Re-analysis was conducted and the paper was written.  
2．International Comparison of Basic Human Value of University Students：
Questionnaire Surveys in Seven Countries/ Regions by using Schwartz's Value 
Scales Under the Grants-in-Aid for Scientific Research, I conducted a research 
on university students’ basic human values by using Schwartz's Value Scales 
in seven countries and regions. Re-analysis was conducted and the paper was 
written.  
3. Prejudice and discrimination in multicultural societies I discussed theories 
and educational practices for reducing prejudices and discrimination in 
multicultural societies. I emphasized the importance of trials to overcome 
stereotypes. 

 

加賀美 常美代 
KGAMI Tomiyo 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授  
文学博士 (東北大学) 
異文化間心理学, 異文化間教育, 多文化間カウンセリング 
http://www.dc.ocha.ac.jp/comparative-cultures/jle/kagami/index.html 
kagami.tomiyo@ocha.ac.jp 
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1．学部の「多文化間交流論」は、参加型授業、協働的グループ活動を
行った。留学生と日本人学生の交流、コミュニケーション・スキルの向
上を目指した。「多文化共生論」は、4 名のゲストスピーカーを招き多
文化共生社会の理解とグループ討論を行なった。「文化と人間関係 Ⅰ」
では、文化行動と心理学的理論をゼミナール形式 で行った。「文化と人
間関係 Ⅱ」では、異文化接触をテーマとする学生を対象に卒業論文指
導を行った。 
2．大学院の「多文化間心理教育学特論」では、文化と心理学の理論と
研究方法について文献講読を通して講義を進めた。「多文化間心理教育
学演習」では、アドバイジングと予防的支援活動の方法のスキル向上を
目指した。 

1．I delivered lectures of “Multicultural Communications and Exchanges”and 
“Coexistence in Multicultural Society” for undergraduates. In these lectures, 
by adopting the methods of cooperative group works, I aimed at improving of 
foreign and Japanese students’ communication skill in the former, and in the 
latter, I invited guest speakers in order for them to improve multicultural 
understanding and diversity. In “Culture and Human relationship I” for 
undergraduates, I delivered lectures on cultural behavior and social 
psychology. In “Culture and Human RelationshipⅡ” for undergraduates, I 
supervised students who did undergraduate thesis on intercultural psychology. 
2．In “Multicultural Psychology and Education” for graduates, I delivered 
lectures regarding theories and methodologies on culture and school 
psychology mainly through literature studies. In “Seminar in Multicultural 
Psychology and Education ”, I aimed at improving their skill of multicultural 
advising and preventive support activity. 

 
 
 
�    � ���� 

科研「アフリカの開発実践における住民組織と開発プロセスの創出に関する研究」については、2013年8月～9月にかけて1月程タンザニアでのフ
ィールド調査を実施する予定である。本研究はタンザニアにおける地域開発実践を事例として、諸アクター間の相互作用によって創り出される動的
で定性的なプロセスを継続的にモニタリングすることにより、内発性やキャパシティの発現過程とその形態を検証することを目的としている。また、
開発実践の場に形成される住民組織の役割とその特徴、インフォーマルな組織との接合・関係性を明らかにしていくことを目指している。これらを
検証することにより、将来的には、アフリカ型農村開発や内発的発展を検討するうえで有効なモデルを提示し、地域研究と開発実践・研究の架橋と
なる新たな領域を開拓していくことに繋げていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
多様な文化的背景をもつ人々は、日常生活で遭遇する異文化体験から様々な葛藤やストレスを抱えています。そのような時、周囲にいる人々はどの
ように理解し、関わっていったらよいでしょうか。コミュニティにおける多様性の意味や隣人として共に生きることはどのようなことか、一緒に考
えていきたいと思います。
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 野菜 
 米 
 調理 
 予測 
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香西 みどり 
KASAI Midori 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授 
博士 (学術) (1995 お茶の水女子大学) 
調理科学 (特に調理過程における食品の品質変化の制御) 
http://www.hles.ocha.ac.jp/food/ 
kasai.midori@ocha.ac.jp 
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 ユーザインタフェース 
 マン・マシン・インタフェース 
 コンピュータ・アーキテクチャ 
     
     

User Interface 

Man-Machine Interface 

Computer Architecture 
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粕川 正充 
KASUKAWA Masaatsu 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
博士 (理学) (1993 東京工業大学) 
ユーザインタフェース, コンピュータアーキテクチャ 
http://www.is.ocha.ac.jp/~kasukawa/ 
kasukawa@is.ocha.ac.jp 
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2011年12月に脳梗塞を発症、2013年4月より復帰。言葉がまだ不自由で講義はまだ持っていない。つたない言葉で学生向けにゼミを担当する。
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 女性とメデイア 
 女性の生涯教育 
 大学入試 
 大学広報 
 高大連携 

  

  

  

  

  

�    � 
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国公立AO・推薦入試実施状況分析 
 
 
入試区分別入学後の成績 
 
 
AO入試事後アンケート分析 
 
 
入学前教育レポート集成 
 
 
お茶の水女子大学入試 拓殖大学第一高等学校 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
これからの多様化しグローバル化する社会においてのリーダーとなる
女性の育成を目的にして、女子大学のあり方や教育につ いて研究して
います。特に、その入口となる大学入試について、従来の学力テストを
中心とする一般選抜だけでは評価できな かったコミュニケーション能
力、創造力、応用力、将来へのビジョンなどを評価する必要があると思
われます。そして、様  々な能力を持った人材を確保し、キャンパスの
中で互いに刺激しあって、多様化する社会に対応していかなければなら
ないと考 えています。そのためには様々な入試形態が取り入れられる
べきで、本学AO入試はその試験方法においても、文理双方の関心 を
持ち、国際的なコミュニケーション能力を持つ人材選抜として全国の中
でも高く評価されると思われます。個性を尊重し様 々な能力を見出す
選抜方法を研究課題としています。 
 

My study are the education of university and AO selection. A diversified and 
globalize society today requires not only solid expert knowledge but also 
communication capability to deliver it and execution capability to apply it .We 
aim at education for women leaders who own broad knowledge of liberal arts 
and high expert knowledge in all fields from Literature to Science and Life 
Science. I believe future women leaders must have a potential for both 
interdisciplinary and global scope of thinking, which cannot be found through 
conventional achievement tests. I think that university provides opportunity 
for career development base to any woman disregarding age and nationality 
who seeks career in diversified fields across period as an independent woman. 
This is why I study AO selection. 

 

加藤 敬子 
KATO Keiko 
教育開発センター 
講師  
教育学修士 
女性とメディア / Women and Media 
    
kato.keiko@ocha.ac.jp 
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これからの社会における女性リーダー育成のための人材確保と大学教
育の多様性について調査研究していきたいと思っています。そのために
は、入学後の追跡調査、卒業後の追跡調査、大学生の意識調査、大学生
活の満足度調査、高校生の意識調査など高校、大学、社会生活を対象と
した長期的な視野で総合的に研究していかなければならないと考えて
います。また、高校生に大学選びのための情報をどのように伝達するの
が効果的か、大学教育への期待を入試後・入学後も如何に持続させるか、
高校生の学習要求をどのように把握し大学教育に結びつけるか、などに
ついても具体的に研究していく予定です。そして、大学が個々人の生涯
にわたっての学習や活動の基盤となり、さらに、世界の様々な研究の拠
点となるための制度を構築していきたいと思います。 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

将来の研究計画・研究の展望・共同研究の可能性:これからの社会における女性リーダー育成のための人材確保と大学教育の 多様性について調査研
究していきたいと思っています。そのためには、入学後の追跡調査、卒業後の追跡調査、大学生の意識 調査、大学生活の満足度調査、高校生の意識
調査など高校、大学、社会生活を対象とした長期的な視野で総合的に研究してい かなければならないと考えています。また、高校生に大学選びのた
めの情報をどのように伝達するのが効果的か、大学広報の 研究、大学教育への期待を入試後・入学後も如何に持続させるか、高校生の学習要求をど
のように把握し大学教育に結びつけ るか、などについても研究していく予定です。そして、大学が個々人の生涯にわたっての学習や活動の基盤とな
り、さらに、 世界の様々な研究の拠点となるための制度を構築していきたいと思います。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
お茶の水女子大学は、学習、就職、相談など様々な視点から女性をサポートしていくシステムが充実していると痛感しています。この恵まれた環境
の中で、自己の才能を発見し開花させていってほしいと願っています。 
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Niitsu, R., Kanazashi, M., Matsuwaki, I., Ikegami, Y., Tanoi, T., Kawachi, M., Watanabe, M.M. and Kato, M. Changes in the 
hydrocarbon-synthesizing activity during growth of Botryococcus braunii B70. Bioresource Technol. (2012)109:297-299. 
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(1) 植物のカフェイン生合成に関与する N-メチルトランスフェラーゼ
(NMT)に関する研究を行っている。カフェイン生合成系を制御する
NMT遺伝子を単離し、その発現調節機構を調べるとともに、植物にお
けるNMT遺伝子の多様性から二次代謝に関与するNMTの機能と進化
を研究している。また、カフェインは細胞の中の液胞に蓄積されるので、
カフェインの細胞内輸送メカニズムの研究も行っている。 
 
(2) 炭化水素を蓄積する微細藻類の炭化水素生合成調節機構を研究して
いる。炭化水素生合成に関する基礎的な知見を得るだけではなく、炭化
水素生産まで視野に入れた研究を行っている。 
 
(3) 藻類の有用テルペノイド化合物の生合成経路の解明を目的とした研
究を行っている。 

(1) We investigates the structure and function of N-methyltransferase involved 
in caffeine biosynthesis. The regulation in the expression of NMT genes 
isolated by our laboratory and the diversity of NMT genes are examined to 
clarify the contribution of NMT on the secondary metabolism in plants. 
Moreover, we investigate the subcellular transport of caffeine into vacuole. 
 
(2) Our laboratory investigates the biochemical pathways involved in the 
production of hydrocarbon , the enzymes that catalyze them, and the genes 
that encode these enzymes. Genetic engineering of algae with such genes can 
result in the useful production of hydrocarbon. 
 
(3) There are a lot of useful terpenoids in limited species of algae. We 
investigate biosynthetic pathway of some terpenoids with anti-oxidant acticity. 

 

加藤 美砂子 
KATO Misako 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
理学博士 (1988 東京大学) 
植物生理学 
    
kato.misako@ocha.ac.jp 
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2年生の必修科目である代謝生物学IIを担当した。植物の代謝調節の基
礎的な事項を解説した。3年生対象の選択科目である植物生理工学では
さらに進んで植物生理学の最新の知見と共に実用化をめざした応用研
究の現状を解説している。3年生の選択科目である代謝生物学実習を担
当し、植物を材料とした代謝生物学実験の指導を行なった。 生物学科
以外の学生を対象とした基礎生物学Aの1単位分を担当した。受講者
の多くは、理科の教員免許の取得をめざす学生である。植物の代謝およ
び植物ホルモンの作用について解説した。 

The aim of the undergraduate program in metabolic biology II is to 
understand the basic mechanism of plants. I lecture on the hot results and the 
application in the field of plant bioscience in plant physiological engineering. 
In addition, I hold the lecture of basic biology A for undergraduate students. 
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以前は、生体膜の単なる構成成分としてしか考えられていなかった脂質は、近年、様々な生理機能への関与が明らかにされ、ホットな研究領域の一
つとなっている。生理活性脂質としてのcPAやCGに関する我々の研究は、世界的にみても独創的かつ重要な研究となっている。また時代は今、新
たなポストゲノム研究に入り、脂質生化学の分野でも代謝産物の構造と機能を網羅的に解析するメタボローム解析が可能となった。新しい質量分析
装置を駆使して脂質の構造解析と定量の技術にさらに磨きをかけ、脂質分子の新機能を見出して行きたい。 
共同研究が可能なテーマとして、以下の項目がある。 
1）生理活性リン脂質の機能（アルルギー・炎症・がん）解析と代謝制御の解明 
2）質量分析による脂質メタボローム解析のための基盤技術の構築とその適用 
3）DHAをはじめとするオメガ3系列脂肪酸の生理機能 
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地球のすべての生命は、生産者である植物に依存しています。植物の秘密を解き明かすことは、地球の未来を考えることにもつながっていきます。

-83-



  
 

氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 教育社会学 
     
     
     
     

sociology of education 

  

  

  

  

�    � 
��� 
加藤美帆, 2012,『不登校のポリティクス』勁草書房 
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加藤 美帆 
KATO Miho 
学校教育研究部 
講師  
教育学修士 
教育社会学, 教育学 
    
kato.miho@ocha.ac.jp 
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 数値シミュレーション 
 計算流体力学 
 非線形偏微分方程式の数値解法 
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Yuka Yoshida and Tetuya Kawamura:Numerical simulation of two-dimensional flow around a Savonius rotor with various curvature of the 
blades, Natural Science Report Ochanomizu University, 63(1), pp.11-21, 2012 
 
 
Anna KUWANA, Kanako IKEDA and Tetuya KAWAMURA: A Numerical Simulation in Region with Very Large Aspect Ratio Using Some Sub 
Domain Grids,Natural Science Report of the Ochanomizu University, 63(2), pp.23-31, 2013 
 
 
Kanako IKEDA, Anna KUWANA, and Tetuya KAWAMURA: A New Numerical Method for Some Region of Very Large Aspect Ratio with Free 
Surface like River, 63(2), pp.33-38, 2013 
 
 
赤池環, 鹿毛あずさ, 最上善広, 河村哲也: 生物対流パターン形成の数値シミュレーション,第26回数値流体力学シンポジウム ,2012.9 
 
 
河村哲也: 数値計算入門 (エンジニアのためのExcelナビシリーズ) ISBN 978-4-901092-81-4, インデックス出版, 2012.4 総 ページ数 277 
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流体現象の数値シミュレーションとその環境科学・環境工学への応用お
よび基礎方程式であるNavier-Stokes方程式の数値解法に興味をもって
研究している。2012年度は細長い領域における熱対流と自由表面流れ、
垂直軸直線翼型風車・ダリウス風車・サボニウス風車まわりの流れ、生
物対流、振動翼まわりの流れ、山越え気流によるフェーン現象、室内気
流などの数値シミュレーションを行った。 

    

 

河村 哲也 
KAWAMURA Tetuya 
人間文化創成科学研究科 先端融合系 
理事, 副学長, 国際・研究機構長, 教授 
工学博士 (1984 東京大学) 
数値流体力学, 環境科学, シミュレーション科学 
http://www.ns.is.ocha.ac.jp 
kawamura@is.ocha.ac.jp 

-86-



�    � ��� / Educational Pursuits 
2012年度は、博士後期課程の学生2名の指導を行い、1名が学位を取
得した。また博士前期課程2年の学生5名の指導を 行い、全員修士の
学位を取得した。 
講義としては数値流体力学特論演習を受け持ったほか、ゼミにおける指
導もおこなった。 

    

 
 
 
�    � ���� 

身のまわりの流れや理学的に興味の流れ、工学的に重要な流れ、環境問題や防災に関連する流れなど、種々の流体現象を数値 シミュレーションによ
って明らかにしたい。またそのための有効な数値解法や数値シミュレーション手法を開発したい。また 、上記のことに関してテーマは問わず積極的
に共同研究を行いたい。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
近年のコンピュータの目覚しい進歩によって、数値シミュレーションは理論と実験に並ぶ第3の研究方法として限りない可能性を私たちにもたらし
てくれました。数値シミュレーションでは現象をなるべく精確に表す計算モデルを作ってコンピュータで計算し、結果を解析します。モデルを取り
扱うだけなので、小は原子分子から、大は宇宙規模の現象まで、また超高圧や超高温、逆に超低圧や超低音の現象、危険で実験できないような現象
などどんな現象にでも適用できます。私の研究室では主に流体(気体と液体の総称)に関する種々の現象をシミュレーションを用いて解析しています。
これは理学、工学、医学、環境 科学などに広い応用があります。このようなことを専門にして社会の役に立ちたいと考えているみなさんは大歓迎で
す。
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2012年度の研究内容はおもに二つある。 
一つは、近世社会における男色の展開形態についてである。近世の男色
の特徴としては、近世初期に誕生した歌舞伎と結びつき男色の商品化が
進んだ点と、そのため遊女による売春とさまざまな面で対照的に捉えら
れるようになった点があげられる（「江戸の子供屋」『遊廓社会』2013
年刊行予定）。 
もう一つは、都市社会のなかでの位置づけを意識しながら近世大坂の芝
居町について考察したものである。大坂の芝居町といえば道頓堀の立慶
町と吉左衛門町だが、芝居町特有の景観を彩る看板や積物、茶屋の提灯
などは、さらにその外縁に居住する各種の職人・商人などによってもた
らされている。こうした関係を視野に入れると、狭義の芝居町だけでな
く、島之内や高津、堀江なども芝居町のいわゆる「磁界」のなかに入っ
てくる。 
また芝居町の存立は芝居小屋の経営に深く依存し、芝居興行の成否が芝
居小屋の所有のありかたや、さらには町の景観にも大きく影響している
（「近世「芝居町」の社会＝空間構造」『近世社会史論叢』2013年刊行）。 

    

 

神田 由築 
KANDA Yutsuki 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
准教授 
博士 (文学) (1998 東京大学) 
日本近世史 
    
kanda.yutsuki@ocha.ac.jp 
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学部では以下の授業を担当した。「日本近世史料演習 I」「同II」では『愛
媛県史』をテキストとして、日本近世史を研究するのに必要な基礎的な
史料読解に関する演習を行った。「日本史入門講読」では、近世史関連
の研究書を学生とともに講読し、基本的な文献の読み方を授業した。「日
本史概説」では小風教員と分担で前半を担当し、日本史のなかにおける
「都市」をテーマに、17世紀以降の歴史について通観した。「比較文化
史」では「文字・書物・出版」に関する総説と近世史部分を担当した授
業を行った。「歩いて学ぶ比較歴史」では国立劇場で行われた文楽鑑賞
教室に学生とともにおもむき、公演を鑑賞したのち、技芸員からのレク
チャーを受けるなどフィールドワーク型授業を行った。大学院博士前期
課程では、院生が研究成果を発表する「日本政治経済史演習」「日本政
治経済史料演習」と、歌舞伎・文楽などの知識を養うための「伝統芸能
文化論特論」「伝統芸能文化研究」他の授業を担当した。 
大学院博士後期課程では博士論文作成に向けての授業を行った。 
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 ドイツ語 
 ドイツ文学 
 トーマス・マン 
 教養小説 
 精神史 
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著書(共著)：『改訂・ドイツ語の文法』第２版 (2013年3月15日 第三書房) 
 
 
翻訳(共訳) ヴィルヘルム・フォン・フンボルト： 性差およびその有機的自然に及ぼす影響について 『ジェンダー研究』第16号 75頁 - 92頁 (平
成25年3月25日 お茶の水女子大学ジェンダー研究センター) 
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コア科目としてのドイツ語を、いかに丁寧にかつ効率的に教えるか、と
いうことが、専門のドイツ文学のコースがないお茶大においては（ドイ
ツ語の専任は一人）、常に一方の研究課題にならざるをえません。『改
訂・ドイツ語の文法』を作成した後は、どこをどうすればさらによくな
るかを考え続け、第2版を出すことができました。 
ドイツ文学の研究対象としては、ゲーテ,シラー、ショーペンハウアー、
ヴァーグナー、ニーチェなどの影響を多大に受けた、20 世紀最大の作
家の一人トーマス・マンを主たる対象として考察を続けています。時代
の精神状況がどこからどこへ、どのようにして流れて行くのか、それを
偉大な精神がどのようにとらえて表現しようとするのか、ということを
思索の原点にしています。 
さらにこの大きな精神史の流れをとらえる一環として、このところかな
り長期にわたって、『フィヒテ全集』の本邦初訳 となる著作の翻訳に取
り組み、発表し続けています。同様の趣旨で、ヴィルヘルム・フォン・
フンボルトの本邦初訳の翻訳も発表し続けています。 

    

 

菅野 健 
KANNO Ken 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
准教授 
文学修士 (1975 東京大学) 
独文学, 特にトーマス・マンを中心とする20世紀独文学 
    
kanno.ken@ocha.ac.jp 
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基礎ドイツ語では、文教育学部の文Bというクラスのそれぞれ「文法」
と「演習」をペアで2コマ、担当しました。週2回リレー形式での授業
なので、相当な実力がつき、その教育成果は、多数の独検合格者が出る
という形でも現れました。 
発展ドイツ語の2コマの一方のクラスでは『こんにちは！ ドイツです』
というテキストを用いて、ドイツ語を丁寧に読みながら、ドイツの現在
のさまざまな事情を学びました。もう一方のクラスでは『ドイツ・こと
ばと文化ーやさしく読めるドイツ文化史ー』を精読しつつ、ドイツの文
化の流れを学び、ドイツ語の読解力を高めました。 
ドイツ語初歩も担当しました。 
「独文学特殊講義」では、ヨハンナ・シュピーリの『ハイジ』を一字一
句おろそかにしないで読みつつ、ドイツ語の力を伸ばし、大学院の｢独
語圏文学特論｣｢独語圏文学演習｣では、ゲーテにつながる、ヨーロッパ
におけるドイツ文学特有の教養小説のあり方について、考察を深めまし
た。 
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お茶大生のために長年の授業経験を生かして作成した教科書『改訂・ドイツ語の文法』の第2版を出すことができ、さらによりよくしていきたいと
考えています。 
ドイツ文学の分野では、精神史の大きな流れ、ルター、レッシング、ゲーテ、シラー、ショーペンハウアー、ヴァーグナー、ニーチェ、そしてトー
マス・マン（1875-1955）に至る時代の背後に潜む精神状況を考察の対象にしています。人間の精神は、それぞれの時代に、どこから来てどこへ行
こうとしていたのか。そして今、我々はどこに向かっているのか。 
このような大きな精神史の流れをとらえる一環として、このところかなり長期にわたって、『フィヒテ全集』の本邦初訳となる多数の著作の翻訳に取
り組んでいます。すでに一冊は刊行されましたが、さらに二冊刊行される予定です。 また一方で、現在のジェンダー研究に至る先駆的役割を果たし
たとも言えるヴィルヘルム・フォン・フンボルトの、まさにジェンダー論の、これまた本邦初訳となる論文の翻訳にも取り組んでおり、発表し続け
ています。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
残念ながら専門のコースはないのですが、ドイツ語・ドイツ文学を、広く豊かな世界観・人生観を得るべく学びたい人にこそ、ぜひ入学してもらい
たいと思っています。 
ドイツ語の論理的構造をしっかり学んで行くことは、どのような学問分野を専攻するにせよ、その専攻分野の認識を深めることに役立って行く作業
なのです。ドイツ語の基本構造を理解・分析する能力を高めて行くことは、それぞれの専門分野をより深く理解・分析する能力を高めることと、同
時並行的に起こって行くことでしょう。 
大学に入って、まさに生まれて初めてドイツ語を学び始めるということは、それまでは経験しえなかった新しい世界に触れることであり、その世界
を果てしなく広げて行くことでもあるのです。 
森鴎外のドイツ留学を挙げるまでもなく、明治以来日本は、ありとあらゆる分野で、ありとあらゆることを、ドイツから学んで来たのでした。その
ような文化と文化の交流の歴史に、皆さんも加わってほしいのです。
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 中国史 
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『風俗と時代観――明清史論集１』研文出版, 2012年5月, 310頁 
 
 
『地域社会論再考――明清史論集２』研文出版, 2012年6月, 348頁. 
 
 
「明末清初の市場構造――モデルと実態」古田和子編著『中国の市場秩序――17世紀から20世紀前半を中心に』慶應義塾大学出版会, 2013年2月, 
49-83頁. 
 
 
「清末における『奴隷』論の構図」『お茶の水史学』56号, 2012年3月, 179-214頁. 
 
 
「清代中国地方人士的国家観――以『歴年記』為例」中国社会科学院歴史研究所他編『中日学者中国古代史論壇文集』中国社会科学出版社, 2012年
5月, 407-425頁. 
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著書2冊（比較的一般向けの論文集）を出版し、日文論文2点、中文論
文1点を刊行した。そのほか、書評などを2点発表した。国外の学会発
表・講演は、2012年5月に中国の復旦大学、6月に台湾の中央研究院、
9月に中国の華東師範大学で行った。国内では、史学方法論に関わる報
告を、6 月に東京外国語大学で、12 月に明治大学で行った。テーマは
分散しており、集中して研究できないのが残念であるが、いずれも関連
の研究者と交流でき、勉強になった。 

    

 

岸本 美緒 
KISHIMOTO Mio 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授  
文学修士 
中国史 
    
kishimoto.mio@ocha.ac.jp 
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高等植物の二次代謝におけるメチルトランスフェラーゼの多様性に関してその機能と分子進化の研究を進める。 
藻類特有のテルペノイド化合物の代謝系の制御と分化について研究を進める。 
微細藻類の脂質生合成調節機構を明らかにし、藻類を用いた脂質生産に関する基盤技術を確立する。 
 
 
 
�    � ���	� 
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 ディコヒーレンス 
 エンタングルメント 
 初期相関 
     
     

decoherence 

entanglement 

initial correlation 

  

  

�    � 
��� 
Masashi Ban, Sachiko Kitajima, and Fumiaki Shibata: Trace distance in stochastic dephasing with initial correlation, Phys. Rev. A 84, (2011) 
042115 
 
 
Masashi Ban, Sachiko Kitajima, and Fumiaki Shibata: Distance Between Qubit States with Initial System-Environment Correlation, 
International Journal of Theoretical Physics, 51, (2012) 2419 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

非平衡統計物理の分野における基礎的諸問題、量子系に関わる基礎的課
題を取り上げている。これまで長きにわたって様々な取組みが行われて
いる非平衡量子系の諸問題は、現在の量子情報 分野と密接な関係にあ
り、その相互効果で新たな基礎的課題へと進展している。特に、量子系
における緩和過程、ことにコヒーレンス消失現象に関わる問題、さらに
近年 注目されている量子系の初期相関に関する問題に着目している。 
量子系の緩和過程、コヒーレンス消失現象とは、環境系に囲まれた量子
系が環境系との 相互作用を通して時間とともにその状態変化を生じ、
それに伴いコヒーレンスを失うという 現象である。量子論、および非
平衡統計物理の基礎的課題の一つとして、また、近年では量子情報分野
の 情報消失に関わる課題として、重要な研究課題の一つであり強い興
味の対象となっており、同時に、量子情報分野で重要なエンタングルメ
ントに関する問題も重要な研究課題の一つである。 
我々の研究ではこれらの諸問題に対して、非平衡統計物理の手法や量子
力学の基礎的方法論を 用いた系統的な理論研究をすすめている。 
系の情報を担う密度行列の時間変化を追うという方法論を中心に、具体
的な量子模型、量子確率模型等を取り上げ、コヒーレンス消失過程、エ
ンタングルメントの時間変化といった 課題に取り組み、そのミクロな
機構を捉え性質の詳細を明らかにすることを目指している。 
さらに近年注目されている初期相関の有無とこれらの現象との関連に
は強い関心が広まっている。 
 

    

 

北島 佐知子 
KITAJIMA Sachiko 
人間文化創成科学研究科 先端融合系 
准教授 
博士 (理学) 
量子情報理論, 非平衡統計力学 
    
kitajima.sachiko@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部：古典力学、電磁気学演習、物理数学演習を担当。 
大学院：博士前期過程の講義として、量子物理学特論を担当。 
また、博士前期課程の学生5名、学部4年生3名が参加するゼミなど
を通して、量子情報理論の基礎、および個々の研究テーマについての議
論等を行った。 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

非平衡統計物理分野の基礎的課題を取り上げた研究をさらにすすめる。 
特に、量子系のコヒーレンス消失および回復過程やエンタングルメント、またこれに関わる 諸問題について、量子系の観測問題を扱う際に重要な役
割を演じた理論模型や確率模型を 基にした研究の発展を目指す。非平衡統計物理の分野と量子情報系の研究の相互作用によって、両分野における重
要課題に 対して効果的に新たな知見を得て、それを踏まえた理論的枠組構築といった発展を視野に 入れて研究を進展させる。 
 
 
�    � ���	� 
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 グローバルヘルス 
 開発援助 
 公衆衛生 
     
     

global health 

development assistance 

public health 

  

  

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
        
 

北林 春美 
KITABAYASHI HARUMI 
グローバル協力センター 
准教授 
    
    
    
kitabayashi.harumi@ocha.ac.jp 

-96-



�    � ��� / Educational Pursuits 
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 社会科教育 
 地理教育 
 国際教育 
 帰国子女教育 
 大学と附属の連携 

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
・社会科・地理における国際教育のあり方 
・帰国子女教育の課題 
・探究力を育成する社会科や自主研究の共同研究 
・大学と附属学校園の連携研究の支援 

    

 

木村 真冬 
KIMURA Mafuyu 
学校教育研究部 
講師 
修士 (人文科学) 
社会科教育 
    
kimura.mafuyu@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
附属学校におけるインターンシップ、教科教育や生徒指導に関する指導     
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

大学と附属学校園の連携研究の充実を図り、カリキュラムや授業実践の共同研究、発信につなげる 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 幼児教育 
 学習 
 ビデオツール開発 
 フィールド研究 
 アート 

Child Care and Education 

Learning 

Video Tool Development 

Field Study 

Art 

�    � 
��� 
刑部育子 (2012). 分析ツールが実践を開くとき. 苅宿俊文・佐伯胖・高木光太郎 (編), 『ワークショップと学び 3: まなびほぐしのデザイン』 (pp. 
255-279). 東京: 東京大学出版会. 
 
 
刑部育子 (2012). 図工の時間というワークショップ: お茶の水女子大学附属小の実践. 苅宿俊文・佐伯胖・高木光太郎 (編), 『ワークショップと学び
2: 場づくりとしてのまなび』 (pp. 137-153). 東京: 東京大学出版会. 
 
 
植村朋弘・刑部育子・戸田真志 (2012). ワークショップにおける学びの観察ツールのデザイン: 出来事の仕組みを捉えるための最小単位F2LOモデ
ルの提案. 『日本デザイン学会研究発表大会概要集』, 59, 2-15. 【グッドプレゼンテーション賞受賞】 
 
 
植村朋弘・刑部育子・戸田真志・苅宿俊文・高木光太郎 (2012). ワークショップにおける学びの観察記録ツールに関するデザイン開発 2. 『日本認
知科学会大会発表論文集』, 29, 504-507. 
 
 
刑部育子・佐伯胖 (2012). 保育と学びの原点としてのアート: レッジョ・エミリアの実践を通して. 子どもと保育実践研究会第 16 回夏季全国大会. 
2012年8月18日, 東京家政大学 (東京都板橋区). 【招待講演】 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
科学研究費（基盤研究（B））助成による教育実践フィールドに有効な観
察調査ツール開発を進めた。 

My research interests lie in the field of education, specifically 
pre-school and elementary school level. I conduct collaborative 
researches in the area of children’s school activities with school 
teachers. 
I'm part of the observation tool development team. This tool is used 
for field research in education. We will use this tool as follows. In 
kindergarten, I will observe the activities in the morning session. 
Then, I and the teachers will meet and discuss my observations in 
the afternoon session. Here we will design the next program of 
activities to better suit the needs of the children. 
 

 

刑部 育子 
GYOBU Ikuko 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
准教授 
博士 (学術) 
発達心理学, 幼児教育学 
    
gyobu.ikuko@ocha.ac.jp 
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平成24年度学部授業として、「保育臨床学」、「人間関係学」、「保育臨床
講義購読」、「保育臨床実習」、「発達臨床特別演習 Ⅰ・Ⅱ」ほか、を行
いました。大学院の授業では「保育実践論特論」、「保育実践論演習」、
「保育関係学演習」、を行いました。 
平成 24 年度に私の研究室から提出された卒業論文・修士論文として、
「友達関係の変容プロセスに関する研究―幼稚園から小学校への移行
期の子どもに着目して―」、「絵を描きながら生み出される子どもの言葉
に関する研究―乳児保育所での事例から―」、「幼稚園におけるクラスの
人間関係構築プロセスに関する研究」、「1～2 歳児における他児と関わ
り合うことの意味―関わられる側に着目して―」があります。 
 
 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

子どものアート的思考を基盤とした保育の可能性に関する理論的・実践的研究 
 
本研究では、子どもが根源的にアート的に世界と対話し、ものごとをアート的に考えて、そこからさまざまな願いや探求を発展させることに着目し
た新たな幼児教育学の可能性を探究することを目的としている。現在、多摩美術大学の協力・連携を得て、現在、保育実践現場にデザイナーが入り、
アートを基盤とした保育実践の試行実験を共同研究として積み重ねつつある。また、このようなアート的探究は、結果のみでなく、学びのプロセス
を可視化し、対話しながら、プロジェクトを展開することに特徴があり、これを支えるドキュメンテーションの研究がきわめて重要である。この研
究については、現在、「科学研究費補助金（基盤C）」（代表 刑部育子）で進行中である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
お茶の水女子大学敷地内には、日本で最も歴史ある附属幼稚園があります。また、国立大学の中で附属校として初めての保育所、いずみナーサリー
が大学と同じ敷地内に設置されました。乳幼児教育を基軸とした生涯学習モデルの構築を開発するため、大学と幼稚園・保育所が連携した研究プロ
ジェクトが進行中です。このような学習環境が備わる中で実践的にそして専門的な保育・子ども理解・発達を学ぶことができます。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 棘皮動物 
 細胞分化 
 バイオミネラリゼーション 
 重力環境 
 化学物質における形態異常 

Echinoderm 

cell differentiation 

biomineralization 

gravity 

chemical effect for morphogenesis 

�    � 
��� 
Yajima M and KiyomotoM (2006) Study of larval and adult skeletogenic cells in the developing sea urchin larvae. Biological Bulletin, 211: 
183-192. 
 
 
Kiyomoto M, Zito F, Costa C, Poma V, Sciarrino S, and Matranga V (2007) Skeletogenesis by transfated secondary mesenchyme cells is 
dependent on extracellular matrix ectoderm interactions in Paracentrotus lividus sea urchin embryos. Dev Growth Differ. 49: 731-741. 
 
 
Yamazaki A, Kawabata R, Shiomi K, Tuchimoto J, Kiyomoto M, Amemiya S, Yamaguchi M (2008) HpKr&#252;ppel is required for 
non-skeletogenic mesoderm specification in the sea urchin embryo. Dev Biol. 314: 4 33-442. 
 
 
Unuma T, Konishi K, Kiyomoto M, Matranga V, Yamano K, Ohta H, Yokota Y 2008. The Major Yolk Protein is Synthesized in the Digestive 
Tract and Secreted Into the Body Cavities in Sea Urchin Larvae. Mol Reprod Dev. 2009 Feb; 76(2): 142-50. 
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
ウニの発生や生殖について調べています。ウニの卵にはもともと方向性
があり、骨や筋肉、消化管などを作る細胞はその片側（植物極側）から
作られます。このうち、幼生の骨を作る細胞は、最も早くその発生運命
が決定され事が知られており、取り出して培養しても骨を作る細胞にな
ります。単離培養によって明らかになるそれぞれの部分の自律的な発生
の能力を調べたところ、筋肉や消化管などになる部分も、小さな部分に
分けて培養するとすべて骨を作る能力があることがわかりました。胚の
中ではその能力が抑制され、本来の発生運命へ調節されていることにな
り、これまで知られていた以上に調節能力が高い（多分化能がある）こ
とを明らかにしました。 
金属イオンや化学物質の中には、形態形成や配偶子形成に影響を与える
ものがります。エストロゲンやリチウムイオン等の影響を調べています。 

I am studying on the development and reproduction of echinoids. The sea 
urchin egg has a polarity, many kind of cells forming skeleton, muscle and 
digestive tract appear from the one side of egg (vegetal pole). It is well known 
that the cell line of skeletogenesis is a first group whose cell fate is decided at 
first. We have examined the developmental potential of each part in vegetal 
side and shown that most of all vegetal side has a potential of skeletogenesis in 
the culture after a separation to a small volume. It is considered that the 
skeletogenic potential is suppressed and each part is regulated to the normal 
cell fate in embryogenesis. Some of metal ions and chemicals have an effect 
on the morphogenesis of digestive tract. Exogastrula induced by Estrogen or 
Li, in which the digestive tract project to the outside, is examined. The roles of 
steroid hormones, such as estrogens, are also examined on the yolk protein 
production and gametogenesis. 

 

清本 正人 
KIYOMOTO Masato 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
博士 (理学) (1992 岡山大学) 
発生生物学 
http://marine.bio.ocha.ac.jp/ 
kiyomoto.masato@ocha.ac.jp 
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動物系統学、動物発生学についての授業、実習を担当しています。動物
の系統学の授業では、地球上に存在する主な動物門の特徴を解説し、体
制の特徴を系統進化の順にたどります。動物の発生の授業では、一個の
細胞である受精卵から、動物の体が出来上がるまでの形態の変化と、そ
れを引き起こすメカニズムを、組織や細胞の相互作用や、シグナルを伝
達する分子や遺伝子発現まで、現在までに明らかにされていることを解
説します。実習は、臨海実験所（湾岸生物教育研究センター、千葉県館
山市）で行っています。動物の系統学の実習では、潮間帯での磯採集や
プランクトン採集により、自分で集めた材料を調べ、無脊椎動物の多様
性の実際を理解します。動物の発生の実習では、棘皮動物の受精、初期
発生について、胚操作や免疫組織染色等の実験を行います。さらに、水
中での生物の観察調査を可能にするダイビングの実習も担当していま
す。 

I teach the lectures and the experimental courses on the systematic zoology 
and developmental biology. In the lecture of systematic zoology, the 
characters of body plan of each phylum are expounded in the order of 
phylogeny. In the lecture of developmental biology, the morphological 
changes from a fertilized egg to the complete animal body are explained and 
the controlling mechanism by a interaction between tissues and cells and a 
signaling pathway of molecules and genes are expounded. Each laboratory 
courses are in marine laboratory (Marine and Coastal Research Center, 
Tateyama). In the laboratory course of systematic zoology, students go to sea 
shore to collect animals and take a boat to collect marine plankton by net. 
They understand the real animal diversity by examining animals collected by 
themselves. In the laboratory course of developmental biology, embryo 
manipulation and immunostaining on the fertilization and early development 
are performed. I also teach a laboratory course of diving for the observation 
and research of marine animals. 

 
 
�    � ���� 

ウニの胚細胞を単離培養することで、各部分の自律的な発生能力を調べている。現在明らかにされつつある、各組織の分化のためのgene regulation 
network から、高い自律的な分化能力をどのように説明できるのかを調べていきたい。そこからは、祖先のもっていた発生のプロセスと類似したも
のが残っていることが近年示唆されており、発生のプロセスの変化として形態形成の進化を説明する手がかりが得られることが期待される。また、
このようなウニ胚の細胞分化の技術を使って、化学物質や重力などが、どのステップにどのような影響を与えるかを明らかにし、それら環境要因の
生物への作用を調べる生物検定の実験系にウニを利用できるようにしたい。さらに、棘皮動物等の生殖を調節する仕組みを明らかにして、実験材料
として安定に供給することを可能にしたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
生命の生まれた海には、今でも地上にくらべてとても多くの生物のグループが生息しています。本学の臨海実験所（湾岸生物教育研究センター、千
葉県館山市）では、海のフィールドに飛び出して、無脊椎動物の多様な姿を見て触れられるカリキュラムが用意されています。もし、あなたに意欲
があれば、水の中の世界までも、、、。海辺の施設で、動物の体の作り（ボディープラン）やその形成の過程（個体発生）を調べて、何億年分の進化に
思いをめぐらすのはいかがですか？
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 統計物理学 
 パターン形成 
 量子ダイナミクス 
     
     

Statistical Physics 

Pattern Formation 

Quantum Dynamics 

  

  

�    � 
��� 
K. Kudo and T.S. Monteiro, "Theoretical analysis of super-Bloch oscillations", Phys. Rev. A 83, 053627 (2011) 
 
 
Kazue Kudo and Yuki Kawaguchi, "Dissipative hydrodynamic equation of a ferromagnetic Bose-Einstein condensate: Analogy to 
magnetization dynamics in conducting ferromagnets", Phys. Rev. A 84, 043607 (2011) 
 
 
工藤和恵,「1次元量子系と振動」, 数理科学 594, 37-42 (2012) 
 
 
Kenta Odagiri and Kazue Kudo, "Phenomenological model for ordered onions under shear flow", お茶の水女子大学自然 科学報告 63, 1-10 
(2012) 
 
 
工藤和恵, 鈴木雅彦, 小島一希, W. Dino, 笠井秀明, 安江常夫, 阿久津典子, E. Bauer, 越川孝範, 「Co/Ni多層膜における 積層過程の磁区パターン
形成」, 日本物理学会 2012年秋季大会, 横浜国立大学, 2012年9月18日 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
1次元量子系における非平衡ダイナミクス：1次元量子ス系に振動外場
を加えたときのダイナミクスの研究。実空間上での確率分布の時間発展
の数値計算と、量子古典対応を用いた理論解析。 
 
パターン形成：ソフトマター系および量子系における秩序構造形成の数
理モデルの構築と、それを用いた数値シミュレーション。 

Nonlinear dynamics in one-dimensional quantum systems: Theoretical study 
in one-dimensional quantum systems. The time evolution of a wavepacket 
under a time-periodic field is analyzed by means of quantum-classical 
relationships. 
Pattern formation: Theoretical and numerical study of pattern formation in 
soft-matter and quantum systems. 

 

工藤 和恵 
 KUDO Kazue 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
博士 (理学) 
統計物理学 
http://www.is.ocha.ac.jp/~kudo/ 
kudo.kazue@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
（学部）数値計算、数値計算実習、線形代数学II 
（大学院）数値解析特論、数値解析演習 

(undergraduate) Numerical Computation, Excercise of Numerical 
Computation, Linear Algebra II 
(graduate) Advanced Numerical Method, Seminar on Numerical Analysis 

 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

量子ダイナミクスの研究では、量子輸送現象を効率的に制御する方法を模索する。パターン形成の研究では、量子系と古典系のパターン形成の機構
の違いを探究する。また、ナノスケールの物性の制御につながる自己組織化現象を理論的に研究する。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
情報科学は、身近にある最新技術の基礎を支えています。大学4年間で学べるのはその中のほんの一部かもしれませんが、その基本的な考え方を身
につけることは、将来とても役に立つと思います。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 地域 
 場所 
 開発 
 男性性 
 パプアニューギニア 

 region 

 place 

 development 

 masculinities 

 Papua New Guinea 

�    � 
��� 
① 熊谷圭知 (2012) パプアニューギニア都市における『公共空間」の可能性．柄木田康之・須藤健一編『オセアニアと公共圏――フィールドワーク
から見た重層性』昭和堂．Pp.124-148. 
 
 
② 熊谷圭知 (2013) かかわりとしてのフィールドワーク――パプアニューギニアでの試行錯誤的実践から．E-journal GEO 8(1): 15-33. 
 
 
③ (印刷中) Floating young men: globalization and the crisisi of masculinitiy in Japan. HAGAR (Studies in Culture, Policy and Identities) 10(2): 
 
 
④ (近刊) 場所論再考――他者化を越えた地誌のために．『お茶の水地理』52号． 
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

現在の研究関心は以下の3つです。 
1）パプアニューギニアでのフィールドワークに基づく地域研究 
2) ジェンダーと開発と男性性――とりわけ日本の社会経済的変化と男
性性の変容 
3) 場所論とフィールドワーク論 
 
研究業績の①②は研究関心の1) に、③は2) に、②・④は3) に、それ
ぞれ関わります。代表者を務める科研費(基盤研究 A：テーマ「ローカ
ル・センシティヴなジェンダー地理学とグローバル・ネットワークの構
築」）では、本年8月に開催される京都国際地理学会の「ジェンダーと
地理学」研究委員会のプレ会議を主催する準備を進めています。 

    

 

熊谷 圭知 
KUMAGAI Keichi 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授  
社会学修士 (1981 一橋大学) 
社会文化地理学, オセアニア(パプアニューギニア)地域研究 
    
kumagai.keichi@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
昨年度の授業では、LA科目を二つ「開発とジェンダーと社会変動」、「地
域と風土」、フィールドワーク方法論、オセアニア社会文化論のほか、
複数の教員と共同で「グローバル文化学総論」、「ジェンダー基礎論」を
担当しました。大学院の授業(社会環境学）では、場所とホームをテー
マに、多数の英語文献の精読に基づく討論を行いました。学部の授業で
も、講義だけでなく、各テーマでの文献を配布し、それに対するフィー
ドバックと双方向的な議論を重視ししています。 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

1．ジェンダー地理学 今年8月の京都国際地理学会では、ジェンダーと地理学委員会のプレ会議を主宰します。海外からの研究者との共同討論、ネ
ットワーク構築を通じ、ジェンダー地理学をローカル / 非西洋の側から再構築するための共同研究を発展させたいと考えています。 
2．パプアニューギニア地域研究 パプアニューギニアのフィールドワークは、今年で 34 年目になります。今年、来年は、これまでのセピック川支
流域の村の調査を継続するとともに、科研メンバーときょどうぢ s 手、パプアニューギニア大学、ニューギニア研究所の研究者と共同で、パプアニ
ューギニアでのシンポジウムを企画しています。 
3．著書の執筆 30数年のパプアニューギニアのフィールドワークを場所論とフィールドワークの視点から総括すべく、現在執筆を進めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
フィールドワークとは、つまるところ身体を介した場所の体験です。その中で、他者・他所との関係性を求め、それを通じて変わっていく（広がり
豊かになっていく）自分を見出す、それがフィールドワークの醍醐味でしょう。グローバル化の中で、異なる存在を他者化し、排除する動きが強ま
る傾向に抗いながら、他者との出会いを通じて自分が変わり、それに驚き喜ぶ自分を見出すこと、他者との間に差異とともに共有できるものも発見
し、つながっていくこと、これからもそれを大切にしたいと思っています。そうした志向性を持つ学生を育てたいと思っています。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 熱分布 
 カップリング 
 微分評価 
 リッチ曲率 
 リッチ流 

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
Coupling of Brownian motions and Perelman's L-functional (with R. Philipowski) Journal of Functional Analysis Vol. 260, no. 9 (2011) 
2742-2766. 
 
 
Non-explosion of diffusion processes on manifolds with time-dependent metric (with R. Philipowski) Mathematische Zeitschrift Vol. 268, no. 3 
(2011) 979-991. 
 
 
Heat flow on Alexandrov spaces 35th conference on Stochastic Processes and their Applications (invited special session) Oaxaca, Mexico /Jun. 
2011 
 
 
Optimal transport and coupled diffusion by reflection 5th international conference on Stochastic analysis and its applications (contributed talk) 
Univ. Bonn, Bonn, Germany / Sep. 2011 
 
 
A probabilistic approach to the maximal diameter theorem 日本数学会年会 2012年度年会 統計数学分科会 東京理科大学 / Mar. 2012 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
Brown 運動は，熱の伝播をランダムな粒子の運動として記述する確率
モデルである．Brown 運動の挙動は粒子の存在する状態空間の幾何学
的性質と深い相関を持つ．特に，Brown 運動のカップリングとその幾
何学への応用について研究している． 
「カップリング」とは，相互作用を持つ2粒子であって，個々はBrown
運動として振る舞うものを指す．状態空間の幾何学的性質を反映した 
"良い" 性質を持つカップリングの存在は，様々な解析的 / 幾何学的性
質と深い相関がある．例えば，空間の幾何学的性質を利用したカップリ
ングの構成により，関数不等式が導出できる．あるいは逆に，関数不等
式の持つ意味をカップリングの性質で特徴づけることができる．このよ
うな手法は，とりわけ，通常の微積分が展開しにくい特異空間での幾何
解析で有用と考えられる． 

The Brownian motion is a probabilistic model whose behavior describes 
propagation of heats. Its behavior is closely related to the geometry of the 
underlying space. I have worked on couplings of Brownian motions and their 
applications in geometry. Here "coupling" means two interacting particles 
each of which moves as a Brownian motion. The existence of a "nice" 
coupling in the sense that it well reflects the geometry of the underlying space 
provides a deep connection between several analytic and geometric 
properties of the underlying space. For example, a construction of a nice 
coupling by using a geometric structure of the underlying space can produces 
a family of functional inequalities. Conversely, a functional inequality can be 
characterized by a property of couplings. I think that such an approach will be 
useful especially for geometric analysis on singular spaces where usual 
differential calculus does not work well. 

 

桒田 和正 
KUWADA Kazumasa 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
博士 (情報学) (2004) 
確率論 / probability theory 
http://www.math.ocha.ac.jp/kuwada 
kuwada.kazumasa@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部配当として,積分論,数学演習II,微分積分学I,微分積分学演習I,数理
解析特別講義Iの各講義を担当した. 
 関連して,主にそれらの授業内容に関連した質問を幾つか対応した.  
学部学生への研究指導セミナーで確率論・統計学に関する輪読を担当し
た.  
また,大学院生への研究指導セミナーで確率解析に関する輪読を担当し
た. 

I gave lectures on Advanced calculus I, Exercises in advanced calculus I, 
Measure and integration, Exercise in mathematics II and Topics in 
Mathematical Science I for undergraduate students. 
I gave some tutorial to students who asked me mathematical question(s), 
many of which are related to my lecture. 
I also organize a seminar in probability theory, statistics and stochastic 
analysis for both undergraduate and graduate students. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

最適輸送理論の言葉で定義された「曲率が下に有界」な測度つき距離空間上で, エントロピー汎関数の勾配流として構成され る熱流を確率過程論と
結合する.更に確率過程のカップリング法をそれらの熱流に適用することで,既知の関数不等式の性質 を精密化する.また,カップリングの性質と関数
不等式との対応関係を拡張することで,空間の幾何学的特性に対する多角的 な理解を目指す.さらには,この対応を基にして,確率解析および関数不等
式手法を無限次元空間,リッチ流や特異空間での 幾何解析へ応用する.逆に,確率解析の手法で盛んに研究されている自己相似集合等での解析学に対
して,既存の手法を最適 輸送の理論と結合する事で,新たな観点からの解析手法を確立する. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
数学においては,公式をひたすら覚えそれらを組み合わせて事に当たるのではなく,問題の意味をよく考えながら勉強しましょう.計算の意味が分かっ
ていれば,公式の覚え間違いなどで計算結果がおかしくなっても,常識で判断して間違いを修正できることが,しばしばあります. 
物事を深く考える力を身につけることは,数学に限らず,一生の宝となります.もちろん,大学でより進んだ数学を学ぶ場合も然り,です.
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�    � ����	�	� / Keywords 

 数値流体力学 
 岩石風食 
 小型風車 
 細長い流路内の流れ 
 情報教育 

CFD 

Deflation of Rock 

Small Wind Turbine 

Fluid Motion in Region with Very Large Aspect Ratio 

Information Education 

�    � 
��� 
桑名杏奈, 池田佳奈子, 河村哲也「大きなアスペクト比をもつ複雑領域における熱対流の数値シミュレーション」流体力学会年会 2012, 高知 
(2012.9) 
 
 
Anna KUWANA, Kanako IKEDA and Tetuya KAWAMURA, "A Numerical Simulation in Region with Very Large Aspect Ratio Using Some Sub 
Domain Grids", Natural Science Report of the Ochanomizu University, 63(2), 23-31, (2013) 
 
 
Kanako IKEDA, Anna KUWANA, and Tetuya KAWAMURA, "A New Numerical Method for Some Region of Very Large Aspect Ratio with 
Free Surface like River", Natural Science Report of the Ochanomizu University, 63(2), 33-38, (2013) 
 
 
池田佳奈子, 桑名杏奈「ラーニング・コモンズにおける学生支援(2):第18回FD フォーラムでの報告をふまえて」高等教育と学生支援 : お茶の水女
子大学教育機構紀要 Vol.3 p.90-95 紀要論文 (2013) 
 
 
笹倉理子, 桑名杏奈, 池田佳奈子, 袁雪, 柿木彩香, 新保茜, 浅本紀子「大学の授業におけるLMSの活用を支援する取り組みについて」高等教育と学
生支援 : お茶の水女子大学教育機構紀要 Vol.3 p.54-65 紀要論文 (2013) 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
● 数値流体力学： 
○ 岩石風食：風により岩石が浸食される現象の簡単なモデル化を試み
る。具体例としてトルコのカッパドキア地方にある奇岩を再現すること
を目標に数値シミュレーションを行っている。 
 
○ 細長い流路内の流れ：細長い流路内の非圧縮性の流れを数値的に求
める場合の問題点として、連続の式を精度よく満たすことが難しいこと
があげられる。そこで、対象が細長い領域であることに着目して、連続
の式は主流によりおおよそ満足させるという考え方に基づいた計算方
法を提案する。 
 
○ 小型風車： 
市街地にも設置が可能な小型風車（特にサボニウス型風車）について、
ブレード形状の最適化を目指して特性解析を行う。 
 
● 情報教育： 
LMSの効果的な利用法とその可能性、問題点を実践を通して模索する。 

* Computational Fluid Dynamics 
- Deflation of Rock: Strange shaped rocks in Cappadocia in Turkey. I’m trying 
to reproduce them using numerical simulation. 
- Small Wind Turbine: Modified to improve its performance. 
- Fluid Motion in Region with Very Large Aspect Ratio: I'm testing a new 
numerical method that is suitable for the calculation of incompressible flow in 
long pipes. 
 
*Information Education 
I'm considering the utility of a Learning Management System. 

 

桑名 杏奈 
KUWANA Anna 
シミュレーション科学教育研究センター 
特任助教 
博士 (理学) / Ph.D (Science) 
数値流体力学 
    
kuwana.anna@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
● 学部授業（情報）「プログラミング演習（Fortran）」 
Fortran言語を用いて、数値計算の基礎である、連立一次方程式、補間
と数値積分、常微分方程式等のプログラミングを学ぶ。併せて、UNIX
の基本操作やグラフソフト等各種ツールの操作を習得することを目標
とする。 
 
● 情報科学科・物理学科などで研究にCFDを使う学生の、研究補助を
行っている。 

* Lecture: "Exercises in Computer Programming (Fortran)" 
- The foundation of numerical calculation is studied.  
- Ex. simultaneous linear equations, interpolation, numerical integral, 
differential equation. 
- Basic operation of UNIX, software for writing graphs and mathematical 
formula.  
 
* I'm helping students who are researching using CFD. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

● 数値流体力学： 
○ 岩石風食：モデルの精査 
 
○ 細長い流路内の流れ：提案した手法の、実際の問題への適用。たとえばトンネルや地下鉄構内での火災のシミュレーションなど。 
 
○ 小型風車：サボニウス風車の特性改善。特に、起動性の向上。また、回転運動をする物体周りの流れの計算手法の精査。 
 
● 情報教育： 
  LMSによる遠隔地での学習と、講義への出席による対面学習の、利点・問題点・差異、それぞれの効果的な利用法を実践を通して模索する。 
 
● 防災教育教材の作成： 
  画一的な避難訓練の補完となるような教材の作成。 
 
● 理科教育教材の作成： 
  物理学の概念を、視覚的・直感的に理解できるような教材の作成。 
 
 
 
�    � ���	� 
数学や物理も、コンピュータも、原理を理解することで面白さが数段跳ね上がると思います。 
ブラックボックス的に「ただ使う」だけに留まらず、ぜひ、「なぜそうなるのか」を探求して、使いこなして下さい。
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�    � ����	�	� / Keywords 

 素粒子 
 アトラス実験 
 ヒッグス粒子 
 飛跡検出器 
 トリガー 

Elementary particle 

ATLAS experiment 

Higgs particle 

Tracking detector 

Trigger 

�    � 
��� 
ATLAS Collaboration, Measurement of the cross-section for W boson production in association with b-jets in pp collisions at s√ = 7 TeV with 
the ATLAS detector, JHEP 1306 (2013) 084 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

スイス・ジュネーヴのCERN 研究所にある大型ハドロン衝突型加速器
（LHC）を用いた陽子・陽子衝突実験（ATLAS）を行っている。粒子
の測定方法に関して、衝突により発生する高エネルギー電子や光子の検
出方法の改善および検出効率の測定を行った。特に、W/Z ボソン生成
過程の測定に必要とされる細かい補正を求め解析に応用した。 

In addition to being the most fundamental science, a lot of modern 
technologies are used for these experiments such as development of new type 
of particle detectors or data analysis using a large number of computers. 

 

河野 能知 
KONO Takanori 
お茶大アカデミック・プロダクション 
助教 
博士 (理学) / Ph.D 
素粒子物理実験 
http://sofia.phys.ocha.ac.jp/tkohnolab/index.php 
kono.takanori@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
        
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

LHC・ATLAS実験においては、今後実験データが蓄積されるに伴ってヒッグス粒子の性質の詳細な測定が期待される。また重心系エネルギー13TeV
のデータにより、標準模型のより精密な検証、特にこれまで観測できなかったチャンネルの測定が可能になる。また将来のアップグレードに向けて
新しい飛跡検出器の開発を行っていく。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
日常目にする様々なものに物理は活かされています。そのようなことも意識しながら、いろいろなものに興味を持って物理を学んで下さい。
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�    � ����	�	� / Keywords 

 同期現象 
 複雑ネットワーク 
 概日リズム 
 パターン形成 
 複雑系 

Synchronization 

Complex Networks 

circadian rhythm 

pattern formation 

complex systems 

�    � 
��� 
N.E. Kouvaris, H. Kori, A.S. Mikhailov: "Traveling and Pinned Fronts in Bistable Reaction-Diffusion Systems on Networks", Plos One 7(9), 
e45029 (2012, September) [12 pages] (PDF) 
 
 
H. Kori, Y. Kawamura, N. Masuda: "Structure of Cell Networks Critically Determines Oscillation Regularity", J. Theoretical Biology 297, pp. 61 
- 72, (2012, March) 
 
 
Fumito Mori, H. Kori: "Period variability of coupled noisy oscillators", Physical Review E 87, 030901 (2012, September) 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

非線形ダイナミクスの研究を行っている． 
特に，自然界に現れる振動現象を中心に扱っている．リズムを持つ個体
と個体が影響を与えあうと、リズムの間に秩序が生まれる。このような
現象は「同期現象」と呼ばれ、物理・化学・工学分野のみならず、体内
時計の生成やパーキンソン病など、様々な生命現象のメカニズムとなっ
ている。研究テーマは多岐にわたる．抽象的な数理モデルの研究，生物
の体内時計の実験研究との共同研究，多足歩行，振動性化学反応系の制
御の数理的研究と実験に関する共同研究などである．特に，実験グルー
プと密接に協働しながら、生命機能の形成、化学反応の制御、通信・交
通流の最適化，時差ぼけの原因の解明と対処法の提案など、同期現象の
関わる実用的問題に、それぞれに適した数理モデルを構築することを目
指している。 

Dynamical order appears in rhythmic elements when they interact each other. 
Such behavior is called synchronization, which is of great importance in fields 
ranging from Engineering to Medical Science. In particular, it is often the 
underlying mechanism for the formation of biological functions such as the 
circadian rhythms and the heartbeats. In this research project, I shall tackle 
practical problems involved with synchronization through constructing 
mathematical models. Moreover, the control of circadian rhythms of bacteria 
is dealt with. 

 

郡 宏 
KORI Hiroshi 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
博士 (理学) / Ph.D 
非線形ダイナミクス / nonlinear dynamics 
http://www.is.ocha.ac.jp/~kori_lab/index.html 
kori.hiroshi@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部では「微分積分III」，「フーリエ解析とラプラス変換」，「環境情報論」
を開講している．大学院では「応用解析学特論・演習」や「情報解析学
特論・演習」を開講している． 
これらの講義を通して，情報科学を理解する上で必要な理論や数学の基
礎を教えている． 
 

In the undergraduate school, I give the lectures "differential and integral 
calculus III", "Fourier analysis and Laplace transformation", "Computer 
Science for Environmental Science". In the graduate school, I give the lectures 
"Advanced Topics in Applied Functional Analysis", "Advanced Information 
Analysis". The aim of these lecture is to teach the foundation of mathematics 
and theories needed for understanding information sciences. 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

生物・医学・化学・工学の実験グループと密接に 
協働しながら、生命機能の形成、化学反応の制御、通信・交通流の最適化など、同期現象の関わる実用的問題に取り組んでいく．将来的には，パー
キンソンや睡眠障害といった生体のリズム現象が関係する病気の治療法，柔軟で能率のいい歩行能力を持つロボットの設計，燃料電池で必須である
表面触媒反応の制御などに貢献したい．これらのテーマに関係するいくつかの共同研究が進行中である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
学部は好きなことを勉強する場所であり，大学院は好きなことを研究する場所です．それを行うためには基礎を学ばなければいけませんが，好きな
ことを目標としていれば，そういった下積みも楽しいものとなります．是非，自分の好きなこと，やりたいことをしっかり考えて，取り組む分野を
決めてください．必ずしも就職の善し悪しで分野を決める必要はないと思います．どんな学問でも真摯に取り組めば，次の進路が大学であれ企業で
あれ，また，全く違う分野であれ，道は自ずと開けます．
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 日本近代史 
 国際関係史 
 史料管理学 
 産業遺産 
 地域史 

modern history ob Japan 

Grobal history in 19-20th Century 

business archives 

industrial heritage 

country history 

�    � 
��� 
条約改正と憲法発布, 『日本の対外関係 7 近代化する日本』山川出版社, 2012年4月, 192～216頁 
 
 
19世紀における交通革命と日本の開国・開港 『交通史研究』78, 2012年9月, 19～37頁 
 
 
近代の金・銀・銅の流通 『歴史と地理』662(日本史の研究240), 2013年3月, 37～45頁 
 
 
小風編『佐渡金銀山の歴史的価値に関する調査2012年度報告書』全108頁, 2013年3月 
 
 
編『新選日本史B』東京書籍 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
19 世紀における日本の開国・開港を世界史的視野から再検討し、従来
の植民地化の危機の有無を中心とした東西対立的な視点ではなく、日本
の開港によって、初めて本格的なグローバル社会が歴史的に成立したこ
とを解明しようとしている。 
また、日本の近代化の特徴を「脱亜入欧」でとらえようとするこれまで
の通説に対して、日本的要素を加味し、欧米の模倣でない近代化を進め
たことを明らかにしようとしている。その一環として、日本の外交関係
のあり方を対欧米との不平等条約体制と、対アジアの冊封体制との対立、
の両面から考察し、19世紀の東アジアにおける国際関係の特徴を、19
世紀世界システムのなかにおけるサブシステムとして位置づけること
を目指している。 
また、産業遺産関係では、世界遺産の国内候補となったいくつかの地域
を中心に、どのような方針と考え方で遺産として、後世に伝えていくか、
という点に関する専門的検討を行っている。そのなかには、当然産業企
業の保有する企業史料も含まれるので、史料管理学的見地からの整理・
調査を進めている。史料管理学としては、公文書管理法施行にともなう
国立法人の文書館機能の保持義務にどのように対応するか、という検討
を、アーカイブズ学会や学習院大学アーカイブズ系の研究者とともに進
めている。 

    

 

小風 秀雅 
KOKAZE Hidemasa 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授  
文学博士 (1995 東京大学) 
日本史学 (日本近代経済史, 国際関係史, 経済政策史, 交通史) 
    
kokaze.hidemasa@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部では、日本近代史を中心に、概説・講義・演習・史料講読、などを
担当し、高校までの習う近代史から、考える近代史への発想の転換が起
こるように、指導している。年に2回は現地調査を行い、実際に近代史
の現場に立つことの必要性にも配慮している。 
大学院では、院生の多様な研究関心に対応して、研究を進めるうえで、
適切な助言を与えるよう努力しているほか、外部資金を活用して、企業
史料や産業遺産に実際に触れる機会を作り、史料上の研究にとどまらな
い、幅広い研究関心を持つように指導している。 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

日本の近代化と国際化について、本学出身者を含めた新たな視点からの共同研究グループを立ち上げ、論文集を編纂する企画を進めている。これに
より、不平等条約にかんする理解はこれまでとは大きく変化し、新たな19世紀国際関係史を提示することが可能となろう。 
また、産業遺産関係では、文化庁や関係地方公共団体とともに、近代の文化財保存の新たな枠組み作りを進めていきたい。特に現在稼働中の産業遺
産をどのように保全していくのか、という法的枠組みを創出したいと考えている。 
アーカイブズでは、喫緊の課題である大学アーカイブズに関する基本的な考え方を提示し、今後の大学アーカイブズ機能の拡充に向けた指針を示し
て行きたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
大学は、高校までと全く異なる学びの場です。そこでは、主体的に自分の関心に従って学ぶことが求められます。教員や提示したものを消化するだ
けでなく、自ら課題を見つけ、じぶんで取り組み、自分なりの解答を出していくことが重要になります。 
そういう姿勢は卒業後、専門職を目指す人のみならず、一般社会人としても必要な態度であり、大学はそうした人材を育て、社会に送り出していく
役割を担っています。 少人数教育を特徴とする本学では、より密度の高い教育を提供し、教員、先輩の学生らとともに自分を磨くことができます。 
ぜひ一緒に勉強しましょう。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 ピアニズムの発展 
 日本の近代化と洋楽受容 
     
     
     

  

  

  

  

  

�    � 
��� 
「みる・ハルサイ」京都コンサートホール, 10月 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
        
 

小坂 圭太 
KOSAKA Keita 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
准教授 
音楽修士 (1987 東京芸術大学) 
音楽 (ピアノ実技), ピアノ演奏学 
    
kosaka.keta@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
        
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

1830年代を中心に大きく変化したピアニズムをその後書かれた主要なピアノ作品の演奏と解釈の記述により研究する。又20世紀後半にない作品か
らでなく、レコード等に収められた演奏からの類推によって行われてきたと思われるピアニズム進化の方向性について考察する。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
他人の作った楽曲を「正しく」演奏する、というのは、どう云う事なのだろうか? 
例えば、こんにち余りにも、ミスをしない、という事に一元化されていないだろうか? 
その様な事を演奏に際して常に考え、しかし、他者に何かを伝えるという行為は 技量抜きでは成立しないということを理屈抜きに感得したい、そう
いう皆さんの挑戦をお待ちします。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 比較法文化論 
     
     
     
     

comparative legal culture 

  

  

  

  

�    � 
��� 
北村暁夫・伊藤武編『近代イタリアの歴史---16世紀から現代まで---』ミネルヴァ書房, 2012年10月, 270頁. 小谷分担執筆：第三章「リソルジメン
ト」(pp.45-72) 
 
 
『世界の社会福祉年鑑2012：特集「自然災害と社会福祉」』(編集代表：宇佐見耕一・小谷眞男・後藤玲子・原島博, 旬報社, 2012年12月, 726頁) 編
集代表の一人となったほか, 第２部のなかの「イタリア」(pp.165-221)のなかの一部(pp.165, 189-195, 204-214, 216-217)を分担執筆した. 
 
 
「イタリア人にとって法とは何か---法律としての法と文化としての法---」(『星美学園短期大学 日伊総合研究所報』9, pp.4-36, 2013年3月) 
 
 
「セレーナ・クルス事件再考---社会的養護をめぐるイタリアの法文化---」(養子と里親を考える会第113回月例会報告, 2012年10月, 於：大正大学) 
 
 
2013年3月 龍谷大学矯正・保護総合センター主催「人と社会を結ぶソーシャル・ファーム---罪を犯した人を排除しないイタリアの挑戦---」シンポ
ジウムにおける, ミニ講演「受刑者劇団 ”La Compagnia della Fortezza” の活動」講師, およびイタリア人講師Andrea Bertola氏による講演「刑
務所と社会をつなぐ社会協同組合“Pausa Caf&#233;”の挑戦」の逐次通訳 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
イタリア法文化史研究の一環として、19 世紀のリソルジメント期刑事
司法統計編纂史を整理した。現代の刑事政策領域ではヴォルテッラ等に
おける受刑者劇団の活動を紹介した。また2009年のアブルッツォ州地
震の際における災害防護活動をリスク社会論の見地から研究した（災害
防護庁全国本部訪問を含む）。さらにイタリア法文化論へのひとつのア
プローチとして外国人養子縁組をめぐる1980年代の一事件を分析した。
そして今までの自分のイタリア法研究を総括するような試みをおこな
った。他方でろう児と聴児の社会的統合教育実践については研究を継続
し、11 月に現地コッサートで卒業生へのインタビュー調査などをおこ
なった（2013年度に学会報告予定）。その他、リスク社会論やトランス
サイエンス論の研究に着手した。 

1) italian judiciary statistics (19c) 
2) civil protection in Abruzzo 
3) Serena Cruz (case study) 
4) trans-science 
5) social integration of deaf children 

 

小谷 眞男 
KOTANI Masao 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
准教授 
学術修士 (1989 東京大学) 
基礎法学 (イタリア法) 
http://www.soc.ocha.ac.jp/soc/teacher/kotani_masao.html 
kotani.masao@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部でも大学院でも、さまざまな形で liberal arts legal education を
展開している。 

liberal arts legal education 

 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

イタリアにおける、自然災害と市民社会の訴訟動員（ガバナンス）。科学者の社会的責任。 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
一所不住、雲水行脚、必ず樹下石上を宿とす。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 子ども 
 教育 
 家族 
 社会史 
     

  

  

  

  

  

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
学部では、発達臨床心理学講座において、比較教育文化論に関する講義
と、幼児教育に関して社会学的・歴史学的視点にもとづく文献購読の演
習を担当し、幼児教育における大人と子どもの関係について、多様なテ
ーマの下に比較文化的検討をおこなった。この他、専門の「人間関係学」
および教職科目の「生徒指導の研究」を担当した。 大学院では、人間
発達科学系の保育・児童学コースに所属し、授業では、幼児教育の比較
史に関する文献購読を行い、ドイツ、イギリス、日本等の幼児教育の思
想と制度の成立史について検討をおこなった。 また、あわせて、子ど
も社会学研究会を開催し、メディアと子どもというテーマで今年度は映
画を通して、子どもがどのように表象されているのかを検討した。 

    

 

小玉 亮子 
KODAMA Ryoko 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授  
教育学修士 (1986 東京大学) 
教育学, 教育史, 家族社会学, 歴史社会学 
    
kodama.ryoko@ocha.ac.jp 
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�    � ���� 

    
 
 
 
 
�    � ���	� 
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 言語情報処理 
 知能情報処理 
 言語化 
 ウェッブインテリジェンス 
 潜在的意味解析 

Language processing 

Intelligent information processing 

Verbalization 

Web intelligence 

Latent semantic analysis 

�    � 
��� 
Risa Kitajima and Ichiro Kobayashi, Latent Topic Estimation Based on Events in a Document, pp. 603-610, JACIII Vol.16 No.5 July 2012. 
 
 
Midori Serizawa and Ichiro Kobayashi, Topic Tracking Based on Identifying Proper Number of the Latent Topics in Documents 
 pp. 611-618, JACIII Vol.16 No.5 July 2012. 
 
 
曽我紗知子,小林一郎：様々な環境下におけるロボットの行動学習の効率における基礎的検討, 日本知能情報ファジィ学会誌, Vol.24, No.6, 
pp.1082-1089, 2012. 
 
 
北島理沙，小林一郎，文書上の単語対を素性とした潜在的トピック推定，日本知能情報ファジィ学会論文誌，Vol. 25, No. 1,pp. 501-510，2013. 
 
 
Kayo Tatsukawa and Ichiro Kobayashi, Topic Extraction based on Prior Knowledge obtained from Target Documents, 50th Annual Meeting 
of the Association for Computational Linguistics, 
Proceedings of the Student Research Workshop, Jeju, Korea, Jul.9-11,2012. 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
人工知能や言語情報処理の技術を使って対象となるシステムをより知
的に，かつより親しみのあるものにすることに興味を持って研究を進め
ています．また，Web インテリジェンスに関する技術開発も行ってい
ます．近年では、時系列データを言葉で解釈する手法について研究を進
めており，チャートで表示される株価の動向や動画像に映る人の動作を
言葉で説明する手法の開発を行っています．また，文書の潜在的意味解
析を行い，その情報を基に，複数文書要約，文書分類，情報検索，等の
研究を進めています．また，進化計算を使ったロボット制御の研究やパ
ーティクルフィルタを使ったシステムの制御なども行っています．大規
模データへの取り組みとして，DBpediaに代表されるRDFデータのラ
ンキング手法の開発も行っておりLinked Open Data を処理する基盤
技術の開発も行っています． 

I am interested in anything that makes systems more intelligent and 
user-friendly using artificial intelligence and language information processing 
technologies. I am also in charge of developing methods about Web 
intelligence. In recent years, I have been studying on interpreting time-series 
data with words, and developed methods to verbalize the trends of stock 
prices and human behaviors in a moving picture. Moreover, as for language 
processing, I have been working on analyzing the latent semantics of 
documents, and developed various document processing applications such as 
multi-document summarization, document clustering, information retrieval, 
etc. I have also been working on evolutionary robotics and intelligent system 
control using a particle filter. As a study on big data, I have also been 
developing a ranking method of RDF data such as the data in DBpedia, 
aiming to develop basic technologies for processing Linked Open Data. 

 

小林 一郎 
KOBAYASHI Ichiro 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
博士 (工学) (1995 東京工業大学) / Ph.D 
言語情報処理, 知能情報処理 
http://koba.is.ocha.ac.jp/ 
koba@is.ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部： 
1年生の後期にプログラミング実習の講義を行い、プログラミング言語
である C 言語の実用的な使い方についての技術の習得が行えるよう努
めた。 
3年生の前期に自然言語論を、後期に人工知能論および英文講読を行っ
た。毎回、配布資料を準備し、授業中に演習問題を出し、講義内容を深
く理解させることに務めた。 
英文講読については、英文法だけではなく、取り上げた人工知能理論の
内容について学生が深く理解できるよう努めた。 
 
大学院： 
言語情報特論では、自然言語処理の基礎技術から応用システムまでを幅
広く取り上げ、講義を行った。 

For undergraduate students: 
At the first year of undergraduate course, I taught an exercise course of C 
programming language. I prepared for lots of material for the students to 
blush their skills up and burdened the students with some tasks that they have 
to do by themselves so that they can acquire the basic skill of programming. 
At the third year of the undergraduate course, I taught natural language 
processing (NLP), artificial intelligence (AI), and English training course. As for 
NLP and AI, at every lecture I gave all slides that I used in my lecture to the 
students and gave them problems to exercise so that they understand deeply 
about the content of the lecture. As for English training course, I did not only 
taught English grammar, but also what artificial intelligence is, which was the 
subject we studied through the readings. 
For graduate students: 
I gave a lecture about advanced natural language information processing. I 
took up the basic technologies of natural language processing and advanced 
systems using the technologies as the subjects of the lecture. 

 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

機械学習を取り入れた自然言語処理研究に力を注ぐつもりでいます。とくに潜在的な意味解析に基づく様々な手法の開発などを進めていく予定です。 
また、時系列データの言語化も行う予定です。言語をもっと親和性の高いメディアとして利用できる研究を進めます。 
 
共同研究の可能性： 
時系列データの言語化や本学が有している実験住宅環境を利用した共同研究をすることが可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
すでに世界の垣根はなくなり、現在は、世界で活躍する時代となっています。日本国内のことだけではなく、常に世界を意識して一緒に頑張りまし
ょう。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 固体物理 
 表面物理 
 ナノ構造 
 計算物理 
     

Solid State Physics 

Surface Physics 

Nano structures 

Computational Physics 

  

�    � 
��� 
Controlling the topology of Fermi surfaces in metal nanofilms, M. Ogawa, A. Gray, P. M. Sheverdyaeva, P. Moras, H. Hong, L.-C. Huang, S.-J. 
Tang, K. Kobayashi, C. Carbone, T.-C. Chiang, and I. Matsuda, Physical Review Letters 109 (2012) 026802. 
 
 
Atomic and electronic structure of ultrathin Bi(111) films grown on Bi2$Te3(111) substrates: Evidence for a strain-induced topological phase 
transition, T. Hirahara, N. Fukui, T. Shirasawa, M. Yamada, M. Aitani, H. Miyazaki, M. Matsunami, S. Kimura, T. Takahashi, S. Hasegawa, 
and K. Kobayashi, Physical Review Letters 109 (2012) 227401. 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
本年度はトポロジカル絶縁体と金属との界面に関する理論的研究を行
った。トポロジカル絶縁体はバンドギャップ中にスピン分極した表面状
態が存在する絶縁体である。金属からトポロジカル絶縁体に電子を注入
するとスピンホール効果が生じ、スピン分極した電流がトポロジカル絶
縁体表面を流れる。トポロジカル絶縁体としてBi2Te3、金属としてBi
を考え、BiからBi2Te3に電子を注入した際にBi2Te3表面を流れるス
ピン分極した電流の空間分布の様子を理論的に調べた。その結果、
Bi2Te3 の表面付近に局在して電流が流れ、その電流のスピン分極度は
比較的大きいことがわかった。この計算結果より、現実の Bi2Te3 と
Biの系においてもスピン分極した電流を得られることが期待される。 

In 2012 I studied on the interfaces between topological insulators and metals. 
Topological insulators are insulators with spin-polarized surface states in the 
bulk band gaps. When electrons are injected from metals to topological 
insulators, the spin Hall effect occurs and spin-polarized currents flow on the 
topological insulator surfaces. I chose Bi2Te3 as a topological insulator and Bi 
as a metal, and studied theoretically the spatial distribution of spin-polarized 
currents that flow on Bi2Te3 surfaces when electrons are injected from Bi to 
Bi2Te3. Calculated results show that currents are localized near the surfaces 
of Bi2Te3 and the magnitude of spin polarization is relatively large. From this 
result we expect that spin-polarized currents may generate in the real system 
of Bi2Te3 and Bi. 

 

小林 功佳 
KOBAYASHI Katsuyoshi 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授  
博士 (理学) (1994 東京大学) 
物性理論, 固体物理, 表面物理 
http://www.phys.ocha.ac.jp/kobayashilab/home.html 
sakura@phys.ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
平成24年度は学部卒研生2名、大学院修士学生1名の研究指導を行っ
た。卒業研究の題目は「Siliceneのエッジ状態」、修士論文の題目は「超
伝導体上のトポロジカル絶縁体薄膜の電子状態計算」である。担当した
授業は、学部では「計算物理学講義・演習」、「量子力学II」、「固体電子
論」、大学院では「物性物理学演習」である。 

In 2012 I supervised two undergraduate students and one graduate student in 
master course. The titles of the graduation research and the master thesis are 
"Edge states of silicene" and "Electronic states of topological insulator thin films 
on superconductors". I have teaching classes of "Computational Physics", 
"Quantum Mechanics II" and "Solid State Physics" for undergraduate students, 
and "Exercise on Solid State Physics" for graduate students in master course. 

 
 
 
�    � ���� 

平成25年度も引き続きトポロジカル絶縁体に関する研究を行う予定である。特に、2次元トポロジカル絶縁体と基板との相互作用について研究し、
基板がトポロジカル絶縁体の性質に及ぼす効果を理論的に明らかにする予定である。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
物理学における物性物理の研究は、高校では馴染みが無いと思います。私自身そうでした。ただ実際にこの分野の研究に携わっていると興味深い事
柄に出会います。大学に入って、予想していなかった良い事を見つけるとよいと思います。
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所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 生理活性脂質 
 メタボローム解析 
 ソフトイオン化型質量分析 
 アレルギーと炎症 
 必須脂肪酸 

bioactive lipids 

metabolome analysis 

soft-ionization mass spectrometry 

allergy and inflammation 

essential fatty acids 

�    � 
��� 
Koji Morishita, Junichi Aiboshi, Tetsuyuki Kobayashi, Saori Mikami, Yuri Yokoyama, Kaori Ogawa, Hiroyuki Yokota, and Yasuhiro Otomo. 
Lipidomics analysis of mesenteric lymph after trauma and hemorrhagic shock. 
J. Trauma Acute Care Surg. 72 (6): 1541-1547 (2012). 
 
 
Ikenouchi J, Suzuki M, Umeda K, Ikeda K, Taguchi R, Kobayashi T, Sato SB, Kobayashi T, Stolz DB, Umeda M. 
Lipid polarity is maintained in absence of tight junctions. 
J Biol Chem. Mar 16;287(12):9525-9533, (2012). 
 
 
小林哲幸「油脂・脂質・界面活性剤データブック」6 油脂および脂質の機能と代謝異常, 6.1 油脂・脂質の生理機能, 6. 1. 1 植物性油脂, 丸善 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
我々の研究室では、「脂質分子から細胞機能・病態を探る」をメインテ
ーマとして、細胞生化学的手法や分子生物学的手法、さらには質量分析
を駆使して、以下のテーマを研究している。研究姿勢としては、流行を
追うというよりは独創的な研究を目指している。 
1）生理活性脂質の代謝と機能；生理活性リン脂質である環状ホスファ
チジン酸（cPA）やリゾホスファチジン酸（LPA）の生物活性を解析す
ると共に、これら脂質分子の生体内濃度バランスを制御する機構につい
て解析している。 
2）脂質メタボローム解析；いち早く最新の質量分析技術を駆使した脂
質分子の系統的・網羅的解析手法の確立に努め、リン脂質分子やステロ
イド関連化合物について新知見の発見を目指している。 
3）細胞のストレス応答に関与するステリルグルコシドの合成誘導と機
能の解析。 
4）必須脂肪酸バランスと生活習慣病（脂質栄養学）；オメガ3系列脂肪
酸の生理作用；DHAに代表されるオメガ3系列脂肪酸について最新の
知見を整理し、予防医学的観点から研究成果を社会へ還元することに努
めている。 

We have investigated cellular functions of lipid molecules using the 
techniques in biochemistry, molecular cell biology and mass spectrometry. 
Original research themes rather than fashionable topics are conducted in our 
laboratory. Our main research interests are as follows. 
1) Metabolism and functions of bioactive lipids: Biological activities including 
of an inhibitory activity toward cancer cell invasion and neurotrophic effects 
on cultured embryonic hippocampal neurons by cyclic phosphatidic acid 
(cPA) and lysophosphatidic acid (LPA) have been studied as well as their 
metabolism. 
2) Lipid metabolome analysis based on mass spectrometry. Investigations of 
phospholipid and steroid molecules using soft-ionization mass spectrometry 
are performed. 
3) Lipid mediators involved in cellular stress responses. We demonstrated the 
rapid induction of sterylglucoside（CG）by heat shock in human cultured 
fibroblasts to suggest that CG may act as a lipid mediator in an early stage of 
the stress signal transduction system. 
4) Biological activities of omega-3 fatty acids. I have reviewed the recent 
research papers concerned with omega-3 fatty acids to return the results of 
research to society at large from the lipid nutritional point of view. 

 

小林 哲幸 
KOBAYASHI Tetsuyuki 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
薬学博士 (1984 東京大学) / Ph.D in Pharmaceutical Science 
脂質生化学, 細胞生化学, 脂質栄養学, Lipid Biochemistry, Cell Biochemistry, Lipid Nutrition 
http://tetkoba.umin.jp/ 
kobayashi.tetsuyuki@ocha.ac.jp 

-128-



�    � ��� / Educational Pursuits 
学部生に対しては、生化学関連の各種講義や実習を担当し、卒業研究の
指導を行っている。また、院生に対しては、脂質生化学に関する新しい
研究課題を基盤において、博士前期や後期課程の院生の講義・演習や学
位取得のための研究指導を行っている。教育目的として、問題解決能力
の高い、知的基礎体力のある人材を社会に供給することを目指している。
そのための教育理念として、単に知識や技術を教えるのではなく、知識
をどうやって得るか、また、どのように適用するか、そのための「知恵」
を授けることを念頭において教育を行っている。自主性を重んじ、面白
いデータが得られたときの感動を知ってもらいたい。これは大学院での
研究に限らず、学部の講義や実習にもあてはまる。質の高い高等教育を
行うためには、ハイレベルな研究がその基盤になくてはならない。した
がって、私は脂質生化学に関する最新の研究課題に取り組みながら、独
創的な研究を展開することを心がけている。 

I deliver lectures about biochemistry to undergraduate students and supervise 
their graduation thesis. I also supervise a dissertation for master- and 
doctor-course students by co-investigating new research projects of lipid 
biochemistry. My educational goal is to produce excellent human resources 
with remarkable problem-solving abilities and fundamental knowledge. 
Knowledge is not enough, we must apply. Willing is not enough, we must do. 
With this point in mind I make much account of teaching how to get 
knowledge, and how to apply it. I regard individual initiative as important. I 
want them to know new-found excitement during studying in the 
undergraduate classes or graduate course. Higher education of good quality 
should be built on highly advanced research. Therefore, I attempt to develop 
original research by investigating new research project of my research field, 
lipid biochemistry. I also promote and implement joint research with 
collaborators outside the University. This collaboration contributes 
substantially to our educational activities. 

 
 
�    � ���� 

明らかにされ、ホットな研究領域の一つとなっている。生理活性脂質としてのcPAやCGに関する我々の研究は、世界的にみても独創的かつ重要な
研究となっている。また時代は今、新たなポストゲノム研究に入り、脂質生化学の分野でも代謝産物の構造と機能を網羅的に解析するメタボローム
解析が可能となった。新しい質量分析装置を駆使して脂質の構造解析と定量の技術にさらに磨きをかけ、脂質分子の新機能を見出して行きたい。 
共同研究が可能なテーマとして、以下の項目がある。 
1）生理活性リン脂質の機能（アルルギー・炎症・がん）解析と代謝制御の解明 
2）質量分析による脂質メタボローム解析のための基盤技術の構築とその適用 
3）DHAをはじめとするオメガ3系列脂肪酸の生理機能 
 
 
�    � ���	� 
生物には美しいほどの見事な原理や論理性が潜んでいます。私の専門は、脂質生化学という研究分野で、細胞膜などの生体膜やそれを構成する主要
な脂質分子の構造や機能を研究対象にしています。細胞膜は単なる仕切ではなく、ダイナミックに変動する脂質分子の変換工場です。脂質分子から
は生理活性分子が作られ、そのバランスが崩れるとアレルギーやがん等の病気になることが分かってきました。さらに、神経機能にも関わっていま
す。生命維持や健康において果たす脂質分子の重要な役割について、いっしょに学んで解明してみませんか？ 
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 国際 
 グローバリゼーション 
 権力 
 市民社会 
 暴力 

international 

globalization 

power 

civil society 

violence 

�    � 
��� 
共編著『平和を再定義する 平和研究第39号』 
 
 
編集『体制移行期の人権回復と正義 平和研究38号』 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
国際関係の基本構造が，グローバリゼーションによってどのように変化
しているのかを、構造的・歴史的に解明したい。とりわけ、政府間関係
としての国際関係が多層化し、市民社会が国境を越えて萌芽的に形成さ
れているjことに注目する。同時に、脱領域的権力が構成され、組織的
暴力のあり方が変容し、ポストモダンな戦争が繰り広げられることに注
視したい。 

The main aim of my investigation is to analyze how the basic sturucture of 
international realtions is transformed through the process of globalization. In 
this process, international relations have come to become multi-layered, and 
the so-called global civil society has been gradually formed. On the other 
hand, de-territorial power has been raised and post-modern types of violenve 
can be perfomed. 

 

小林 誠 
KOBAYASHI Makoto 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授 
修士 (法学) 
国際関係論 
    
kobayashi.makoto@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
グローバリゼーションが国家と国際関係をどのように変え、このために
地球市民として生きる私たちのあり方はいかにあるべきかを学生とと
もに考察したい。これまでの平和と暴力の関係の考察の枠組みを超えた
柔軟な発想を大切にしたい。 

I would lile to study with the students how ithe basic structure of states and 
international relations have been transformed. It means that we should 
re-think the model of human beings that live in emerging global civil soceiry. 

 
 
 
 
�    � ���� 

国家権力は地域のガヴァナンスを追求する領域的権力として構成されてきた。だが脱領域的な権力が構成されることを、先進国・途上国の中央・周
辺関係の再編として実証的に考察したい。紛争、貧富や機会の格差、知識やイデオロギーの高よりといった広範な研究分野との接合が可能であり、
共同研究を多様な形で進めている。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
これまでの知識を思い切って組み替え、自分の認識枠組みを大胆に更新する試みが求められています。問題解決型のアプローチだけでなく、問題の
所与を問い直す批判的なアプローチも重視しましょう。
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 自己組織化単分子層 
 ナノ界面 
 表面Ｘ線散乱法 
 電気化学 
 単結晶電極 

Self-Assembled Monolayer 

Nano-Interface 

Surface X-ray Scattering 

Electrochemistry 

Single Crystal Electrodes 

�    � 
��� 
M. Masuda, H. Fukumitsu, S. Takakusagi, W.-J. Chun, T. Kondo, K. Asakura, K. Uosaki, "Molecular Catalysts Confined on and within 
Molecular Layers Formed on a Si(111) Surface with Direct Si-C Bonds", Adv. Mater., 24(2), 268-272 (2012). 
 
 
M. Shibata, N. Hayashi, T. Sakurai, A. Kurokawa, H. Fukumitsu, T. Masuda, K. Uosaki, T. Kondo, "Electrochemical Layer-by-Layer Deposition 
of Pseudomorphic Pt Layers on Au(111) Electrode Surface Confirmed by Electrochemical and In situ Resonance Surface X-ray Scattering 
Measurements", J. Phys. Chem. C, 116(50), 26464-26474 (2012). 
 
 
Toshihiro Kondo, Ryo Yamada, and Kohei Uosaki, "Self-Assembled Monolayer (SAM)", ("Organized Organic Ultrathin Films - Fundamentals 
and Applications", Edited by K. Ariga, Wiley-VCH, Chap. 2, 7-42 (2012)). 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
電極/溶液界面における電子移動反応は、厳密に基礎的に理解し、燃料
電池やバイオセンサといった次世代ナノテクノロジーに応用していく
ためには、電気化学活性界面を高い空間分解能/時間分解能で知る必要
がある。シンクロトロン放射光利用表面 X 線散乱（Surface X-ray 
Scattering; SXS）法を利用して、0.01 nmオーダーという非常に高い
空間分解能で電気化学活性界面の三次元構造をその場決定する事に加
え、時間分解能が低いというこれまでのSXS法の欠点を、装置（光源、
入射波長の選択）や電気化学セルの工夫によって克服し、電気化学活性
界面の構造ダイナミクスを高い時間分解能で測定/解析する事を目的と
している。平成20年度は、Au(111)、Au(100)表面に形成した酸化膜二
重構造を高精度に決定し、ダイナミクスに挑戦した。また、燃料電池の
カソード触媒として利用される白金量低減化を目的として、金単結晶表
面に白金を単原子層電析した電極において、高効率な酸素還元反応を実
現した。 

It is very important to study the electrochemical reaction not only for the 
fundamental surface science but also for the applications related to 
nanotechnology. Surface X-ray scattering (SXS) technique using synchrotron 
radiation is one of the most promising methods to investigate the interfacial 
structure with ultra-high spatial resolutions in situ. In this year, we determined 
the static structure and discussed dynamics of surface structure change of 
Au(111) and Au(100) single crystal electrodes during oxidation/reduction 
reaction cycle measured in a sulfuric acid electrolyte solution using a specially 
designed electrochemical cell. In this year, in situ structural study on Au(111) 
and Au(100) single crystal electrodes was carried out. At both single crystal 
electrodes, bilayer of surface oxide formed and structure of the interface was 
determined in details. On the other hand, as an aim of Pt reducing at a 
cathode in the fuel cell, Pt monolayer was deposited on the Au single crystal 
surfaces and high catalytic activity for oxygen reduction reaction was 
achieved at these modified electrodes. 

 

近藤 敏啓 
KONDO Toshihiro 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
博士 (工学) (1993 東京工業大学) / Ph.D 
電気化学, 界面物理化学, 自己組織化 
http://www.sci.ocha.ac.jp/chemHP/labos/KondoLab/index.html 
kondo.toshihiro@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
分子分光法（学部3年）：昨年度までの「分子分光学」と「機器測定法」
を合わせた科目である。まず分子分光についての基本的な部分を量子力
学から講義し、その後化学の分野で一般的に用いられる機器分析法を理
解し、これらに共通して必要な基礎事項、測定機器使用時のマナー、化
学反応や物理現象からセンサにより得られる信号の取り扱いなどを、主
に発表/討論形式で行った。電気化学（学部4 年（卒論生））：当研究室
において必須の電気化学について、基礎的な事項から機器の取り扱い/
実験操作まで完璧に理解するよう指導した。また、電極表面修飾剤とし
てアルキルチオール類の合成、自己組織化単分子層の形成/脱離、及び
機能評価についても指導した。 

Methods of Molecular Spectroscopy (B3): This subject is summation of 
Molecular Spectroscopy and Methods of Experimentals, which were opened 
from last year. As a first, the fundamental phenomenon about spectroscopy 
was lectured based on the quantum dynamics. After that, in order to 
understand the methods of instrumental measurements in the chemistry field, 
general fundamentals for instrumental measurements and operation of the 
signals from the sensor were discussed. This lecture was carried out in a 
seminar style. Electrochemistry (B4): Electrochemical methods were 
completely explained and electrochemical experiments were carried out for 
the bachelor thesis. Seminar in Interfacial Chemistry (M1, M2): This lecture 
was carried out in a seminar style. Today’s topics for interfacial chemistry 
were discussed. 

 
 
 
 
 
�    � ���� 

電気化学活性界面（電子移動を伴う電極/溶液界面）を厳密に理解し、燃料電池やバイオセンサといった次世代のナノテクノロジーへと応用していく
ためには、構造が原子/分子レベルで制御された界面で電子移動反応を行い、反応が起こっているその場で高い空間分解能/時間分解能で界面構造を
知る必要がある。この指針を元に、「自己組織化を利用した界面ナノ構造制御」と「界面ナノ構造その場追跡法の開発」について推進していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
我々の生活の中では、燃料電池、バイオセンサ、化粧品/繊維など、すでにいろいろなところでナノテクノロジーの技術が使われています。より豊か
な社会生活にするため、そして次のノーベル化学賞を目指して、一緒に環境にやさしいナノテクノロジーの研究をするために、ぜひ、お茶の水女子
大学に来てください。
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 人類進化 
 自然人類学 
 年代測定 
 化石骨 
 ジャワ原人 

Human evolution 

Physical anthropology 

Dating 

Fossil bone 
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�    � 
��� 
「論文」 Beyene, Y., S. Kato, G. WoldeGabriel, W. K. Hart, K. Uto, M. Sudo, M. Kondo, M. Hyodo, P. R. Renne, G. Suwa and B. Asfaw (2013) 
The characteristics and chronology, of the earliest Acheulean at Kondo, Ethiopia., PNAS 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

1．化石骨の年代測定学・年代判定学：化石骨試料に含有される少量・
微量元素を調べることにより、それらの年代測定または間接的な相対年
代判定を行う。 
2．ジャワ原人の編年および変遷史：インドネシアのジャワ原人に関す
る遺跡の地質学的調査を行い、各種試料の年代分析をすることにより、
化石骨の編年を行う。またそれにより、人類進化の様相を考察する。 
3．日本の旧石器時代の人類の編年および変遷史：日本の旧石器時代の
人類とされる化石骨について、年代測定または年代判定を行い、日本列
島の人類の由来について考察する。 
4.放射性炭素年代測定における分析試料の前処理:化石骨試料の化学的
処理について再検討し、高精度な分析を目指す。 

1．Dating of fossil bones；Measure contents of minor or trace elements 
contained in fossil bones to determine the absolute age or discriminate the 
fossil bearing layers. 
2．Chronology and palaeoanthropology of the Indonesian fossil hominids；
Examine the histo 

 

近藤 恵 
KONDO Megumi 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
助教 
博士 (理学) (1995 東京大学) 
自然人類学 / physical anthropology, 人類年代学 /chronological anthropology 
    
kondo.megumi@ocha.ac.jp 

-134-



�    � ��� / Educational Pursuits 
1．「人体計測学演習」：人間の形態を見る目と表現する方法を修得する。
具体的には人体寸法計測法とデータ処理法を習得するための演習であ
る。解剖学的特徴点の同定のしかた、被験者に対する配慮のしかた、マ
ルチン式人体計測器の取り扱い方、計測結果の取り扱い方、計測誤差の
評価のしかたについて演習する。計測者として被験者への接し方、補助
者としてやるべきことについても教育する。 
2．LA科目「生物人類学」：ヒトを自然界に生息する一生物として捉え、
ヒトの生物学的な側面を、進化を踏まえて理解を深める。 
3．「環境科学」：私たちが現在目にする自然環境は、どのように形成さ
れ、どのような状態になっているか、について、気圏、水圏、地圏それ
ぞれについて、基礎的な知識を習得させる。 
4．「環境生理学」：人体に起きているさまざまな生理現象について、基
礎的な知識を習得する。 
5．「科学英語演習」：簡単な数式の表現や、科学的な文章を読み適切な
日本語訳ができるよう、演習を行う。 
 

1．Somatometry 
2．Physical anthropology 
3．Environmental Sciense 
4．Environmental pysiology 
5．English practice for science

 
�    � ���� 

ジャワ原人関連の資料について年代分析を進めることにより、アジアに留まらず、人類進化の様相がより明確になっていくと期待される。また、特
に日本の資料については、従来よりも精度の高い分析が可能になってきたことにより、試料の処理方法がより重要になっていることから、当研究室
で進めている前処理法の研究がさらに重要視されつつある。より精密な年代分析を必要とする資料を取り扱っている研究者と共同研究ができれば、
当研究室での成果が生かせると考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
自然界において「ヒト」という生物はどのように形成されてきたのか、そしてどのような特性を持つに至ったか、など、科学的に考えてみたい方々
に、興味深い研究分野です。自分自身がどのような生物であるか、理解を深めてみませんか。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 分子進化 
 分子系統 
 比較ゲノム解析 
 ショウジョウバエ 
 嗅覚・味覚 

molecular evolution 

molecular phylogeny 

comparative genomics 

Drosophila 

olfaction & taste 

�    � 
��� 
Analysis on the response to the altered gravity in the flying behavior of Drosophila melanogaster. (2012) Space Utilization Research 28: 
180-182. 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

[ショウジョウバエの種間における嗅覚・味覚受容体遺伝子群のレパー
トリーと発現の比較解析] 
化学刺激の受容は昆虫が餌や産卵場所を選択する上で極めて重要な感
覚である。ショウジョウバエにおいても、種間で餌や産卵場所に違いが
あり、その嗅覚・味覚の種間の違いがどのようにもたらされているのか
分子レベルで明らかにしたい。我々はゲノム情報が明らかになったショ
ウジョウバエの12種について、化学感覚受容体（嗅覚受容体と味覚受
容体）遺伝子の分子系統学的解析を行うことにより、ゲノム中に存在す
る化学受容体遺伝子の全セットを明らかにした。ショウジョウバエ8種
については、さらにマイクロアレイを用いて、それら化学受容体遺伝子
の発現を調査し、実際に使われている化学受容体のレパートリーとそれ
らの種間での違いを明らかにした。ショウジョウバエ12種の化学受容
体の多くはショウジョウバエ属が分岐する前に生じた起源の古いもの
であった。化学受容体の遺伝子の数としては種によって大きな違いはな
かったが、系統ごとに特異的な遺伝子重複と消失が多く起きており、遺
伝子発現の比較解析からは、種間の化学受容体のレパートリーに、さら
に大きな違いが見られることが示された。レパートリーの増大と縮小に
は、ゲノムサイズや宿主となる植物への適応などが関係していると思わ
れる。 
 

[Evolution of olfactory and gustatory receptor repertoires in Drosophila.] 
Chemosensory stimuli play a crucial role for host selection in insects, 
including fruit flies. The evolutionary dynamics of chemosensory receptors in 
Drosophila were examined through phylogenetic analyses of chemosensory 
receptor gene family in 12 Drosophila species and comparison of expressed 
chemosensory receptor repertoires among 8 Drosophila species. Most 
chemosensory receptors originated before the divergence of Drosophila 
genus. Although the number of receptor genes is relatively similar, 
considerable amount of lineage specific gene gains and losses occurred during 
the divergence of each species, giving rise to highly diverse receptor 
repertoires between each species. Expansion and contraction of repertoire 
size may relate to the genome size and adaptation to host plant in Drosophila 
species. 

 

近藤 るみ 
KONDO Rumi 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
講師 
博士 (理学) (1993 総合研究大学院大学) / Ph.D 
分子進化遺伝学, 実験集団遺伝学 
 
    
kondo.rumi@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
1. 学部 
生物学科の必修科目として「基礎遺伝学」、「生物学実習 I」を分担で担
当しており、「基礎遺伝学」では、集団遺伝学や量的形質の遺伝学につ
いて取り上げた。選択科目として、「進化遺伝学」、「基礎遺伝学実習」、
「生物学演習」を担当している。「進化遺伝学」では、講義以外にも、
DNAやアミノ酸配列の進化の特徴や、分子系統学的手法を理解するこ
とを目的として、コンピューター実習室での配列データーの検索から配
列のアラインメント、置換数の推定と分子系統樹を作成するという一連
の作業行う実習も取り入れた。 
 
2. 大学院 
「集団遺伝学」、「集団遺伝学特論」では、最新の論文の講読を行った。
遺伝カウンセリングコース対象の「集団遺伝学」では、Genetics in 
Medicine (7th Ed)や人類遺伝学ノート、Human Molecular Genetics
などから、関連分野の輪読と問題演習を行った。「分子進化学」では、
最近話題になったENCODEプロジェクトの論文の輪読を行った。また、
英語による「サマープログラム」では「生物の形・色とゲノム」という
テーマの講義を行った。 

1. Undergraduate course 
In the “Basic Genetics” class, I lectured on the basic issues on “Population 
Genetics” and “Genetics bases of complex inheritance”. In the“Evolutionary 
Biology” class, I lectured on the basic issues on Evolutionary Biology. During 
the class, each student used a computer to do the basic molecular 
evolutionary analyses of DNA sequences. Two laboratory courses were 
taught: “Biology lab I”, “Basic Genetic lab." 
 
2. Graduate course 
Recent research articles concerning each student’s interest were discussed in 
2 classes, “Population Genetics” and “Advanced course in Population 
Genetics”. In “Population Genetics for Genetic Counseling”, we read text 
books such as “Genetics in Medicine (7th Ed.) and Human Molecular 
Genetics, and discussed about the related topic. In “Molecular Evolution”, we 
read the recent papers on the ENCODE project. In the summer `English 
Program”, I lectured under the topic of “How do our shape and color 
change?”. 

 
 
 
 
 
�    � ���� 

嗅覚・味覚の適応進化を分子のレベルで明らかにしたい。種間の嗅覚・味覚関連遺伝子群のレパートリーの違いをより詳細に明らかにするために、
ショウジョウバエ近縁種の嗅覚器官についてのトランスクリトームの比較解析を行う。 
共同研究のテーマとしては、ゲノム比較解析、分子系統解析、遺伝子発現量の多様性と進化、感覚系遺伝子の多様性と進化、ショウジョウバエの実
験集団遺伝学などがあげられる。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 生活経営 
 企業の社会的責任 
 ジェンダー平等 
     
     

Family Resource Management 

Corporate Social Responsibility 

Gender Equality 

    

    

�    � 
��� 
「データを読もう 第5回 日本企業の男女共同参画への取組」『地方財務』2012年8月号 pp.280-281 
 
 
「ワーク・ライフ・コンフリクトの発生の背景―生活時間からの検討」『経済統計学会労働統計研究部会報』No.17, pp.2-9, 2012年11月 
 
 
「2012年度生活社会科学研究会 講演会「生社新任教員2名, 大いに自分を語る：ワーク・ライフ・バランスとは何か」『生活社会科学研究』19号，
75-86，2012年10月 
 
 
『男女共同参画を進める統計の基礎知識』講師担当して」 『経済統計学会ジェンダー統計研究部会 ニュースレター』 No.27 pp.30-32 2012
年12月 
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

生活経営学の視点から世帯内のワーク・ライフ・バランスに焦点を絞り
研究を実施した。特に共働き雇用者夫妻を社会生活基本調査によって検
討した。夫妻のジェンダーギャップを明らかにするために、子どもの人
数、職場状況、家計収入、企業規模等で分析を行う。本研究は、新たに
公表された社会生活基本調査2011によって今後も継続するつもりであ
る。 

From Family Resource Management perspective, my research 
focuses on work life balance within families. I examine dual 
employed couples by “the Survey of time use and leisure activities 
2006” （Statistics Bureau）. In order to clarify gender gap of wives 
and husbands, I analyze their number of children, work condition, 
household income, company size so on. I continue to pursue this 
research by new version of the Survey of time use and leisure 
activities 2011. 

 

斎藤 悦子 
SAITO Etsuko 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
准教授 
博士 (学術) 
生活経済学 / Household Economics 
    
saito.etsuko@ocha.ac.jp 
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学部では生活経済学、生活経済学演習、大学院マスターコースでは生活
経済学とジェンダー統計演習、ドクターコースでは生活経済学を教えて
いる。学生は生活経済学に関する文献を読み、ジェンダー視点を使って
世帯や家族資源を分析する。 

I teach “Household economics” and “household economics seminar” at 
undergraduate level. “Household economics” and “gender statistics seminar 
“ at Master level, and “Household economics” at the Doctoral level. In these 
courses, students read household economics literature and analyze Japanese 
household and family resources using gender perspective. 

 
 
 
 
�    � ���� 

2012年度はワーク・ライフ・バランスの実態を生活時間調査を用いて明らかにしてきた。私が研究対象とする雇用労働者世帯においては、雇用され
ている企業の経営管理が世帯に与える影響が大きい。従って、研究のもう一つの柱である企業サイドに立ち、企業の社会的責任、ジェンダー平等と
いう概念を使うことにより、日本企業のワーク・ライフ・バランスへの取組状況とそれによる世帯内の変化を捉えていきたい。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
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専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 仏教 
 浄土教 
 鎌倉仏教 
 法然 
 親鸞 

Buddhism 

the Pure Land sect 

Buddhism in Kamakura period 

Hounen 

Shinran 

�    � 
��� 
「法然と親鸞の人間観の相違」比較思想学会編 『比較思想研究』39号 86-92ページ 
 
 
「親鸞における造悪無碍について」 日本仏教綜合研究学会編 『日本仏教綜合研究』１１号 93-110ページ 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
日本の仏教思想を研究している。近年は特に法然、親鸞を中心とした鎌
倉時代の浄土教に取り組んでいる。 

I am doing research on Japanese Buddhism. I am interested in the Pure Land 
sect in Kamakura period. 

 

斎藤 真希 
SAITO Maki 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
リサーチフェロー 
博士 (人文科学) / Ph.D 
日本倫理思想史 
    
saito.maki@ocha.ac.jp 
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仏教思想についての授業を行っている。授業では鎌倉時代の浄土教や、
インド、中国、日本の仏教思想の展開などを扱っている。 

I lecture on Buddhism. I deal with the Pure Land sect and the history of 
Buddhism. 

 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

今後は日本の天台宗を研究する予定である。最終的には日本仏教思想史全体を倫理思想史的観点から総合的に把握することが目的である。 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
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�    � ����	�	� / Keywords 

 小児科学 
 小児神経学 
 発達障害 
 国際協力 
 育児 

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
乳幼児保育・発達障害トピックス 榊原洋一, 単著 診断と治療社 2012 
 
 
アジアの子どものQOL 「生育格差が子どもの生活の質と精神的健康に及ぼす影響」平成21~23年度 文部科学省科学研究 費補助金 (基盤研究(B)) 
報告書 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

研究内容は 
(1)発達障害の臨床的研究 
(2)子どもの生育環境が子どもの発達に及ぼす研究 
(3)日本の子育て環境と子どもの発達 
(4)子どものQOL 
(5)子どもの問題行動への対応 
である。 
3年間にわたるアジア4各国の5歳児、7歳児の生育環境とQOLなら
びに注意欠陥多動性障害の比較研究が終了し(報 告書は主要業績2に記
載)、そのデータ分析を引き続き行っている。 
また発達障害の有無に関わらず、子どもが園や教室で示す問題行動に対
する対応方法を、日本全国の多数の教員、保育士から 収集する研究を、
文部科学省科学研究費補助(基盤研究(C))で遂行中である。 

    

 

榊原 洋一 
SAKAKIBARA Yoichi 
人間文化創成科学研究科 先端融合系 
教授 
医学博士 
小児科学, 小児神経学, 発達障害学 
http://www.cf.ocha.ac.jp/ccae/index.html 
sakakiharayoichi@aol.com 
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学部学生には、生活科学概論、生涯発達研究概論、精神医学の講義を行
った。 
大学院生に対しては、小児医療論演習(M),発達障害の医学(D)、子どもの
心身発達論演習(M)を担当した。 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

子どもの自尊感情発達の文化差に関する国際比較研究を計画している。 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
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所属 
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学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 社会意識 
 家族 / ジェンダー 
 メディア / コミュニケーション 
 文化 
 死生観 

  

  

  

  

  

�    � 
��� 
「現代日本社会のジェンダーとメディア――意識調査からみた雑誌, ファッションとの関係」 平岡公一・三輪健二・米田俊彦編『格差を超え公正な
社会へ』金子書房 
 
 
「現代日本の死生観――末期がん患者の死の『受容』と死生観をめぐって」『人文科学研究』９巻 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

1）現代日本人の死生観について、末期がん患者とその家族に関する調
査、文献をレビューし、ある末期がん患者のブログの分析を通して、患
者、家族、医療者および社会が抱える問題点を指摘、その解決の方向を
模索した。 
2）19 年度におこなった外見に関する首都圏調査から、 日本の女性雑
誌と男性雑誌、およびファッションに対する意識が、どのようにジェン
ダー規範と関係しているかについて、以前の論文に加筆修正を加え、本
の一部として発表した。 

    

 

坂本 佳鶴恵 
SAKAMOTO Kazue 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授  
社会学修士 (1984 東京大学) 
社会学, 特に社会意識・文化論および家族・女性に関する研究 
    
hashimoto.sakamoto.kazue@ocha.ac.jp 
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学部のゼミでは、各自のテーマ発表とともに、社会学の分析方法を具体
例を通じて広く学び、理論との接合について議論するため、前期は、イ
ンタビュー調査による分析をおこなったE.ホックシールド『セカンド・
シフト』を読み、議論した。後期は、卒論発表を中心とした。 
大学院では、前期は各自のテーマにもとづく発表のほか、ギデンズの『社
会学5版』について議論、後期は各自のテーマにもとづいた文献発表を
おこない議論した。 
このほか、卒論の個人指導・共同指導、修士論文共同指導を担当した。
この年は、15本の卒業論文審査、4本の修士論文審査をおこなった。 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

1）女性雑誌についての本の執筆、出版。 
2）死生観と医療についての社会学的研究の模索。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
現代社会では、さまざまな情報が氾濫しています。いかに情報を集め、その良否を確かめ、自分で考え、自分の言葉で語っていくか。私の授業が、
そうしたことを、学んでいける場になればと思っています。
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�    � ����	�	� / Keywords 

 メディア 
 心理学 
 テレビ 
 テレビゲーム 
 インターネット 

Media 

Psychology 

Television 

Video games 

The Intenet 

�    � 
��� 
Sakamoto, A. (2013, 1). Japanese approach to research on psychological effects of use of media. In K. E. Dill (Ed.), The Oxford Handbook of 
Media Psychology. New York: Oxford University Press. Pp. 496-510. 
 
 
Hasegawa, M., Horiuchi, Y., Suzuki, K., Sado, M., & Sakamoto, A. (2012, 10). A two-wave panel investigation of the influence of viewing 
pro-social behavior on television on the sociality of elementary school children. Media Asia, 39(4), 216-228. 
 
 
Tajima, S., Suzuki, K., Sado, M., Hasegawa, M., Horiuchi, Y., Sakamoto, A., Linz, D., Smith, S. L., & Donnerstein, E. (2012, 4). Violence in 
Japanese television commercials: Application of the NTVS coding system to commercial analysis. Media Asia, 39(2), 63-71. 
 
 
Hasegawa, M., & Sakamoto, A. (2012, 11). Electronic media's influence on elementary school children's QOL: Internet survey on their 
mothers. Japanese Journal of Applied Psychology, 38(special edition), 37-44. 
 
 
坂元章(監修) ＮＴＴドコモ・サービス(制作) (2012, 4) [スライド, 冊子] ケータイ安全教室(小学生用, 中学生・高校生用, 保護者用)ＮＴＴドコモ 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
従来、「メディアと人との関わり」を研究課題としているが、2011年度
もそうした研究を進めるとともに、その成果を、論文や学会発表などに
よって報告した。また、2010 年度に引き続き、三菱総合研究所と共同
して進めているケータイ使用の影響に関する研究に注力した。共同研究
者とともに子どもに対する調査を実施した。この他、高等学校「情報」
の教科書作成を完了したり、情報リテラシーやメディア・リテラシー教
育の教材の開発に協力するなどの仕事を行った。 

My research interests are in relationships between media and people, and in 
the fiscal year of 2011, I have still conducted some studies on this issue and 
presented articles where their findings are reported with my coresearchers. In 
addition, in this fiscal year as well as the fiscal year of 2010, I made the 
greatest efforts for research on the influence of cell phone use. Coreseachers 
and I conducted some surveys toward children. I also contributed to the 
production of textbooks for information study of high school and the 
development of teaching materials of information literacy and media literacy. 

 

坂元 章 
SAKAMOTO Akira 
人間文化創成科学研究科 先端融合系 
教授 
博士 (社会学) (1992 東京大学) 
メディア心理学, 社会心理学, 教育工学 
http://www.hss.ocha.ac.jp/psych/socpsy/sakamoto.htm 
sakamoto.akira@ocha.ac.jp 
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従来、学部および大学院において、社会心理学に関する授業を担当して
おり、その領域の研究、理論、方法などの指導を行っている。卒業論文、
修士論文、博士論文の研究においては、メディアに関するテーマを持つ
学生が多く、その分野の指導を行っている。例えば、2012 年度の卒業
論文や修士論文のタイトルを挙げると、「オンラインゲームを活用した
シャイネス改善訓練効果の検討」「マンガにおける暴力描写の内容分析
研究」などであった。 

I have some classes on the field of social psychology for graduate and 
undergraduate school students, and I have been teaching them its research, 
theories, methods, etc. In addition, most students belonging to my laboratory 
study issues on media to make their bachelor's, master's, and doctoral theses, 
and therefore I have been engaging in the guidance of the field. As to the fiscal 
year of 2012, the titles of bachelor's and master' s theses were, for example, 
"The examination of effects of training for shyness improvemeht using online 
games,""Content analysis research on violent portrayals in comic books." 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

現在、メディアの心理学的研究について、いくつかのテーマに関する研究を進めているが、今後は、それぞれの研究を充実させるとともに、この分
野の研究の活性化や、その「メディア心理学」という一つの研究領域としての確立に尽力したい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
「メディアと人間の関わり」について知りたい方は、「メディアと人間の発達」（学文社、坂元 章編、2003年）、「メディアとパーソナリティ」（ナカ
ニシヤ出版、坂元 章編、2011 年）をご参照ください。とくにテレビゲームについては、「テレビゲームと子どもの心」（メタモル出版、坂元 章、
2004年）をご覧ください。
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 二次代謝 
 フラボノイド 
 アントシアニン 
 分子進化 
 転写制御 

Secondary Metabolism 

Flavonoid 

Anthocyanin  

Morecular Evolution 

Transcriptional Regulation 
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��� 
Toda, K., Kuroiwa, H., Senthil, K., Shimada, N., Aoki, T., Ayabe, S., Shimada, S., Sakuta, M., Miyazaki, Y. and Takahashi, R. (2012)  
The soybean F3_H protein is localized to the tonoplast in the seed coat hilum. Planta 236:79-89. 
 
 
Yin Y., Borges, G., Sakuta, M., Crozier, A. and Ashihara H. (2012) Effect of phosphate deficiency on the content and biosynthesis of 
anthocyanins and the expression of related genes in suspension-cultured grape (Vitis sp.) cells Plant Physiol. Biochem. 55: 77-84. 55: 77-84. 
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多くの高等植物の赤色はアントシアニンがその発色源であるのに対し、
一部を除くナデシコ目植物はアントシアニンを合成せず、その赤色はベ
タシアニンにより発色されている。これまでに、ナデシコ目植物にはな
ぜアントシアニンが存在しないかという問題に対しアプローチを試み、
アントシアニン合成のlate step の発現制御がその一因である可能性を
示唆した。本年度は、ナデシコ目植物のlate stepの発現制御について、
シス領域およびトランス因子の両者に注目し解析を行った。 
ナデシコ目植物のANSプロモーターを活性化する転写因子を探索した。
その結果、シロイヌナズナのTT2 およびPAP1が、ナデシコ目植物の
ANS プロモーターを活性化することが明らかとなった。現在、ナデシ
コ目植物であるマツバボタン、ホウレンソウにおいてTT2、PAP1ホモ
ログの解析を進めている。 

Anthocyanins and betacyanins, two types of red pigment, have never been 
found to occur together in plants. Although anthocyanins are widely 
distributed in higher plants, betacyanins have replaced anthocyanins in the 
Caryophyllales. The accumulation of flavonols in the Caryophyllales suggests 
that the step(s) of anthocyanin biosynthesis from dihydroflavonols to 
anthocyanins could be blocked in the Caryophyllales. So far, anthoacyanidin 
synthase (ANS) cDNA was isolated from plants of the Caryophyllales and an 
enzyme activity assay showed that the Caryophyllales possess functional ANS. 
However, the expression profile revealed that ANS are not expressed in most 
tissues and organs except the seeds in Spinacia oleracea, suggesting the 
transcriptional regulation might cause the lack of anthocyanin in the 
Caryophyllales. Therefore, we are trying to reveal the transcriptioal 
mechanics of ANS from two aspects of their regulatory elements, cis and 
trans. 
Transgenic experiments of arabidopusis suggest the lost of function of 
anthocyanin biosynthetic regulator(s) might suppress anthocyanin occurrence 
in the Caryophyllales. 

 

作田 正明 
SAKUTA Masaaki 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
理学博士 (1986 東北大学) 
植物生理学 (特に二次代謝, 環境応答) 
http://www012.upp.so-net.ne.jp/sakuta-lab/ 
sakuta.masaaki@ocha.ac.jp 

-148-



�    � ��� / Educational Pursuits 
2012年度は、大学院において4つ、学部において3つの授業を行った。
授業の内容としては、植物生理学、植物生化学といった基礎生物学から
代謝工学、遺伝子組換え植物といった応用生物学までの広い範囲を扱っ
た。特に植物バイオテクノロジーに関しては、その背景となる基礎研究
を解説し、理解させることにより、学生に基礎生物学研究の重要性を認
識してもらうように努めた。授業では、学生にわかりやすく、受講者全
員が授業内容を理解できるよう心がけた。 
また研究室では、博士課程後期1名、前期4名、学部3名の学生の研
究指導を行った。 

In 2012, I conducted three classes in undergraduate and four classes in 
graduate courses. The course contents include both basic biology such as 
plant physiology or plant biochemistry and applied biology for instance 
metabolic engineering, GMO (gene modified organisms). I have tried to make 
classroom coursework easier to understand and get my teaching across to all 
students attending. 
A doctor, four master and three undergraduate students have worked in lab 
under my supervision. 

 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

高等植物の二次代謝は、一次代謝より派生し、進化の過程において多様化したもの考えられている。本研究は、この進化・多様性に関する古くから
の仮説に対する分子レベルからの実証的研究である。この研究が契機となり、高等植物の二次代謝が分子進化研究のための優れたモデルとして広く
認知されることを期待している。また一方で、花色はバイオテクノロジーの格好のターゲットであり、本研究が新しい花色を持つ植物の創出に大き
く寄与することが期待される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
私たちは、「花の色」を指標として、植物の分化や環境に応答した遺伝子発現の制御機構、さらには植物の進化を遺伝子レベルで解析するという研究
を行っています。「花の色」に代表される植物色素は、紫外線や温度（低温による紅葉の誘導）により合成が促進され、生合成系の遺伝子群が誘導さ
れることから、植物の環境応答の有効なモデル系です。また、深紅の花でも色素が合成・蓄積されるのは表皮の細胞一層のみで内部は白色（リンゴ
やサツマイモの切り口と一緒です。）であることから分化の指標として優れています。さらに、花の色は受粉を助ける昆虫や種を運ぶ鳥たちと共に進
化してきたといわれており、花色の合成系の遺伝子解析により、植物の進化をうかがい知ることができます。このように、私たちの研究は、生物学
のきわめて基礎的な部分に着目したものですが、見方を少し変えると最近話題の「青いバラ」に象徴される、植物バイオテクノロジーの基盤技術で
もあります。
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 中世イギリス 
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 ギルド 
 女性 
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(ポスター報告)「15世紀ロンドンの同業ギルドの宗教的機能 ―刃物工ギルドを例に―」, 第4回西洋中世学会, 東京, 2012年6月 
 
 
(口頭発表)「15世紀ロンドンの商工業者と同業ギルド」, 比較都市史研究会第418回例会, 東京, 2012年11月 
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「商工業者から見た中世後期イングランド諸都市の社会と経済」を研究
課題に据え、各種史料を用いて検討してきた。研究内容は、以下の3点
にまとめられる。 
1．刃物工および刃物工ギルドの研究：博士論文で扱った、15世紀ロン
ドンの刃物工と刃物工ギルドについての研究を深化させた。具体的には、
刃物工ギルドの宗教活動と相互扶助活動の考察、同ギルドの規約の分析
を行った。 
2．女性商工業者の研究：商工業史研究で忘れられがちな女性商工業者
に注目し、15 世紀ロンドンの女性商工業者の人間関係を明らかにして
都市社会に女性を位置づけることを試みた。 
3．宗教ギルドへの注目：都市の商工業者が結成していた団体として、
同業ギルドと同様に都市社会や都市民に大きな影響力を持った団体、
「宗教ギルド」に関する研究に着手した。交易で栄えた商業都市リンを
対象とし、14世紀末から15世紀前半のコーパス・クリスティ・ギルド
の会計簿および議事録を読み解いている。 

I have been studied society and economy of late medieval English cities from 
the perspective of the lives of merchants and craftsmen. My research contents 
are as follows: 1. Cutlers and Cutlers’ Guild in fifteenth century London: I 
examined religious activities of the Guild and each member’s participation in 
it. Also, mutual aid carried out by the Guild was revealed. 2. Female 
merchants and craftswomen in fifteenth century London: I used wills of 
silkwomen, who were engaged in silkwork in medieval London, and 
discussed broad social relations of those women. 3. Religious and social 
guilds in late medieval Bishop’s Lynn: Through the reading of the accounts of 
Corpus Christi Guild, I examined how that Guild had affected the town and 
people there. 
 
 

 

佐々井 真知 
SASAI Machi 
リサーチフェロー 
リサーチフェロー 
博士 (人文科学) 
中世イギリス史 
    
sasai.machi@ocha.ac.jp 
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文教育学部人文科学科比較歴史学コース2年生の選択必修科目「西洋史
講読」を担当した。15 世紀イングランドに関する概説書である 
Rosemary Horrox, ed., Fifteenth-Century Attitudes: Perceptions of 
Society in Late Medieval England (Cambridge, 1994) を教材とし、
分担を決めて発表させた。必要に応じて、辞書・事典類の利用方法を提
示した。また、関連する画像・映像を示して、視覚的にも15世紀イン
グランドの理解を深められるよう工夫した。 

I taught a course on ‘reading of the articles on western history’, which is for 
the second year students of the course of comparative history in the 
department of liberal arts and humanities, faculty of letters and education. 
The text was Rosemary Horrox, ed., Fifteenth-Century Attitudes: Perceptions 
of Society in Late Medieval England (Cambridge, 1994), and each student 
gave a presentation on one chapter of the book. I introduced some relevant 
books and dictionaries and showed how to use online resources. Moreover, I 
presented illustrations and played DVDs to have the students develop a 
deeper understanding for fifteenth century England. 
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中世後期イングランド諸都市の個人・団体による宗教活動に注目して、都市社会と都市民のキリスト教信仰とのかかわりのあり方を考えたい。とく
に、同業ギルドによる宗教活動と、さまざまな都市民を成員に含む、信仰に基づく自発的団体である宗教ギルドの活動を考察していく。 
具体的には、2つのテーマに沿って研究していく。 
1つ目は、これまで研究してきた15世紀ロンドンをフィールドに、各同業ギルドの宗教活動をまとめることである。刃物工ギルド以外の同業ギルド
についての史料・文献を調査し、従来見逃されがちであった同業ギルドによる宗教活動のあり方を考察したい。これにより、同業ギルド史研究の発
展に寄与することができよう。 
2つ目は、宗教ギルドの研究である。中世後期の商業都市リンを対象に、宗教ギルドと都市社会、また都市民との関係を明らかにすることを目指す。
リンについては、宗教ギルドや都市に関する史料が豊富であるものの、これまで本格的な研究がなされていないため、本研究は中世後期都市史研究
および宗教史研究において貴重な事例を提示することになるだろう。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
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 社会言語学 
 談話分析 
 接触場面 
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中国人留学生は日本人との友人関係をいかに構築しているか －修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチに基づく視点提示型研究－ 
 
 
保護者ネットワークにおける戦略的日本語使用 
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言語と文化とコミュニケーションの関わりを研究課題として、日本語の
話し言葉及び書き言葉のディスコースに関する研究を行っている。 

My current research is primarily concerned with the disciplines of discourse 
analysis. I am concerned to explain the characteristics of the Japanese written 
and spoken discourses. 

 

佐々木 泰子 
SASAKI Yasuko 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授 
文学修士 (1978 お茶の水女子大学), 人文科学修士 (1993 お茶の水女子大学) 
日本語教育 
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sasaki.yasuko@ocha.ac.jp 
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大学院生を対象として、談話分析・会話分析について実際にデータの収
集・記述を通して学びつつ、文献講読を通して談話分析・会話分析への
理解を深める。 

In the graduate program, I teach the methodology of discourse analysis and 
conversation analysis. Based on the alternative methods, students were asked 
to describe their interactions with their friends and neighbors and to 
investigate how people negotiate and reach an agreement. 

 
 
 
 
�    � ���� 

同一文化内のコミュニケーションだけでなく異文化間のコミュニケーションの実態を明らかにすることを通して、多文化共生社会に資するコミュニ
ケーションのあり方についての考察を行う。今後は特にSNSを媒介としたコミュニケーションに着目し、従来の日本語の語用論的規範の言説との比
較を通して、新たなコミュニケーションスタイルの実態を明らかにし、モデル化することを目指す。そしてその成果を基に多様な背景を持つ人々の
共生・協働に資するような日本語教育を提案するとともに幼児から大学生までのコミュニケーション能力の発達モデルの開発、大学での学習を支え
る日本語表現能力育成カリキュラムの開発を行う。 
 
 
�    � ���	� 
日本社会の多文化化に伴い、私達はコミュニケーションスタイルの異なる人たちとコミュニケーションをする機会が今後ますます増えていくことが
予想されます。そのような社会にあって言語の果たす役割はこれまで以上に重要になると言えるでしょう。 
また私たちのコミュニケーションには対面の会話だけではなく、電話による会話、携帯メールや近年急に増加しているSNSなど様々な手段が考えら
れます。皆さん自身や周りの人たちの言語行動を分析することを通して、言語を用いて私たちはどのようにコミュニケーションを成し遂げているの
か、それらは文化背景の違いによって異なるのかなどについて一緒に考えてみたいと思います。 
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 情報教育 
 コンピュータ利用教育 
 離散数学 
     
     

information education 
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笹倉理子, 桑名杏奈, 池田佳奈子, 袁雪, 柿木彩香, 新保茜, 浅本紀子 "大学の授業におけるLMSの活用を支援する取り組みについて", 高等教育と学
習支援第３号, (2012), pp.54-65. 
 
 
笹倉理子,浅本紀子 "学生に対するパソコン貸出サービスについて", 高等教育と学習支援第３号, (2012), pp.84-89. 
 
 
笹倉理子, 浅本紀子 "学生生活の支援としての PC 貸出サービス", PCカンファレンス2012, (2012), pp.265-266. 
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コンピュータや情報端末の教育利用について研究しています。現在は、
特に電子教科書やiPad などの個人用携帯型情報端末を利用した授業や
学習携帯について興味を持ち研究をすすめています。 

I studied the educational use of computers and information terminals. I am 
interested in use of a personal portable information terminal in the classroom. 

 

笹倉 理子 
SASAKURA Michiko 
情報基盤センター 
講師  
理学修士 
情報教育/information education 
    
sasakura.michiko@ocha.ac.jp 
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担当授業について 
【学部（コア科目）】 情報処理演習（理 C） 情報倫理、インターネッ
トの利用、ワープロソフトを利用した文書の作成、表計算ソフトを利用
した表及びグラフの作成、プレゼンテーションソフトを利用したスライ
ドの作成および発表のしかた、ウェブページの作成（HTML の基礎）
など、基礎的な情報処理の知識とスキルを身に付けることを目的として
実習をします。 
【学部（教職）】 情報科教育法I 高等学校の教科『情報』の教員免許状
を取得するための授業です。授業の組み立て方や指導案のつくりかたを
学び、実際の現場で授業をするための基礎を学習します。 情報科教育
法II 高等学校の教科『情報』の教員免許状を取得するための授業です。
授業の中で活用できるアプリケーションなどの利用を実習し、指導法に
ついて考察します。 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

現在は、LMSの活用について研究をしています。今後、LMSと授業動画配信システムの連携利用などの可能性について検討して います。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
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�    � ����	�	� / Keywords 

 社会学 
 家族 
 質的調査 
 ジェンダー 
 セクシュアリティ 

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
「『家族』からの離れがたさ――セクシュアルマイノリティの『病院』での面会から」2013年3月, 『支援』生活書院, 3号: 104-117 
 
 
「LGB『家族』の事例」第13回上野ゼミ「『家族の多様化』論再考」2013年3月, Women’s Action Network, 東京YWCA 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
私の研究テーマは現代日本における、レズビアン・ゲイ・バイセクシュ
アル（LGB）「家族」の社会学的研究である。「家族」の対象は二つであ
り、一つはLGBの生まれ育つ定位家族――特に異性愛者の親との関係
性――もう一つはLGBが親になっていく「選びとる家族」である。 
博士学位論文のために、LGB と異性愛者の親双方へのインタビュー調
査、セクシュアルマイノリティ向けのセルフヘルプグループ、親を援助
する目的でつくられたセルフヘルプグループに参与観察を実施した。そ
して、家族であるがゆえの困難と、葛藤への対処法を明らかにした。現
在は未発表部分を論文として投稿する傍ら、出版に向けた改稿作業を行
っている。 
新しいテーマのLGBの子育てでは、出産する身体をもつ「女性」のセ
クシュアルマイノリティに限定した質的調査を進めている。関連するイ
ベントや講演会に出席し、背景知識を得たり、対象者とのラポール形成
に取り組んだりしながら、生殖補助を介して子どもを生んだ女性と、そ
のパートナーの女性カップルを対象にしたインタビュー調査を進めて
いる。 

My research is a sociological study of lesbian, gay, and bisexual (LGB) 
“families” in contemporary Japan. “Families” can be categorized into two 
groups. The first is the family of orientation in which LGBs are born and 
brought up, which I discussed in my doctoral thesis completed in 2012. The 
other is the “family of choice” in which LGBs become parents. 
For my doctoral thesis, I interviewed LGBs and their heterosexual parents, 
while carrying out participatory fieldwork in two groups; a self-help group for 
sexual minorities and another for heterosexual parents whose children had 
come out. I examined how the families have experienced hardship because of 
a lack of empathy and understandings between parents and LGB children, 
and how they adopt to live in the heteronormative society. Currently, I am 
writing a few articles from unpublished parts of my doctoral thesis for 
academic periodicals, and am revising my doctoral thesis for publication in 
book form. 
In terms of LGB child rearing, I interviewed female couples and have 
attended study meetings and events related to this issue to build a rapport 
with the interviewees. 

 

三部 倫子 
SANBE Michiko 
リサーチフェロー 
リサーチフェロー 
博士 (社会科学) 
社会学 
    
sanbe.michiko@ocha.ac.jp 
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研究業務が主なリサーチフェローのため、お茶の水女子大学大学での
2012 年度の担当授業はない。非常勤先の大学ではジェンダー論、社会
学の専門書購読を担当、専門学校では英語を教えている。 

My work as a research fellow is to engage in researching, I have no classes at 
Ochannomizu University this year. As a part-time lecturer, I teach gender 
studies and technical readings of sociology at other universities, and also 
English at a professional school. 

 
 
 
 
�    � ���� 

女性カップルの子育ての調査は、第三者からの精子提供で子どもを生みそだてているケースを対象としている。今後は異性との婚姻歴があり、離婚
後に「連れ子」を育てている女性カップルへの調査を行いたい。異性カップルと同性カップルの子育て間の大きな違いは、後者には、非生物学的「親
子」関係が最低一つは入り込む点である。生物学的つながりのない大人が子どものケアを担い手となるのは、養子縁組、里親、ステップファミリー
も同様である。これらは全て、婚姻した男女と子どもの「標準家族」の形態に当てはまっていない。今後は、女性カップルを事例に生物学的つなが
りのない「親子」と、つながりのある親子の経験の違いに焦点を当てながら、標準家族とは異なる家族の研究に従事する研究者と、生物学的つなが
りによらない家族の可能性について、共同研究を行いたいと考えている。 
 
 
�    � ���	� 
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E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 SecondLanguageWriting 
 RaschMeasurement 
 LanguageAssessment 
 TeachingMethodology 
     

Second Language Writing 

Rasch Measurement 

Language Assessment 

Teaching Methodology 

  

�    � 
��� 
I coauthored an article titled "A many-facet Rasch measurement of differential rater severity / leniency in three types of assessment", published 
in The JALT Journal, 34:1, pp. 79-102 (May 2012). Co-authors: Farahman Farrokhi and Rajab Esfandiari. 
 
 
I organized and participated in a panel discussion on "The role of assessment and feedback" at the JALT Pan-SIG Conference held at 
Hiroshima University, June 16-17, 2012. 
 
 
I am serving as Program Chair of the TEVAL SIG (Testing and Evaluation) in JALT (Japan Association of Language Teachers). 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

    I have been using many-facet Rasch measurement as a means to research 
rater effects on the second language writing of Japanese university students. I 
have become interested in the use of cluster analysis to identify rater types, 
and plan to reanalyze my previous data using cluster analysis for this purpose. 

 

EDWARD JAY SCHAEFER 
エドワード シェイファー 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授  
MA.1 修士TESOL (1982 カルフォルニア大学ロサンジェルス校大学院応用言語学科), Ed.D 博士 (2004テンプル大学ジャパン) 
英語教授法 
    
shaefer.edward@ocha.ac.jp 
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    I am teaching undergraduate courses in Advanced English Reading and 

Writing, TOEFL preparation, Phonetics, Teaching Methodology, and English 
Conversation. I am teaching a graduate course in Second Language 
Acquisition. I am also supervising two doctoral students, who expect to 
complete their dissertation in 2013 and 2014 respectively. 

 
 
 
�    � ���� 

As program chair of the Testing and Evaluation Special Interest Group (TEVAL SIG) for the Japan Language Teaching Association (JALT), I 
helped organize and will present at a panel discussion on vocabulary assessment in language teaching for the JALT Pan-SIG Conference to be 
held at Nanzan University in May, 2013. I am a reader for three journals: Language Testing, the Journal of the Japan Language Testing 
Association, and the JALT Journal. I occasionally contribute anonymous reviews of submitted articles for these journals. 
 
 
 
�    � ���	� 
Students today are under a lot of pressure, facing strict educational requirements and an uncertain job market when they graduate. 
Expectations of students to master English are increasing. I would like students to view language learning as something that is achievable for 
them, and to realize the exciting possibilities that mastering another language can open up for them. I hope they can experience the fun of 
learning a language, whether it's English or another language.
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�    � ����	�	� / Keywords 

 舞踊教育 
 身体表現 
 体感 
 生気情動 
 共創 

dance education 

body expression 

bodily sensation 

vitality affect 

co-creation 

�    � 
��� 
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柴 眞理子 
SHIBA Mariko 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授 
博士 (学術) (1996 お茶の水女子大学) / Ph.D 
舞踊学・舞踊教育学 / Dance Research and Dance Education 
http://www2.cf.ocha.ac.jp/buyou/shiba/ 
shiba.mariko@ocha.ac.jp 
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 幼稚園児 
 仲間集団 
 仲間関係 
 仲間文化 
     

preschoolers 

peer group 

peer relationship 

peer culture 

  

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
第一に、ある公立幼稚園のクラス集団を入園から卒園まで2年間縦断調
査したフィールドワーク資料（収集済み）の分析を行った。このクラス
集団で繰り返された乗り物遊びを取り上げて,クラス集団内での文化の
「普及」の視点から考察を行っている 
第二に、公立幼稚園において、2012 年度入園のクラス集団のフィール
ドワークを行い、入園1年目の観察記録、保育者との話し合い記録を収
集した。 
第三に、特別経費「乳幼児教育を基軸とした生涯学習モデルの構築」（代
表：浜口順子准教授）により、発達臨床心理学講座専攻科目「発達臨床
基礎演習Ⅱ」の授業内を、菊地知子講師と共同で検討した。 

    

 

柴坂 寿子 
SHIBASAKA Hisako 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授  
理学博士 (1988 京都大学) 
人間行動学, 子ども行動学(幼稚園・保育園での子どもの行動観察研究) 
http://www.develop.ocha.ac.jp/ 
shibasaka.hisako@ocha.ac.jp 
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第一に、生活科学部1年生の学部共通科目の教育を行った。「児童学概
論」で子どもを理解する基本的視点を講義した（発臨全教員による分担）。 
第二に、生活科学部・発達心理学講座の学生の専門教育を行った。「発
達臨床基礎演習 Ⅱ」において、菊地知子講師と共同で、子ども理解に
つながる授業を行った。「発達臨床観察法」では観察法の基礎講義・演
習・実習を行った。「発達社会文化論」では、園における子どもの行動
について具体的事例を挙げながら講義した。「発達臨床論文演習Ⅰ・Ⅱ」
で卒論の進捗状況報告や先行研究論文紹介を行わせ助言するとともに、
卒業論文執筆及び口頭発表を指導・助言した。 
第三に、人間文化創成科学研究科前期課程、保育・児童学コースでは以
下の科目を担当した。「子ども行動観察法特論」及び「子ども行動観察
法演習」では現場における行動観察を行った論文等を取り上げて演習・
講義を行った。「人間発達科学論」「保育・児童学研究方法論」で修論の
中間報告に対して示唆を行った。 また修論指導と修論審査に携わった。
人間文化創成科学研究科前期課程の入試に携わった。 
第四に、人間文化創成科学研究科後期課程人間発達科学専攻、保育・児
童学領域では、「比較発達行動論演習」を担当し、また、博論中間発表
において示唆を行うと共に、後期課程入試における審査に携わった。 
第五に、非常勤講師として、家庭裁判所調査官養成課程研修「子どもの
行動観察」の講義を担当した。 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

幼稚園・保育園などにおける観察と分析を継続し、これらの集積から、幼児集団における仲間関係・仲間文化とその変容について考察を深める。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
幼稚園、保育園など、子どもたちの生活の場における行動を観察・記述・分析している。子どもたちが園で体験することの豊さにいつも驚き、それ
を研究を通して伝えていければと思っている
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 海洋植物 
 進化 
 保全生態学 
     
     

Marine Plant 

Evolution 

Conservation Ecology 

  

  

�    � 
��� 
Kensuke Ichihara, Kazuyuki Miyaji and Satoshi Shimada. 2013. Comparing the low-salinity tolerance of Ulva species distributed in different 
environments. Phycological Research 61: 52-56. 
 
 
Yuumi Kawashima, Tetsuya Akasaki, Yoshitsugu Matsumoto, Yukihiko Yamazaki and Satoshi Shimada. 2013. Species identification of 
imported and Japanese commercial green algal products, based on phylogenetic analyses using the nrITS2 and 5S rDNA spacer regions. 
Fisheries Science 
 
 
Satoshi Shimada, Kensuke Ichihara, Yuka Masakiyo, Masafumi Iima, Tadao Yoshida & Shigeru Kumano. 2012. Threatened species 
Nemalionopsis tortuosa (Thoreales, Rhodophyta) in Japan, new locality and current condition of its all reported habitats. Algal Resources 5: 
9-16. 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
我々の生育するこの地球上には、まだ名前がついていない生物種が沢山
存在しています。いったいどんな生物種がいるのでしょうか？そもそも、
それら多様な生物種はどのようにして多様化・進化してきたのでしょう
か？このような素朴な疑問を解決すべく，海洋植物・大型藻類を研究対
象に系統・進化・分類に関する研究を行っています。海洋植物・大型藻
類は普段の生活では馴染みがなく、近年でも新属が見つかるなど陸上植
物に比べて生物多様性の理解がまだまだ進んでいない生物群で、多様性
生物学にとって宝の山です。カサノリなど綺麗な種が多いことも魅了的
です。フィールドでの調査や培養実験・分子系統解析などで生物多様性
の実体を把握し、それら生物多様性を生み出した環境適応分子進化につ
いてさらに詳細な研究を行っています。さらに、マリモ、アサクサノリ、
カサノリなど、絶滅危惧種に指定されている藻類の保全生態学に関する
研究もおこなっており、集団遺伝構造解析や生育特性に関して調査して
います。 

    

 

嶌田 智 
SHIMADA Satoshi 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
博士 (理学) (2000) 
植物系統進化学 / Plant Phylogeny & Evolution 
http://bios.cc.ocha.ac.jp/Shimada/member/figs/framepage8.html 
shimada.satoshi@ocha.ac.jp 

-164-



�    � ��� / Educational Pursuits 
植物系統学・植物系統学実習・植物系統学臨海実習・植物系統進化学な
どを担当。光合成をおこないそれによって酸素を発生する生物（陸上植
物と藻類）を一般には植物と呼ぶ。それらはクロロフィルaをもつとい
う共通点を有するものの，その実体は互いに系統的にかけ離れ、形態的
にも多様な生物の集合に過ぎない。植物の多様性はどのようにしてもた
らされたのか？植物は生物界全体にどのように位置づけられるのか？
といった疑問に対する答えを探りつつ，各植物群の形態的特徴およびそ
れぞれの類縁関係などについて概説する。 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

海洋植物・大型藻類における生物多様性の現状を理解し，生物多様化に関わった分子進化を明らかにする。それと同時に，絶滅危惧種の保全にも着
手していきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
海洋に生育する植物や大型藻類の進化の謎にチャレンジし、絶滅危惧種の保全に向けた生態学的研究を一緒にしませんか。
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 ルネサンス 
 詩 
 演劇 
 古典 
 シェイクスピア 

Renaissance 

poetry 

drama 

classics 

Shakespeare 

�    � 
��� 
『シェイクスピアと演劇文化 -日本シェイクスピア協会創立五十周年記念論集』(共著)日本シェイクスピア協会編(研究社, 2012), 執筆箇所82-99頁. 
 
 
"Making 'blind Homer sing to me': 16th-Century Student Editions of Greek Poems and Marlowe's Art of Imitation", Shakespeare Studies, 
Vol.50 (2012), pp.16-6. 
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主たる研究は次の2点に関するものである。第一は、初期近代における
詩と演劇の社会的機能を考慮しつつ、政治・宗教・民衆文化・伝統的諸
芸術とシェイクスピアなどの職業演劇・詩との関係を比較検証する。研
究方法としては、ポストモダンのシェイクスピア批評の批判的・発展的
見直しとして、社会的コンテクストの分析に加えて、テキスト分析をあ
らためて重視する立場をとる。具体的には、儀式の表象、伝統的寓意（ア
レゴリー）、レトリック、恋愛詩と宮廷演劇の手法などをシェイクスピ
アとその同時代詩人たちがいかに換骨奪胎するか、その様態を詩・演劇
の作品内コンテクストに注意を払いつつ記述する。第二は、初期近代の
詩人における古典文学の受容、とくに模倣と応用の問題である。2012
年度は、16 世紀における印刷技術の発展と廉価版書籍の普及の問題を
取り上げ、シェイクスピアの同時代詩人たちが使用したと推測される古
典文学のエディションの問題を考察した。 

My researches concern mainly two topics. One is to analyze the relationship 
between the social functions of politics, religion, popular culture and 
traditional arts and those of professional drama and poetry in early modern 
England. To critically revalue and develop postmodern Shakespeare studies, 
my research draws attention to the importance of textual analysis of poetic 
and dramatic contexts, as well as that of social and political contexts. My 
research analyzes, for example, how Shakespeare and his contemporary 
poets used and transformed rituals, allegories, rhetoric, and various 
conventions of love poems and court entertainments. The other major topic 
of my research is early modern poets’ reception of classical literature, 
including the questions of imitation and rewriting. In the academic year 
2012/2013, I took up the issues of developing printing technology and the 
circulation of cheap-priced student editions of classical poems in the sixteenth 
century, and examined how Christopher Marlowe, who was Shakespeare’s 
contemporary poet and playwright, might have accessed the sources for his 
imitations of classical and post-classical Greek poems. 

 

清水 徹郎 
SHIMIZU Tetsuro 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
准教授 
修士 (文学) / MA 
英米文学 
    
shimizu.tetsuro@ocha.ac.jp 
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英語教育ではコア英語、専門科目英語、英語論文指導などで、英語運用
能力とくに外国語で論理的に表現することを重視した。受信能力につい
てはネット版英字新聞などを教材にして、スピードを重視した多読とリ
スニングの演習を行う。文学・文化研究の領域では、精神分析批評、ナ
ラトロジー、初期近代英語演習、シェイクスピア入門などの指導を中心
に行った。卒論・修論他の研究指導では、独自の研究テーマの発見、テ
キスト分析、先行研究の調査方法等の指導を重点的に行っている。 

I taught both general and specialist courses of English, which include thesis 
and essay writing, attaching the greatest importance to making students 
express their thoughts logically and effectively in a foreign language. Using 
English newspapers and videos online, I taught extensive reading and 
listening in current English. To those whose major is English culture and 
literature, I taught psychoanalytic criticism, narratology, early modern English, 
an introductory course in English language and culture, including 
Shakespeare, etc. In tutorial courses, which lead students to degree thesis 
writing, I think it most important for students to find their own topics, to 
analyze texts, and to study and develop preceding studies on the related 
topics, and I train them accordingly. 

 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

「初期近代の政治・宗教・民衆文化・伝統的諸芸術とシェイクスピアなどの職業演劇・詩との関係」については、歴史的・文献的研究と精神分析的
手法とを融合させながら、発展させる。期待される成果は、演劇と詩という表象芸術における人間精神の普遍的問題と歴史的・地域的問題との関係
についての理解を深めることにある。同様の問題に関心を持つ文化研究者あるいは演劇関係者との共同研究の余地が十分にある。「初期近代詩人にお
ける古典文学の模倣と応用の問題」については、使用した古典テキストのエディションの違いがマーロウ、チャップマン、ジョンソンらの作風に見
られる個別的特徴の違いに影響している可能性を今後検証していく。期待される成果は、社会的・政治的コンテクストからの詩人解釈に加えて、黎
明期印刷文化特有のインター・テクスチュアリティの重要性を確認できることにある。欧米の研究者と共同研究の余地がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
英語圏言語文化コースでは、真に応用の効く実践的でしっかりした英語力を身につけてもらうことを目標としています。私の専門分野であるシェイ
クスピアの時代すなわち初期近代は、近代英語が形成された重要な時代です。英語とその文化をしっかりと学び、専門的知識を身につけてもらいた
いと思います。

-167-



  
 

氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 ジェンダー 
 韓国 
 女性の政治代表制 
 女性運動 
 ジェンダー政策 

Gender 

Korea 

Women's Representation 

Women's Movement 

Gender Mainstreaming 

�    � 
��� 
(研究論文：韓国語) "Communication, Transnational Public Sphere, and Transnational Solidarity" World Politics No.8 pp.263-308, 2012. 
 
 
(研究論文：韓国語) "Toward Non-Essential and Inclusive Research on Minority" Korean Journal of Japanese Studies, No.8 pp.22-51, 2013. 
 
 
(研究論文)「政権交代と社会運動をめぐるイシュー・アテンション――民主党政権前後を事例として――」原田峻ほか6名共著, 茨城大学人文学部紀
要『人文コミュニケーション学科論集』第13号, 131-162項, 2012． 
 
 
(翻訳：英文から韓国語)“Gender in World Politics,” The Globalization of World Politics (4th Edition) Oxford University Press), pp.310-328. 
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

現在遂行中の研究テーマは日本学術振興会の研究助成金による 4 つの
テーマである： 
① 韓国におけるジェンダー主流化政策の取り組みや政治代表性を高め
るクオータ制度（基盤研究C代表者） 
② 民主党政権への交代と家族法改正運動（基盤研究B分担者） 
③ アジアにおけるトランスナショナルな女性連帯（挑戦的萌芽研究分
担者） 
④ 生命保険会社の女性サービス労働の日韓比較（基盤研究A分担者） 

    

 

申 琪榮 
SHIN Ki-Young 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
准教授 
博士 (政治学) / Ph.D 
比較政治学, ジェンダーと政治 
    
shin.kiyoung@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
担当科目は、大学院ゼミ「フェミニズム理論の争点・同演習」「比較政
治論」「ジェンダー立法過程論」「国際ジェンダー社会演習」、学部では
「比較ジェンダー論」「政治、政策とジェンダー」を教えています。 

    

 
 
 
 
 
�    � ���� 

現在取り組んでいる研究テーマは日本のみならず韓国の研究者および世界の研究者と研究交流を通じて深化させています。とりわけ「ジェンダー・
クオータ」制度に関する研究は現在日本国内で共著が、また世界政治学会の学術雑誌(IPSR)に特集号が出版される予定です。今後もジェンダーと政
治のテーマで国内外の研究者と共同研究を行っていく予定です。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
ジェンダーと政治、東アジア地域、女性運動や女性の政治的代表性、ジェンダー主流化政策などに関心のある学生、研究者と幅広く研究交流を深め
て行きたいと思います。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 素粒子物理学 
 弦や膜の理論 
 重力と宇宙論 
 流体力学 
 高エネルギー現象論 

Particle Physics 

String and Membrane Theory 

Gravitation and Cosmology 

Hydrodynamics 

High Energy Phenomenology 

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
ポアッソン括弧を用いた流体力学の定式化に取り組んでいる。 
これを膜理論に適用したいと考えている。 

Hydrodymamics is studied based on Poisson brackets. This study may be 
applied to the membrane theory. 

 

菅本 晶夫 
SUGAMOTO Akio 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
理学博士 (1978 東京大学) 
素粒子論, 高エネルギー物理学 
http://sofia.phys.ocha.ac.jp/sugamotolab/sugamoto/index.html 
sugamoto.akio@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
修士論文を執筆した長岡友美、齋藤麻由美、権藤里奈を指導した。 長
岡はクォークグルオンプラズマ中でのチャームクォークの解離に関す
る研究、 齋藤は南部風流体力学の研究、権藤はねじれ型重波検出器の
開発研究であった。 博士課程院生西尾咲子の銀河形成に対する暗黒物
質の効果の研究を指導した。 

I supervised three graduate students; 
Tomoko Nagaoka studied dissociation of charm quark in quark gluon plasma, 
Mayumi Saito studied hydrodynamics a la Nambu, and Rina Gondo studied 
R&D of gravitational wave detector of twisted bar. I supervised a Doctor 
course student Sakiko Nishio who studies dark matter effect on the galaxy 
formation. 

 
 
 
�    � ���� 

    
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
   

-171-



  
 

氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 発達心理学 
 発達精神病理学 
 パーソナリティ心理学 
 発達追跡研究 
 発達環境のクオリティ 

Developmental psychology 

Developmental Psychopathology 

Psychology of personality 

Developmental Follow-up Study 

    

�    � 
��� 
『お茶の水女子大学グローバルCOEプログラム 格差センシティブな人間発達科学の創成1巻 子ども期の養育環境とQOL』,菅原ますみ (編), 金子
書房, 1-184, 2012.9. 
 
 
『縦断データの分析I - 変化についてのマルチレベルモデリング - 』菅原ますみ(監訳), Singer, J. D., & Willett, J. B. (2003). Applied Longitudinal 
Data Analysis: Modeling Change and Event Occurence. 1st ed. Oxford University Press. (シンガー, J.D.・ウィレット, J.B.) 朝倉書店, 1-352, 
2012.9. 
 
 
保育の質と子どもの発達, 菅原ますみ, 小児歯科臨床, 4月号, 17(4), 67-73, 2012.4. 
 
 
中高生の生活満足度に対する個人内特性と対人関係の関連, 吉武尚美・松本聡子・室橋弘人・古荘純一・菅原ますみ, 発達心 理学研究, 23(2), 180-190, 
2012.6. 
 
 
幼少期の子どもの友だち関係と向社会的行動の発達に関する縦断的研究:母親によるピア・マネージメントに着目して, 酒井 厚・松本聡子・菅原ます
み, ソーシャル・モチベーション研究, 日本発達心理学会Social Motivation研究分科会, 7, 24-34, 2013.3. 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
2012 年度には以下の研究を実施した: 
1) 発達環境のクオリティと子どもの発達との関連についての縦断調
査・・・家庭および保育・教育施設でのケアの質が子ど もの心身の発
達に及ぼす影響についての2012年度9回目の追跡調査 (小学校4年生
時) を完了した。 
2) メディアと子どもの発達・・・NHKとの共同研究で10回目の9・
10歳時点調査を完了した。 
3) 出産・子育てに関する日独比較調査をベネッセコーポレーションと
ともに実施した (日独の父親・母親それぞれ各1000名 )。 

The following longitudinal research projects were conducted in 2012. 
1) Study on Quality of Developmental Environment : The purpose of this 
study is to find out the effects of the quality of care provided at home and child 
care centers on children’s physical and psychological development by 
observational assessment from infancy. The eighth follow-up survey was 
completed. 
2) Child development and media: This is a collaborative research with NHK. 
The effect of electronic media on children of age 0 through 12 has been 
examined by longitudinal study. The follow-up project at 9/10 years of age 
was conducted. 
3) Comparison study on families between Japan and Germany conducted in 
collaboration with Benesse Corporation. 

 

菅原 ますみ 
SUGAWARA Masumi 
人間文化創成科学研究科 先端融合系 
教授 
文学博士 (心理学) (1990 東京都立大学) / Ph.D 
発達心理学 / Developmental Psychology 
    
sugawara.masumi@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部教育: 
1年次基礎演習(理論)で臨床領域を担当した。 
2年次・3年次の心理学基礎教育では、実験・演習を通じて発達心理 学
および臨床心理学の基礎的技法の修得をめざした。 
4年次では卒論ゼミでは、子ども期の心理的適応と環境要因との関連に
関する様々心理学的アプローチの実際について研究指導をおこなった。 
 
大学院教育: 
発達精神病理学およびパーソナリティ心理学の基礎に関する基本英文
テキストを講読するとともに、演習および 個別の研究指導によって具
体的研究方法論の指導をおこなった。 
修士論文・博士論文の指導では、家族関係と子どもの発達に 関する広
範囲な発達精神病理学的研究の実際について指導をおこなっている。 

Undergraduate students: In “Kiso-zemi” for freshman, the major theme was 
“family”. Studies on family from various academic fields such as psychology, 
sociology, education, behavioral genetics, and comparative ethology were 
discussed during the class, and each student did a presentation on summary 
of their own ideas. Basic education of psychology for sophomore and junior 
year, basic methodology of developmental psychology and clinical 
psychology was introduced by experiments and exercises. For seniors, thesis 
advices were given by discussion on current issues of various psychological 
approaches for psychological adjustment and environmental factors during 
childhood. 

 
 
 
 
�    � ���� 

上記の研究プロジェクトを発展させ、また各プロジェクトにおける知見に基づいた研究発表を充実していきたいと考えている 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
子ども期の健やかな心身の発達には遺伝子から家庭環境、学校での体験、社会的制度に至るまで広範囲な要因が影響を及ぼします。 
これらの諸要因がどのようなメカニズムとプロセスを経て子どもの心身の発達や健康に関わってくるのか、さらに子ども期の発達は成人期以降の発
達や社会適応にどのような関連を持つのかをライフスパンの視点から明らかにすることが私たち の研究室の目標です。

-173-



  
 

氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 政治思想史 
 カント 
 フィヒテ 
 ヘーゲル 
 家族 

History of Political Thought 

Kant 

Fichte 

Hegel 

Family 

�    � 
��� 
ポスト・ベッドタウンシステムの条件―埼玉県三郷市を事例に―」『ポスト・ベッドタウンシステムの研究』福永文夫・雨宮昭一・獨協大学地域総合
研究所編，丸善プラネット刊行，丸善出版販売, 2013年3月，19-52頁所収． 
 
 
Die Fichte-Interpretation von Shigeru Nanbara, in: Fichte-Studien, Bd.38, rodopi, Amsterdam, MÄrz, 2013, S.277-284 
 
 
「ヴァイツゼッカーと戦後ドイツにおける「和解」の政治哲学」(1)『ぷらくしす』2012年度，第14号，広島大学応用倫理学プロジェクト研究セン
ター編，2013年3月，11-21頁所収 
 
 
「南三陸ノート」(1)『地域総合研究』第6号，獨協大学地域総合研究所編，2013年3月，119-131頁所収． 
 
 
「1812年法論と1813年国家論のテクスト問題―フィヒテ法政治論のテクストとコンテクスト―」『フィヒテ研究』第20号，日本フィヒテ協会編，
晃洋書房刊，2012年11月，74-85頁所収． 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
ドイツ啓蒙とドイツ観念論の政治思想史研究 
（1）とくにカント、フィヒテ、ヘーゲルの政治思想の諸問題をかれら
の共通枠組みである「自由と共同性」の位相を同時代的文脈の中で再検
討し 、その歴史的固有性を明らかにする作業を行っている。 
（2）第二の主題として、カント、フィヒテ、ヘーゲルの家族観を、ド
イツにおける「近代家族」の形成過程を示すテキストと捉えて、家族の
構成と機能を分析し、同時代の社会構造の転換とどのように構造的に連
関するものであるかを明らかにする作業をおこなっている。この作業は
必然的に家長のもとの近代家族と家長を主体とする近代社会の構造的
秘密を明らかにするものであり、近代におけるジェンダーの思想的作為
性と歴史性を明らかにする作業でもある。 
（3）以上の二つの側面からの研究によって現代社会における自由と共
同性をめぐる問題状況を克服する理論的展望を得ることを目指してい
る。とくに政治思想史の立場から個の生成と家族と市民社会の構造的連
関を研究している。 

I am chiefly interested in the intellectual history of modern Europe , and with 
this area I specialize in two related fields. One is the political thought of 
Modern Germany, especially German Enlightenment and German Idealism. 
The other is the genesis of Modern Family concept in Germany. 

 

杉田 孝夫 
SUGITA Takao 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授  
文学修士 (1978 東京教育大) 
政治学, 政治思想史 
    
sugita.takao@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部講義 政治学入門」では、全学の主に第1学年、第2学年を対象に、
政治と政治学の基礎を講義した。 
「生活政治学」では、第2学年を主対象に、現代デモクラシーの主体で
ある生活者市民にとって必要な政治学の基礎理論を講義した。 
「比較家族思想史」ではドイツ観念論の諸テキストを材料に、ドイツに
おける近代家族観の形成過程を講義した。 
学部演習「生活政治学演習I」「生活政治学演習II」では、カントの政治
論テキストを講読した。 
大学院演習『生活政治論』『生活政治論演習』ではトクヴィル『アメリ
カのデモクラシー』講読した。 

    

 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

(1) フィヒテ全集『第16巻 封鎖商業国家論』および『第17巻 ドイツ国民に告ぐ』の担当部分を仕上げることが当面の仕事である。 
(2) 『ドイツ観念論の家族観ードイツにおける近代家族概念の成立ー』および『フィヒテの政治思想』をそれぞれ一冊にまとめ たいと考えている。 
(3) ドイツ啓蒙の思想家のうち、ヤコービとフンボルトの政治思想、およびフンボルトのジェンダー論については、18 世紀ドイツ思想を理解するう
えで重要な対象であるにもかかわらず日本ではまったく手つかずの状態にある。ドイツ観念論の政治思想 史研究に一区切りついたならば、ヤコービ
とフンボルトの研究を行いたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
政治学は古来教養の学として長い伝統を築いてきました。近代以前においては統治者の教養の学あるいは統治の技術でした。政治学は役人や政治家
になるための学問であるという見解が生まれた原因はそのような伝統に起因します。しかし統治者＝被治者の時代であるデモクラシーの現代におい
ては、政治学はまず第一にすべての市民の教養の学でなければなりません。 政治の世界は、人間が生きている間は絶えず試され、問い続けなければ
ならない実践知の世界です。そのように考えると私たちはいつでもどこでもなんらかの政治のただ中にいることに気づきます。人生は、そこで得ら
れる疑問や経験を手掛かりにして「善く生きる」ための知の探求の旅です。政治学はそのような旅の指南書の一つと言えます。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 社会調査法 
 法社会学 
     
     
     

Survey Methodology 

Sociology of Law 

  

  

  

�    � 
��� 
杉野勇, 2012, 「多様に実施される社会調査の比較(3)――ウェブ調査における回答の開始時刻と所要時間」, 日本社会学会第85回大会 (於：札幌学
院大学), 2012年11月3日, 『第85回日本社会学会大会報告要旨集』(ページ番号無し，「研究法・調査法(1)」部会). 
 
 
平岡公一・三輪建二・米田俊彦(編), 2013.03.31, 『お茶の水女子大学グローバルCOEプログラム 格差センシティブな人間発達科学の創成4巻 格
差を超え公正な社会へ――教育・就労・ジェンダー・社会保障』, 東京: 金子書房. 175+vi pages (分担執筆: 杉野勇, 「1章雇用・就労にかかわる問
題への対処行動――性別と社会関係資本に着目して」, pp. 1 - ;16.) 
 
 
大澤真幸・吉見俊哉・鷲田清一(編), 2012.12,15 『現代社会学事典』, 東京: 弘文堂. 1640 pages. (項目執筆 「専業主婦」 p. 795.) 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
社会調査法のテキスト（轟・杉野編『入門・社会調査法』2010 年）の
第二版の為の大幅な改訂作業を行った（刊行は2013年4月20日）。ま
た，民事紛争全国調査の紛争行動調査データを用いて，雇用や就労に関
わる問題経験とその対処行動の計量分析を纏めて平岡・三輪・米田編『格
差を超え公正な社会へ』に掲載した。以前の研究テーマの一つであった
ジェンダーと雇用に関連して，『現代社会学事典』に「専業主婦」の項
目を執筆した。2013年3月以降現在は，社会調査事典の為に社会統計
学に関する項目分担執筆，社会統計学テクスト企画の検討，そして新た
にカテゴリカルデータの対応分析やネットワーク分析に着手している。 

    

 

杉野 勇 
SUGINO Isamu 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
准教授 
修士 (社会学) (1992 東京大学) 
社会調査法, 法社会学, 理論社会学 
http://www.catnet.ne.jp/sugino/sugino_ws.htm 
sugino.isamu@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部の社会学の入門的講義では、都市と都市的生活様式、日常生活にお
ける相互行為、犯罪と逸脱、 社会階級・階層と不平等、マスメディア
とコミュニケイションなどについて講義した。 
演習においては、「ケア」をメインテーマに据え，関連してワークライ
フバランスやジェンダー，社会規範について扱い，実証的・経験的な研
究方法を身に付けさせ，進化心理学・行動経済学など隣接社会科学の先
端的考え方にも触れさせた。 
社会調査士の認定科目の社会調査法では、調査の企画から実施、報告書
の纏めに至る迄の調査の全過程を実際に経験させた。 
大学院の必修の社会学基礎論ではイギリスの著名な階層研究者の専門
的テクストを講読し、社会調査データの計量分析と合理的行為理論の関
係，マクロ歴史社会学理論やエスノグラフィーなどについて，社会科学
の方法論の観点から学習と批判的検討を行った。後期の専門社会調査士
認定科目においては，英米の標準的・発展的な社会調査法テクストを通
読して，社会調査法の世界標準を学修させた。 
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1) 2013年度より3年間の科学研究費・基盤(B)の助成を受けたので，Web-surveyやComputer-Assisted Personal Interviewingについての調査方
法論的研究を，複数回の実査を含めて本格的に進めていく。 
2) 紛争行動調査データや社会運動データを用いて，カテゴリカルデータのコレスポンデンス分析・数量化Ⅲ類分析やネットワーク分析を行う。 
3) 社会統計学或いは計量分析・多変量解析の教授法についての研究を行う。 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
私たちは、しつけや教育などの「社会化 socialization」を経なければ、きちんとした「社会人」になれません。その意味で「規範」や「常識」を内
面化(internalization)することはとても重要です。しかし同時に、そうした規範や常識を対象化してよく考えてみることも極めて重要です。自分達の
手が直接届く範囲の割合はますます小さくなり、メディアなどによる情報や疑似体験に否が応にも巻込まれざるを得ない。その中で、経験的・実証
的な証拠や事実に基づいて(evidence-based)、かつ論理的・分析的に思考をする(logical, critical thinking)ということの重要性、言い換えれば，調査
やデータについての感覚を鋭くする事（research literacyの修得），社会科学的方法論・認識論について考える事の意義は強調し過ぎることはありま
せん。他方で、規範や常識、趣味嗜好・選好(preference)の社会的定式は、自分のアイデンティティと呼ばれるものを形成する要因でもあります。社
会の理解と自己の理解が表裏一体であることの淋しさと面白さを共に実感することが大切です。
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 大学体育 
 スポーツ哲学 
 スポーツ教育 
 身体知 
     

Physical Education in University 

Sport Philosophy 

Sport Education 

Wosdom of Body 
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杉山 進 
SUGIYAMA Susumu 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授  
体育学修士 (東京教育大学) 
体育学, 特にスポーツ哲学とスポーツ社会学 
http://www.li.ocha.ac.jp/geijutsu/buyou/sugiyama.html 
sugiyama.susumu@ocha.ac.jp 
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授業改善 
スポーツ健康実習等の授業内容及び指導方法の改善に努めた。 専門科目の保健体
育科教育法Iでは、附属中高校に授業参観を依頼し、教員志望の学生の指導力に成
果を挙げている。 学生の課外活動支援に関しては、同様に、運動部活動の活性化
とその対策について協議してきた。 
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 アスコルビン酸 
 酸化ストレス 
 社会ストレス 
 老化 
 2,3-ジケトグロン酸 

ascorbic acid 

oxidative stress  

social stress 

aging 

2,3-diketogulonic acid 
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“応用栄養学 補訂版” 編集 (2012), (株) 東京化学同人, 東京 
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ビタミンC（アスコルビン酸）は生体内の有効な抗酸化剤で、酸化スト
レスを低減化させると考えられる。その体内動態を明らかにすることは、
アスコルビン酸の効力を評価するために必要と考え研究を行っている。
アスコルビン酸の体内動態に関する詳細な研究は少なく、アスコルビン
酸の輸送担体発現に対する酸化ストレスおよび老化の影響を調べてい
る。さらに、社会ストレスの影響や2，3-ジケトグロン酸の安全性に関
する研究も行った。 

Vitamin C (ascorbic acid: AsA) is an effective antioxidant in the body, and it is 
considered to reduce the oxidative stress. The bioavailability of AsA is related 
closely to the behavior and distribution mechanism of AsA in vivo. It is 
necessary to get more information on the behavior and distribution 
mechanism of AsA in vivo, in order to know the bioavailability of AsA. 

 

鈴木 惠美子 
SUZUKI Emiko 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
農学博士 (1989 東京大学) / Ph.D 
栄養学 / Nutrition, 生化学 / Biochemistry 
http://www.hles.ocha.ac.jp/food/ 
suzuki.emiko@ocha.ac.jp 
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学部で担当した主な授業科目としては「生化学」「分析化学」「ライフス
タイル栄養学」「ライフステージ栄養学」「応用栄養学実習」である。こ
のうち基礎的なものは「生化学」「一般化学実験」で、より専門的な領
域のものは「ライフステージ栄養学」「ライフスタイル栄養学」「応用栄
養学実習」である。「生化学」では、人体の構造や機能を理解する上で
必要な基礎的な知識を習得させることを目的に行っている。「分析化学
実験」では、実験の基礎となる基本操作法を習得させ、安全で正しい実
験が行えるようになることを目的としている。「ライフステージ栄養学」
では年代による生理的な違いを理解し,ライフスタイル栄養学」では、
人を取り巻く環境因子や生活習慣の違いが身体に及ぼす影響を理解し、
その栄養状態の変化を理解することを目的にしている。 
「応用栄養学実習」は基本的な身体計測や栄養状態を評価するための生
理・生化学的検査を行っている。 
大学院では「生体制御学演習」「栄養制御学」「栄養制御学演習」を開講
した。 
 

“Biochemistry” and “Analytical Chemistry Experiment ” are basic subjects. 
“Human nutrition in the life style” “Human nutrition in the life stage”and 
“Practice in advanced nutrition” are special ones.  
In “Biochemistry”, the structures and functions of carbohydrates, proteins, 
lipids, and nucleic acids are taught. In “Analytical Chemistry Experiment ”, 
the general use of laboratory instruments, such as pipette and burette, is 
explained, and preparation of reagent solutions and the like, is also taught.  
In “Human nutrition in the life style”, the effects of several environmental 
factors and the difference of life style on the body and the proper nutrient 
intake are taught. In “Human nutrition in the life stage”, the difference of life 
stage on the body and the proper nutrient intake are taught. In “Practice in 
advanced nutrition”, physical measurement and the blood and urine tests are 
done. 
 

 
�    � ���� 

超高齢化社会では高年齢者の健康を考えることは重要である。抗酸化物質により老化の進行抑制等がはかられる可能性が考えられために抗酸化物質
の適切な摂取について明らかにする。この結果により、高齢者の QOL の改善が期待されるものと考えている。抗酸化物質の代謝生成物の生体への
影響についても検討している。 
また、ヒトの栄養状態が異なる場合での社会ストレスの影響を明らかにすることによりヒトの健康の維持増進に寄与できると考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
人の健康や食物のことについて興味をもって学び、将来、人の健康の維持・増進に寄与したいと考えている人を歓迎します。
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 生活造形論 
 比較文化論 
 民芸運動と対抗産業革命 
 20世紀イギリスのスタジオ・クラフト運動 
     

Theory of Arts and Crafts 

Comparative Literature and Culture 
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鈴木禎宏「バーナード・リーチの人と作品 柳宗悦との関わりをめぐって」, 日本民藝館学芸部編『日本民藝館所蔵 バーナード・リーチ作品集』
筑摩書房, 2012年6月, 9-17頁. 
 
 
鈴木禎宏「濱田庄司が見た近代：バーナード・リーチの視点から」, 『濱田が出会った魅惑の近代』益子町文化のまちづくり実行委員会, 2012年, 36-44
頁. 
 
 
鈴木禎宏「『対抗産業革命』論：アーツ・アンド・クラフツと民藝の比較研究に関する一考察」, 科学研究費補助金 基盤研究A 平成23-26年度 「ア
ーツ・アンド・クラフツと民藝 ウィリアム・モリスと柳宗悦を中心とした比較研究」 (課題番号23242014) 調査研究中間報告書(平成23-24年度).
研究代表者藤田治彦 (大阪大学) 2013年3月. 79-90頁. 
 
 
鈴木禎宏「バーナード・リーチの窯」, 『陶説』, 日本陶磁協会, 712号(2012年7月), 15-18頁. 
 
 
鈴木禎宏「バーナード・リーチ年譜」, 日本民藝館学芸部編『日本民藝館所蔵 バーナード・リーチ作品集』筑摩書房, 2012年, 31-32頁. 
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専門分野：比較日本文化論/比較文学比較文化、生活造形論 
主な研究課題： 
1 二〇世紀イギリスの工芸（Studio Potteryを中心に）  
2 近現代日本の工芸（民芸運動ほか）  
3 その他日本とヨーロッパを軸とする比較文化論 
 （例えば、昭和初期の日本における「世界」観など） 

My research subjects so far are as follows: (1) Aspects of “Art for Life’s Sake” 
in Modern and Contemporary Japanese Cultural Scenes; (2) The History of 
the British Studio Craft Movement (mainly in the field of ceramics); and (3) A 
Mental Map of the Modern Japanese: A History of World Views Conceived 
by Modern Japan in the Period between 1905 and 1945. 

 

鈴木 禎宏 
 SUZUKI Sadahiro 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
准教授 
博士 (学術) (2002 東京大学) 
比較日本文化論, 比較文学比較文化, 生活造形論 
http://www.aesthe.ocha.ac.jp/profs/suzuki/ 
suzuki.sadahiro@ocha.ac.jp 
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主な担当授業科目 
（学 部）比較生活文化論、比較文化論演習、比較生活文化史I、 生活
造形論ほか 
（大学院）比較文化論、比較文化特論、生活造形特論、生活芸術論演習 
学部4年間を通じ、「自分で問題をみつけ、その問題に自分で答えをみ
つけることのできる人材」の育成を目指しております。 
この目的のためには、(1)基礎技能を高めていくことと、(2)専門性を高
めていくこと、という、二つの事柄が重要です。すなわち、(1)語学など
の基礎学力、問題設定能力、情報収集能力、分析・思考能力、発表能力
などを高めていくことと、(2)比較文化論という方法論を身につけ、 異
文化理解能力と異文化への発信能力を高めることです。 こうした観点
から各学年の授業を組み立て、学部4年間で一通りの能力が身に付くよ
うに努力しております。 
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生活造形論の理論化。 
いわゆる「情報技術革命」が文化のあり方に及ぼす影響の分析。 
平成23-26年度 科学研究費補助金 基盤研究A「アーツ・アンド・クラフツと民藝 ウィリアム・モリスと柳宗悦を中心とした比較研究」研究分担者 
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日本語の「ハンカチ」と英語の"handkerchief"は似て非なるものですが、その違いをみなさんは御存知でしょうか。 
「ハンカチ」とは「小型・方形の手ふき布」(『広辞苑』)であるのに対し、"handkerchief" は "a small piece of material or paper that you use for 
blowing your nose, etc."（鼻をかむさいなどに用いる、一切れのものまたは 紙）（Oxford 英英辞典）です。「ハンカチ」も "handkerchief" も一切
れの布であることにかわりはありませんが、それらが現実の生活において果たす役割は、文化によって異なることになります。 
このような生活造形などを手がかりとして、文化の接触と変容の問題等に取り組んでおります。 
こうした問題を考える際には、(1)「異文化」を「自文化」に対して説明すること、および(2)「自文化」を「異文化」に対して説明すること、の2点
を常に意識することになります。文化と文化の接触の現場に興味があり、外国語の習得に意欲のある方を、歓迎いたします。
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 日本倫理思想史 
 清沢満之 
 仏教思想 
     
     

History of Japanese Ethical Thought 

Kiyozawa Manshi 

Buddhist Thought 
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「清沢満之の道徳教育観―因果説を手掛かりとして―」 『道徳と教育』No.331, ｐ65―74, 日本道徳教育学会, 2012年3月 
 
 
「東京大学講師時代における吉谷覚寿の護法思想」お茶の水女子大学哲学倫理学学会第三回大会 2011年12月 
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日本における仏教者の著作を、時代背景を踏まえた上で分析し、その思
想構造、独自性、今日的意義を究明する。中心とするのは近代であるが、
中世、近世の仏教思想も視野にいれ、以下の領域について研究する。 
① 清沢満之の思想に関する研究。テキスト分析、自筆原稿および周辺
資料の調査を行い、清沢の倫理思想、宗教哲学、教育思想、護法思想を
解明する。 
② 道徳教育の理論的研究。仏教思想の人間観、世界観、死生観等を検
討し、これらを基盤とした道徳教育の可能性を探る。 
③ 比較思想学、比較宗教学による研究。他国の思想と比較することに
より、日本思想の独自性と普遍性を解明する。また、日本の仏教者にお
ける儒教、神道の理解、位置づけを考察することにより、日本仏教思想
の特性を浮かび上がらせる。 

    

 

鈴木 朋子 
SUZUKI Tomoko 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
リサーチ・フェロー 
博士 (文学) / Ph.D 
日本倫理思想史 
    
suzuki.tomoko@ocha.ac.jp 
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学部の授業において、文献を丁寧に読み、著者の論じているところを正
確に理解すること、思想を歴史的に捉えることができるようになること
を目的とし、近代日本の思想家による著作を採り上げ、解説を行った。
また、学生が主体的に授業に取り組み、学びを深めることができるよう、
授業の最後にリアクションペーパーを配布し、質問、意見を記入しても
らうようにした。 
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日本仏教思想の今日的意義について研究を進める予定である。特に、近年研究が盛んになっている生命倫理の分野において、日本の仏教思想がいか
に関与し、応答しるのかを究明することにより、日本思想の普遍性についてその一端を明らかにしたい。 
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人間とはどのような存在か、何をなすべきか、といった問題について、先人たちがいかに思索したのかを明らかにしていくことが、倫理思想史の課
題である。そこで授業では、背後にある歴史状況を考慮しながら、文献を綿密に読み解くトレーニングを行う。
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 災害栄養 
 国際栄養 
 公衆栄養 
 ルワンダ 
 管理栄養士 

Nutrition in Disaster 

International Nutrition 

Public Health Nutrition 

Rwanda 

Registered Dietitian 
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須藤紀子．管理栄養士養成大学の公衆栄養学実習における災害時の栄養に関する教育の試み．日本栄養士会雑誌 2012; 55: 34-43. 
 
 
須藤紀子．管理栄養士教育における災害支援・ボランティア活動．臨床栄養 2012; 121: 378-82. 
 
 
須藤紀子．健康づくり施策と公衆栄養活動．特定非営利活動法人日本栄養改善学会監修．公衆栄養学．東京：医歯薬出版；2013：33-44 
 
 
須藤紀子．成人期，更年期の生理的特徴と栄養ケア・マネジメント．特定非営利活動法人日本栄養改善学会監修．応用栄養学ライフステージ別・環
境別．東京：医歯薬出版；2012：69-79 
 
 
須藤紀子．諸外国の栄養状況と施策．八倉巻和子, 井上浩一, 編． Nブックス四訂公衆栄養学．東京：建帛社；2012：113-126 
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平成23年度に某管理栄養士養成大学の公衆栄養学実習で実施された災
害時の栄養に関する教育とそれに対する学生からのフィードバックを
一事例として示した。合計7時間の実習のなかで、インターネットによ
る調べ学習とグループ発表、及びクロスロードを実施した。 
① クロスロードは、職務や被災経験のない学生に、当事者として災害
対応を考えさせる点で優れている。 
② クロスロードは事前学習と組み合わせて実施し、決断する際に知識
を応用できるようにすると学習効果が期待できる。 
③ 調べ学習やクロスロードを通じて、学びや楽しさはあったものの、
公衆栄養学関連科目全体の中で、災害時の栄養を学ぶ優先順位は低い。 
④ 学生による優先順位の決定には、他科目との重複がないことや他の
場面でも役立つことが重視されており、東日本大震災が発生しなかった
場合、優先順位はさらに低下した可能性もある。 
 
現在、災害に対する学生の関心は高まっており、大震災のイメージを全
員が共有できている今は、教育のチャンスといえる。 

This case study presents the feedback of students in response to education on 
nutrition in disasters at a university with a registered dietitian training program 
in 2011. This serves as a useful reference for teaching staff at other 
educational institutions since the need for the education on this new field is 
increasing. During a total of 7 hours of practical training, this topic was studied 
using investigative learning via the Internet, group presentations, and 
Crossroads game. 
(1) Crossroads was an excellent method of encouraging students with no 
relevant experience of disasters or work experience to consider disaster 
responses from the perspective of an interested party. 
(2) It was anticipated that Crossroads would increase the educational effects 
when conducted in conjunction with prior learning and enable them to apply 
their own knowledge in the process of decision making. 
(3) Students enjoyed studying nutrition in disasters; however, they did not 
consider it to be a high priority within the study of public health nutrition as a 
whole. 
(4) Students placed more importance on whether the topic of study would be 
of use for graduation thesis and other studies. 
They would have prioritized nutrition in disasters at an even lower level had 
the Great East Japan Earthquake not occurred. Because of growing concerns 
and shared image of earthquake, now is an opportunity for education. 

 

須藤 紀子 
SUDO Noriko 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
博士 (保健学) / Ph.D 
公衆栄養学, 国際栄養学, 災害栄養学 
http://www.hles.ocha.ac.jp/food/Sudo/index.html 
sudo.noriko@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
栄養行政学；公衆栄養学実習；食物栄養管理論総合演習；公衆栄養臨地
実習 

Food Laws, Regulations and Quality Assurance；Practice in Public Health 
Nutrition；General Seminar of Human Nutrition；Field Practice in Public 
Health 

 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

国際保健分野では、ルワンダにおけるNPOによる支援の効果を評価する。 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
公衆栄養学は、官公庁や保健所、市町村保健センターで働く行政栄養士の業務に関連した学問です。将来、行政栄養士を目指す高校生や、すでに現
場の経験をお持ちで、公衆栄養活動を科学的に研究するために大学院への進学を考えている方を歓迎します。また、外国のことに興味があって、他
国の栄養政策や食生活などを、英語の文献や現地調査を通じて調べることが好きな人も、公衆栄養学研究室（国際栄養学分野）に向いていると思い
ます。
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専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 脂肪酸組成 
 ステアリン酸CoA脱飽和酵素1 
 スニップ 
 ビタミンC 
 活性酸素 

Fatty acid composition 

stearoyl-CoA desaturase 1 

SNP 

vitamin C 

Reactive oxygen species 

�    � 
��� 
Isolation and antioxidant activity of zeylaniin A, a new macrocyclic ellagitannin from Syzygium zeylanicum leaves. Nomi Y, Shimizu S, Sone 
Y, Tuyet MT, Gia TP, Kamiyama M, Shibamoto T, Shindo K, Otsuka Y. J Agric Food Chem. 2012 Oct 17;60(41): 10263-9. doi:  
10.1021/jf302977n. 
 
 
Fasting and post-challenge glucose as quantitative cardiovascular risk factors: a meta-analysis. Kodama S, Saito K, Tanaka S, Horikawa C, 
Fujiwara K, Hirasawa R, Yachi Y, Sone Y, Tada Iida K, Shimano H, Ohashi Y, Yamada N, Sone H. J Atheroscler Thromb. 2012; 19(4): 385-96. 
Epub 2012 Jan 11. 
 
 
“E 同族体が高脂肪食誘導性肥満マウスの耐糖能に及ぼす影響.” 近松 出穂，吉原 千寿，山下 香織，赤尾 茉衣，園田 麻里子，石川 朋子，池本真
二，西川 可穂子，曽根 保子，市 育代，藤原 葉子. ビタミン 86(12), 671-677, 2012-12. 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
疾患予防の観点から、動物、細胞、タンパク質・遺伝子レベルで、栄養
素による体内調節のメカニズムを科学的に明らかにすることを研究課
題とし、疾患予防と健康増進を図るために有効な科学的根拠の蓄積を目
指す。  
 
【これまでの主な研究テーマ】  
1)アスコルビン酸の体内動態に関する研究  
2)免疫細胞分化制御に対する酸化ストレスの影響  
3)脂質代謝関連遺伝子多型と臨床指標との関連性  
4)生体内酸化ストレス防御機構の解明 
5)食用植物の生理活性の特定および分離精製 

My studies are to investigate the effect of nutrients on regulation mechanism 
in vivo, at the level of an individual, cell and molecule. My main research 
interests are as follows.  
1) Effect of vitamin C intake on the disposition in normal, diabetic rats.  
2) Effect of oxidative Stress on the Expression of Cytokine in immunocyte.  
3) Association of lipid metabolism profile, polymorphism, and clinical 
markers.  
4) Effect of antioxidant enzymes knockdown by siRNA on cellular 
proliferation.  
5) Isolation and identification of biological active substance in edible plants. 

 

曽根 保子 
SONE Yasuko 
教育研究特設センター（食育の実践と教育プログラム） 
特任助教 
博士 (学術) 
分子栄養学, 予防栄養学 
http://researchmap.jp/7000000025/ 
sone.yasuko@ocha.ac.jp 
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近年、「食」に関連する情報は、栄養学的側面のみにとどまらず、生活
習慣、文化、安全性、その他の環境問題など非常に多様化している。そ
の中には、検証されずまま昔から一般に言われてきたことや科学的根拠
のない情報が利用されている場面も散見されます。 
これに対し、「食」に関して正しい情報を取捨選択し、発信できること
のできる人材を育成することは、国民全体の健康維持・増進を目指す上
で重要な課題のひとつです。 そこで、「食」に関する科学的根拠を自ら
構築し、情報を有効に発信・伝達できる高度な「食」の専門化を育成す
ることを目標に、受身の立場での知識学習だけでなく、自ら主体的に研
究課題を探索し、課題解決に取り組む場を提供するよう心がけ、授業・
研究補助を実施していきます。 
 
 【担当授業】  
「食物栄養学科」  
■ 食物栄養学基礎演習 「SHOKUIKUプログラム」  
■ 食のサイエンス 
■ 食育研究コロキアム 
■ 食をめぐる環境論 

It is necessary that we deal with the issues about diets to maintain our health. 
It covers a lot of ground, ex. nutrient, culture, safeness, life-style and food 
environment. A new revelation about these issues results in the prevention for 
various disorders. Therefore we have to produce excellent human resources 
to promote scientific analysis of diet, and also strive to enhance the specialists 
of diets, who have the ability to resolve these issues, and play a leading role in 
field of SHOKUIKU. I deliver following lectures to undergraduate students and 
graduate students..  
 
【Lecture】  
Department of Nutrition and Food Science  
■ Basic training for nutrition and food science  
SHOKUIKU Program  
■ Science for diet 
■ Colloquium for SHOKUIKU  
■ Food environmental issue 

 
 
 
 
�    � ���� 

各種疾患発症リスクの低減には、生活習慣の中でも、とりわけ摂取栄養素（食物）が大きな要因の一つである。これまでにも様々な食物が疾患の発
症や老化の予防につながるという報告が数多くなされているが、食物由来の栄養素による疾患予防効果は、集団や民族間において異なる､或いは、基
盤となる科学的根拠に差があるなど、生活習慣病をはじめとする各種疾患の発症リスクの低減効果や老化抑制効果についての評価にバラツキが大き
い。これに対し、栄養素による各種疾患予防効果を正確に評価するためには、遺伝型に即した食習慣の改善が期待されるほか、その改善効果の量的・
質的程度をより具体的に評価するための指針を明らかにする必要がある。これらの基礎知見となる科学的根拠の蓄積を抗酸化ビタミン、脂肪酸など
をターゲットととして行う。 
下記のテーマについて重点的に取り組む。 
1) 脂質代謝関連遺伝子の遺伝子多型と脂質代謝プロファイルとの関連解析 
2) ビタミンCの体内輸送機構の解明 
3) 抗酸化ビタミンの生理機能の解明  
※ 共同研究の可能性 有 
 
 
�    � ���	� 
これからの社会に求められる「食」の専門家は、栄養、調理、食文化に関する専門知識を有するだけでなく、教育現場、フードビジネス分野、食の
メディアの世界で実力を持って活躍できる人だと思います。そのような社会のニーズに合わせ、「SHOKUIKUプログラム」では積極的に新たな活動
分野を開拓していきたい人から、「食」の専門を極めたい人まで様々な目的をもつみなさんに対応できるように、幅広い授業内容を立ち上げています。
少しでも興味をもたれたら、ぜひこのプログラムに参加してみてください。きっと何か新しい世界が広がっていくと思います。
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 日本語文章論 
 日本語会話分析 
 日本語の文章・文体 
 ことばとジェンダー 
     

Text analysis 

Conversational analysis 

Discourse and style 

Japanese language and gender 

    

�    � 
��� 
発表 「テクストの結束性に与る語彙とその機能について」第二回コーパス日本語学ワークショップ, 国立国語研究所資源系・コーパス開発センタ
ー 2012年9月 
 
 
論文 「テクストの結束性の与る語彙とその機能について」第二回コーパス日本語学ワークショップ公開予稿集, 国立国語研究所言語資源系・コー
パス開発センター 2012年9月 
http://www.ninjal.ac.jp/event/specialists/project-meeting/m-2012/jclws02/ 
 
 
論文 「文章中の語彙の機能について―“テクスト構成機能”という観点から」国立国語研究所共同研究報告 12-06 テキストにおける語彙の分布と
文章構造 成果報告書 2013年3月 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
1)「古典文学作品におけるテクスト談話研究・」（平成22・23・24 年
度科学研究費補助金 基盤研究（C）課題番号22520459 高崎みどり
研究代表）） 
2）国立国語研究所共同プロジェクト「テキストにおける語彙の分布と
文章構造」 
3）客員研究員としてポリーザトラウスキー教授受け入れ。 
 
研究テーマ「英語・日本語における食べ物に対する感覚評価と文化的ア
イデンティティ」 

・I study "The discourse and text analysis of Japanese classic works" 
under the support of Grant-in-Aid for Scientific Research for JFY 
2010 ,2011 and 2012 as the Principal Investigator. 
・I worked as a researcher in a research program, "Relation between 
the distribution of vocabulary and the structure of sentences", 
organized at National Institute for Japanese Language and 
Linguistics. 
I invited Professor Polly Szatrowski of Minnesota University, for a 
year as a guest professor. 
 
The topic of our study is "Sensory Evaluation of Food and Cultural 
identity in English and Japanese 
 

 

髙﨑 みどり 
TAKASAKI Midori 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授 
文学修士 / Master of Arts 
日本語学 
    
takasaki.midori@ocha.ac.jp 
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【学部教育】 
・学部では日本語構造論演習等の授業を行った。10 人の卒業論文を指
導した。 
【大学院教育】 
・大学院教育では古代日本語学演習および日本言語表現論演習を修士課
程および博士課程の学生に対して行った。 
・日本語学をテーマとする修士論文作成の指導を1名の学生に対して行
った。日本語学をテーマとする博士論文準備ゼミを3名の学生に対して
行った。 
・博士論文審査委員会 主査1回（課程博士）、副査1回、博士後期課
程主指導7名、副指導10名 

【Under graduate Course】 
・Introduction to studies in Japanese linguistics 
・Introductory seminar 
・Seminar of Japanese text /discourse analysis 
・Lecture on Japanese idiolect and literary 
・I supervised ten under graduate students 
【Graduate Course】 
・Methodology of study of text /discourse analysis 
・Seminar of theory text /discourse analysis 
・I supervised graduate students, seven as a main supervisor, ten as a sub vice 
supervisor. 

 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

文学作品のテクスト分析と、談話分析を引き続きおこなっていく。また、言語行動とジェンダーの関係についても探究していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
近現代の日本語について、文芸作品やジャーナリズムの言語から、日常会話、ツイッター等の新しいメディアまで、幅広く研究しています。ことば
と、変動する社会状況との関係に興味のある方は、是非ご一緒に勉強しましょう。
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 倫理学 
 日本倫理思想史 
 道徳教育 
 感情 
 普遍性と特殊性 
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『近世日本の儒教思想-山崎闇斎学派を中心として』お茶の水女子大学附属図書館(E-bookサービス)pp.1-30 pp.31-80 pp.81-196, 2012 
 
 
「日本朱子學之「敬」之意味」楊儒賓・馬淵昌也・艾皓徳編『身體嶼自然叢書０１ 東亞的静坐傳統』国立台湾大学出版中心, p.p.161-179, 2012 
 
 
竹村牧男・高島元洋『仏教と儒教ー日本人の心を形成してきたものー』放送大学教育振興会, pp.143-257, 2013 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
日本思想を極東の特殊な思想として理解するのではなく、これを手掛か
りとして人間の普遍的な倫理そのものを考察する｡主とする専門領域は、
江戸時代の思想・文化、特に儒教であるが、古代（神道）・中世（仏教）
をも視野に入れながら日本思想全体を概観して研究する。また現代の倫
理の問題（人倫＝人間関係）に関しても、特に超越的な存在（神・仏・
天など）や他界の観点を考慮しつつ、心（理性）に対する身体（感情）
の問題として再考する。 

    

 

高島 元洋 
TAKASHIMA Motohiro 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授  
博士 (文学) (1993 東京大学) 
日本倫理思想史, 倫理学 
    
takashima.motohiro@ocha.ac.jp 
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学生に対する教育内容は、主として「講義」と「ゼミ」である。「講義」
は教員が中心となる授業であり、「ゼミ」においては学生が中心となっ
てレポートをする。教育の意図は、学生の主体的な問題意識を育成する
ということであるが、「講義」の現状においてその趣旨はよく理解され
ており、「ゼミ」においても活溌な議論がなされていることから、期待
どおりに機能していると判断している。 

    

 
 
�    � ���� 

日本思想は、インド・中国など外来思想の強い影響を受け、独自なものは少ないと思われているが、実際はきわめて洗練された多様な内容を含み、
西洋思想にも匹敵する普遍性を持っている。今日海外との文化交流は、能・歌舞伎・茶道だけではなく文学・演劇・美術など高度に専門的な学問分
野においても活発である。今後、思想についても国際発信することが必要であろう。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
授業においては、テキスト（資料）を正確に読みとる訓練と相互の討論をとおして、資料の意味、著者が何を考えていたかを時間をかけて考えたい
と思います。膨大な情報の中から、正確なものを選択し、自身の行為に結び付けていく必要があります。テキスト（資料・情報）を正確に判断する
責任は個々人にあります。そのように判断する訓練をします。
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 計算化学 
 反応機構 
 相互作用解析 
 糖鎖科学 
 有機金属化学 

computational chemistry 

reaction mechanism 

interaction analysis 

glycoscience 

organometallic chemistry 

�    � 
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M. Otsuka, N. Tsuchida, Y. Ikeda, Y. Kimura, Y. Mutoh, Y. Ishii and K. Takano, DFT Study of Internal Alkyne-to-Disubstituted Vinylidene 
Isomerization in [CpRu(PhC≡CAr)(dppe)]+, J. Am. Chem. Soc., 134, 17746-17756 (2012) 
 
 
Y. Mutoh, Y. Kimura, Y. Ikeda, N. Tsuchida, K. Takano, and Youichi Ishii, Formation of (Alkenylphosphonio)phenylruthenium Complexes 
from Diphenylacetylene and a [CpRu(dppm)] Cation: Experimental Evidence for the Equilibrium between η1-Disubstituted Vinylidene and 
η2-Internal Alkyne, Organometallics, 31, 5150-5158 (2012) 
 
 
Y. Mori and K. Takano, Location of protons in N - ;H--N hydrogen-bonded systems: a theoretical study on intramolecular pyridine 
- ;dihydropyridine and pyridine - ;pyridinium pairs, Phys. Chem. Chem. Phys., 14, 11090-11098 (2012) 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
量子化学的手法をベースに、分子や化学反応のシミュレーション計算を
行っている。実験科学に対する相補的情報の提供と実験結果の理解や解
釈に加えて、新しい分子の設計や現象の予測を目指している。対象とす
る分子のサイズは大小様々で、無機分子・有機分子・生体系の認識部位
など多岐に渡る。 

Our ultimate goal is to understand and predict properties of molecules, 
characteristics of chemical bonding, mechanisms of chemical reactions, and 
molecular interactions from the viewpoint of quantum chemistry. There are 
many kinds of complicated intermolecular and intramolecular interactions in 
materials. We try to understand and clarify origin and features of the 
interactions. 

 

鷹野 景子 
TAKANO Keiko 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
副学長兼附属図書館長, 学術・情報機構長, 教授 
理学博士 (1988 大阪市立大学) / Ph.D in Science 
理論化学, 量子化学, 計算化学 
http://www.sci.ocha.ac.jp/chemHP/labos/keiko.htm 
takano.keiko@ocha.ac.jp 
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理学部全体と化学科、および大学院理学専攻における教育活動に従事し
た。 
全学共通科目の「基礎化学B」のほかに、化学科の専門科目を複数担当
した。 
「物理化学I」量子化学の基礎的内容。 
「専門化学実験I」および「基本化学実験III」における物理化学分野の
実験を担当し、物理化学の重要概念を修得させることを意図した実験に
従事した。 
「特別研究」卒業研究生（2012 年度は 2 名）の研究指導。 大学院前
期課程理学専攻の科目としては、「計算化学特論」分子軌道計算の実習
と学術論文を読むための専門用語の解説。 
「理論化学特論演習」量子化学の専門書の輪読と問題演習により、理論
的基礎を養う。 
大学院生（博士前期課程理学専攻 3 名、博士後期課程複合領域科学専
攻・理学専攻各1名）の研究・論文指導。修士論文審査においては、主
査2名、副査3件を務めた。 

The classes I provided for undergraduate students are as follows:  
"Basic Chemistry B," "Physical Chemistry I," "Lab Course of Physical 
Chemistry." 
Those for graduate students are as follows: 
"Advanced Computational Chemistry," "Exercise in Theoretical Chemistry." 
I supervised two undergraduate students, three master's course students, and 
two PhD students. 

 
�    � ���� 

量子化学的手法を用いて、分子およびその集合体を対象とするコンピュータシミュレーションを行う。実験科学に対する相補的な情報の提供、化学
現象の先見的な理解および予測を目指す。生命科学に重要な役割をもつ糖鎖科学への計算化学からのアプローチは先導的な研究と位置づけられ、重
要テーマの一つとして推進していく。金属錯体の構造と反応、分子の励起状態と分光学など実験精度に匹敵する計算研究を推進する。 
現在実施している共同研究テーマとして下記のものがある。 
（1）フラグメント分子軌道法による酵素と基質、ウイルス表面糖鎖と抗体との相互作用の解析 
（2）マイクロドメイン糖脂質糖鎖の立体構造と分子間相互作用の解析 
（3）有機金属錯体の構造と反応機構の解明 
（4）ポリハロゲンの構造と結合特性に関する研究 
（5）量子化学文献データベースの開発。 
 
今後の共同研究の可能性としては、以下のものがある。 
（1）量子化学の触媒化学への応用 
（2）原子クラスターの幾何学構造と結合性の系統的解析 
 
 
 
 
�    � ���	� 
計算化学は、化学の長い歴史とは対照的に、20世紀になってからスタートした若い学問・研究分野ですが、現在では、化学のあらゆる分野の研究に
必須の役割を果たしています。結合の性質や化学反応の過程や機構をコンピュータシミュレーションによって精度よく調べることができます。現象
を説明するだけでなく、予測も夢ではありません。化学科では、1年次の「基礎化学B」の前半で、原子・分子に関する概念の導入を行い、2年次の
「物理化学I（講義）」と「計算化学（実習）」で量子化学の基礎と実際を学びます。さらに大学院では「計算化学特論」において、化学分野の研究に
活用できるレベルの計算化学の知識と技術を修得できます。計算化学を学び、化学の新しい領域を共に開拓していきましょう。また私たちは、国際
的視野で活躍できる理系の女性人材の育成をめざし、理系英語の教育や留学支援にも力を入れています。本学の支援を大いに活用して、力を伸ばし
てほしいと願っています。
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 博物館学 
 日本考古学 
     
     
     

museology 

archaeology of Japan 

  

  

  

�    � 
��� 
「博物館資料と調査研究活動･考古学博物館」『博物館学I 博物館概論*博物館資料論』 学文社 所収 
 
 
「専門分野別展示 考古学博物館」『博物館学II 博物館展示論*博物館教育論』 学文社 所収 
 
 
「博物館の利用実態と利用者の博物館体験」『博物館学II 博物館展示論*博物館教育論』 学文社 所収 
 
 
「博物館学のこれまで, そして今」全博協研究紀要15 全国大学博物館学講座協議会 
 
 
発掘調査でわかる事実-モノからことへ -敷領遺跡下原地点の調査から 研究発表会「火山噴火罹災地の文化･自然環境復元- ソンマ･ヴェスヴィアー
ナ, 指宿 学融合研究2011/2012」 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

2011 年から科学研究費により指宿市敷領遺跡の調査を継続している。
2012年9月に発掘した下原地点において貞観16年3月の開聞岳の噴
火に見舞われた人々の災害復旧に向けた行動が顕著に見られた事例が
みられた。下原地点は地中レーダー探査により-90cm ほどのところで
水田の畦と考えられる地下構造がでている。2012年には2005年に調
査した下原地点で、レーダー探査で現れていた太い「畦」の確認を試み、
その結果畦の上の火山灰を除去した行為が見られたが、これは、水田の
復旧と言うよりは土地の区画の目印となる畦を明らかにしておくため
のものであった。一方、2008年と9年に発掘した中敷領地点における
建物跡の周りでは、下原地点の畦の復旧途中で降り出した火山灰も含め
て掘り返されている。この建物跡からは須恵器の皿の転用硯、墨書土器
が出土しており、建物の使用者がやや特殊な地位にあることを予想させ
る。生産の場に合った地境の目印の畦が埋もれてしまうほどの降灰が収
まったあとでもこの建物の周辺の復旧作業は行われたのだろう。 

    

 

鷹野 光行 
TAKANO Mitsuyuki 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授 
文学修士 (1974 東京大学) 
考古学, 博物館学 
takano.mitsuyuki@ocha.ac.jp 
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大学では高校までにはなかったさまざまの分野の研究/教育がおこなわれます。また学芸員をはじめとして各種の資格/免許が大学の学修によって得
られます。新しい分野に好奇心を持って、チャレンジしていって欲しい。
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 世代性 
 親子関係 
 葛藤処理方略 
 比較文化研究 
 トランザクション 

generativity 

parent-child relationship 

conflict management strategy 

cross-cultural comparative study 

transaction 

�    � 
��� 
論文：高濱裕子・渡辺利子著『日本の幼児の自己主張はなぜ洗練されないのか:2歳,2歳半,3歳時点の自己主張の変化と親の認知』 2012年3月 
お茶の水女子大学人文科学研究 第8巻,2-13 
 
 
学会発表：高濱裕子・渡辺利子「日本の幼児の自己主張はなぜ洗練されないのか: 2歳, 2歳半, 3歳時点の自己主張の変化と親の認知」2012年3月 
日本発達心理学会第23回大会名古屋国際会議場 
 
 
学会発表：江村綾野・高濱裕子「母親のポジティブ感情とネガティブ感情の日内変動」2012年3月 日本発達心理学会第23回大会 名古屋国際会
議場 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
「葛藤処理方略の文化差の発生過程についての比較文化的研究」(科学
研究費補助金B:連携研究者) 
第一次反抗期以降、家庭での社会化や就学前施設(保育所・幼稚園)およ
び小学校での文化化の結果として出現すると予想さ れる処理方略の文
化差を検討した。発達過程に焦点化した比較文化的研究は、おそらく本
研究が世界で初めてのものである。2 010 年度は、2008 年度および
2009年度に収集した縦断データの分析をおこなった。対象者は、日本、
中国および韓国における4 歳児のコホートと6歳児のコホートそれぞ
れ50名であった。内容は、家庭訪問による親への面接、親子課題、子
ども課題であ った。年齢差や文化差が析出されており、それらを統一
的に説明する理論枠組みを引き続き検討した。 
「歩行開始期・思春期の子どもとその親及び祖父母の世代性についての
研究」(科学研究費補助金C:研究代表者) 三世代(祖父母、父母、子ども)
を射程に入れた世代継承性についての研究を始めた。世代継承性はエリ
クソンによる概念で あり、養護性や養育性とも密接に関連するが、実
子の有無を超えた文化・芸術などの継承をも含めて検討したい。先行研
究を 概観すると、二世代をカバーする研究はかなりおこなわれている
が、三世代はあまり検討されていない。血縁距離や居住距離 と、社会
資源の授受、資源の流れを検討することによって、現代の日本で展開さ
れている三世代の交流の実情を明らかにしたい。 

The purpose of this study is to investigate a difference in the nature of 
generativity between parents and grandparents. 

 

高濱 裕子 
TAKAHAMA Yuko 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授 
博士 (人文科学) (2000 お茶の水女子大学) /Ph.D 
発達心理学, 保育学 
    
takahama.yuko@ocha.ac.jp 

-198-



�    � ��� / Educational Pursuits 
学部では6科目(前期5科目、後期1科目)、他に卒論ゼミを通年で担当
した。人間の発達は一方向的な影響により生じるのでは なく、双方向
的に、しかも時間経過の中でとらえる必要があることを繰り返し取りあ
げた。また個々人に焦点を当てた発達に 加えて、関係の中での発達を
とらえることについても意図的に取りあげた。 
大学院では、2科目(前期1科目、後期1科目)を担当した。学際的なコ
ースの特徴を反映して、必ずしも心理学の基礎知識をも たない院生も
いるので、発達に関する基礎的な理論(愛着理論、心理社会的危機、家
族システム理論など)をレクチャーし、 その後にジャーナル論文や氏
家・高濱編著の『親子関係の生涯発達心理学』をテキストにして演習を
加味した講義を行った。 

My targets are grasping development in relationship,and considering 
development in time progress. 

 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

葛藤処理方略の文化差の発生過程についての研究成果は、新しい幼児教育や家庭教育プログラムの策定に活かしたい。また、3 世代の世代性に関す
る研究は、現代の親、子ども、祖父母関係の実情を明らかにし、実証データを提供する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
現代社会におけるさまざまな課題を、生涯発達心理学的な視点をもちながら検討しています。 
親や保育者などの成人発達のメカニズムには、まだよくわからないことがあります。家庭や幼稚園・保育所などのフィールド に関与しつつ、対象を
長期的に追跡するアプローチを採用しながら解明したいと思っています。 
親子関係を検討する時に、2世代ではなく3世代の関係から、つまり世代性という概念を導入して検討しようと考えています。データの収集などに
難しさがありますが、より実態に迫るためには相応の努力をしようと思います。 
また、私たちはいかなる道筋をたどって日本人になってゆくのかという疑問を解明するために、日本、韓国、中国そしてアメリカとの比較文化研究
に取り組んでいます。社会・経済的変化が、親になるプロセスや家庭の養育機能にどのような影響を与 えているのかを、東アジア諸国との比較によ
って明らかにしたいと思います。
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 小説 
 表象 
 イデオロギー 
 言語 
 教育 

novel 

representation 

ideology 

language 

education 

�    � 
��� 
田中琢三「ブールジェ『弟子』と19世紀末「問題小説」における師弟関係」, 『お茶の水女子大学人文科学研究』, 第9巻, お茶の水女子大学, 2013
年3月, pp. 37-46. 
 
 
田村毅他編『フランス文化事典』, 丸善出版, 2012年. 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

1. 19世紀末から20世紀初頭のフランス小説における政治的イデオロ
ギーの表象 
2. 戦時下の日本におけるフランス文学、特にポール・ブールジェ（1852
－1935）の受容 
3. 比較文学・比較文化研究の成果を取り入れた新しいリベラルアーツ
教育の開発 

1.Representation of ideology in French novels 
2. Reception of Paul Bourget in wartime Japan 
3. Educational method of liberal arts 

 

田中 琢三 
TANAKA Takuzo 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
助教 
文学修士 / MA (1998 東京大学), 文学博士 / Ph.D （2005 パリ第4大学) 
フランス文学, 比較文学, フランス語教育 
http://tanakatakuzo.com/index.html 
tanaka.takuzo@ocha.ac.jp 
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(学部)  
1. 中級程度のフランス語の読解、聞き取りの教授 
2. 演習形式でフランス語の小説を購読 
3. ヨーロッパ文化に関する講義 
4. 卒論指導 
(大学院) 
1. 演習形式でフランス語の小説を購読 
2. 小説論に関する講義 

1.French education 
2.Lecture on European culture 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

1. フランス小説におけるイデオロギーの表象の問題を発展させ、近代のフランスにおける文学と政治の相互的影響関係を検討する。 
2. 人魚をテーマにした世界各国の文学作品の比較研究を、各国の文学の専門家と共同して行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
大学は思考力、判断力、そして何よりも主体的な生き方を身につける場所です。できるだけ多くのことを学んで、多角的な視野を養いましょう。
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 機能性分子 
 超分子 
 芳香族アミド 
 創薬 
 核内受容体 

Functional Molecule 

Supramolecule 

Aromatic Amides 

Drug Discovery 

Nuclear Receptor 
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Kudo, M.; Katagiri, K.; Azumaya, I.; Kagechika, H.；Tanatani, A. Synthesis and Helical Properties of Aromatic Multilayered Oligoureas. 
Tetrahedron (Special Issue: Chemistry of Foldamers) 2012, 68, 4455-4463. 
 
 
Fujimoto, N.; Matsumura, M.; Azumaya, I.; Nishiyama, S.; Masu, H.; Kagechika, H.; Tanatani, A. Molecular Chirality and Chiral Capsule-type 
Dimer Formation of Cyclic Trimiades with Hydrogen-Bonding Interactions. Chem. Comm. 2012, 48(40), 4809-4811. 
 
 
Okamoto, I.; Takahashi, Y.; Masu, H.; Sawamura, M.; Nishino, M.; Kohama, Y.; Morita, N.; Katagiri, K.; Tamura, O.; Azumaya, I.; Kagechika, 
H.; Matsumura, M.; Tanatani, A. Redox-Responsive Conformational Alteration of Aromatic Amides Bearing N-Quinonyl System. Tetrahedron 
2012, 68, 5346-5355. 
 
 
Matsumura, M.; Tanatani, A.; Azumaya, I.; Masu, H.; Hashizume, D.; Kagechika, H.; Muranaka, A.; Uchiyama, M. Unusual Conformational 
Preference of an Aromatic Secondary Urea: Solvent-dependent Open-Closed Conformational Switching of N,N’-Bis(porphyrinyl)urea. Chem. 
Comm. 2013, 49(23), 2290-2292. 
 
 
Wongmayura, A.; Fujii, S.; Ito, S.; Kano, A.; Taoda, Y.; Kawachi, E.; Kagechika, H.;Tanatani, A. Novel Vitamin D Receptor Ligands Bearing A 
Spherical Hydrophobic Core Structure - ;Comparison of Bicyclic Hydrocarbon Derivatives with Boron Cluster Derivatives - ;. Bioorg. Med. 
Chem. Lett. 2012, 22, 1756-1760. 
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本研究室では、分子やその集合体の立体特性や動的制御に基づいた機能
性分子の創製を行っている。有機化学を基盤に、材料科学や医薬化学へ
の展開をはかっており、主な研究内容は以下の2項目からなる。 
1．アミド結合の立体特性を活かした機能性芳香族分子構築：芳香族N-
メチル化アミド類がシス型を優先するという立体特性をもとに、芳香族
多層構造やらせん構造、環状構造を構築し、その機能を解析している。
また、外的刺激に応じて立体構造を変化させる分子スイッチの創製へと
展開している。 
2．核内受容体を分子標的とした医薬化学研究：核内受容体は脂溶性ホ
ルモンや活性型ビタミンの機能を担う生体内分子で、がんや生活習慣病
などの難治性疾患の治療薬開発の重要な分子標的である。アンドロゲン、
プロゲステロンなどのホルモン受容体、ビタミン D 受容体を分子標的
として、その機能を特異的に制御する新規化合物を創製している。 

Novel unique molecules in the field of materials sciences and medicinal 
chemistry are developed. Based on our finding about the conformational 
properties of aromatic amides and related functional groups, we develop 
aromatic molecules with unique three-dimensional structure and dynamic 
behaviors, such as aromatic multi-layered and helical molecules. Further, the 
molecules whose conformation is changed by the environmental stimuli are 
designed, and synthesized. In the field medicinal chemistry, we develop the 
novel specific ligands for nuclear receptors, such as androgen, progesterone, 
and vitamin D receptors, and elucidate their biological functions. 

 

棚谷 綾 
TANATANI Aya 
人間文化創成科学研究科 先端融合系 
准教授 
博士 (薬学) / Ph.D 
超分子化学, 創薬化学, 構造有機化学 
http://www.sci.ocha.ac.jp/chemHP/labos/tanataniHP/index.html 
tanatani.aya@ocha.ac.jp 
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学部： 
「基本化学実験」 
 
大学院 
「反応化学特論」 
「超分子化学演習」 

    

 
 
�    � ���� 

分子やその集合体の三次元構造とその動的挙動は、その物性や機能を発揮する上で重要な要素の一つであり、機能性分子の設計には立体構造や動的
挙動の制御が必須である。本研究では、芳香族アミドのユニークな立体特性の発見を元に、その特性をいかした機能性芳香族分子の構築を行ってい
る。芳香族多層構造やらせん構造、環状構造といった立体構造の構築と動的挙動の制御、ならびに、環境応答型分子スイッチなどの開発を中心に、
新たな機能性分子の創製へと展開している。一方、核内受容体を分子標的とした医薬化学研究では、新規骨格を持つアンドロゲン、プロゲステロン
受容体アンタゴニスト、ビタミンD誘導体を創製しており、その生理活性を明らかとし、医薬への応用展開を図っている。 
 
 
�    � ���	� 
   

-203-



  
 

氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 文化人類学 
 社会人類学 
 歴史人類学 
 オセアニア研究 
 ジェンダー / セクシュアリティ研究 

cultural anthropology 

social anthropology 

historical anthropology 

Oceania 

gender/sexuality studies 
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棚橋 訓, 「千年王国運動」, 国立民族学博物館編『世界民族百科事典』, 丸善, 近刊 
 
 
棚橋 訓, 「移民経済」, 国立民族学博物館編『世界民族百科事典』, 丸善, 近刊 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
2012年度は科学研究費補助金の研究分担者として「サンゴ礁 -人間共
生系の景観史」(新学術領域研究（研究領域提案型）の研究分担者とし
てマーシャル諸島および八重山諸島石垣島の景観形成に関する調査研
究を実施した。また、東京外国語大学アジアアフリカ言語文化研究所、
国立民族学博物館の共同研究員として2件の共同研究に携わった。 

During the academic year of 2012, I conducted researches on landscape 
histories of Marshall Islands and Ishigaki of Yaeyama Islands with MEXT 
grant-in-aid for Scientific Research. I also conducted joint research on 
methodology of area studies at Tokyo University of Foreign Studies Research 
Institute for Languages and Cultures of Asia and Africa. 

 

棚橋 訓 
TANAHASHI Satoshi 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授  
文学修士 (1984 慶應義塾大学), 博士 (社会人類学)（2002 東京都立大学） / Ph.D 
文化人類学, 社会人類学, 歴史人類学, オセアニア地域研究, ジェンダー・セクシュアリティ研究 
    
tanahashi.satoshi@ocha.ac.jp 
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学部において「文化人類学(基礎講義)」「生命と環境 LA 科目」「人間と
発達」「教育科学研究指導 1・2」「文化人類学概論」「文化人類学演習」
等の授業を、大学院において「ジェンダー文化論」「ジェンダー文化論
演習」「開発・ジェンダー論特論」「比較文化ジェンダー論演習」等の授
業と研究論文指導を実施した。 
また、放送大学客員教授、慶應義塾大学・聖心女子大学・成城大学等の
非常勤講師として文化人類学分野の教育と研究指導を実施した。 

For the academic year of 2012, I gave the lectures, seminars, directed-reading 
courses for both undergraduate and graduate programs at Ochanomizu 
University. List of the courses I offered were as follows: Cultural Anthropology, 
Culture and Environment, Introduction to Cultural Anthropology, Seminar in 
Cultural Anthropology, Gender and Culture, Seminar in Culture and Gender, 
and Seminar in Comparative Studies of Gender. 
I also gave lectures in undergraduate programs of cultural anthropology at 
Keio University, University of the Sacred Hearts, Seijo University, and Open 
University of Japan. 

 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

2007年度から、サンゴ礁学、自然地理学、地形学、考古学、形質人類学、海洋生態学、海洋工学、リモートセンシングの各分野の研究者との共同に
よるオセアニア環礁の地球温暖化適応策の総合的研究を開始した。2008 年度から文部科学書科研費（新学術領域研究）「サンゴ礁学」にも参画して
当該分野での次世代の育成にも取り組んでいる。今後も、文化人類学の立場から、オセアニア島嶼諸国や国内小島嶼域の環境変動対策と国土保全・
景観分析の分野での実戦的な適応策をめぐる政策提言を視野に入れた、地球貢献型の研究を一層推進していく計画である。また、ジェンダー・セク
シュアリティ研究においては、公衆衛生学、疫学、社会学の各専門分野の研究者たちとの連携を視野に入れた総合的な研究枠組の検討を行い、文化
人類学の新たな実戦的貢献の可能性を切り拓きたいと考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
私は文化人類学の視点と方法から現代世界の様々な問題群を実証的に分析・理解して、その成果を現代社会に還元することを目指して研究を続けて
います。フィールドワーク（現地での実態調査）によって人間の多様性をこまやかに捉えつつ、その背後にある普遍的課題に目を向けていくのが文
化人類学という分野の特徴です。文化人類学では「多様性に向き合う眼」と世界をつなぐ「外向と共生の思考」を核に、研究を進めていきます。多
くの受験生のかたがたにとって、文化人類学は、あまり耳にしたことのない未知の分野だと思いますが、お茶大に入学の際には、是非ともこの未知
の分野に積極的に分け入り、現代世界を見る新たな眼（芽）を手に入れて頂きたいと思います。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 川端康成 
 越境の文学 
 出版文化 
     
     

Kawabata Yasunari 

transnational literature 

publication culture 

  

  

�    � 
��� 
「永遠の旅の途上 多和田文学におけるドイツ」, 神田由美子・高橋龍夫編『渡航する作家たち』, 翰林書房, 2012年4月, 173-182頁 
 
 
「多和田葉子年譜・著書目録」, 多和田葉子『飛魂』, 講談社文芸文庫, 250-261, 263-265頁 
 
 
「書評 ユディット・ブラントナー『Japanレポート3･11』, 『名古屋市立大学人間文化研究所年報』, 8号, 79頁 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
・科研費「多和田葉子の文学におけるドラマツルギーの研究」において、
「雪の練習生」、並びに「旅をする裸の眼」の演劇化、多和田自身のパ
フォーマンスに関する調査を実施した。 
・国際日本文化研究センター共同研究「日本文化形成と戦争の記憶」（研
究代表者：セオドア・クック）に参加して、「大庭みな子の文学におけ
る戦争の記憶」をテーマに報告した。 

    

 

谷口 幸代 
TANIGUCHI Sachiyo 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
准教授 
博士 (人文科学) 
近代日本文学 
http://www.li.ocha.ac.jp/llc/jpn/index.html 
taniguchi.sachiyo@ocha.ac.jp 
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�    � ���� 

・多和田葉子の文学の演劇化と原作との関係について継続調査する。 
・作家の原稿料・印税に関するデータ整理を進めるとともに、そこから見た文筆家の経済的自立や文学者意識について研究を進める。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
近代の文学作品を精読し、テクストを織りなす言葉のたくらみを読み解きながら、文学を読むという行為の現代的な意味を皆さんと一緒に考えてい
きたい。言葉をめぐる創造的で刺激的な体験を共有できればうれしい。
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所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 卵成熟 
 アポトーシス 
 減数分裂 
     
     

oocyte maturation 

apoptosis 

meiosis 

  

  

�    � 
��� 
堀田のぞみ，千葉和義 論文題目：小学校教員養成課程における動物教材の扱いに関する基礎的研究 「生物教育」52巻4号152-164. 2012年5月 
 
 
堀田のぞみ，千葉和義 「デリバリー実験教室」方式による科学教育連携プログラム 初等理科教育, 7月号・22-25, 2012 
 
 
特願2012-166849 (2012年7月27日) 「反応方法および反応装置」 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
卵と精子の形成では、減数分裂が起り、染色体数は半減する。一方、受
精に引き続く精子核と卵核の合体によって、染色体数はもとにもどる。
従って減数分裂と受精は、生物学的な意味において、独立した別々の事
象である。しかしほとんどの動物において、受精は卵減数分裂の途中で
成立する。そのタイミングは種によって厳密に制御されており、減数分
裂が適切な段階まで進行しなければ受精は正常に起らないし、受精しな
ければ卵減数分裂が完了しないことが知られている。本研究では、減数
分裂と受精がどのように干渉しあい、生命の連続性を成り立たしている
のかを明らかにすることを目標とする。具体的にはヒトデ、マウス等を
研究対象として、1）どのように減数分裂が休止して受精を待つのか、2）
未受精卵がアポトーシスで死んでしまうのはどのような機構によるの
か、について研究を進めている。 

The number of chromosomes decreases during meiotic division, and it 
increases upon fertilization. Thus, meiosis and fertilization seem to be 
biologically independent and different events. However, in many animals, 
fertilization occurs during meiotic division of oocytes. The timing of 
fertilization is definitely restricted; fertilization does not occur until meiosis 
proceeds to an appropriate stage and meiosis reinitiation is induced by 
fertilization. I am interested in the fact that meiosis and fertilization proceed 
interactively, and would like to find molecular mechanisms of the interaction 
using starfish and mouse oocytes. 

 

千葉 和義 
CHIBA Kazuyoshi 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授  
理学博士 (1990 東京工業大学) 
発生生物学, 細胞生物学, 理科教育 / Developmental biology, cell biology, and science education 
http://bios.cc.ocha.ac.jp/lab/chiba/index.html 
chiba.kazuyoshi@ocha.ac.jp 
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-学部- 
発生生物学：卵と精子の形成から受精を経て、細胞分裂が始まり、発生・
分化が進行していく各過程を取り上げて、それらの分子メカニズムにつ
いて解説する。 
内分泌学：個体や細胞は、外部環境からどのようなシグナルを受け取り、
どのような機構で対応するのかについて、研究の経緯やトピックスを交
えながら、解説する。 
発生生物学実習：ヒトデ、カエル、ニワトリ等を用いて減数分裂と受精、
そして発生を観察する。また、減数分裂や受精を制御している生理活性
物質を単離して、その働きについて探究的な実験を行う。 
海洋環境学ダイビング実習：ダイビング技術、水中観察・記録技術の習
得とダイビングライセンスの取得を行い、海洋生物の観察を行う。科学
コミュニケーションや教員養成（理科教育論）に関しても担当している。 

Developmental Biology: The molecular mechanisms of fertilization, cleavage, 
cell division, and organogenesis are covered in this class. Endocrinology: It 
will be discussed how extracellular signals such as hormones affect whole 
body and cells. Also, the current important issues will be covered in this class. 
Laboratory course of developmental biology: Using eggs or oocytes from 
starfish and frog, meiosis reinitiation, fertilization and cell division are 
observed. Molecular Developmental Biology: Graduate level lecture and 
literature discussion in this class covers the molecular mechanisms of 
development. Other Classes: Scuba Diving course, Science education for 
science communicator. 

 
 
 
 
�    � ���� 

減数分裂中期休止機構と、未受精卵におけるアポトーシス機構を解明し、初期発生を分子レベルで理解したい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
大学で授業を受けてみれば、いままでにない新しい世界が広がっていることが感じられると思います。その世界は、あなた自らが歩み出すことで、
より深く遠くまで、見えてくるものです。また研究とは、これまで誰も手にしたことがない、全く新しい価値の創造であり、興奮と感動に満ちた自
己実現を伴います。あなたが来るのを楽しみにしています。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 素粒子標準模型 
 超対称性理論 
 余剰次元模型 
 ゲージ階層性問題 
 コライダー現象論 

Standard Model of particle physics 

Supersymmetric theory 

Extra dimension model 

Gauge hierarchy problem 

Collider phenomenology 

�    � 
��� 
M. Arai, G.-C. Cho, K. Smolek and K. Yoneyama, "LHC sensitivity to Kalzua-Klein gluon in two b-jets decay channel,'' Phys. Rev. D87, 016010 
(2013) 
 
 
M. Arai, G.-C. Cho, K. Smolek and K. Yoneyama, "Sensitivity of the LHC to Kaluza-Klein gluon in two b-jets decay channel,'' EPJ Web Conf. 49, 
18001 (2013) [arXiv:1301.7258 [hep-ph]]. 
 
 
Y. Ohno and G.-C. Cho, "Production and decay of a heavy radion in Rundall-Sundrum model at the LHC,'' EPJ Web Conf.49, 18003 (2013) 
[arXiv:1301.7514 [hep-ph]]. 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
陽子・陽子衝突型実験施設LHCでの、標準模型を超える素粒子模型の
現象論的帰結を調べた。特に湾曲した余剰次元を持つ模型において予言
されるラディオンと呼ばれるスカラー粒子、強い相互作用のゲージボソ
ンであるグルーオンのカルーツァ・クライン励起状態であるKKグルー
オンの生成・崩壊過程に関する研究を行なった。 

Phenomenology of new particles predicted in a warped extra dimension 
model is studied. Especially we focused on a radion which plays a role to 
stabilize two 3-branes and Kaluza-Klein excitation of a gluon, a gauge boson of 
the strond interaction. 

 

曺 基哲 
CHO Gi-Chol 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
博士 (理学) (1996 東海大学) 
素粒子物理学 (特に高エネルギー素粒子散乱過程における現象論) 
http://sofia.phys.ocha.ac.jp/sugamotolab/ (研究室), http://www.phys.ocha.ac.jp/cho/ (個人) 
cho.gichol@ocha.ac.jp 
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    I supervised four Ph.D students (1 in Germany (Bergishe Wuppertal University, 

1 in Institute for solid state physics, University of Tokyo), four Master course 
students. Their main subjects are Supersymmetric theory, Extra dimensional 
model and Grand unified theory etc. 

 
 
 
 
�    � ���� 

LHC実験では、これまで有効であった素粒子標準模型を超える新たな素粒子模型による現象の発見が期待されている。今年度行なった余剰次元模型
はその有力な候補の一つであるが、今後はモンテカルロ・シミュレーションを用いた、より実際の素粒子衝突実験に近い状況の下での現象論的予言
を調べていく予定である。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
素粒子物理学はビッグバン直後、10のマイナス10乗秒程度の宇宙を支配していた物体（素粒子）を調べ、どのように現在の宇宙が構成されたのか
を明らかにします。興味と情熱を持って共に取り組もうという学生を歓迎します。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 リーマン部分多様体 
 擬リーマン幾何学 
 四元数微分幾何学 
 等質空間 
 曲率テンソル 

Riemannian submanifolds 

pseudo-Riemannian geometry 

quaternionic differential geometry 

homogeneous spaces 

curvature tensors 

�    � 
��� 
A remark on complex Lagrangian cones in H^n, (with N. Ejiri), Proc. of the 2nd International Colloquium on Differential Geometry and related 
fields, Veliko Tarnovo, Bulgaria 6-10 September 2010, (2011) 151--157. 
 
 
Conformally flat homogeneous Lorentzian manifolds,(with K.Honda )Springer Proceedings in Mathematics and Statistics, 26 巻 (2013), 
295-314. 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

(1) 共形平坦等質ローレンツ多様体の構成及び分類：リッチ作用素の形
に着目し、共形平坦等質ローレンツ多様体の構造を調べ、そのようなも
のの構成及び分類問題に取り組んだ。リッチ作用素の型の多くの場合に、
構成分類問題を解決することができた。以上の結果をスペインで開催さ
れたローレンツ幾何学に関する国際研究集会で発表した。その内容は同
研究集会のProceedingsに発表された。 
(2) 四元数多様体特に四元数射影空間の全複素部分多様体に関する基礎
理論を構築した。Ferusらによる四元数正則曲面の理論の高次元化を目
指している。 

(1) The construction and the classification of the conformally flat 
homogeneous Lorentzian manifolds: we investigate the structure of the 
conformally flat homogeneous Lorentzian manifolds according to the form of 
the Ricci operators and study the construction and the classification of such 
manifolds. For almost all types of the Ricci operators, we have solved the 
construction and the classification problem. I talked our results in the VI 
International Meeting on Lorentzian Geometry, Granada(Spain) . The paper 
was published in the Proceedings. 
(2) I made the fundamental theory on the totally complex submanifolds in a 
quaternionic manifold , in particular , in a quaternion projective space. I study 
the higher-dimensional version of the theory on surfaces of a 
four-dimensional sphere from the view point of quaternionic holomorophic 
geometry by Ferus et al 

 

塚田 和美 
TSUKADA Kazumi 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授  
理学博士 (1983 東京都立大学) 
微分幾何学 
    
tsukada.kazumi@ocha.ac.jp 
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線形代数学 I 及びその演習(数学科 1 年生向け)「行列と行列式の理論」
「連立一次方程式の解法」等について解説と問題演習。 
位相空間論及びその演習(数学科2年生向け) 距離空間、位相空間に関
する基礎的事項の解説と問題演習。 
多様体構造特論：大学院生向け。「アインシュタインの相対論」を微分
幾何学の立場から論じ、あわせて（擬）リーマン多様体の基礎的事項の
解説を行った。 
数学講究（数学科4年生）：ユークリッド空間内の曲面論を中心とした
微分幾何学及びLie 群の基礎理論の学習の指導。 
数学講究（数学コース修士1年生）：リーマン幾何学に関する学習の指
導。 

    

 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

取り組みたいと考えている課題は、次の2つである。 
(1) 四元数ケーラー多様体の全複素部分多様体論の発展： 
四元数微分幾何学と複素微分幾何学が相互作用する興味深い幾何学が展開されることが期待される。当面の課題として、Ferus らによる四元数正則
曲面の理論の高次元化を目指す。 
(2) 擬リーマン幾何学における対称性と等質性： 
1．擬ユークリッド空間の対称部分多様体の構成と分類 
2. 擬リーマン多様体に対し、Singerの無限小等質空間の理論を整備すること。即ち擬リーマン多様体における等質性を曲率テンソルの観点から明ら
かにすること。曲率テンソルは、扱いが難しく幾何学的意味を理解するのも困難である。上記の課題を追求する中で、曲率テンソルのより深い理解
に貢献できればと考えている。 
3．上記2の理論を、等質擬リーマン多様体に関わる様々な問題に応用すること。例えば、共形平坦等質擬リーマン多様体、自然簡約等質擬リーマン
多様体、等質四元数ケーラー多様体などの構成、分類問題を研究する。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
インゲンマメのつる、閉じた枠に張られる石けん膜、シャボン玉から宇宙までいろいろな「形」を主題に数学も挑むことができます。様々な問題に
様々なアプローチ、そして応用。興味をもったら、始めて下さい。応援します。
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専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 非平衡統計力学 
 非平衡統計力学 
 相関関数の多重積分表示 
 結び目 
 イラスト状態 

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
1次元ボース気体における局所的な多体状態の厳密な緩和ダイナミクス J. Sato, R. Kanamoto, E. Kaminishi, and T. Deguchi, Exact Relaxation 
Dynamics of a Localized Many-Body State in the 1D Bose Gas, Phys. Rev. Lett. Vol. 108, 110401 (2012). 
 
 
可解高次スピン量子XXZ鎖の形状因子の還元公式 T. Deguchi, Reduction formula of form factors for the integrable spin-s XXZ chains and 
application to correlation functions, JSTAT (2012) P04001 
 
 
互いに絡み合った環状鎖が連なった開放鎖および環状鎖のダイナミクスにおける普遍な比 N. Kanaeda and T. Deguchi, Universal ratios in the 
dynamics of open and closed chains of linked ring polymers in solution via Brownian dynamics, Prog. Theor. Phys. Supplement Vol. 191 
(2011) 146--155. 
 
 
理想環状鎖に対する絡み合い確率の頂点数依存性 N. Hirayama, K. Tsurusaki and T. Deguchi, General polygonal length dependence of the 
linking probability for ideal random polygons, Prog. Theor. Phys. Supplement Vol. 191 (2011) 154--164. 
 
 
「可積分高次スピンXXZ鎖とアファイン量子群」における間違いの訂正 T. Deguchi and C. Matsui, Erratum to "Form factors of integrable 
higher-spin XXZ chains and the affine quantum-group symmetry" [Nucl. Phys. B 814 (2009) 405--438], Nuclear Physics, Section B 851 (2011) 
pp. 238-243, 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
δ 関数型相互作用ボース気体の孤立局在波解の特徴づけ: 斥力のデル
タ関数型相互作用をもつ1次元ボース気体において、ホール励起を重ね
合わせると、密度プロファイルは空間的に一様でなく、密度の値が急激
に減少する局在領域をもつ量子状態が導かれることが、本研究の前段階
の共同研究の中で明らかにされた。その密度プロファイルはあたかもダ
ークソリトン解の振幅のような形状であった。この発見を定式化し、一
般化を試みた。形状因子公式を用いて上記の局在量子状態の密度プロフ
ァイルを求めたところ、1ソリトン解の振幅のプロファイルとほぼ完全
に一致した。ただし、ソリトン解は周期的境界条件のため楕円関数解で
ある。また、ホール解を重ね合わせて導かれるN粒子の量子状態とN-1
粒子の量子状態の二つを考え、その間の場の演算子の行列要素を計算す
ると、振幅と位相が両方とも、1ソリトン解のものと非常に良く一致す
ることが見出された。これらの結果は論文として投稿されている
（arXiv:1204.3960）。 再帰時間の数値評価と解析的評価: 可積分量子
多体系の再帰時間の数値的評価を試みた。1 次元δ関数型相互作用ボ
ース粒子系において、そのベーテ仮設方程式の数値解を求め、励起エネ
ルギー固有値を数値的に求め、そして、振動数を調べることにより再帰
時間を評価した。この値を量子系の時間発展の結果と比較し、再帰時間
の推測値の妥当性を判定する。実は古典力学系ではM. Kac(1943) によ
り、速度の時間相関関数を用いて再帰時間が解析的に評価されている。
また、古典力学におけるポアンカレの再帰定理の量子化に相当する、量
子再帰定理とも比較した。arXiv:1305.3412 [cond-mat.quantum-gas] 

Study of isolated localized quantum states for the one-dimensional Bose gas 
with repulsive delta-function interactions [R] J. Sato, R. Kanamoto, E. 
Kaminishi, and T. Deguchi, Quantum dark solitons in the 1D Bose Gas and 
the superfluid velocity, arXiv:1204.3960 [cond-mat.quantum-gas].  
Recurrence time in the quantum dynamics of the 1D Bose gas We evaluate 
the recurrence time of a particular qunatum state consisting of the sum of 
one-hole excied states for the one-dimensional Bose gas with repulsive 
delta-function interactions. We evaluae it by solving the Bethe ansatz 
equations numerically, and obtain the excited energis asscoiate with the 
one-hole excited states. [R] E. Kaminishi, J. Sato, and T. Deguchi, 
arXiv:1305.3412 [cond-mat.quantum-gas]. 

 

出口 哲生 
DEGUCHI Tetsuo 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授  
博士 (理学) (1992 東京大学) 
数理物理学, 物性基礎論, 統計物理学 
    
deguchi@phys.ocha.ac.jp 
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卒業研究担当の4年生は一人であったので、前半は、非線形力学系や非
線形波動に関する教科書を勉強して内容をまとめるという活動を行っ
た。後半からは、この学生はバイオリンの物理に興味があったので、楽
器の物理学の基礎を勉強し、力学系の知識を応用して、弓を引くとバイ
オリンが定常的に振動するメカニズムを研究した。ひとつのモデルを提
案し、マセマチカで数値シミュレーションを行った。研究結果を卒研発
表会で発表した。 

In academic year 2012, there is only one student who does research activity 
as a fourth year student in Deguchi laboratory. In the summer semester, she 
learned some basic knowledge in linear and then nonlinear dyanmical 
systems. In the winter semester, she learned fundamentals in the physics of 
musical instruments, and then studied a slip-stick mechanism of the viloin to 
vibrate through friction under the motion of the bow. 

 
 
�    � ���� 

1次元冷却原子系におけるボース・アインシュタイン凝縮の理論と実験の対応 
様々なトポロジー構造を持つ高分子の統計物理学とダイナミクス 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
理論物理の研究を行うことは、決して難しいことではありません。実は研究は勉強と異なるのです。もちろん、これまでに人類が蓄積した様々な物
理学上の知識を相当量学ぶことは、これまた決して容易なことではありません。大学で物理学の基礎知識をじっくり学んで深く理解することはもち
ろん重要ですが、一方、研究というのは今までに知られていない事柄を見つけることが目的なので、極論すると多くの基礎知識がなくても出来るこ
となのです。もしも必要な知識を例えば指導教員に聞いて理解できるならば、研究の初期段階ではそれで済んでしまうこともあるのです。新発見を
した後で、何を自分が見つけてしまったのかを確認するのも、人生の楽しい経験の一つになるのではないでしょうか。 出口研究室では、数理物理と
高分子物理の2分野で、世界最先端のテーマを数多く研究しています。特に、外国の人と一緒に議論や研究をしてみたい人にはうってつけです。ぜ
ひ参加して一緒に研究を楽しみましょう。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 服飾 
 色彩 
 紋章 
 中世フランス 
 文様 

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
徳井淑子『涙と眼の文化史:中世ヨーロッパの標章と恋愛思想』東信堂 2012年8月. 
 
 
『十五のテーマで学ぶ中世ヨーロッパ史』堀越宏一・甚野尚志編, ミネルヴァ書房, 207-229頁, 2013年1月. 
 
 
『フランス文化事典』田村毅・塩川徹也・西本晃二・鈴木雅生篇, 丸善, 114-129頁, 2012年7月. 
 
 
Historical and Comparative Research on the Patterns of the Clothes, 2012 International Textiles and Costume Culture Congress (Keynote 
Speech), The Costume Culture Association/Ars Textrina & ITB, DukSung Women's University, Seoul, October 05-07,2012. 
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

1 涙文のドゥヴィーズを 16～17 世紀のペトラルキスムを視野に入れ
て、文様の変容とその意味の考察。 
2 紋章・文様の意想研究として、中世末期の「心」の文様の文学起源に
ついて考察。 
3 ヨーロッパ近代の服飾史および色彩文化史をジェンダーの視点で読
み直す作業。 
 

    

 

徳井 淑子 
TOKUI Yoshiko 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授 
博士 (2003 学術) 
西洋服飾, 文化史 
http://www.aesthe.ocha.ac.jp/profs/tokuiy.html 
tokui.yoshiko@ocha.ac.jp 
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服飾の歴史を通してヨーロッパの人々の生活感情を理解させる。それに
よって、私たちが意外にも西洋の歴史のなかで育まれ た感性を受け継
いでいること、またヨーロッパとの比較によって日本人には独自の感性
のあることに気が付くよう西洋服飾史 に関する講義・演習を行ってい
る。 具体的には、服飾史の調査にはどのような資料とアプローチがあ
るのか、調査の方法と資料の分析について解説しながら、 西洋服飾史
の基礎知識と服飾文化の厚みを理解させている。 上級生に対しては、
中世フランス服飾に関する論文の講読と、図像・文書資料の分析によっ
て、服飾史と周辺の文化史に関 する論文作成のための基礎演習を行い、
ヨーロッパ生活文化論に関する卒業論文へと繋げている。 

    

 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

中世の服飾文様について、特にドゥヴィーズと称された個人の信条や心情を語る紋章の表現に注目し、同時代文学の背景や 古代以来の思想的背景を
調査する。涙文と心臓の形象については、ここにヨーロッパの恋愛思想や中世医学、あるいは抒情詩 の伝統や宮廷祝祭など、多様な背景を見出すこ
とができる。その全体像を明らかにすることにより、ヨーロッパ文明の一つの 特徴を描き出すことができると考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
日ごろ何気なく使っている色や文様に深い歴史が隠されていることがあります。ファッションは着るひとの趣味や社会的立 場を表しているばかりで
はありません。それまでの歴史が育んできた美意識や感性など、実に多様なものを表現しています。 
それを解き明かす服飾史研究に多くの方が参加してほしいと思います。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 凝縮系物理学 
 協力現象と創発 
 磁性体物理学 
     
     

Condensed Matter Physics 

Cooperative Phenomena and Emergence 

Physics of Magnetic Materials 

  

  

�    � 
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ランダムフェリ磁性における一様磁化のrobustnessについて: 外舘良衛, 日本物理学会第６８回年次大会 
 
 
音響物性における過渡カオスの応用 II: 矢作沙織, 外舘良衛, 日本物理学会２０１２年秋季大会 
 
 
囲碁と自己組織的臨界性： 河上宰子, 外舘良衛, 日本物理学会２０１２年秋季大会 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
固体中で相互作用する多数の要素の、新しい秩序形態とマクロな応答の
発現機構の実現と解明。特に磁性体を舞台にした磁性（スピン自由度）、
構造、伝導特性が相互に関連している現象を、新たな視点から明らかに
する、また新しい観点である幾何学的自由度を用いて新たな機能を導き
出すこと主眼とする。 
また、非線形力学系、あるいは二次元帰還系における新奇な時空間パタ
ーン形成について、我々が独自に作成するリアルタイム可視化システム
を用いた実験的研究も行っている。 

We study the emergence of novel macroscopic responses from ensemble of 
interacting elements. Propeties of magnetic materials with coupled degrees of 
freedom and a variety of network systems are investigated. We also study 
chaos and pattern formation in the nonlinear dynamical systems with the use 
of a unique real-time visualization system. 

 

外舘 良衛 
TODATE Yoshiei 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
理学博士 (東北大学) 
凝縮系物理学 
    
todate@phys.ocha.ac.jp 
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2012年度実施した講義の内容 
［学部］（1）基礎エレクトロニクス：高度に発達した現代エレクトロニ
クスを物理学的観点から概観する。半導体デバイスの成り立ちから電磁
波利用技術、デジタルエレクトロニクスなど。（2）物理学実験：電気伝
導、電子回路、カオス・フラクタル、高温超電導の各テーマについて、
各種実験技術の習得と物理学における観測の重要性にふれつつ指導を
行っている。 
［大学院］（2）応用磁性物理学特論演習：物質の持つ対称性や協力現象、
非線形現象の観測と解析などについて学んでいる。 
［2012年度の修士論文・卒業研究］ 
・非線形システムにおける間欠的挙動の発生と制御（修士） 
・DSPを用いた非線形応答のリアルタイムシミュレーション（修士） 
・ビデオフィードバックにおける螺旋波の構造（学部） 
・都市構造の変遷とパーコレーション（学部） 
 

Summary of educational activities in 2012: Lectures for undergraduate 
course: (1) Elementary electronics. (2) Physics experiments (electrical 
conduction in metals and semiconductors, electric circuit, chaos and fractal, 
Superconduction). Lectures for graduate course: (1) Exercise in applied 
magnetism. Subjects of master and graduation theses in 2012: (1) Generation 
and control of intermittent behavior in nonlinear systems. (2) Realtime 
simulation of the nonlinear response with the use of DSP. (3) Structure of 
spiral waves in video-feedback. (4) Percolation and urban growth.

 
 
�    � ���� 

最近開始したテーマである非線形システムにおける時空間パターン形成の研究を発展させる。各種の系で自発的にあるいは創発現象として形成され
る特長的な幾何学的パターンの制御と新機能発現を目指す。また従来に引き続き“幾何学的自由度を結合させた反強磁性体”の研究も発展させる。普
遍性のある非常に重要な概念を含んでいるので、それを明確にするとともに現実の物質や現象への応用を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
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専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 舞台芸術論 
 パフォーマンス研究 
 アメリカ演劇 
 文化政策 
 比較演劇論 

Performing Arts Theory 

Performance Studies 

American Theatre 

Cultural Politics 

Comparative Drama 

�    � 
��� 
【論文】「テネシー・ウィリアムズと前衛演劇の親和性」『アメリカ文学』73号(日本アメリカ文学会東京支部), 18-26頁(2012/6) 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
2012年度より科学研究費補助金（基盤研究（C）） 
「合衆国の芸術文化政策・文化戦略とアメリカ舞台芸術実践のポリティ
クス」研究の初年度として、合衆国の芸術文化政策（全米芸術基金、ニ
ューヨーク州芸術カウンシル基金等）についての基礎調査を行った。ま
た、2011年度に行った劇作家テネシー・ウィリアムズに関する2回の
学会発表をまとめ、日本アメリカ文学会東京支部の会報に論文を発表し
た。 

Topics of research conducted and titles of conference papers are: 1．Cultural 
Politics of the US and the Practice of American Performing Arts 
[ Grants-in-Aid for Scientific Research, Japan Society for the Promotion of 
Science] 2. Tennessee Williams and the American Avant-garde Theatre (in 
American Literature [The Tokyo American Literature Society], vol.73, 
pp.18-26) 

 

戸谷 陽子 
TOTANI Yoko 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
准教授 
文学修士 (M.A. in English Literature) / M.F.A. in Theatre Arts (芸術学修士) 
舞台芸術論, パフォーマンス研究, アメリカ演劇, アメリカ文学,文化政策, 比較演劇 
    
totani.yoko@ocha.ac.jp 

-220-



�    � ��� / Educational Pursuits 
1．学部教育：全学部対象コア科目英語、英語圏言語文化入門、英語圏
言語文化コース学生対象の専門科目（米文学史、特別演習）を担当、パ
ワーポイントなどを使用して視聴覚教材を作成し、立体的な授業を心が
けている。このほか卒論指導として4名の学部学生の個人指導を担当。  
2．大学院教育：アメリカ演劇関連の科目（米文学演習）を担当、およ
び博士後期課程学生の個人指導。 
3．留学生受け入れ、派遣の選考および留学に関する相談を受けている。 

1. Intermediate English for freshmen and sophomores. 2 ． World 
Anglophone Literature for freshmen and sophomores. 3．English and 
American Literature Seminars for undergraduate English major students. 4．
Seminars for graduate students to study American theatre and its theory. In 
addition to teaching, the following contributions were made: 1. Supervising 
B.A. and M.A. theses. 2. Consulting and advising Ph.D candidates writing 
their dissertations. 3. Consulting and advising foreign students as well as 
students preparing to study abroad. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

2012 年度より科研費助成により「合衆国の芸術文化政策・文化戦略とアメリカ舞台芸術実践のポリティクス」と題する研究を 4 年間行う予定であ
る。2012年度は合衆国の芸術文化政策（全米芸術基金、ニューヨーク州芸術カウンシル基金等）についての基礎調査を行った。また、2011年度に
行った劇作家テネシー・ウィリアムズに関する2回の学会発表をまとめ、日本アメリカ文学会東京支部の会報に論文を発表した。一貫して戦後アメ
リカの文�ｻ政策とセクシュアリティの配備という観点から調査・研究を進めてきたが、今後はその延長線上に位置する諸問題を引き続き検討し、グ
ローバル化の進む表象文化空間における表象のポリティクスを舞台芸術を対象に行ってゆく予定。 共同研究の可能性としては、「文化芸術助成財
団・研究機関等と舞台芸術と文化政策の実践的共同研究」「各国演劇研究者等と舞台芸術の国際コラボレーションに関する実践的共同研究」といった、
実践および文化政策等社会的に還元しうる研究を目指したい。 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
今日IT化、グローバル化の時代にあって、知や情報を手にすることは容易に可能になりました。したがって、大学でそれ自体を学ぶことは、以前と
比べるとさして重要な価値ではなくなったといえるかもしれません。みなさんには、インターネットで検索して得られる知や情報ではなく、知の集
積する大学という空間で、それをいかに有効に活用するか、そしていかに発信するか、実際の技術的な訓練はもちろん、そのための深い思考力と想
像力を鍛錬してほしいと願っています。グローバル化の時代、さまざまな立場や価値観が拮抗する社会にあって、わたくしたちが知識や情報のみで
は解決できない複雑な問題に直面する時に、この思考力と想像力が、そしてそれを備えたみなさんのような人材が必要とされていると思うからです。
 
  

-221-



  
 

氏名 
 

所属 
職名 
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専門分野 
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E-mail 
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 男女共同参画 
 女性研究者支援 
 COSMOS 
 女性リーダーの育成 
 生涯学習 

Gender Equality 

Supporting Activities for Female Researchers 

COSMOS 

Women for Leadership 

Lifelong Study 

�    � 
��� 
お茶の水女子大学卒業生のライフコース報告書 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
リーダーシップ養成教育研究センターの業務のうち、COSMOS（雇用
環境整備と研究者支援）を担当。ライフイベントによる就業や研究の中
断・離職を0にするための職場環境（設備、制度）を整備し、子育てや
介護、看護などにより支援が必要な研究者を支援する取組を実施してい
る。これらの取組により、教員の男女比はほぼ1：1となり、これまで
ライフイベントにより研究を中断していた研究者の研究業績（論文や学
会発表数）が向上し、被支援者の精神的・肉体的疲労が軽減された。こ
れらの取組が評価され、内閣府（男女共同参画局仕事と生活の調和推進
室）が募集する「働き方を変えて、世界を変える（第1回）『カエルの
星』」に、本学リーダーシップ養成教育研究センターの取り組みが認定
された。（全国から6チーム） 

    

 

内藤 章江 
NAITO Akie 
リーダーシップ養成教育研究センター 
特任助教 
博士 (学術) 
色彩学, 被服心理学 
    
naito.akie@ocha.ac.jp 
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コミュニケーション力を磨くための「女性リーダーへの道（入門編）」
を担当。その中で着装・色の効果について理論的に講義し、「自分の見
た目」が発信しているメッセージを意識させる授業を展開している。 

    

 
 
 
 
 
�    � ���� 

2006年度～2008年度科学技術振興調整費による女性研究者支援モデル育成事業「女性研究者に適合した雇用環境モデルの構築」を受け継ぎ、学長
のリーダーシップのもと、確立したシステムを拡大・強化させ、教育研究機関における環境づくり（雇用環境の整備、研究者支援、情報支援、意識
啓発）を実施する。この取り組みにより、仕事（教育・研究）と家庭を両立できる「21世紀型ワーク・ライフ・バランス」を提案する。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
本学では子育て中、介護中、看護中、学位取得後にブランクのある女性などに対して研究や勉学を継続できるよう全学体制による支援を実施してい
ます。また、子育て中の学生においては、育児支援奨学金制度や学内保育所（いずみナーサリー）を利用することにより勉学・研究を継続できる環
境が整備されています。 
ライフイベントなどを理由に、勉学や研究の開始・継続をあきらめる必要はありません。本学の環境や支援を有効活用して、あなたの優れた才能と
限りない可能性を発揮してみませんか？
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 道徳性 
 道徳的感情 
 感謝感情 
 比較文化 
 道徳判断 

morality 

moral emotion 

gratitude 

culture 

moral judgement 

�    � 
��� 
内藤俊史(2012). 修養と道徳――感謝心の修養と道徳教育 人間形成と修養に関する総合的研究 野間教育研究所紀要 51集 529－577 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
感謝心、負債感、すまないという感情のもつ道徳的感情としての機能と
社会的適応について予備的な考察と調査を行った。そのほか、修養概念
に焦点を当て、修養における感謝心の位置についての論文を執筆した。
そのなかで、道徳教育、自己啓発書、修養書における感謝心の扱いの相
違について検討した。 

A primary study concerning relation between gratitude and well-being was 
conducted using university students as participants. 

 

内藤 俊史 
NAITO Takashi 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授 
博士 (教育学) (1998 慶応義塾大学) / Ph.D 
教育心理学, 比較文化心理学, 道徳教育 
    
naito.takashi@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部では、教育心理学に関連する講義、演習を担当し、大学院では、道
徳性に関する授業を担当した。学部の 
演習では、思いやりをテーマとしつつ、コメントの作り方に焦点を当て
た授業を実施した。 

I had classes in the undergraduate course and the graduate course: lectures 
on Educational Psychology, Introduction of Psychology with other faculties, 
and seminars on Educational Psychology. In the seminars, moral 
development,pro-social behaviors, and gratitude as a moral emotion were 
selectively focused as main themes. 

 
 
 
 
�    � ���� 

道徳的感情、なかでも感謝心について、その発達的様相を、アジア諸国との比較研究と観察や実験研究を組み合わせることにより明らかにする。 
感謝心に関する共同研究。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
心理学のテーマは、私たちの日常のなかにも多く見出すことができます。大学は、それをより確かな方法で探究する場です。心理学にはいろいろな
方法があります。問題意識を大切にしつつ、方法を学んでいく意欲を持ち続けることを期待しています。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 ポアンカレのセンター問題 
 複素解析的力学系 
 マグナス展開 
 常微分方程式 
     

Poincare Center Problem 

Holomorphic dynamics 

Magnus Expansion 

ODE 

    

�    � 
��� 
Seminartalk on Center problem in Weizman institute, Israel (March 5, 2013) Title of Talk: Relation of germs of diffeomorphisms of (C,0) and 
Geometry of path group. 
 
 
Seminartalk on Center problem in CIRM,Luminy FRANCE October 16, 2012) Title of Talk: Relation of germs of diffeomorphisms of (C,0) and 
Geometry of path group. 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

常微分方程式のマグナス展開によるポアンカレのセンター問題の基礎
的研究 

Basic research on Poincare Center Problem in terms of MAGNUS expansion 
of oridinary differential equations. 

 

中居 功 
NAKAI Isao 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
理学博士 (1985 京都大学) 
幾何学 （WEB幾何学), 位相幾何学 (特異点論, 複素力学系) 
    
nakai.isao@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
微分積分学III、微分積分学III 演習、線形代数学II、 線形代数学II 演
習、博士論文指導 

Calculus III, Exercise on Calculus III, Linear Algebra II, Calculus on Linear 
Algebra II, Course on Doctoral Thesis 

 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

I will continue my present research.  
I will seek opportunity to collaborate with Professor Novikov, and Professor Mardesic. 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
Go on to explore you own idea whatever it seems to be from canonical view point,
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

     
     
     
     
     

Gender in foreign language education 

Language teacher and language learner beliefs 

Second language pedagogy 

EFL Materials Development 

EFL Teacher Education 

�    � 
��� 
Exploring Japanese University English Teachers’ Professional Identity. Clevedon: Multilingual Matters. 2012 年. 
 
 
"The Impact of Gender on the Professional Identity of Seven Female Teachers of English in Japanese Higher Education『お茶の水女子大学人
文科学研究』第8号2012年213-226頁. 
 
 
“Gender Counts: Women in Japanese Higher Education” The Language Teacher 36(4), 2012 年29-32頁. 
 
 
Nagatomo, D.H. (2012) [Review of the book Novice language teachers: Insights and perspectives for the first year, by T.S. Farrell (Ed.). 
London: Equinox]. TESOL Quarterly 47(3). 599-604. Doi: 10.1002/tesq.45. 
 
 
"’It’s a man’s world’: Investigating Japanese Female University English Teachers’ Professional Identity." Featured Speaker. Japan Association 
of Language Teachers (JALT) 2012 National Conference. In Hamamatsu, October 12-15, 2012. 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
    Currently I’m investigating the intersection between gender and the 

professional identity of foreign female English teachers who are married to 
Japanese men and who teach English in Japan in three different educational 
contexts: private (eikaiwa), secondary, and tertiary. I am collecting and 
analyzing the narratives obtained from extensive interviews of fifteen foreign 
women (five in each context) who live and teach in all corners of Japan. My 
preliminary results have indicated that these women’s professional lives are 
strongly influenced by familial responsibilities and by Japanese gendered 
expectations of women. How these women manage their private and 
professional lives influence their English teaching practices, which in turn 
shape the language learning of their students, many of whom are female. My 
study will shed light on one unexplored aspect of English language education 
in Japan. The results of my study will be published in a monograph in 2017. 

 

DIANE HAWLEY NAGATOMO (DIANE HAWLEY EDLA) 
ダイアン ホーリー ナガトモ （ダイアン ホーリー エドラ） 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
准教授 
博士 / Ph.D  (linguistics) 
TESOL / Applied Linguistics 
    
hawley.diane.edla@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
    My classes mainly focus on helping students develop practical English 

language skills that will enable them to participate as English speaking 
members of a globalized world in casual, academic, and business contexts. 
Classes for first and second year students are designed to help students put to 
use what they have studied in high school but are unable to use naturally. 
More advanced English classes prepare students to read, write, and discuss in 
English within their academic disciplines. My graduate classes focus on issues 
surrounding English language education, and in particular teaching 
methodology and second language acquisition. 

 
�    � ���� 

    
 
 
 
 
�    � ���	� 
It is becoming more and more necessary for young Japanese people to develop excellent English skills in order to become a part of the 
globalized world. Many Japanese students have a desire to become bilingual, but they think that it is an impossible task t̶hat becoming 
bilingual only happens to someone else. However, it is possible to become bilingual if you have a strong desire and if you are willing to work 
hard. All it involves is working steadily toward your goal little by little every day. If you only think of English as a class to study, then you will 
not be able to become bilingual. But if you spend time with English b̶oth inside and outside of the classroom, and if you make a lot of effort, 
can become one of those bilingual people that will use English and Japanese in social, in academic, and in work contexts. It’s up to you how 
you choose to use your time when it comes to foreign language study.
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 数量詞 
 含意と前提 
 とりたて詞 
 極性表現 
 程度表現 

quantifiers 

implicature and presupposition 

focus particles 

polarity items 

degree expressions 

�    � 
��� 
Nakanishi, Kimiko. 2012. The scope of even and quantifier raising. Natural Language Semantics 20:2, 115-136. 
 
 
中西公子. 2010. 数詞とりたての「も」と否定. 加藤泰彦, 吉村あき子, 今仁生美(編)『否定と言語理論』開拓社 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
「語の意味と文の意味の関係」と「文の意味と談話の関係」を、諸言語
の言語現象の考察を通して明確にする。これまでの研究では「語の意味
と文の意味の関係」の解明に焦点を置き、（A）否定極性表現（分布が
否定文に限られる表現）の性質と（B）数量詞を含む構文の性質を考察
した。 

    

 

中西 公子 
NAKANISHI Kimiko 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
准教授 
博士 (言語学) / Ph.D 
言語学 (意味論, 語用論) 
http://sites.google.com/site/kimikonakanishi/ 
nakanishi.kimiko@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
言語の規則性・普遍性を意味の面から考察する。     
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

「語の意味と文の意味の関係」に関するこれまでの研究成果を基に、「文の意味と談話の関係」に主眼を置く。とりわけ、否定極性表現ととりたて詞
の関係、さらに両者の談話における解釈についての研究に取り組む。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
英語や日本語の構造や意味を注意深く見てみると、今までには気づかなかったような規則性が見えてきます。私の授業では、言語の規則性・普遍性
を意味の面から考察することを目的としています。授業を通して、言語を観察する楽しみを感じていただきたいと思っています。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 含金属イオン繊維の消臭機構 
 高分子ゲルの溶質選択的膨潤 
 高分子膜の塩選択透過 
     
     

Deodorization by the fibers containing metal ions 

Solute specific swelling of polymer gels 

Selective solute transport in polymer membranes 

  

  

�    � 
��� 
仲西 正，林 里美，ベンゾパープリン4B水溶液におけるPVAゲルの膨潤挙動，日本学術振興会第120委員会年次報告，63巻，66-69頁, 2012
年． 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

本年度は科学研究費補助金（基盤研究（C），新規）を研究代表者として
受けることが出来るとともに，研究分担者として1件を担当した． 本
年度は，「銅塩で媒染染色した繊維の消臭機能」,「含水高分子膜の塩の
収着特性」，「高分子ゲルの溶質選択的膨潤」などの研究を行った． 本
年度行った研究のすべてが，高分子-低分子間の相互作用に関係したも
のである．高分子-低分子間相互作用の積極的な利用が，有用な機能性
高分子の設計において重要�ﾅあるとの視点から研究を行っている． 

I received Grants-in-Aid for Scientific Research as a head investigator and also 
received the grants as a co-worker. In this year, I was researching in 
"Deodorizing abilities of the fibers mordanted with dyes and copper salts," 
"Salt sorption of water-swollen polymer membranes," "Solute specific swelling 
of polymer gels," etc. The interaction between polymers and small molecules 
is a main theme for all my researches carried out this year. This interaction 
has an important meaning for designing useful functional polymers. 

 

仲西 正 
NAKANISHI Tadashi 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授  
工学博士 (1987 東京工業大学) / Doctor of Engineering (1987 Tokyo Institute of Tech.) 
材料物性, 高分子化学 
http://www.eng.ocha.ac.jp/matsci/ 
nakanishi.tadashi@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
（学部）物理化学英語 Ⅱ，環境材料物性，機器分析演習，人間環境・
科学実験実習，人間環境・科学演習などの授業を担当した．授業に際し
ては，わかりやすく説明することを最大の目標とした．卒業論文指導学
生は5名で，卒業論文テーマは，消臭機能繊維に関するものが2件，高
分子ゲルの膨潤挙動に関するものが2件，高分子膜の塩収着特性に関す
るものが1件であった．卒業論文指導においては，理系的研究法を理解
させることと，言葉によって，自分の考えをまとめ相手に伝える力を持
たせることを主眼とした． 
（大学院）環境生活工学演習，生活材料物性特論を担当した．指導した
前期課程学生は，1年生3名，2年生1名であった．博士前期課程学生
の指導においては，研究の背景と方向性を明確に理解し，自身の力で実
験を計画し遂行でき，得られた結果を合理的に説明できる力を与えるこ
とを目標に指導を行った． 

(Undergraduate) I offered the following courses in 2012: "English for Physical 
Chemistry," "Materials Science for Human Life Environment," "Exercise in 
Equipment Analysis," "Laboratory for Human-Environmental Sciences," 
"Exercise in Human-Environmental Sciences," and so on. I supervised the five 
students making their graduation theses. The titles of the theses were 
"Deodorant properties of cotton fabrics dyed with reactive dyes and a copper 
salt," "Solute specific swelling of polymer gels," and "Salt sorption of 
water-swollen polymer membranes." The chief aim of supervision for the 
students was to develop their faculties for scientific research and their ability 
for scientific presentation. 
(Graduate School) I had two courses in 2012: "Exercise in Human Life 
Engineering for Environment," "Special Topics in Functional Materials." I 
supervised four master course students. My objectives for supervision for the 
students were to give the abilities of searching and understanding scientific 
information from various sources, for example, the papers on journals, and to 
give the abilities of planning and accomplishing the studies by the students' 
own capacities. 

 
 
 
 
�    � ���� 

消臭繊維については，におい物質の吸着や分解などの消臭機構の基礎的な点について調べると同時に，実用的な観点からの開発的な研究を行いたい．
高分子ゲルの研究については，環境対応などの観点から，天然高分子ゲルへも拡張したい．特に，天然高分子ゲル固有の高い機能性にも注目したい．
高分子と低分子の相互作用が，機能発現にかかわる材料について研究を広げたい． 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
現在，高校生や大学生の皆さんも，いつかは社会に出られ仕事をして活躍されることになります．社会に出る直前で大学や大学院で学ぶことにはど
のような意味があるのでしょうか．私は「未知の問題を解決できる力」を備えることではないかと考えています．大学では，ひとつの専門について
深く学びます．大学院では専門的な研究も自ら行います．大学や大学院で学んだ専門分野は，将来の仕事と直接に関係ないかもしれません．しかし，
私は，皆さんがどのような専門を選ばれても，「深く」学び，「深く」考えることが大切であると考えています．「深く」考えた人には，その人にしか
見えなかったり気づかなかったりするものが見えるのです．そのような能力こそが，皆さんが活躍される将来のどのような分野や状況においても，
必ず役に立つのです．私は，講義室や研究室で，自分の専門を通して，学生の皆さんが「深い」見方ができるように指導したいといつも考えていま
す．
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 合唱 
 発声法 
 カトリック教会の音楽 
     
     

chorus 

vocal technique 

Catholic church music 

  

  

�    � 
��� 
『合唱の思考―柴田南雄論の試み』(春秋社) 
 
 
男声合唱とピアノのための「百人一首」(初演) 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
1）合唱という音楽行動についての美学・哲学的な研究成果であり、日
本の 20 世紀を代表する作曲家である柴田南雄の合唱作品群（シアタ
ー・ピース）の研究所である『合唱の思考―柴田南雄論の試み』（春秋
社）を出版した。 
2）合唱指揮者として、合唱団「コール淡水・東京」を指揮し、合唱に
おける発声法と思考とを実践的に研究し、日本声楽発声学会主催の演奏
会『歌の集い』において、次郎丸智希作曲の「男声合唱とピアノのため
の『百人一首』」を初演し、好評を得た。 
3）カトリック教会の音楽をオルガニスト、聖歌隊指揮者という立場で
実践的に研究し、民族音楽学的な視点から、儀式と音楽との関わりにつ
いて研究している。 

1）A study of choral performance from the viewpoint of philosophy and 
aesthetics and ethnomusicologial study of chorus as thought. 
2）A study of vocal technique. 
3）Research for contemporary Catholic church music 

 

永原 惠三 
NAGAHARA Keizo 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授  
博士 (文学) (1999 大阪大学) 
音楽学, 合唱指揮, 声楽 
    
nagahara.keizo@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部教育 
1）LA科目の色・音・香23：グレゴリオ聖歌の楽譜と江差追分の楽譜
を用いて楽譜の多様性を示した。 
2）西洋音楽史ⅠとⅡ：単旋律聖歌の成立から16世紀のポリフォニー
までの音楽史と音楽学の課題 
3）音楽学概論：音楽学の最新の研究課題の解説 
4）音楽学研究演習：音楽学のゼミとして『現代日本社会における音楽』
と"Thinking musically"の2冊のテキストを用いて、講読と受講生各自
の研究発表で構成される。 
5）卒論作成演習：卒論作成のゼミ 
大学院教育 
1）音楽表象文化論特論、同演習：近年の研究文献を用いて受講生各自
の研究発表を中心にディスカッションを行ない、各自の研究を深めてい
る。 
2）音楽研究方法論、同演習：修士論文作成のゼミ 
3）博士後期課程は毎週、修士課程と合同で研究発表のゼミを行ない、
さらに、個別に研究指導をしている。 

Undergraduate school 
1) Liberal arts program:notation in gregorian chant and Japanese folksong. 
2) Western music history from ca.7c to 16c and musicological issues. 
3) Fundamental study of musicology, especially contemporary subjects. 
4) Seminar of musicology 1, reading Japanese and English textbook and 
presentation training. 
5) Seminar of musicology 2, graduation thesis. 
Graduate school 
1) Advanced Seminar of musicology 1. Presentation of each member about 
recent problems of musicology. 
2) Advanced Seminar of musicology 2. master's thesis 
3) Seminar for doctoral course 

 
 
 
 
�    � ���� 

2012 年度にはこれまでの研究を『合唱の思考 柴田南雄論の試み』（春秋社）として刊行した。これは柴田南雄の研究書としては、唯一であり、柴
田のシアター・ピースと称される合唱作品群を中心として、人間の共同存在を考える書である。 
2013年度には日本声楽発声学会での講演に基づいた学会誌上での執筆、さらに音声生理学者と声楽家との共同研究による声楽の発声法と歌唱法との
研究を続ける。 
演奏面では、合唱における発声法について実践研究をしている。さらに、ドイツリートやバロックのテノール独唱曲についても、発声法とともに演
奏実践の研究を予定している。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
本学の音楽表現コースは、演奏（ピアノまたは声楽）と音楽学の両方を高い水準で習得することを目指している、日本でも唯一のコースです。本コ
ースでは、ほとんどのテキストが英語です。英語で理解するだけでなく発信することも重要です。日本の優れた思考を世界に発信するためにも英語
力は必要です。また、音楽学という分野は日本ではほとんどその存在を知られていませんが、世界標準ではごく当然の学問分野です。私たちは世界
で通用する人材を育てることを目標としています。演奏と音楽学とは、最終的にはどちらかをメインにしてもらいますが、全力を尽くして、勉強と
演奏の両方に学生時代の可能性を求めたい人に、是非来てもらいたいです。 大学院は日本の音楽学における、大阪大学、東京藝術大学と並ぶ拠点で
す。世界基準の先端的研究ができる実力のある学生を求めています。男子学生は入学できませんが、東京芸大、東大とは単位互換制度があるので、
本学で勉強することは可能です。本学は規模は小さいですが、内容の濃い研究ができることを目指しています。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 ヴァレリー 
 文化記号論 
 児童文学 
 自伝と日記 
 文学者の美術批評 

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
『ヴァレリー集成V 〈芸術の肖像〉』(筑摩書房,  2012年)の編集と翻訳 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
1 19世紀末から20世紀前半にかけて活躍したフランスの詩人・批評家
のポール・ヴァレリーに関する多角的・総合的な研究。さらに彼に関係
する文学者や芸術家、思想家に関する研究、並びに彼の生きた時代と社
会に関する研究。 
2 言語記号と視覚記号の両者の機能の比較研究。 
3 日本の近代の文学者や芸術家の営為にフランスの文学や文化が与え
た影響の解明。又逆に日本の芸術がフランスの文学や美術に与えた影響
の解明。 
4 ヨーロッパにおける児童文学の比較研究 

    

 

中村 俊直 
NAKAMURA Toshinao 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授 
文学修士 (1979 東京大学), D.E.A. (1982 ポール・ヴァレリー大学) 
近・現代のフランスの文学と文化, 日仏比較文学・文化 
    
nakamura.toshinao@ocha.ac.jp 

-236-



�    � ��� / Educational Pursuits 
学部 
フランス語の初級文法の教授 
文学者の美術批評について(絵画と文学との関係) 
 
大学院 
ベンヤミン『複製技術時代の芸術作品』とヴァレリーの思想との関連に
ついて 
身体の表象に関する諸問題 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

視覚記号と言語記号との両者の機能を総合的に比較検討する。文化史、社会学、記号論、美術批評、文学批評、情報伝達論などの多様な視点から研
究を進める。歴史的に見れば、現代の社会、文化の特徴の一つは、これら二つの表現・コミュニケーションの手段の共存並びに相互影響関係である
と言えるからである。 
上記の研究の成果の一つとして、フランスの詩人・批評家のヴァレリーの美術に関する評論を集めて翻訳し出版したが、引き続き、他の文学者の美
術批評の考察を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
大学は自由にものを考え、探求する場所です。大学での学問の範囲は明確に限定されているわけではなく、またあらかじめ 問題に対する答えが定め
られているわけではありません。従って、はっきりした一つの答えが見つからなくてもよいのです。 思考や探求の結果ももちろん大切ですが、それ
と同じくらいに、あるいはそれ以上に重要なのは、結論に達するまでの過程で す。その過程においてたくさんのことを考え、調べ、さらにはいろい
ろ迷うことが、後々大きな意味を持ってきます。そのようにして、柔軟な思考力や幅の広い判断力を養成することが、卒業後の長い人生において大
きな力となることでしょう。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 舞踊人類学 
 舞踊記譜法 
 インドネシア 
 舞踊動作分析 
 舞踊アーカイブ 

Ahthropology of Dance 

Labanotation 

Indonesia 

Motion Capture 

Dance Arcive 

�    � 
��� 
中村美奈子, Worawat Choensawat, 八村広三郎:「 舞踊譜Labanotation の初学者向け自習用教材としての LabanEditor3 の応用-クラシック・バ
レエの基本動作を事例として-」,じんもんこん2012論文集,2012(7), (2012-11-10) pp.111-116 
 
 
Worawat Choensawat, Sachie Takahashi, Minako Nakamura, and Kozaburo Hachimura:LabaNOHtation:Laban meets Noh, SIGGRAPH 2012, 
Los Angeles, California, August5-9, 2012 (Poster session) 
 
 
中村美奈子・Worawat Choensawat・八村広三郎：「舞踊記譜法 Labanotationのマルチメディア教材開発-学 習用教材としての LabanEditor3 の
評価-」,第64回舞踊学会大会，於東京大学，2012年12月2日. 
 
 
特別経費事業：附属学校園を活用した新たな学校教育制度設計に係る調査研究 2012年度成果報告書, 2013年3月, pp49-50 (テーマ部会：表現を
広げ, 深める, 「ワークショップ２ バリ舞踊」の報告, 2012年8月22日実施) 
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
筆者は、インドネシア・バリ島の舞踊などアジア地域の民族舞踊を研究
対象とし、その舞踊の技法、表現特性、舞踊構造の分析を行っている。
2012 年度は、学内研究組織である「特別経費事業：附属学校園を活用
した新たな学校教育制度設計に係る調査研究」の「テーマ部会：表現を
広げ、深める」の一員として、8月22日に開催された中間報告会にお
いて、学校教員向けのバリ舞踊ワークショップを行った。また、教育工
学分野より、科学研究費基盤研究（c）「身体運動教育のための舞踊記譜
法ラバノーテーションのXMLエディタ開発」の助成を得て、舞踊記譜
法の教育教材開発を行い、その成果を舞踊学会等において発表した。 

    

 

中村 美奈子 
NAKAMURA Minako 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
准教授 
芸術学士 (東京藝術大学), 人文科学修士 (お茶の水女子大学) 
民族舞踊学, 舞踊記譜法, ダンスとテクノロジー 
http://www.li.ocha.ac.jp/geijutsu/buyou/nakamura.html 
nakamura.minako@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
舞踊教育学コース所属の学生らのほとんどは、バレエやモダンダンスな
ど西洋の芸術舞踊を実践してきている人たちである。筆者の教育目標は、
さまざまな身体表現、舞踊表現が世界には存在すること、また、舞踊は、
その社会文化的背景と深く結びついた表現様式をもっていること、そし
て、舞踊は芸術的なものだけではなく、民俗芸能のように社会的な機能
をも果たしていることを講義や実技を通して学生に伝えることである。 
2012 年度は、後期に21 世紀型文理融合リベラルアーツ「舞踊におけ
る色・音・香」を開講し、本学の本コース卒業生で現在第一線で活躍し
ているコンテンポラリーダンサー、舞踏家など、実演者を招いての文化
と舞踊を考える授業を行った。大学院の授業では、民族舞踊学における
舞踊とジェンダーに関して文献購読を通して考察した。 また、タイ、
ブラパ大学舞台芸術学科において、招待講演および専門であるバリ舞踊
の実技授業を行い、また、教員間の学術交流を行った。 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

文化人類学から情報学までさまざまな領域の研究者らとの学際研究を通じて、舞踊および身体表現に関する研究を行ってきた。今後も幅広く身体文
化、身体表現、身体運動の解明にかかわる研究をしていきたいと考えている。また、無形文化財のデータベース（アーカイヴ）化、特に舞踊や身体
表現に関するデータのアーカイヴ化についての研究は事例が少なくメタデータの整理も進んでいないことがプロジェクト研究を通して分かってきた
ので、これらの点についても検討を行っていきたい。また、教育工学という視点から舞踊記譜法Labanotationの教育教材開発にも携わっていきたい
と考えている. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
舞踊は、その社会文化的背景と深く結びついた多様な表現様式があること、そして、舞踊は芸術的なものだけではなく、民俗芸能のように社会的な
機能持つものもあることを是非みなさんにも知ってもらいたいと思っています。同時に、バリ島の舞踊は見ていると緩やかで楽しそうですが、実は
中腰の姿勢で踊るのはいかにきついかということを是非実技授業で体験してください。「伝統的」な舞踊の研究をしている私ですが、実は大変な新し
いもの好きで、共同研究のほうでは、1998 年頃からずっとモーションキャプチャという装置で舞踊の 3 次元計測をしてきています。舞踊とデジタ
ル技術がどうつながるのだろうと不思議に思われる人もいるかもしれませんが、この方法論は、現在では、舞踊学の一分野のようになっています。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 学校制服 
 洋装化 
 和服 
 洋裁教育 
     

  

  

  

  

  

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
主な研究課題 
1 近現代日本の学校制服文化 
2 服装をめぐる近代化の諸相 
3 学校教育における洋裁文化 
4 和服の着装 明治期以降の学校制服の成立・普及過程を検証する 
とともに、日本近代における洋装化の諸相、学校教育における洋裁文化
について研究を進めている。 
今年度は新たに、洋装化の進展にともなって和服がいかに着用され、再
評価されてきたのか、現代まで視野に入れて分析している。 

    

 

難波 知子 
NAMBA Tomoko 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
リサーチフェロー 
博士 (学術) (2010 お茶の水女子大学) 
服飾文化論, 日本服飾史 
    
namba.tomoko@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
主な担当授業科目 
服飾美学概論（1 年） かたちや色、文様、技術、制度、歴史など様々
な視点から、衣服をめぐる人々の行動や関心のあり様を探り、服飾文化
の多様性・多義性について理解を深める。 
服飾史Ⅰ・Ⅱ（2年） 日本の古代から近代までの服飾の様式（かたち
と名称）及びその特徴を理解する。 
日本服飾史演習Ⅰ・Ⅱ（3年） お茶の水女子大学が所蔵する被服教育
関連資料を用いて、日本近代以降の裁縫教育を具体的に検証し、各時代
の衣生活のあり様について考察する。 
服飾美学演習（4 年） 日本服飾の歴史及び文化について卒業論文を作
成する。 

    

 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

現代における学校制服の動向、世界の制服も視野に入れて、制服研究を進めたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
現在、テレビや雑誌などのメディアから、非常に多くのファッション情報が提供され、ショップやデパート、インターネットを介して、気軽に衣服
を購入する生活を私たちは経験しています。こうしたモノや情報の氾濫する生活の中で、私たちはどのようにして衣服に対する判断力や価値観を養
うことができるでしょうか。 その一つの方法として、歴史を知ることをお勧めします。歴史には、現在の私たちの生活や価値観を見直させる材料や
アイデアが豊富に含まれています。 衣服の歴史や文化を学びながら、あなた自身やこれからの社会における衣服のあり方・意味・役割をともに考え
ていきましょう。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 スポーツ消費 
 時系列分析 
     
     
     

sports consumption 

time series analysis 

  

  

  

�    � 
��� 
新名謙二(2013)『日本におけるスポーツ消費とGDPとの関連について』お茶の水女子大学人文科学研究, 第9巻． 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
スポーツ消費の時系列分析 世界同時不況や東日本大震災等の影響によ
り、消費支出全体が縮小する中で、スポーツに関する支出がどのように
変動しているかを分析する。 
具体的には、家計調査報告のデータ分析により、特にスポーツ用品に対
する支出が低下傾向にあることが見て取れるが、その動向や経済全体を
表す指標との関連について、時系列分析の手法で研究を行っている。
2012年度は和分次数の検定により、GDPと関連があるスポーツ支出は
スポーツ用具への支出のみであることを明らかにした。 

    

 

新名 謙二 
NIINA Kenji 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
准教授 
修士 (教育学) (1991 東京大学) 
スポーツマネジメント, 特にスポーツ施設の立地とスポーツ消費者行動 
    
nina.kenji@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
コア科目においては、必修科目である「スポーツ健康実習」の担当者と
して、前期は共通フィットネスを1コマ、後期はバドミントンを2コマ
担当した。選択科目の「生涯スポーツ」では、前期にゴルフを1コマ、
後期にバドミントンを1コマそれぞれ担当した。授業担当以外に、木曜
日の曜日担当者として実技関係授業の雑務を担当した。 
 学部専門科目においては、「スポーツ人間学」、「スポーツ人間学実験演
習」、「表現行動論 Ⅱ」の授業を担当した。また、卒業論文の指導を通
じて、スポーツ及び舞踊分野におけるマネジメントの考え方を学生に対
して指導した。卒業論文は2名の指導を行った。卒業論文の分野は下記
の通りである。 
スポーツ競技会のマネジメント（1） 
プロスポーツ組織のマネジメント（1）  
 
 大学院博士前期課程においては「スポーツマネージメント特論」、「ス
ポーツマネージメント演習」の授業を担当した。後者は文化マネージメ
ント副専攻の選択必修科目である。また、平成24年度入学生1名の主
任指導に当たった。博士後期課程においては、副査として博士学位論文
の審査1件を担当した。 
 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

    
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
スポーツマネジメントの分野は現在多くの大学において取り組みが始まっている注目すべき分野です。残念ながら、スポーツマネジメントに関わる
女性の数はまだまだ少数です。スポーツに興味を持っている人が集まることを期待します。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 第二言語習得 
 年少者日本語教育 
     
     
     

  

  

  

  

  

�    � 
��� 
西川朋美(2012)「JSLの子どもを支える教員の養成-日本語教育分野からの貢献-」『横浜国大国語研究』第30号, 1-13. 
 
 
西川朋美・樋口万喜子・細野尚子(2012)「JSLの子どもの教科の学びを支える≪日常語彙≫」日本語教育学会春季大会, 拓殖大学(研究協力者：青木由
香)(ポスター発表) 
 
 
西川朋美(2011)「『小学校の日本語教育スペシャリスト』の養成-小学校教員養成課程・日本語教育専攻の取り組み-」『学 校の多文化化で求められる
教員の日本語教育の資質・能力とその育成に関する研究』(pp.95-115), 平成19~22年度科学研究 費補助金基盤研究(C)研究成果報告書, 研究代表者 
齋藤ひろみ. 
 
 
西川(長谷川)朋美(2011)「「在日ベトナム系児童の継承語としてのベトナム語能力」『母語・継承語・バイリンガル教育( MHB)研究』第7号, 46-65. 
 
 
Hasegawa, T. (2008). Measuring the Japanese proficiency of Japanese heritage language children. In K. Kondo-Brown & J. D. Brown (Eds.), 
Teaching Chinese, Japanese, and Korean heritage students: Curriculum, needs, materials, and assessment (pp.77-97). Mahwah, NJ. Lawrence 
Erlbaum Associates. 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
専門は、第二言語習得（SLA)です。研究の対象言語は、日本語で、特に
自然習得環境における子どもの第二言語習得を中心に研究を進めてき
ました。第二言語習得における年齢要因の研究と観点からは、今後は、
年少時から日本語を第二言語として習得し始めた大人の日本語能力の
研究にも手を伸ばして行こうと思っています。また、習得開始年齢に関
係なく、母語話者並みの高いレベルの日本語能力全般に興味があります。 
また、大学院生時代から、日本国内の公立小学校をフィールドとして調
査研究を進めてきたり、前任校で小学校教員養成課程の学生を対象に日
本語教育を教えてきたりした経験から、教育現場での子どもの指導や、
子どもたちに向き合う教員の養成・研修にも、興味を持っています。 

    

 

西川 朋美 
NISHIKAWA Tomomi 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
助教  
Ph.D (Second Language Acquisition) 
第二言語習得,年少者日本語教育 
http://jsl.li.ocha.ac.jp/nishikawa/ 
nishikawa.tomomi@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
大学院：応用日本言語学研究法実習、日本語習得論実習/同演習 
学部：日本語表現法概論・日本語表現法Ⅰ、日本語教育学研究法実習 
留学生特別科目：日本語演習ⅠA/B、日本事情演習ⅠA/B 
特設日本語：日研生指導 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

二言語で，母語話者レベルの高い能力を身につけることは，大人だけでなく子どもにとっても，簡単なことではないと思います。（子どもの場合は，
第一言語をいかに保持するかという課題もあります。）人間がいかに新しい言語を学ぶかという基礎科学としての第二言語習得（SLA)研究と，その成
果（の一部）を国境を越えて，複数の言語・文化の中で育って行く子どもや大人たちへの（言語）教育に活かすことの両方を，バランスよく進めて
行きたいと思っています。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
私が担当する授業の対象は，学部生，大学院生，日研生・短期留学生と，出身国・言語背景も，年齢も，お茶大での在籍期間も様々です。授業で扱
う内容もその難易度も様々です。ですが，どの授業にも共通して言えることは，学生のみなさんには，主体的な学習者であって欲しいと思っている
ことです。人間がいかに2つ目以降の言語を習得するのかを知りたい人，お待ちしています。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 臨床遺伝学 
 医療倫理学 
 遺伝カウンセリング 
 形態異常学 
 先天異常 

clinical genetics 

medical ethics 

genetic counselling 

dysmorphology 

congenital anomalies 

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
        
 

沼部 博直 
NUMABE Hironao 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
医学博士 (東京医科大学) 
臨床遺伝学, 先天異常学, 小児遺伝学, 医療情報学, 医療倫理学 
    
numabe.hironao@ocha.ac.jp 
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 文法理論 
 生成文法 
 統語論 
 意味論 
 照応 

grammatical theory 

generative grammar 

syntax 

semantics 

anaphora 

�    � 
��� 
"Some Notes on Verbal Reflexives in Japanese," Ochanomizu University Studies in Arts and Culture 9, pp. 97-101. 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
昨年度に引き続き、中心的な研究課題である再帰代名詞の文法化に関す
る研究を進めた。特に日本語の「自」を接頭辞とする動詞の派生の仕組
みについて検討を行い、統語的に派生されるタイプと語彙的に派生され
るタイプとに分けられるという結論を得て、論文として結果を公表した。 

I continued research into the grammaticalization of reflexive pronouns, which 
I had been doing for several years. In the year 2012, I especially looked into 
the type of verbs in Japanese prefixed with zi- 'self,' and came to the 
conclusion that those verbs come in two types, depending on whether they 
are derived either syntactically or lexically. This result has been published in a 
journal. 

 

野口 徹 
NOGUCHI Tohru 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
准教授 
Ph.D (1995 マサチューセッツ大学アマースト校) 
文法理論 (統語論・意味論・形態論) 
    
noguchi.toru@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部においては、コア科目「基礎英語 I 文 3b」および「中級英語 I 文
Bb」において英語を、学科共通科目「言語学入門 I・II」において主に
言語文化学科所属の学生を対象に言語学の入門の授業を担当した。英語
圏言語文化コースの専門科目として、「英文法演習」、「特別演習（言語
研究方法論）I」および「英語学特殊講義VI」において、主に統語論の
初級から中級レベルの授業を行った。「特別演習（言語資料分析）II」に
おいては、卒論作成中の学生に対する専門分野の指導を行った。また、
教職に関する科目「英語科教育法 II」も他教員と共同で授業を行った。
大学院においては、「英語学特論（文法理論）」および「英語学演習（形
態論）」において、比較的最近の文法理論に関する文献をいくつか取り
上げ、詳細な検討を行った。論文指導としては、卒業論文3本、修士論
文2本の主任指導を行った。 

For undergraduate students, I taught classes such as "Basic English I," 
"Intermediate English I," "Introduction to Linguistics," "Seminar: English 
Grammar," "Advanced Seminar: Methodology in Linguistic Research I," and 
"Special Lecture on English Linguistics VI." I also co-taught "English Teaching 
Methodology II." For graduate students, I taught "English Linguistics 
(Grammatical Theory): Advanced Lecture" and "English Linguistics 
(Morphology): Advanced Seminar." I also supervised three BA theses as well 
as two MA theses in the area of English linguistics. 

 
 
 
 
 
�    � ���� 

再帰代名詞の文法化の研究を更に進める予定である。多くの言語に見られる普通名詞から再帰代名詞への歴史的変化に特有の文法上の条件について、
一般言語理論の立場から明らかにしたい。英語のデータはかなり豊富に記録されているが、日本語を含めその他の言語の再帰代名詞の歴史的変化に
ついては、十分に明らかにされたとは言えない。データベースを構築すると同時に、妥当な照応理論の方向性を探る予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
私は、学部と大学院を通じて、英語学の授業科目を担当しています。理論言語学的な立場から、統語論、意味論、形態論などの分野を扱っています。
一言で言えば、言語を人間が持つ一つの能力として捉え、言語を支えている仕組みをできる限り客観的に明らかにしようという取り組みです。（一般
的には、「生成文法」と呼ばれています。）英語に限らず、人間のことばには、表面を見ただけでは分からないような深い意味を持つ仕組みが潜んで
います。そのような「無意識の知識」を明らかにすることにより、英語とはどのような言語なのか、また、人間のことばにはどのような仕組みが働
いているのか、学生の皆さんと理解を深めたいと思っています。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 組合せ論 
 暗号理論 
 誤り訂正符号系列 
 グラフ彩色 
 ブロックデザイン 

Combinatorics 

Cryptography 

error correcting sequence 

coloring 

block design 

�    � 
��� 
特許 5210153 号 発明者:松本眞,西村拓士,斎藤睦夫,萩田真理子 出願人:国立大学法人お茶の水女子大学, 国立大学法人広島大学,  発明の名称 : 擬
似乱数発生システム 特許出願2011-61810 2013年3月1日 
 
 
萩田真理子,松本眞 GF(2)上の2-誤り訂正符号系列の存在条件 2012年度応用数学合同研究集会報告集 龍谷大学 2012年12月 
共著論文 
 
 
萩田真理子,松本眞 GF(2)上の2-誤り訂正符号系列の存在条件 2012年度応用数学合同研究集会 龍谷大学 2013年12月 研究集会での口頭発表 
 
 
中田有紗,萩田真理子 グラフの彩色多項式 日本応用数理学会研究部会連合発表会 日本応用数理学会 東洋大学白山キャンパス 2013 年 3 月 
研究集会での口頭発表 
 
 
高橋絢那,萩田真理子 擬似乱数の評価方法の検証 日本応用数理学会研究部会連合発表会 日本応用数理学会 東洋大学白山キャンパス 2013 年3
月 研究集会での口頭発表 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
これまでに、離散数学を利用して情報通信のセキュリティを高めるため
の研究を進め、暗号鍵更新方法や電子署名強化方法や、乱数を用いて既
存の暗号化方法を強化し、文書の改ざん防止を行う暗号強化方法、暗号
用擬似乱数発生システムの特許を出願している。これらの離散数学を用
いた情報セキュリティアルゴリズムは、現在使われているアルゴリズム
よりも数学的に優れていることが証明でき、情報化社会を支える重要な
アルゴリズムとなることが期待できる。現在はこれらのアルゴリズムの
性質の良さを定量的に証明し、数学を知らない人でも簡単に使える形に
して提供することを目的とした研究を進めている。2005 年度に
eSTREAM標準ストリームサイファの募集に応募し，この改良を進めて
いる。関係する擬似乱数発生システムは2011年に1件、2013年に3
件の特許として登録されている。 
この他に，グラフの分散彩色アルゴリズムに関する研究と、誤り訂正符
号系列の存在性についての研究を進めている。 

We propose two stream ciphers based on a non-secure pseudorandom 
number generator (called the mother generator). 
The mother generator is here chosen to be 
the Mersenne Twister (MT), a widely used 32-bit integer generator having 
19937 bits of internal state and period $2 {̂19937}-1$. 
One proposal is CryptMT, which computes the accumulative product of the 
output of MT, and use the most significant 8 bits as a secure random numbers. 
Its period is proved to be $2 {̂19937}-1$, and it is 1.5-2.0 times faster than the 
most optimized AES in counter-mode. 
The other proposal, named Fubuki, is designed to be usable also as a block 
cipher. 
It prepares nine different kinds of encryption functions (bijections from blocks 
to blocks),  
each of which takes a parameter.  
Fubuki encrypts a sequence of blocks (= a plain message) by applying these 
encryption functions iteratedly to each of the blocks. Both the combination of 
the functions and their parameters are pseudorandomly chosen by using its 
mother generator MT. The key and the initial value are passed to the 
initialization scheme of MT. 

 

萩田 真理子 
HAGITA Mariko 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
博士 (理学) (2000 慶応義塾大学) 
離散数学, 情報数学, 暗号理論 
    
hagita.mariko@ocha.ac.jp 
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研究室の学生はグラフの彩色アルゴリズム、彩色多項式、誤り訂正符号
系列の存在条件、暗号の実装と評価、擬似乱数の乱数性の高さの評価方
法の研究などを研究テーマとして、離散数学と情報数学についての基礎
知識を見につけ、積極的に研究を進めています。 
この分野では学部生が研究発表を行うことはとても難しいのですが、な
るべく扱いやすいテーマを選び早くから発表の場に立ち、しっかり研究
をしていることをアピールできるように教育していきたいと考えてい
ます。 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

最先端の離散数学を用いて、情報セキュリティに必要な数学を研究します。理論から実用までを見通して研究を行い、実際に高速に動くものをつく
ることが目的です。数学的には同一のオーダーの計算量を持つアルゴリズムでも、実装して実験してみると速度に大きな差があることも多くありま
す。本研究では、実際に計算機実験を重ねることで先端的純粋数学理論のどの部分が実用に供せるかを探るという点で、旧来の研究形態を超えた成
果を狙っています。 
数学的に質の良さを保証された情報セキュリティアルゴリズムを提供することで、情報化社会の発展に貢献できると期待しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
研究の場で活躍するためには十分な基礎学力を身につけることが必要です。高校の勉強はもちろんのこと、大学に入学してからは授業で習うだけで
はなく、できるだけたくさんの専門書を読んで、幅広く学んでください。学術的に大切なものが何なのか、自分が面白いと思う分野、得意な分野が
何なのか探して自分に合った専門分野を見つけましょう。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 陸水学 
 地誌学 
 琵琶湖 
 福島県 
 流域 

Limnology 

regional geography 

Lake Biwa 

Fukushima prefecture 

catchment area 

�    � 
��� 
谷口智雅・長谷川直子・大八木英夫・宮岡邦任(2013)「陸水に関わる『大地の遺産』の選定」 陸の水(Limnology in Tokai Region of Japan) 
 
 
長谷川直子(2012)「日本の事例 諏訪湖, 湖岸境界過程」pp33-35, 87-98. 永田・熊谷・吉山編「温暖化の陸水学」京都大学学術出版会(分担) 
 
 
Naoko Hasegawa, Takuya Okubo, Michio Kumagai (2012) Density current from Ane River in Lake Biwa, ASLO 2012 (大津) 
 
 
Hikaru Homma, Hidekatsu Yamazaki, Takeyoshi Nagai, Naoko Hasegawa, Michio Kumagai (2012) Wintertime cooling processes in Lake 
Biwa, ASLO 2012 (大津) 
 
 
長谷川 直子・大八木英夫・谷口智雅 (2013)水の視点から見た大地の遺産選定とアウトプットの提案.日本地理学会春季学術大会.2013/3/29~30.立
正大学 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

・湖沼流域における沿岸エコトーンの景観生態学的特性把握と環境資源
管理に関する研究 
・東日本大震災による福島県の中心性と圏域の変容に関する地理学的研
究 
・大学キャンパスにおける将来の大規模震災時を想定した防災シミュレ
ーション教材の開発 
・地誌学の視点を取り入れた一般向け教材の作成 

    

 

長谷川 直子 
HASEGAWA Naoko 
人間文化創成科学研究科 先端融合系 
准教授 
博士 (理学) 
自然地理学, 陸水学 / Physical geography, Limnology 
    
hasegawa.naoko@ocha.ac.jp 
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自然地理学一般 
環境学 

    

 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

琵琶湖以外の深水湖における低酸素化現象の把握 
福島の震災後の地理学的問題 
地誌的視点に基づいた旅行ガイドブックの研究 
避難教材の作成 
 
 
 
�    � ���	� 
学部については、 環境問題全般を文理関係なく広く学びたいかた また、それに関する実践的な研究をしたいかた 地誌的、地理的な視点の一般向け
教材の作成に興味のあるかた 自然地理学的テーマに興味のあるかた 大学院については 自然地理学特に気候や水文をテーマとするかた その他は問
い合わせてください。
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所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 サンゴ 
 進化発生 
 生態発生 
     
     

Coral 

EvoDevo 

EcoDevo 

  

  

�    � 
��� 
Fujiwara E, Matsushima K, Hatta M Live autofluorescence in planulae of Acropora tenuis. Galaxea, JCRS 14: 61-62 (2012) 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
ミドリイシサンゴのプラヌラ幼生は基盤上の特定の化学シグナルに応
答して着生変態する。変態を誘引するバクテリアを基盤上から単離し、
切断した幼生の反応を調べた。口側 1/2 断片と 1/3 断片および反口側
1/2断片と1/3断片は同様の変態率を示した。ところが口側2/3断片と
反口側2/3断片は変態率が低かった。このことから幼生の中央部には内
在性の恒常的な変態阻害活性があると考えられた。これは変態誘引バク
テリアや変態ホルモンの濃度依存性に閾値があることを支持する。内在
性阻害活性を超える量のシグナルに出会って初めて変態が開始される
ことになる。着生行動の観察からは、低容量のシグナルによる着生場所
の探索行動から高容量のシグナルによる着生場所の確認行動に次いで
変態反応が起こるという段階的反応が見られ、シグナル量に応じた反応
と一致していることが明らかになった。 
 

Planula larvae in the coral genus Acropora initiate metamorphosis and 
settlement in response to particular chemical cues from undersea substrates. 
We isolated a bacterium strain as one of the metamorphosis inducers, and 
tested its effects using dissected planula fragments. Both of oral and aboral 
halves, even 1/3 fragments, metamorphosed by administration of the 
bacterial substance. In contrast, 2/3 fragments revealed lower metamorphosis 
responses at the same dose. This repression is explained by a constitutive 
inhibitory activity at the central part of the planula body. It is consistent with a 
sharp threshold of the dose dependency on the metamorphosis inducers, the 
bacterial substance and also the internal hormone. Metamorphosis will start 
when inducing signals exceed the internal inhibiting barrier, resulting to strict 
preference of settlement place where strong induction is produced. Our 
observations of settling behaviors support a stepwise signal reception 
hypothesis in a sequence of metamorphosis and settlement; low levels of 
signals received by the whole body induce crawling around an inducer spot, 
continuous signal reception induces spinning at the spot, high levels of signals 
received by the aboral side induce metamorphosis. 

 

服田 昌之 
HATTA Masayuki 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
博士 (理学) (1993 京都大学) 
進化発生学 
http://marine.bio.ocha.ac.jp 
hatta.masayuki@ocha.ac.jp 
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リベラルアーツ科目：多様性生物学、海洋環境ダイビング実習（分担） 
生物学科専攻科目：進化生物学、発生遺伝学（分担）、内分泌学（分担）、
生物学実習II（分担） 

Biodiversity, Diving Course as Liberal Arts Evolutionary Biology, 
Developmental Genetics, Endocrinology as specialty education 

 
 
 
 
 
�    � ���� 

サンゴの種苗生産への応用 環境コンサルティング 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
   

-255-



  
 

氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 保育者 
 子ども性 
 幼児教育 
 生涯教育 
 歴史 

Childcare practitioner 

childhood 

ECEC (ECCE) 

life-long education 

history 

�    � 
��� 
浜口順子 (2012) 乳幼児教育環境の創造プロセスにおける「水平 - 垂直」のモチーフ - お茶の水女子大学附属いずみナーサリーの保育カリキュラム
生成 - , 人文科学研究8, お茶の水女子大学, 171-181. 
 
 
浜口順子 (2012) 編輯顧問 倉橋惣三とキンダーブック(1) - 「乗物の巻」を読む - , 幼児の教育 111-2, フレーベル館, 50-55. 
 
 
浜口順子 (2012) 編輯顧問 倉橋惣三とキンダーブック(3) - 昭和初期の幼稚園を映すテキスト - , 幼児の教育111-4, フレーベル館, 50-55. 
 
 
浜口順子 (2012) 編輯顧問 倉橋惣三とキンダーブック(4) - ツーリズムへのいざない ～地球が小さくなり始めた時代～ - , 幼児の教育112-1, フレ
ーベル館, 49-54. 
 
 
浜口順子 (2012) 保育制度の改革に保育学はどうかかわるか (保育フォーラム序文), 保育学研究50 - 3, 日本保育学会, 122. 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

1) 保育・幼児教育現場との共同的実践研究をとおして、保育の日常的
行為の評価、およびカリキュラムの形成過程を検証した。 
2）1920～30 年代の幼児教育観とその背景について、当時の教育絵本
を通して考察した。 

1）The process of improving the educational curriculum in Ochanomizu Izumi 
Day-nursery. 
2) The ECEC Perspective of 1920's in Japan interpreted in Educational Picture 
Book 'Kinder-Book(Kindabukku)'. 

 

浜口 順子 
HAMAGUCHI Junko 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授 
博士 (人文科学) (2005 お茶の水女子大学) / Ph.D 
保育学, 幼児教育 
    
takeuchi.hamaguchi.junko@ocha.ac.jp 
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生涯教育的視点に立つ、保育者養成の方法開発と実験的プログラムの実
施。（特別経費事業ECCELL) 

    

 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

    
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
明治34（1901）年に創刊された、日本で最も古い雑誌の一つ、『幼児の教育』の編集をしています。お茶の水女子大学附属幼稚園と共にすすめてき
た保育雑誌です。（フレーベル館から発売中） 
この雑誌は、子ども学の源流をたどり、現代における真の「子どもの最善の利益」と幼児教育・保育の在り方を問うもので、季刊で発行されていま
す。創刊号から2011年までのものをすべてWEB上で検索可能です。 
 
http://teapot.lib.ocha.ac.jp/ocha/citation-home?citation_id=41 
 
貴重な保育史料の公開ですので、皆まさに活用してほしいと思います。 
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URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 教育開発 
 比較教育 
 開発途上国 
 国際協力 
 国際機関 

educational development 

comparative education 

developing countries 

international cooperation 

internattional organization 

�    � 
��� 
浜野隆「発展途上国における子育ての格差」, 『世界の子育て格差 - 子どもの貧困は超えられるか』, 63-78頁, 金子書房, 2012年9月 
 
 
浜野隆「社会理論と比較教育学」, 『比較教育学の地平を拓く - 多様な学問観と知の協働』, 東信堂, 192-208頁, 2013年2月 
 
 
浜野隆監訳 『若者とスキル - 教育を仕事につなぐ - 』JICA/JNNE/ACCU, 2013年1月 
 
 
浜野隆「格差是正における保育・幼児教育の役割」, 『世界の子育て格差 - 子どもの貧困は超えられるか』, 127-140頁, 金子書房, 2012年9月 
 
 
浜野隆「ベトナムとモンゴルにおける子育ての格差」, 『世界の子育て格差 - 子どもの貧困は超えられるか』, 79-92頁, 金子書房, 2012年9月 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
1. 学力と教育政策 近年、日本においても学力調査が幅広く行なわれる
ようになってきており、また、その結果に対応して政策立案がされる傾
向にある。学力調査の意味や解釈、政策との関連について検討を行って
いる。 
2. 初等教育における住民参加と格差に関する研究 本研究では、初等教
育における住民参加（ベトナムではそれを社会全体での教育支援という
意味で「教育の社会化」と表現している）の現状はどうなっているのか、
また、教育格差との関係はどのようになっているのかを検討している。  
3. 保育・幼児教育分野における国際協力に関する研究 国際協力の場に
おいて、幼児の発達や幼児教育は1990年代から重要な領域として注目
されるようになってきている。本研究では、開発途上国における幼児教
育の現状分析と政策課題について、国際協力のあり方も含め検討してい
る。 

1. Assessment of Academic Achievement and Educational Policy 
Assessments of academic achievementare are widely conducted in recent 
years and the educational policy tend to be made based on the result of the 
assessment. In order to make the policy to be effective, it is important to 
analyse the assessment deeply. 
2. Community Participation and Disparity in Primary Education This study 
discusses the current state of and future challenges for the “socialization of 
education” as one aspect of the move towards community participation in 
education (mainly primary education) in Vietnam and Cambodia. 
3. International Cooperation in Early Childhood Care and Education The 
importance of international cooperation in early childhood care and 
development has been recognized since the 1990s, emphasized on the one 
hand from a human rights perspective and on the other in terms of 
developmental cost-benefit. But ECD does not enjoy a high level of priority for 
the governments of developing countries. This study discusses the current 
state of early childhood care and education in developing countries and 
policy challenges. 

 

浜野 隆 
HAMANO Takashi 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
准教授 
教育学修士 (1991 名古屋大学) 
教育開発学, 比較国際教育学 
http://researchers.ao.ocha.ac.jp/4222451594.html 
hamano.takashi@ocha.ac.jp 
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1．学部 学部段階における教育内容としては、以下の様なものがあげら
れる：①教育開発概論、②比較教育演習、③教職概論、④教育原論（制
度・社会）の「制度」に関する部分（教育行政）。他大学においては国
際協力論・地域と世界の共生（武蔵野大学）を担当した。 
2．大学院 大学院の授業においては、学生たち自身の研究テーマの報告、
及びそれに関する討論を多く行った。共通文献としては、”EFA Global 
Monitoring Report”の最新版を読んだ。 
近年、国際協力において教育分野での協力が重視されるようになってき
ている。教育開発に関する授業においては、途上国の教育の現状、国際
機関の役割、日本の協力のあり方などを多くとりあげた。 

1. Undergraduate course Classes given in Ochanomizu University during 
2010.4-2011.3 are as follows, (1) Introduction to Educational Development, 
(2) Seminar: Comparative Education, (3) Introduction to the Teaching 
Profession, (4) Educational Administration. Also, “International Cooperation 
Studies” are given in Musashino University. 
2. Graduate course At graduate level, I took much time on discussing students’ 
reports written on their own theme. In the class, I gave some reading 
assignments: latest “EFA Global Monitoring Report” by UNESCO. In the age 
of globalization, international cooperation is very important. 
Recently, education cooperation is one of the most important topics in the 
field of development assistance studies. In my class (Introduction to 
Educational Development, Advanced Lectures in Educational Science 1, 
Seminar: Educational Policy, and graduate course), I gave a lecture on the real 
situation of education in developing countries, the role of international 
organization, the challenges of Japan’s ODA, education for international 
understanding, etc. 

 
 
 
 
 
�    � ���� 

1.教育格差、とくに学力階層差・学力格差に関する研究 
2．幼児教育・早期子ども発達（ECD）分野における理論的・実証的分析、国際協力の効果分析 
3．教育開発、国際教育協力のあり方をより具体的に検討 
4．発展途上国、特にアジア・アフリカにおける国際機関・国際援助の役割。援助理念・政策と現実との関連 
5．ベトナム・カンボジア等における初等教育および就学前教育の構造の解明 
6．教師教育に関する実証研究および国際協力手法の検討 
 
 
 
 
�    � ���	� 
グローバリゼーションが進む今日、教育学・教育科学は必ずしも日本の教育のみを対象にするものではなくなりつつあります。教育を考える際にも、
グローバルな視点が求められつつあります。 
私が専門とする「教育開発」は、教育学の中では新しい領域です。「教育開発」はこれまでに培ってきた教育学の知見を発展途上国など海外の教育改
善に活かしていくという、きわめて実践的な学問領域です。日本からの援助や提言が、発展途上国の教育政策や教育内容・教育方法の変容をもたら
すこともあります。また、途上国の教育について考えること、途上国に日本の教育経験を伝えていくことは、日本の教育経験を相対化する(振り返る）
契機にもなります。世界の人々ともに教育問題を一緒に考えていきたい人におすすめです。
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�    � ����	�	� / Keywords 

 高圧科学 
 放射光X線回折実験 
 凝縮系物理 
 分子性液体相の相転移 
 分子性結晶の相転移 

High Pressure Science 

Synchrotron Radiation X-ray Diffraction Experiment 

Condensed Matter Physics 

Phase Transition in Molecular Liquids 

Phase Transition in Molecular Crystals 

�    � 
��� 
Y. Yoshimura, H. Abe, Y. Imai, T. Takekiyo and N. Hamaya Decompression-induced crystal polymorphism in a room-temperature ionic 
liquid, N,N-diethyl-N-methyl-N- (2-methoxyethyl) ammonium tetrafluoroborate J. Phys. Chem. B 117, 3264-3269 (2013). 
 
 
K. Fuchizaki, N. Hamaya, Y. Katayama Characteristic densities of low- and high-pressure liquid SnI4 J. Phys. Soc. Jpn 82, 033003 1-4 (2013). 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

高圧力下で表れる様々な新奇な相転移の実験的研究が主要テーマであ
る。近年はアモルファスや液体状態などの構造不規則系の中で起きる相
転移に注目している。昨年度に科研費に採択された「三ヨウ化ホウ素の
高圧結晶構造」の研究は本年度も継続して行った。このような現象を実
験的に調べるには強力な探査プローブが必要である。そのために、研究
室に設置されている強力 X 線発生装置の使用に加え、大型実験施設と
して共用されている放射光 X 線を利用している。本年度は四ヨウ化ス
ズの高温高圧下における液体-液体相転移とイオン液体の高圧力下の挙
動を研究した論文2報を発表した。 

Our principle research objective is to experimentally study various novel 
phase transitions under high pressure. In recent years we have focused on 
phase transition in structurally disordered systems such as amorphous and 
liquid. We continued to work on “Study of crystal structure of BI3 at 
high-pressure” funded by a Grant-in-Aid for Scientific Research from the 
Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology of Japan last 
year. To experimentally study those phase transitions, the use of very 
powerful probe is indispensable. We exploit extremely brilliant x-rays emitted 
from a synchrotron radiation light source as well as a laboratory apparatus 
capable of generating very intense x-rays. Two papers were published this 
fiscal year. 

 

浜谷 望 
HAMAYA Nozomu 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授  
理学博士 (1981 東京大学) 
極限環境物質科学 
    
hamaya.nozomu@ocha.ac.jp 
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1)学部四年生の教育 輪講（週1回通年）とゼミ（週1回通年） 研究室
およびKEK放射光実験施設における実験研究 
2)卒業研究テーマ: 高久真由美、滝沢梨恵：高温高圧力下におけるSnI4
の相転移-X線吸収による密度測定- 小西幸奈：[DEME][BF4]の高圧下
における構造相転移 
3)大学院博士前期課程の教育 書籍購読（週1回通年）とゼミ（週1回
通年） 研究室および学外放射光実験施設(KEK, SPring-8)における実験
研究 
4)修士論文テーマ 
奥出悠花：高圧力下における液体二ヨウ化スズの放射光X線構造解析  
河原玲奈：高温高圧下における二ヨウ化スズの相転移と結晶構造 

1) Education of undergraduate students Reading a text book (weekly for a 
year) and seminar (weekly for a year) Research using synchrotron radiation 
x-ray at KEK and a laboratory x-ray source 2) Research themes TAKAKU, 
Mayumi and TAKIZAWA, Rie: Phase transition in SnI4 at high pressure and 
high temperature -Density measurement by an x- ray absorption method 
KONISHI, Yukina: Phase transition of [DEME][BF4] under pressure 3) 
Education of graduate students in the master’s program Reading a text book 
(weekly for a year) and seminar (weekly for a year) Research using 
synchrotron radiation x-ray at KEK and SPring-8 as well as a laboratory x-ray 
source 4) Research themes OKUDE, Yuuka: Synchrotron x-ray diffraction 
study of liquid tindiiodide at high pressure KAWAHARA, Rena: Phase 
transition and crystal structure of SnI2 at high pressure and high temperature 

 
 
 
 
 
�    � ���� 

・四ヨウ化スズの液体-液体相転移と第二臨界点の実験的検証 
・二ヨウ化スズの圧力誘起結晶構造相転移と高圧下の融体の液体構造 
・三ヨウ化ホウ素の圧力誘起ダイマー化の実験的検証と第一原理計算に基づく結晶構造予想 
・イオン液体の高圧相転移 
・高圧力下の相転移実験 
・放射光X線回折実験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
不思議なことに心ときめかせ、未知の世界に飛び込みましょう。
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 量子系の非平衡統計力学 
 量子情報理論 
 量子力学の基礎 
 量子光学 
     

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
Quantum Master Equation with Damping Operator Including Interaction Effect for the Raman-Coupled Model with Cavity Damping M. Ban, 
International Journal of Theoretical Physics 51, 151 (2012). 
 
Decay of Two-qubit Correlations in the Squeezed Bloch Channel M. Ban, Journal of Modern Optics 59, 823 (2012). 
 
Distance between Qubit States with Initial System-environment Correlation M. Ban, S. Kitajima and F. Shibata, International Journal of 
Theoretical Physics 51, 2419 (2012). 
 
Decay of Two-qubit Correlation in Correlated Stochastic Dephasing, M. Ban, Journal of Modern Optics 59, 1209 (2012). 
 
    
 
�    � ���� / Research Pursuits 
(1) 光子系が熱浴と相互作用するRaman結合模型における縮約された
ダイナミクスの 量子マスター方程式を用いた解析を行った。 特に、量
子マスター方程式を導く際に2準位系と光子系のRaman結合が減衰演
算子に及ぼす効果を取り得れ、この効果が縮約されたダイナミクスのど
のような影響を与えるかを明らかにした。 導かれた量子マスター方程
式はリー代数法によって 解析的に解くことができる。 解析解を用いて
2準位系の反転分布の時間発展や 光子系のQ関数の時間発展を調べた。 
その結果、熱浴が有限温度、且つマルコフ的な場合においても 光子系
と 2 準位系の相互作用の減衰演算子への影響が本質的であることを明
らかにした。 
(2) スクィージングされた環境系に置かれた量子ビットの時間発展を記
述する Bloch 方程式から導かれた量子チャンネルを用 いて量子ビッ
トのでコヒーレンスに及ぼす環境系の スクィージングの効果を調べた。 
特に、von Neumann相互情報量、古典相 関、Quantum Discord、エ
ンタングルメント、 Bell の不等式の破れの時間変化を詳細に調べた。 
その結果、環境系のスクィージングの von Neumann相互情報量、古
典相関、エンタングルメント、 Bell の不等式の破れに及ぼす効果と 
Quantum Discord に 及ぼす効果では全く異なっていることを見いだ
した。 
(3) 量子ビット - 環境系の厳密に解ける単一励起模型を量子ビットと
環境系の間に初期相関が 存在する場合に応用し、量子ビ ット状態のト
レース距離の時間変化を解析した。 その結果、初期相関が存在する場
合には、トレース距離が初期値を超える場 合が存在し、 量子ビット系
の縮約された時間発展が完全正写像にならないことを明らかにした。 
また、量子ビット状態の距 離をトレース距離ではなく、Bures 距離を
用いて定量化した場合にも 同様の解析を行った。 トレース距離と違っ
て Bures 距離の場合は量子ビットと環境系の間に初期相関が存在して
も 初期値を越えないことを明らかにした。 
(4) 2 個の量子ビットが確率過程で記述される古典的な位相揺らぎの影
響を受ける場合の ディコヒーレンスを調べた。 

    

 

番 雅司 
BAN Masashi 
人間文化創成科学研究科 先端融合系 
教授 
理学博士 (1987 筑波大学) 
非平衡量子統計力学, 量子情報理論 
    
m.ban@phys.ocha.ac.jp 
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学部では、量子力学I,量子力学演習、統計力学、統計力学演習、量子光
を担当。博士前期課程では、統計力学特論、量子物 理学演習を担当。 

    

 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

量子系の非平衡統計力学や量子情報の研究を通して、量子力学の基礎原理に関する理論的研究を推進する。 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
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 社会政策 
 社会保障 
 社会福祉 
 福祉社会学 
 プログラム評価 

social policy 

social security 

social welfare 

welfare sociology 

program evaluation 

�    � 
��� 
平岡公一・三輪建二・米田俊彦編『お茶の水女子大学グローバルCOEプログラム 格差センシティブな人間発達科学の創成４巻 格差を超え公正な
社会へ -- 教育・就労・ジェンダー・社会保障』金子書房(「格差・貧困問題と社会保障」153～172頁を分担執筆), 2013年３月. 
 
 
平岡公一「イギリス社会福祉における国と地方の関係 -- ニューレイバー政権期における諸改革と政策展開を中心に -- 」『海外社会保障研究』No.180, 
4～17頁．2012年８月. 
 
 
「ヨーロッパにおける社会サービスの市場化と準市場の理論」武川正吾編『シリーズ福祉社会学① 公共性の福祉社会学 -- 公正な社会とは』193～
213頁, 2013年２月． 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
1)科研費プロジェクト： 
①「ケアの連続体」の形成の視点に基づく高齢者ケア・サービス体系の
国際比較（研究代表者） 
②「実践家参画型福祉プログラム評価の方法論及び評価教育法の開発と
その有効性の検証」（連携研究者） 
2）イギリスの社会保障における国と地方の関係についての論文、ヨー
ロッパの社会サービスの市場化と準市場の理論に関する論文それぞれ1
点を発表した。 
3)グローバルCOEプログラムの成果をとりまとめた叢書の第4巻の共
編者をつとめた。 

1) Research project supported by The Grants-in-Aid for Scientific Research ---- 
a) International comparison of long-term care system based on the 
perspectives of the formation of the "continuum of care"(Principal Investigator). 
b) Development and Evaluation of the methods of the program evaluation 
and the training of evaluators in the fields of social welfare services. 3) 
publication of one journal article on the central and local government 
relationship in social services in Britain and one book chapter on the 
marketizatin of social services in Europe and the theory of quasi-market. 4) 
publication of an edited book on the gap-widening society based on the 
research findings of the Global COE project. 

 

平岡 公一 
HIRAOKA Koichi 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授  
社会学修士 (1980 東京大学) 
比較社会政策, 社会福祉政策論, 福祉社会学 
    
hiraoka.koichi@ocha.ac.jp 
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＜学部＞ 
比較社会政策論：社会政策の比較研究の枠組みと主要分野の政策動向を
講義。社会保障論演習 I 、社会保障論演習 II：社会保障に関する基礎
的文献の講読 社会学研究指導1・2、卒業論文：卒業論文指導  
＜大学院前期課程＞ 
社会福祉論：社会学、社会福祉学、その他の諸分野の社会政策・社会福
祉研究の動向の把握。社会政策論：社会政策の新しい研究の潮流を代表
する文献の検討 政策科学：ヒューマン・サービスに関する政策科学的
研究の枠組みと手法を講義。 
＜大学院後期課程＞ 
社会政策論、同演習：個別指導、研究発表と討議 

<Undergraduate courses> Comparative Social Policy I: Theoretical framework 
and analysis of policy changes Social Security Seminar I and II: Reading of 
academic articles on social security 
<MA courses> Social Welfare : Development of socia policy studies in 
sociology and related academic disciplines Social Policy : Literature review on 
new frontiers in social policy studies Policy Science: Outline of policy-oriented 
studies on human services 
<Ph.D. Courses> Social Policy, Social Policy Seminar: Supervision of research 
and discussion. 
 

 
 
 
 
�    � ���� 

（1）現在取り組んでいる研究、および今後取り組む予定の研究の主なテーマは以下の通りです。 
 1．介護・福祉分野のサービス・プログラムの開発と評価に関する研究 
 2．高齢者介護サービスの体系についての国際比較研究 
 3．生活リスクの変容に対応した社会保障改革のあり方と、改革に関わる合意形成の方法の研究 
 4．社会保障・社会福祉に関する諸学問分野の研究史の検討 
 5．日本の高齢者雇用政策の変容と今後の展望についての研究 
 
（2）可能な共同研究のテーマとしては次のことが考えられます。 
 1．介護サービス分野の効果的なプログラムの開発と評価方法についての研究（自治体、福祉・医療施設等との共同研究） 
 2．合意形成可能な年金、医療改革についての世論調査の実施と解析（報道機関、調査機関等との共同研究） 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
他の国立大学にはあまりみられない本学の特色の一つとして、①家族に関する専門的研究を行っている社会学・心理学・経済学・法学等の教員、 ②
社会保障・社会福祉・雇用労働等を専門に研究している教員、が多く、この分野の研究・教育が充実していることをあげることができます。 
特に、社会保障・社会福祉等の分野の研究者、高度な専門性を持った職業人の養成に対する社会的な期待は高く、この分野の大学院レベルでの教育
の充実をさらに図っていきたいと考えています。これらの分野の研究者や専門的職業人を目指す方の入学を期待しています。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 高齢者 
 家族 
 福祉政策 
 社会的ネットワーク 
 ライフコース 

senior citizen 

family 

welfare policy 

social network 

life course 

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
①高齢者介護における公私の機能分有。とくに、介護保険制度の導入が、
高齢者の家族関係や高齢者介護をめぐる家族的責任 に及ぼした影響に
関する研究 
②高齢期の家族関係、友人関係、地域社会とのかかわりや社会活動のあ
り方に注目した、高齢期のライフスタイルに関する研究 
③中高年期の転機と危機的移行、世代間関係に関する研究 

① The functional sharing of elderiy care between formal and informal 
sectors,focusing on the familiy's care provider role.The impact of enactment of 
Long-term Care Insurance(Kaigo Hoken)on family relations and family 
responsibilities.  
② The lifestyle of elderly,including their family relations,friendship,social 
activities,and consciousness of autonomy,based on the theory of social 
netoworks and life course.  
③ Critical trnsitions and turning points in midlife.Generational relationship of 
midlife. 

 

藤崎 宏子 
FUJISAKI Hiroko 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授 
博士 (社会学) (1998 筑波大学) 
家族社会学 / family sociology 
http://www.soc.ocha.ac.jp/soc/teacher/fujisaki_hiroko.html 
fujisaki.hiroko@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
【学部教育】 家族関係論:歴史変動と文化比較を軸とする日本の家族の
現状に関する講義 社会福祉学:社会福祉の法制度の概要とサービス利
用の諸問題に関する講義 老年学:老年学の成立と背景、その主要なトピ
ックに関する講義 生活福祉学演習:社会学の基礎的文献の講読・論文指
導 
【大学院教育】 生活福祉論:ライフコース論に関する文献講読 生活福
祉論演習:家族と福祉政策に関する文献講読 家族社会学:家族研究の学
説史に関する文献講読 家族変容論:家族研究・福祉研究の理論的基礎の
強化と論文指導 

【Undergraduate courses】 Sociology of Family Sociology of Social Welfare 
Gerontology Sociology and Social Policies Seminar 

 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

1継続的におこなっている中高年者の危機的移行と世代間関係に関する調査研究を続けるとともに、これまでに蓄積された量 的・質的データを用い
て研究のとりまとめをする予定である。 
2高齢者介護政策の動向と家族介護の実態との間に生じている諸問題に関するこれまでの研究を整理し、できれば単行本にま とめたいと考えている。 
3過去20年の日本の家族社会学研究の動向を理論展開と方法論の特質に注目してレビューする共同研究の成果を単行本として 出版する予定である。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
「あたりまえ」の世界に安住しないで日常を疑ってみること、あるいは視点を少しずらして別の面を見ようとすること。そん なちょっとした冒険が、
あなたの世界を広げ、より豊かなものにしてくれるでしょう。社会学の研究テーマは無限です。研究 することと、自分が生活すること、そして生き
ることそのものが密に絡み合っているところが社会学の魅力であり、同時にし んどさでもあるかもしれません。閉塞感の強い時代ですが、だからこ
そ、自分について、周囲の人間関係について、そして社 会のしくみについて、社会学的思考の武器をもって、深く掘り下げて探求していきましょう。
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職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 臨床心理査定 
 投映法 
 TAT 
 犯罪/非行 
 自己愛 

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
田中奈緒子・本多ハワード素子・田中裕人・藤田宗和(2012) 「少年院教育職員の職業観―自由記述の内容分析―」 犯罪 心理学研究 第50巻 特
別号 p110-p111 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

1 臨床心理査定のツールとしてのTATの研究 : 特に人間関係の問題に
敏感であるTAT(主題統覚検査)の標準的分析, 解釈法を確立する。大学
では,物語産出の基礎過程を実験的研究し,分析・解釈のための標準的な
資料を作成している。現在 は,アスペルガー障害者のTATの分析から,
障害者特有の認知,思考の特徴を検討している。  
2 非行の背景にある現代青少年の意識についての研究 : 非行の裏側に
見えてくる現代青少年の意識について,自己愛 をキーワードとして,検
討する。 

    

 

藤田 宗和 
FUJITA Munekazu 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授 
修士 (文学) 
臨床心理学, 犯罪・非行臨床心理学, 臨床心理査定 
http://www.develop.ocha.ac.jp/develop/teacher_fujita.html 
fujita.munekazu@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
生活科学部・人間生活学科・発達臨床心理学講座における教育内容:「発
達臨床人格検査法」,「発達臨床基礎演習」,「発 達講義購読」,「発達
臨床論文演習」等を教授 大学院人間文化創成科学研究科・人間発達科
学専攻(発達臨床心理学コース)における教育内容:「非行臨床心理学特
論」, 「臨床心理査定演習(実践)」,「発達社会科学論」,「特別研究」等
を教授 学部,大学院とも,臨床心理学における心理査定を中心に教授し
ている 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

1 TAT の研究については,一般群の基礎データの収集が完了し,分析標準が作られたため,今後は臨床施設と共同して臨 床群の資料を収集していきた
い。 
2 犯罪者/非行少年のみでなく,青少年一般に共通する背景の心理を,特に自己愛をキーワードとして適用することで,教育 機関等と共同して,現代の青
少年の教育,職業等の各種の問題を解明していきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
学部,大学院とも,臨床心理学,特に心理査定の理論と実践を中心に研究,教授しています。また,これらの成果を援用して,特に犯罪,非行領域において,犯
罪者や非行少年の主観的な世界を描き出す中で,その原因,背景を解き明かし,彼らの更 生を図るための手がかりを探求しています。 
具体的には,心理査定において関心のあるものは,TATという投映法テストで,その標準的な分析,解釈法を開発することが研究テーマです。また,犯罪の
鑑定の実践を通して,最近の犯罪の質的な変化を検討する中で,自己愛をキーワードとした現代日本人の意識の変化についても関心を広げています。
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�    � ����	�	� / Keywords 

 カリキュラム 
 教育方法 
 日本教育実践史 
 教育課程 
     

curriculum 

educational methods 

history of educational method in Japan 

course of study 

    

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
戦前・戦後初期の小学校のカリキュラム改革に関する研究 Research on elementary school curriculum reform during the prewar and 

the early post- war period. 
 

冨士原 紀絵 
FUJIWARA Kie 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
准教授 
修士 (人文科学) (1995 お茶の水女子大学) 
教育方法学 (教育実践史, カリキュラム論) 
    
fujiwara.kie@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
教育課程や教育方法、教職関係科目の授業を担当した。専門科目の教育
方法概論では現代の教育方法につながる問題点を意識して、日本の戦前
から現在にいたる教育方法の特徴について講義を行った。教育課程演習
では基礎的な文献購読と共に、先進的な教育課程に取り組んでいる学校
参観を行った。この他、教職関係の授業を担当し（オムニバス形式も含
む）、教育実習の事前・事後指導を担当した。また、実際の教育現場と
学生との接触を図るための授業運営や、インターンシップのコーディネ
ートを分担した。 

I taught classes regarding educational curriculum, educational method, 
teacher training and others. In the ‘Introduction to educational method’class, I 
ran a series of lectures regarding the characteristics of the educational 
methods in Japan from the pre-war era up to the present, highlighting the 
issues which lead to the present educational methods. In addition,I taught 
classes aimed at teacher training,and coordinating and supervising the 
students on-site teacher training throughout.  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

1．日本の戦前・戦後初期の義務教育のカリキュラム改革の歴史的研究 
2．言語教育（書き言葉）の実践と指導に関する研究 
3．教師の教育評価観に関する研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
将来、教職を志望する学生を育てること、あるいは現職の教師の方の実践研究への手助けをすることが自分がこの職に就いた理由です。学校に対す
る社会の期待は年々大きくなる中で、教師や子どもをめぐる様々な困難が取りざたされています。しかし、教師という仕事は目に見えない子どもの
可能性、そしてその子どもらによって創られる未来を生み出す手助けをするという意味において、社会の行く末を左右する重要な仕事であるのみな
らず、本来、未知のものを扱う創造性豊かな楽しい仕事であると考えます。そうした仕事に進んで携わろうとする、そして現に携わっている人たち
の期待や夢、そして直面している困難を一緒に考え学んで行くことを基本的なスタンスとしています。これまで小・中・高等学校の教師と子どもた
ちと様々な問題に一緒に取り組む中で多くのことを学んできました。研究対象は歴史的な実践ですが、歴史の中に登場する教師からも多くのものを
学んでいます。実践に即していれば時空を問いません、学校や教師について一緒に考えてゆきましょう
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�    � ����	�	� / Keywords 

 肥満 
 多価不飽和脂肪酸 
 ビタミンE 
 ポリフェノール 
 耐糖能異常 

obesity 

polyunsaturated fatty acid 

vitamin E 

polyphenol 

glucose intolerance 

�    � 
��� 
ビタミンE同族体が高脂肪食誘導性肥満マウスの耐糖能に及ぼす影響 ビタミン(2012)86, 671-677 
 
 
レスベラトロール誘導体の生理作用 日本ポリフェノール学会誌 (2012) 1,31-37 
 
 
「食物学概論」(株)光生館 
 
 
トコトリエノールの耐糖能作用とインスリン分泌に及ぼす影響 第9回日本トコトリエノール研究会 
 
 
nonHDLレベル・LDL/HDL比と赤血球膜の脂肪酸組成との関連について 第34回日本臨床栄養学会総会 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
肥満や生活習慣病を予防するために、日本人の食生活の中でも脂質の摂
取に関する問題は、量だけでなく質をどうするかが重要であり、メタボ
リックシンドロームの原因となる肥満と食物との関係を、培養細胞を使
ったin vitroの系から動物を使ったin vivoの系の両方から研究してい
る。 

To investigate the appropriate fat intake for the prevention from obesity and 
life-style related diseases, I am intersted in the relationship between the 
function of food and metabolic syndrome using both of cell culture system 
and animal model. 

 

藤原 葉子 
FUJIWARA Yoko 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
博士 (学術) (1993 お茶の水女子大学) / Ph.D 
栄養化学, 脂質生化学 
http://www.hles.ocha.ac.jp/food/eiyo-ken/index.html 
fujiwara.yoko@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部では「代謝栄養学」、「応用栄養学」、「栄養学実験」を担当している。 
管理栄養士養成課程の基礎栄養学、応用栄養学にあたり、どのような食
物をどれだけ摂取すればよいのかについて、科学的根拠のもとに理解す
る知識と方法を教育している。卒業論文指導は、研究の初歩としてのス
キルを身につけ、論文としてまとめて発表できることを目標としている。 
大学院前期課程は「栄養化学特論」「栄養化学特論演習」講義と演習を
行っている。修士論文指導では、与えられたテーマから、実験を組み立
てて研究を進め、論文を書くことを目標とする。 
大学院後期課程は「分子栄養学」を担当。博士課程では、将来は研究者
として「独り立ち」できる人材教育を目指している。 
食べ物を化学的な物質として理解でき、科学的根拠のある栄養学研究を
担える人材を育てたい。 
 

Undergraduate course （Nutrition and metabolism, Practical nutrition, 
Experiments of Nutrition) 
 
Postguraduate course (Nutrition chemistry, Nutrition chemstry seminar, 
Molecular nutrition seminar) 

 
 
 
 
�    � ���� 

研究室では、肥満を基盤とする生活習慣病に関する影響をin vitro, in vivoの両方から、生理学的および生化学的に評価するシステムが確立した。 
食品成分の関連を研究する上で、その成分の誘導体の中に、さらに強い作用をもつものを探すなど、有機合成分野との共同研究も進めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
栄養化学研究室では食品成分、特に、脂肪酸や脂溶性ビタミン、ポリフェノールなどの生理機能について、生活習慣病予防の観点から、動物実験や
細胞培養などを使った基礎研究を行っています。氾濫する食情報に流されないために、正しい知識を身に着け、研究を通して科学的根拠を学んでほ
しいと思っています。
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�    � ����	�	� / Keywords 

 強相関電子系 
 超伝導と磁性 
 中性子散乱実験 
 物性実験 
 低温 

Strongly correlated electron system 

superconductor and magnetism 

neutron scattering experiment 

condensed matter experimen 

low temperature 

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
中性子散乱法を用いて強相関電子系の研究を行っている｡研究対象とし
て近年取り上げた物質は､新奇超伝導 CeCoIn5、モット絶縁体､p 波超
伝導Sr2RuO4､RENi2B2C(RE=Y and rare earth)とその関連物質であ
る｡主な研究成果は以下のようにまとめられる｡  
(1)CeMIn5 (M=Co, Rh,Ir) 異常超伝導状態について 準2次元重い電子
系超伝導体CeCoIn5では強いパウリ常磁性効果により特異な超伝導混
合状態（FFLO状態）が実現すると考えられている。古川研では、FFLO
状態の存在を直接的に実証するため中性子小角散乱実験による超格子
反射の観測に挑戦している。試料の作成およびその物性評価を行った。  
(2)Sr2RuO4の超伝導体対称性の検証 Sr2RuO4はp波超伝導であると
言われている｡しかし､p波超伝導の発現に寄与することが期待される強
磁揺らぎについてはその存在が明確でなく､逆に､大きな反強磁性揺ら
ぎを示す｡来年度以降実施を計画している中性子小角散乱実験用の大型
単結晶試料の育成、および、得られた試料の物性評価を行った。 

By using neutron scattering technique, we are studying strongly correlated 
electron systems, mainly CeMIn5 (M=Co, Rh,Ir), Mott insulators (Ti and Mn 
systems), Sr2RuO4, RENi2B2C (RE=Y and rare earth) and their relatives. 
Recent progress in my research activity is summarized as follows:  
(1) Superconducting properties in CeMIn5 (M=Co, Rh,Ir) FFLO state has been 
proposed to realize in quasi-two dimensional heavy electron superconductor 
CeCoIn5. Then we have tried to verify it by SANS experiments. 
(2) Superconducting symmetry in Sr2RuO4 Sr2RuO4 has been suggested to 
be a spin triplet superconductor. The system posses a huge incommensurate 
AFM spin fluctuations at q =(1/3 1/3 L) but any direct evidence of 
ferromagnetic spin fluctuations has not been reported so far. We plan to 
perform SANS experiments on this material. Then we tried to grow new single 
crystals. 

 

古川 はづき 
FURUKAWA Hazuki 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授  
博士 (理学) (1995 東京大学) 
強相関電子系の中性子散乱実験 (超伝導, ペロブスカイト型Mn酸化物等) 
http://www.phys.ocha.ac.jp/furukawalab/ 
furukawa.hazuki@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
（学部）凝縮系物理学、物性物理学序論、物理学基礎実験 
（大学院）磁性体特論、磁性体演習、強相関物理、強相関物理演習 
（卒業研究・修士研究指導）研究室所属の学生各自に1つずつ研究テー
マを与え個別の研究指導を行っている。 
これまでの研究課題は研究室のHPに記載している。各人、担当した研
究テーマの試料を作成し、X線構造解析、電気抵抗、磁化測定、中性子
散乱等を用いて物性研究を行う。研究の目的の熟知と最適な実験・解析
法の議論に徹する時間が長いが、その中で「新しい問題への解決法を、
自分の手で、いかにうまく切り開くか」といった研究のおもしろさを伝
える様心がけている。 

    

 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

最近、超伝導現象と磁性の関わりについて研究を行っています。 
現在の研究テーマは、強磁性超伝導に期待される自発的磁束格子構造の実証、および、CeCoIn5で実現していると思われているFFLO相を実証する
事です。これら2つの現象は、ともに数十年前に理論的に予言された現象で、これまでに現実の系で実現していることが確認されていない問題です。 
これらの現象を実験で実証するのは非常に難しく、チャレンジングです。 
これまでに培った知識を生かし、可能な限りの集中力で実験の準備を進めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
将来的な人口の大幅減少を見据え、近年、女性パワーの活用が注目されています。個々の活躍の場を見つけるため、大学生活を充実したものにする
ことは大切なことです。自分が興味を持てる事を見つけることができる場所、そして、その興味を延ばすことができる場所を見つけましょう。 
一番、大切なことは、ポジティブ思考をもち自らの意思で走り続ける事だと思います。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 天皇制 
 律令制 
 儀式 
 日唐比較史 
 日唐関係史 

Japanese Imperial System 

Code-Statute System 

Rituals and Ceremonies 

Comparative History of Japan and China 

Historical Relationships between Japan and China 

�    � 
��� 
Furuse Natsuko ‘Changes in Imperial Power as Seen from a Comparison of Sung and Tang Statutes’ “Transactions of the International 
Conference of Eastern Studies”ＬVⅡ2012 2013,pp111-113 
 
 
古瀬奈津子 「遣唐留学生与日本文化的形成」 王勇主編『東亜座標中的遣隋唐使研究』 2013年1月, 中国書籍出版社,  151-159ページ 
 
 
古瀬奈津子 「宋令唐令の比較からみた皇帝権力の変質」 第57回国際東方学者会議 2012年5月25日 於日本教育会館 
 
 
古瀬奈津子 「書札礼からみた日唐家族の比較研究」 「中華法系與儒家思想」国際学術研討会 2013年3月21日 於台湾大学人文社会高等研究院 
 
 
古瀬奈津子 「『権記』に引用された式と日記―「藤原行成『権記』 と『新撰年中行事』」の前提として―」 国際日本文化研究センター共同研究会
「日記の総合的 研究」 2012年10月20日 於国際日本文化研究センター 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

1．日中比較史については、天聖令による宋令と唐令の条文を比較して、
唐から宋へと皇帝に奏上する手続きが増加することから、皇帝権力の独
裁化を明らかにした論文を刊行した（主要業績1・3）。遣唐使の文化的
側面について検討した「遣唐留学生与日本文化的形成」の論文を発表し
た（主要業績2）。 また、唐の書儀と日本の往来物を比較して、それぞ
れの家族・親族のあり方の違いについて、台湾大学における国際学術検
討会において口頭報告を行った（主要業績4）。 
2．平安時代史について、藤原行成の日記『権記』に引用された法令や
日記について検討し、行成編『新撰年中行事』と日記の関係を考察した
「『権記』に引用された式と日記―「藤原行成『権記』と『新撰年中行
事』の前提として」の口頭報告を行った（主要業績5）。 
また、平安時代中期の文人貴族藤原明衡編『明衡往来』について検討し
た「『明衡往来』にみる書札礼」の口頭報告を行った。 

    

 

古瀬 奈津子 
FURUSE Natsuko 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授  
博士 (文学) (1999 東京大学) / Ph.D in Literature 
日本史学 (日本古代史, 特に日本古代の政治制度, 儀式, 平安時代史) 
    
furuse.natsuko@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
1．学部では、リベラルアーツ色・音・香で、おいしさと色・音・香に
ついて歴史学の立場から講義を行った。古文書学では、古代・中世史料
の読み方・調べ方の手ほどきをした。日本文化史概論では、安田次郎教
員と合同で日本古代・中世史を都市に着目しながら概観した。日本古代
中世政治史では、平安時代前期の政治、社会、文化、対外関係などにつ
いて論じた。日本古代史演習では『続日本紀』延暦8年条を講読し、桓
武朝前半期の政治・社会の変化について考察した。大学院では、『令集
解』葬喪令と『小右記』寛仁3年条を講読し、律令制の基礎とその後の
社会的展開について理解を深めた。卒論・修論・博論の研究指導を行い、
卒論3人、修論3人、博論1人がそれぞれ学位を取得した。 
2．大学院教育改革支援プログラムを引き継いだ副専攻「日本文化論」
の一環として、比較日本学教育研究センター主催の国際日本学シンポジ
ム「文字・表現・交流の国際日本学」および国際日本学コンソーシアム
「多文化共生社会に向けて」を開催し、大学院教育の国際化に寄与した。 

    

 
 
 
�    � ���� 

1．東アジアにおける日本という視点から、日本古代の天皇制研究を進め、日本社会の特質に迫る。 
2．共同研究「日唐宋律令法の比較研究と新唐令拾遺」の編纂」を継続し、天聖令による日唐令比較研究から、日唐古代社会の本質的差異と歴史的展
開の共時性を明らかにする。 
3．平安時代の政治システムについて、律令制からの変容過程を、同時代の中国との比較を交えて考察し、古代から中世への変化を明らかにする。  
4．共同研究「社会的上下感覚の生成・持続・変容に関する比較史」（科学研究費）により、従来とは別の見方で、日本古代における上下関係につい
て考える。  
5．日本学の観点から、海外の日本研究者と共同で、日本の社会と文化について、異なった視点からの学際研究を進める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
女子大というと閉ざされたイメージがあるかもしれませんが、お茶の水女子大学の場合それは当てはまりません。サークルだけではなく、ゼミや勉
強会を通じて他大学との交流もあります。他大学の単位を取得する制度もあります。お茶大の中だけに閉じこもらずに、積極的に外の世界とのつな
がりももつようにしましょう。 
ただし、国立女子大学の意義もまたあると思います。現代社会においては、まだ就職や、結婚をし子どもをもった後に仕事を続けようとした場合な
どに、男女平等とは言えない部分があるのではないでしょうか。子どもの出生率が下がったままなのは、こうしたことに原因があるのではないでし
ょうか。本当の意味において男女がそれぞれの特性をいかして生きていける社会を実現するために、国立女子大学の意義はまだ大きいと言わざるを
得ないと思います。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 プラスチックシンチレータを用いた放射線計測 
 中性子核反応測定 
 中性子放射化分析 
 新型測定機の開発 
 プラズマ処理 

Radiation measurement with plastic scintillator 

Accurate neutron-nucleus reaction measurement 

Neutron activation analysis 

Development of a new radiation-measure equipment 

Plasma treatment 

�    � 
��� 
Semi-quantitative analysis of leaf surface contamination by radioactivity from the Fukushima Daiichi nuclear power plant accident using 
HPGe and imaging technique;Etsuko Furuta, J Radioanal Nucl Chemis, 297, 337-342 (2013) 
 
 
A new wiping device for Detecting Removable Contamination; E. Furuta, Y. Watanabe and S. Yokota, Health Phys. 102(6), 664-669 (2012) 
 
 
Necessity of World Wide Regulation for Radioactive Consumer Products in Current Markets; E. Furuta, IRPA, IRPA-13 電子版掲載 (2012.07)  
http://www.irpa13glasgow.com/information/downloads/ 
 
 
市販の簡易型線量計の性能調査:古田悦子, 草間経二, Radioisotopes, 61(4), 185-192 (2012) 
 
 
雑誌への執筆依頼 (月刊誌)；「プラスチック」と「化学装置」の２誌 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

主に、次に掲げる3テーマの研究を推進している。 
1. 原子炉等を用いた中性子利用研究。 
① JAEAのJ-PARCのビームラインANNRIを用いた中性子共鳴吸収
実験で、化粧品に含まれる菌の分析を行った。 
② 京大原子炉における、放射化分析により、絵の具に含まれるカドミ
ウム濃度および他の微量元素の濃度を分析した。 
2. 低エネルギーのβ線測定であって、液体シンチレータを用いずに
液体シンチレーションカウンターで測定する方法を開発した。きわめて
効率よく測定できる方法であり、特許申請を行っている。 

Main themes are as follows:1.Neutron utilization by using nuclear reactors.  
① By a neutron resonance absorption experiment using beam line ANNRI of 
J-PARC of JAEA, gold included in cosmetics was analyzed. 
② By neutronactivation analysis at KUR, cadminium in pigments was 
analyzed with other trace elements. 
A new method for measuring low-energy beta-emitter was developed. The 
method was measured using liquid scintillation counter without liquid 
scintillator. So, the method was low-loaded for environment. Also the method 
shows high measurement efficiency like a liquid scintillation counting. 

 

古田 悦子 
FURUTA Etsuko 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
講師 
博士 (理学) 
放射線計測学 
    
furuta.etsuko@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
放射線基礎教育として、コア科目「安全管理慨論」 
大学院博士前期課程用放射線計測学 
放射線業務従事者用法定新規教育、再教育 

Fundmental radiation 
Radiation measurement 
Radiation education for users 

 
 
 
 
 
�    � ���� 

低エネルギーβ線の新測定法に関し、イノベーションジャパンにおいて発表したところ、多くの企業より、問い合わせをいただいた。2013 年度に
は、HA社との共同研究などを行う予定である。 
また、東工大学、東海大学、大阪大学などとの共同研究の話が進んでいる。 
核融合研究所、日本原子力開発機構、京都大学原子炉施設との共同研究は継続予定である。 
 
 
 
�    � ���	� 
東京電力福島第一原発事故以来、科学的根拠に乏しい書籍やウェッブサイトが見受けられます。正しく放射線について理解して、有効利用し、無駄
な被ばくを避ける判断ができるようになってくれたらと思っています。
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所属 
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学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 非放物型方程式を適切にする空間の研究 
 シュレディンガー方程式の経路積分の表現 
 ディラック方程式の経路積分の表現 
     
     

Wellposed space of nonlineat parabolic equations 

  

  

  

  

�    � 
��� 
K.Furuya: Formally Self-Adjoint Schr ̈ odinger Operators with Real Measurable Potential, Journal of Nonlinear and Convex 
Analysis.(accepted.) 
 
 
Furuya,Kiyoko: GENERALIZEDFORMOFTHETROTTER-KATO THEOREM FOR WEAK CONVERGENCE. Proceedings of The 7th 
International Conference on Nonlinear Analysis and Convex Analysis-I-(Busan, Korea, 2011). pp.29-52 (査読有) 
 
 
KAORI KIKUCHI AND KIYOKO FURUYA:A NOTE ON SEMIGROUPS OF LOCALLY LIPSHITZ OPERATORS ASSOCIATED WITH 
SEMILINEAR EVOLUTION EQUATIONS. お茶の水女子大学自然科学報告Vol. 62, No. 2.(2012). pp.9-20. 
 
 
K.Furuya: ON THE FORMALLY SELF-ADJOINT SCHERODINGER OPERATORS Proceedings of Seminar on Partial Differential Equations in 
Osaka 2012 ― in honor of Professor Hiroki Tanabe ’s 80th birthday ―, pp.9-18. 
 
 
Reviewer: MR2860309 (2012i:34079)2012-05-31.Gomilko, Alexander; Zwart, Hans; Besseling, Niels Growth of semigroups in discrete and 
continuous time. Studia Math. 206 (2011), no. 3, 273-292. 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
シュレディンガー方程式の経路積分の表現、シュレディンガー方程式を
作用素空間でのファインマンの経路積分により数学的に 意味を持つ様
にするファインマンの経路積分は直感的な定義により物理の世界では 
市民権を得ているが数学の立場から見ると厳密な定義が与えられてい
ない 積分を定義する為の一次元の測度が存在しないためである空間を
激しく振動していることを考慮して無限次元空間（作要素空間）での”
ベクトル測度”を定義する事によりファインマンタイプの経路積分を 
定義する。 
 

The idea of Feynman's integral is a topic of great interest in mathematics and 
physics. But rigorous mathematical treatment of this integral is not enough. 
We shall define a kind of operator-valued integration and define the path 
integrals Reducing matrix-valued functions to scalar functions, we prove path 
integrals for Dirac equations are represented by an $L(L^2,L^2)$-valued 
measure. 

 

古谷 希世子 
FURUYA Kiyoko 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
講師  
博士 (理学) (1991 広島大学) 
関数解析学 (特に, 発展方程式と偏微分方程式) 
    
furuya.kiyoko@ochaacjp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
数学科：偏微分方程式論、関数解析、数学演習 V、数学講究 
全学・共通：基礎微分積分学 
大学院 理学専攻数学コース：数学基礎演習、実解析学特論、無限次元
測度演習、特別研究 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

方程式の解が存在するより応用範囲の広い関数空間を構成する。 量子力学など物理学の分野で重要な方程式を測度論的に記述し数学的基礎付けをす
る。 (物理学で使われているファインマンの経路積分は未だ数学理論が定まっていない。) 非線形方程式を適切にする空間の研究 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
10年後、どんな状態でいたいのかを思い浮べながら自分の頭で考え判断し計画を立て実行に移してください。 
今人気がある、高収入につながる、他人に勧められた、といった理由では大変なときに頑張りが効きません。 
辛い時に苦労したことは、無駄にはならない、何らかの形で身に付くということを忘れないでください。
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所属 
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学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 数理言語学 
 計算言語学 
     
     
     

Mathematical Linguistics 

Computational Linguistics 

  

  

  

�    � 
��� 
Subtyping in Logical Polysemy and Copredication Bekki, Daisuke. Asher, Nicholas. (2012). In Proceedings of the Ninth International 
Workshop on Logic and Engineering of Natural Language Semantics (LENLS9), pp.98-105, ISBN: 978-4-915905-51-3 C3004(JSAI), JSAI 
International Symposia on AI 2012, Miyazaki, Japan. 
 
 
「数理論理学」 戸次大介著 東京大学出版会 
 
 
Conjoined nominal expressions in Japanese - Interpretation through monad - (revised version) J.-R. Hayashishita. Bekki, Daisuke. (2012). In 
New Frontiers in Artificial Intelligence (JSAI-isAI 2011 Workshops, Takamatsu, Japan, December 2011, Selected Papers from LENLS8), 
Manabu Okumura, Daisuke Bekki, Ken Satoh (Eds.), LNAI 7258, pp.54-67, Springer, Heidelberg. 
 
 
Extractability as Deduction Theorem in Subdirectional Combiantory Logic (extended version) Ozaki, Hiroko. Bekki, Daisuke. (2012). In Logical 
Aspects of Computational Linguistics (7th international conference, LACL2012, Nantes, France, July 2012 Proceedings), Springer. 
 
 
Toward the formulation of presupposition by Illative Combinatory Logic Ishishita, Yuri. Bekki, Daisuke. (2012). In Logical Aspects of 
Computational Linguistics (7th international conference, LACL2012, Nantes, France, July 2012 Proceedings), Springer. 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
学校の国語・外国語の授業では「文法」を規範的な規則として学びます
が、実は私たちはそのような規則を学ばないうちから母語を使用するこ
とができます。それでいて母語によるコミュニケーションが可能である
ことは、母語には私たちが意識していない内在的な法則性があることを
示唆しています。ところが、誰もが言語を無意識に使いこなしているに
も関わらず、これまで誰もその法則性の全体を記述することには成功し
ていません。考えてみればこれは大変不思議なことです。 
数理言語学という分野では、日本語や英語といった自然言語の文法と意
味に関わる法則を、数式を用いて解明していきます。中学高校の英文法
でも「SVO」等の記号が登場しますが、それにはあまり納得できなかっ
た人も多いと思います。数理言語学では、記号論理学やプログラミング
理論の近年の成果を用いて、それらを遥かに精緻化した理論を展開しま
す。このように、言語や哲学の問題も数学的な構造として記述し、数学
の定理を活かして解く、ということが可能になってきています。 

    

 

戸次 大介 
BEKKI Daisuke 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
博士 (理学) 
数理言語学 / Mathematical Linguistics 
http://www.is.ocha.ac.jp/~bekki/ 
bekki@is.ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
「人間の言葉を数学的に分析する」というと、水と油を一緒にするよう
な印象を受けるかもしれません。しかし、日本語や英語といった自然言
語と、数学・論理学・プログラミングで用いる形式言語は、根底のとこ
ろで共通している、というのが形式文法(Formal Grammar)・形式意味
論(Formal Semantics)の考え方であり、文系と理系の完全な境界領域を
形成しています。この授業では、自然言語の中でも、特に日本語の文法
と意味について、組合せ範疇文法(Combinatory Categorial Grammar: 
CCG)という比較的新しい理論による分析を解説します。講義を通して、
形式文法・意味論の基本的な考え方を身に付けることを目指します。 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

    
 
 
 
 
�    � ���	� 
日本では、学問分野は大きく「文系」と「理系」に分けられていますが、それぞれ「世界を見る人間」と「人間が見る世界」を対象としていること
を考えると、本来は渾然一体としたものです。しかし、文系で育った学生と理系で育った学生では、知識だけではなく、ものの見方自体が異なるこ
とがあります。この「文理の壁」を乗り越えるにはどうしたら良いか、皆さんと一緒に考えていければと思っています。
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所属 
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専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 卒業生調査 
 卒業生の交流促進 
     
     
     

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
Rie Hogetsu, "From the Laboratory to the Kitchen: The Oral History of Nutrition and its Application to the History of Science"ﾊHistoria 
Scientiarum, Vol.22 No.2 
 
 
宝月理恵, 「戦後日本における歯科衛生士の専門職化：口腔医療をめぐる支配管轄権の変容から」 『保健医療社会学論集』Vol.23 No.1 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

（1）女性リーダーとして活躍している本学卒業生を母校に招き、本学
のこれまでの教育成果や今後の教育方針について提言を得るために、
2012年9月に卒業生座談会調査を企画・実施した。サンプリング手順
として、OGデータベースに登録いただいている関東圏在住の卒業生の
うち、企業、官公庁、NPO等の団体に勤務する卒業生約100名に電子
メールで依頼し、合計2日間の日程で総勢38名の参加者を得た。座談
会では、主に卒業年コーホートに基づいた5人程度の小グループを4～
5つ形成し、「本学の女性リーダー養成教育の評価」「グローバル人材育
成のために求められる大学教育」等をテーマに意見交換を行った。 
（2）2013年1月22日に、卒業生と在校生との交流会を実施した。大
学主催の卒業生と在校生との交流会は本学初の試みであり、2012 年 9
月に実施した卒業生座談会調査で得られた提言に基づき企画された。
OGデータベースから教育、企業、行政等の分野に勤める卒業生に対し
電子メールで参加依頼を行い、卒業生28名、学生43名の参加者を得
た。参加者アンケートにおける満足度は非常に高く、第1回交流会は盛
況に終わった。 

    

 

寶月 理恵 
HOGETSU Rie 
リーダーシップ養成教育研究センター 
アソシエイト・フェロー 
博士 (社会科学) / Ph.D 
社会学 
    
hogetsu.rie@ocha.ac.jp 
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現在はをリーダーシップ養成教育研究センターに所属し、在校生・卒業生のリーダーシップ養成にかかわる業務に幅広く取り組んでいる。今後は他
センターと連携しつつ、本学独自のリーダーシップ養成教育カリキュラムの開発に取り組んでいきたい。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
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The l-class grorup of the Z_p-extension over the rational field, Journal of Math. Soc. Japan 64 (2012), 1071-1089 
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    Let p be an odd prime, and let B denote the unique abelian extension over the 

rational field, contained in the complex field, whose Galois group over the 
rational field is topologically isomorphic to the additive group of p-adic 
integers. The p-class group of B is known to be trivial by Iwasawa. Let l be an 
odd prime different from p. The question whether the l-class group of B is 
trivial has been considered in our previous papers mainly for the case where l 
varies with p fixed. We gave a criterion, for checking the triviality of the l-class 
group of B, which enables us to discuss the triviality when p varies with l fixed. 
Moreover, discussing the sufficient condition with the help of a personal 
computer, we found that, if l does not exceed 13 and p does not exceed 101, 
then the l-class group of B is trivial. Although our numerical result is thus 
limited, our criterion for checking the triviality of the l-class group of B seems 
to be widely applicable. As to the 2-class group of B, we have already given in 
a sufficient condition for its triviality on previous papers. 
 

 

堀江 充子 
HORIE Mitsuko 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
講師 
理学博士 (1990 東京都立大学) 
代数的整数論 
    
horie.mitsuko@ocha.ac.jp 
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学部1年生（以上）向け「数理逍遥」：初等整数論を中心として、初学
者にも親しめると思われる内容について、具体例を交えながら解説、ま
た、いくつかの定理に関しては、別証明を考えさせるなど、「証明」に
親しむことも一つの目的とした。話題として選んだことは、有理数と小
数の関係、自然数を法とする既約剰余類群、公開鍵暗号、暗号と素数、
素数の「個数」の評価、オイラー関数、メービウスの反転公式、算術的
関数のなす環とディリクレ積、平方剰余記号等。 
 
学部2年生向け「線形代数学3」：ジョルダンの標準形を中心に解説。 
 
学部3年生向け「代数学2」：環論。イデアル、剰余類環、ユークリッ
ド整域、単項イデアル整域、一意分解整域、多項式の既約分解等。 
 
大学院博士前期課程向け「整数論特論」：連分数論の解説から始め、実
2次無理数・虚2次無理数の対等から、2次体の整数・単数・イデアル
へと、2次体の整数論の具体的側面について主に解説した。 

    

 
 
 
�    � ���� 

奇素数 p に対して B(p) をその有理数体上のガロア群が p-進整数環に位相同形となるような、複素数体に含まれる有理数体上の唯一のアーベル拡
大体とする。l で p と異なる奇素数を表すとする。 これまでp を固定し、l を走らせつつB(p)の l-類群の自明性を議論することが多かったが、先
の研究では、l を固定しpを走らせて B(p)のl-類群の自明性を論じた。これにより、これまで行ってきた研究がどこまで拡張できるか考えたいと思
っている。すなわち、先の研究手法により、次のような議論が可能になるのである。S を空でない素数の集合とし、B(S) で Sの元 p を走らせたと
きの B(p) の合併体とする。このとき、S に含まれない素数 l について、 B(S) の l-類群はいつ単位群となるだろうか。 
まず、このための十分条件を、計算機を用いて具体例を計算できるように整理し、実例もあげたいと思う。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
昨今では、入学試験問題の解法を教える技術の向上から、「数学は好きではないけれども、数学の入試問題は解ける」というタイプの新入生を見かけ
ることが多いような気がします。ところで、数学には長い歴史があり、大学で身につけて頂たいことは非常に多いこともあって、大学で個々の問題
の解法を手取り足取り教えることは不可能に近いと思われます。また、大学で個々の解法のパターンを学だとしても、社会に出ると、教えられずと
も自分でなんとか問題を解決していかなくてはならなくなるでしょう。大学では、学んだことを自分の力で消化し、問題解決のために応用できる力
をつけることを目指して下さい。目標も問題意識もなく、大学での数学の勉強をすることは、苦痛を伴うものだと認識して下さい。
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Majima, Hideyuki, Seki Takakazu, his life and bibliography, to appear in “Seki, Founder of Modern Mathematics in Japan” A 
Commemoration on Tercentenary, Ser. Springer Proceedings in Mathematics & Statistics, Vol. 39, Knonloch E., Komatsu H., Liu D.(Eds), 
pp3-20, 2013 
 
 
真島秀行：『解伏題之法』の行列式と『大成算経』の行列式について，京都大学数理解析研究所講究録1831(『大成算経』の数学的・歴史的研究), 2013,
掲載予定 
 
 
真島秀行：「算学玄訓」における関孝和の行列式, 京都大学数理解析研究所講究録(数学史の研究), 2013,掲載予定 
 
 
真島秀行：日本数学会教育委員会「大学生数学基本調査」について ―記述式入試の大切さが再認識された調査―, 大学の物理教育, Vol.19, No.1, 2013, 
pp7-11 
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複素領域における微分方程式論については関数の漸近展開についての
研究をした。数学史に関しては、1．関新助孝和の「解伏題之法（天和
三年重訂）」と「大成算経第17巻伏題」の他に「算学玄訓」に現代数学
的には終結式・行列式のことが書いてあることに注目し、京大所蔵の「算
学玄訓」に書かれた特別な形の行列に関する内容が初稿であろう、との
説を得た。そこから一般論として冗長であるが自然な数学的な発想であ
る「式の係数に関する展開式」を得ていたが、まとめ方を工夫して「解
伏題之法（重訂）」の逐式交乗による計算の表と、この表からうまく組
み合わせられて交式斜乗による計算の表に著したが、5次以上の行列に
ついて交式斜乗は誤っているので、大成算経では元の考えに戻したと推
察されることを指摘した。2．建部賢弘が円周率計算に使った「累遍増
約術」がどのような発想から生まれたか考察した。数学教育については
高校数学の課題学習・数学的活動として「虹の数学」という教材の改良
を行った。 

    

 

真島 秀行 
MAJIMA Hideyuki 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授  
理学博士 (1985 東京大学) 
複素領域における微分方程式論, 数学教育数学史 
http://www.sci.ocha.ac.jp 
majima.hideyuki@ocha.ac.jp 
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LA科目「数理のことば」、理学部数学科3年生向けに関数論とその演習、
3～4年生向けに微分方程式論の講義を行った。 大学院博士前期課程向
けに、漸近解析特論として不確定特異点を持つ線形微分方程式の解の形
式解の構成法、局所的挙動、について講義した。 学部4年の数学講究
では、微分方程式論のテキスト、関数論のテキスト、数理ファイナンス
のテキストを読ませた者があったが、いずれも発表させ、質問、演習を
通じて理解度を上げた。 大学院博士前期課程の1年生には、テキスト
を読ませ、質問、演習を通じて基礎知識が修得させるよう指導に当たり、
大学院博士前期課程の2年生には、修士論文としての研究課題を与え、
そのために必要な知識を本や論文を読ませることによって獲得させ、修
士論文の指導に当たった。 

    

 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

1．特殊関数を漸近解析の手法を中心を研究してきている。Bessel 関数などは様々な場面で応用されている。まだ知られていない応用があれば共同
研究したい。 
2．関新助孝和の伝記的な面が分かってきたが、引き続き関孝和の数学と職業との関わりについて明らかにしていきたい。また、弟子である建部兄弟、
特に徳川吉宗の相談役であった建部賢弘についても数学と職業との関わりを明らかにしていく。 
3．新学習指導要領の解説で「算数・数学的な活動」を通じて算数・数学を学ぶ姿勢を育てる方向性が強く出されているが、どのような教材が適切か
研究していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
数学は元々人間生活の必要性から生まれ、発展し、人びとの生活を支え続けてきています。物を数えたり、量を測ったり、形を作ったり、空間内の
位置を表したりするのに必要な数の概念、図形の概念はもちろんのこと、それらを基礎として、関数の概念が生まれ、それを解析する手段である微
分積分学などが確立されてきました。そのお蔭で、他の科学、技術とも相俟って、今日、人工衛星を打ち上げることなどが可能となり、より正確な
天気予報が可能になったり、衛星放送が見られたり、GPS（全地球測位システム）が開発されナビゲーションができるなど、人びとはその恩恵に浴
しています。数学は地味な学問ですが、強力で、その良さを社会の多くの人びとに知っていただきたいと思っています。江戸時代の関孝和、建部賢
弘、近代日本の高木貞治の業績など、日本では世界的な数学が生み出されてきています。数学を何らかの意味で人生に役立てていこうという志のあ
る方が、「虹の数学」などを学びに、そしてさらに研究を目指して進学して来てくれることを期待しています。
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増田優,  規範科学-レギュラトリー・サイエンス-, 生命科学概論, 朝倉書店, 145-153 
 
 
星川欣孝, 増田優,  化学物質総合管理による能力強化策に関する研究(その15)-化学物質の総合管理に関する法律要綱試案-, 化学物質総合管理 , 8(2), 
化学物質総合管理学会, 64-94 
 
 
須藤繁, 増田優,  米国石油精製業におけるバレロ・エナジーの事例に見るポリシー・イノベーションが導く事業展開, 技術革新と社会変革ー現場 基
点―, 4(1), 1-12 
 
 
増田優,  機能性化学産業の競争力とビジネスモデルの変革-ポリシーイノベーションが導く素材産業から部材産業への展開-, 化学工 学, 75(8), 
490-4�c 
 
 
結城命夫, 増田優,  化学物質総合管理に関する活動評価-企業活動調査結果(2010年度)および政府機関の追跡調査結果-, 化学生物総合管理, 8 (2), 化
学生物総合管理学会, 126-143 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
1.日本の国際競争力に陰りが見える中で国際的に強い存在感を示して
いる機能性化学企業の事例研究を行い、競争力の主要な 要因としてポ
リシー・イノベーションの概念を提起した。 
2.持続可能な発展に関する 2002 年の世界首脳会議(WSSD)において化
学物質総合管理に係る活動の強化が合意され、2006年の国 際化学物質
管理会議(ICCM)において戦略的アプローチ(SAICM)が採択された。こ
のように化学物質総合管理を巡る国際的な動き は加速化しており、国
内体制の強化が喫緊の課題となっている。 
2-1.このため、化学物質総合管理において重要な役割を果たす各主体の
自主的活動を促進する方策について検討を行い、化学 物質の総合管理
に係る行動を評価する指標体系を開発し、企業、政府機関、大学、試験
研究機関の評価を行い比較検証した。 
2-2.また、国際的な比較を行いつつ、化学物質のもたらすリスクを科学
的知見と科学的方法論に基づいて管理していくのに相 応しい国内の法
律体系と行政体制について検証し、変革の方向について「化学物質総合
管理法要綱案」を策定して提言した。 

1.We created new concept of policy innovation in addition to process and 
product innovation through case studies of Japanese functional-chemicals 
companies to explain strong international competitiveness and great Presence 
in global market. 

 

増田 優 
MASUDA Masaru 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
博士 (学術) / Ph.D 
化学物質総合経営学 / Integrated Chemical Management, 社会技術革新学 / Socio-Techno Innovation 
http://www.lwwc.ocha.ac.jp/ 
masuda.masaru@ocha.ac.jp 
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1.化学物質のもたらすリスクを管理する国際的な行動計画においても、
キャパシティー・ビルディングが最重要課題のひと つとして掲げられ
ているが、化学物質総合管理のためには、化学物質の特性に関する自然
科学的な知識から条約や法律に関す る社会科学的知識まで幅広い知見
を身につけることが必要である。その出発点として、社会技術革新学に
加えて安全管理概論 やリスク管理(演習)の講義を行い、科学的知見およ
び科学的方法論と法律や条約の関わりなどにつて論じた。 
2.また、多様な社会人を対象に、化学物質や生物の管理、或いは技術革
新と生活や社会の変革の関わりなどに関して、実践 的で総合的な学習
の機会を提供するために「知の市場」を実施した。2012 年度は、専門
機関や実務機関などから総勢765名の講 師陣を組織化し、全国31拠
点で80科目(1科目当たり120分授業15回で2単位)を開講した。その
結果、20歳台から50歳台までの 現役世代を中心に、企業人から教員、
公務員までの幅広い分野から総勢 2732 の受講応募者を全国から得て、
過去9年間の受講応 募者者の累積は約15,000名に達した。 

1.Capacity building of human resource is stated as the highest priority issue at 
UNCED & WSSD. To provide a broad range of knowledge from natural, 
social & cultural science essential to fully understand risk management, 
lectures on Regulatory Science and innovation of society & technology were 
given to introduce students to relationship between scientific knowledge & 
methodology and law & treaties. 

 
 
�    � ���� 

1.教育機関、試験評価機関、政府機関などに対しても適用可能な化学物質総合管理に関する評価指標を用いて企業などの活動評価を実施するととも
公開する。 
2.国際的な整合性に配慮しつつ国内の法律体系を検証し、科学的知見と科学的方法論に基づいてリスク原則に従って化学物質総合管理を行うのに相
応しい法律体系と行政体制のあり方やこれを支える化学物質総合管理情報共有公開基盤のあり方など について提言を行う。 
3.技術革新と社会変革の関わりについて現場を基点にしつつ、技術の視点、人間の視点、制度の視点、社会の視点から検証 する。 
4.ABCあるいはNBCの分野における危機管理のあり方について比較検証する。 
5.ポリシー・イノベーションの視点から成長が著しい企業の競争力の要因を検証する 
6.化学物質総合管理学に関する教育体系の構築に関し調査研究するとともに人材の育成と教材の開発を行う。 
7.社会技術革新学に関する教育体系の構築に関し調査研究するとともに人材の育成と教材の開発を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
技術革新は日々加速度を増しながら進展し、社会や生活の変革は激しさを増している。そうした中で、国際社会は大きな変貌を遂げつつあり、化学
物質総合管理に関するだけでも近年3つを越える条約が締結されるほど急速に、世界的な枠組みの構築 が新たに進んでいる。こうした内外の動きを
的確に理解し主体的に行動するため、現代社会に相応しい教養(ニュー・リベラル ・アート)を身につけることが不可欠である。 
しかし現代社会の教養は、基礎的な学問を学ぶだけで身に付くものではない。1980 年代以降の世界の学界における論議を経て、学問そのものが
Science for Society やScience for Policyの概念の展開の中で社会との関わりを強く指向している。「現 場基点」の視点を持って社会の現場との交
流の中で「互学互教」に励み、学問に溺れることなく産学連携を越えた「社学連携 」の視点を持って活動し、大学を大学人のための「知の拠点」か
ら社会と世界のための「知の市場」へと昇華するため、学生 ・院生の存在は大きく重要な役割を担っている。
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 ショウジョウバエ 
 ミトコンドリア 
 老化 
     
     

Drosophila 

mitochondria 

ageing 
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��� 
Oda, Y., Yui, R., Sakamoto, K., Kita, K., and Matsuura, E. T. (2012) Age-related changes in the activities of respiratory chain complexes and 
mitochondrial morphology in Drosophila. Mitochondrion 12: 345-351. 
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酸化ストレスに対するミトコンドリア転写因子A(TFAM)の過剰発現の
効果：ショウジョウバエにおけるTFAMの過剰発現は，個体の寿命の
変化を引き起こす。酸化ストレス下におけるTFAMの過剰発現が，寿
命や遺伝子発現に及ぼす変化を解析することによって，酸化ストレスに
関わるTFAMタンパク質の新たな機能について考察した。 
ミトコンドリア置換系統におけるミトコンドリア機能の変化：mtDNA
を異なる種に由来するものに置換したD. melanogasterの系統は，非置
換系統に比べて寿命が短い。活性酸素種およびATP の産生量測定に加
えて，呼吸鎖複合体Iのサブユニットタンパク質のアミノ酸配列の変化
と立体構造との関係の解析によって，置換系統の特徴について理解を深
め，寿命決定のしくみとの関連について考察した。 

Effects of overexpression of Tfam gene in Drosophila: We previously found 
that TFAM overexpression shortened lifespan in Drosophila. In the presence 
of oxidative stress (1% H2O2), the effects of Tfam overexpression on lifespan 
and expression of other genes were investigated, and the role of TFAM 
against oxidative damage was discussed.  
Mitochondrial function of mitochondrial transformants in Drosophila: The 
shortened lifespan of the mitochondrial transformants has been observed. We 
showed that ROS production was relatively higher in the transformants. 
Based on the structure of the complex I of T. thermophilus, the positions of 
amino acid replacements in the complex I subunits were examined in the 
transformants and the effects of the replacements on ROS production was 
discussed. 

 

松浦 悦子 
MATSUURA Etsuko T. 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
理学博士 (1982 東京都立大学） 
遺伝学 
    
matsuura.etsuko@ocha.ac.jp 
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1） 学部（必修） 
学科主プログラム科目「基礎遺伝学」「分子遺伝学」，および全学共通科
目「基礎生物学B」を担当した。「基礎遺伝学」「分子遺伝学」では，メ
ンデル遺伝学の分子的な解釈，遺伝子の構造，遺伝子発現の調節，ゲノ
ムなどを，「基礎生物学B」では，DNAの性質，複製，突然変異などの
分子的基礎を取りあげた。 
2） 学部（選択） 
学科主プログラム科目「分子遺伝学実習」を担当し，DNA断片のクロ
ーニングから塩基配列決定までの一連の実験を行うとともに，遺伝子組
換え生物に関する講義を行った。 
3） 大学院前期課程 
「オルガネラ遺伝学」および遺伝カウンセリングコース対象の「オルガ
ネラ遺伝学特論」では，ミトコンドリアに関連する内容を講義したのち，
受講者がそれぞれの興味に基づいて選んだ論文を発表形式で読み，最新
の研究動向に対する理解を深めた。 

1) For Undergraduates (Compulsory) 
In “Basic Genetics” and “Molecular Genetics”, I lectured on the molecular 
aspects of Mendelian genetics and the structure and expression of genomes. 
In “General biology B”, I lectured on the chemical structure of DNA, DNA 
replication, mutation, and DNA repair. 
2) For Undergraduates (Optional) 
In “Laboratory Course of Molecular Genetics”, cloning of DNA fragments and 
their sequence analysis were carried out. I talked about the guidelines for 
recombinant DNA experiments in general and in our university. 
3) For Graduate students 
 In “Organelle Genetics”, I lectured on basic mitochondrial genetics and 
introduced some of recent topics. Several newly published papers in 
mitochondrial research were picked up and discussed in the class. 

 
 
�    � ���� 

ショウジョウバエの実験系を用いて，ミトコンドリアのもついくつかの機能，伝達様式，ミトコンドリアゲノムなどに関する解析をさらに進める。
ミトコンドリアのゲノム情報に基づく機能予測と実験による解析を対応させることにより，さらにミトコンドリア機能についての理解を深めること
が可能である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
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職名 
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E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 日本の旧石器時代人 
 ジャワ原人 
 人類の起源と進化 
 年代推定 
 化石骨 

Palaeolithic hominids of Japan 

fossil hominids of Java 

human origins and evolution 

dating methods 

fossil bone 

�    � 
��� 
山崎真治・藤田祐樹・片桐千亜紀・国木田 大・松浦秀治・諏訪 元・大城逸朗 (2012) 沖縄県南城市サキタリ洞遺跡の発掘調 査(2009~2011 年)-沖
縄諸島における新たな更新世人類遺跡-.Anthropological Science (Japanese Series), Vol. 120, pp. 121 - ;134. (DOI: 10.1537/asj.120620) 
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主要テーマ: 
1.ジャワ原人や日本の旧石器時代人類の編年および変遷史 
2.人類の起源と進化:特にその年代論 
3.化石骨の年代測定・判定学 
目的:「ヒトとはどういう生物か」を知るため、特に人類の起源と進化
という面からアプローチしている。人類進化を研究す るには、進化の
道筋をたどる具体的資料であり、生命・生命体情報の宝庫とも言える古
人骨を対象とした研究が不可欠である。そうした研究においては、資料
の「古さを特定し、編年をおこなう」ことは研究の基盤をなす。 
以上の観点から、主に上記のテーマで研究を行っている。 
 

The main purpose of my research is to understand the uniqueness of our 
species. I have been approaching this problem from the 
palaeoanthropological and evolutionary perspectives, especially through 
working on human remains which provide many and various information for 
the reconstruction of life and the human career. More specifically, my main 
research subjects are as follows: i) human evolution and origins with special 
reference to the geochronological backgrounds, ii) dating of fossil bones. 

 

松浦 秀治 
MATSU'URA Shuji 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
理学博士 (1982 東京大学) 
自然人類学 (特に人類進化学, 先史学, 年代学) 
http://www.eng.ocha.ac.jp/anthropol/index.htm 
matsura.shuji@ocha.ac.jp 
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以下の授業等を担当するとともに、主に自然人類学に関する研究を指導
した。 
<学部> 
生物人類学/自然人類学 (全学共通科目)  
人間・環境科学演習 (生活科学部専門科目)  
人間・環境科学輪講I及びII (生活科学部専門科目) 
<大学院> 
文化財科学特論 (ライフサイエンス専攻) 
進化人類学 (ライフサイエンス専攻) 
進化人類学演習 (ライフサイエンス専攻) 
ライフサイエンス研究報告 (基礎) (ライフサイエンス専攻) 
ライフサイエンス研究報告 (発展) (ライフサイエンス専攻) 

In the school year of 2012, I supervised graduation studies mainly on physical 
anthropology, and instructed classes such as introduction to 
biological/physical anthropology, general human biology, human evolution, 
experiment and training on human-environmental sciences, special seminar 
on evolutionary anthropology, and some other lectures or seminars. 

 
 
 
 
 
�    � ���� 

<将来の研究計画・研究の展望> 
2012年度に交付を受けた日本学術振興会科学研究費補助金には、基盤(B)「ジャワ原人の年代論争の終結へ向けて」(代表者)がある。本研究は、ジャ
ワ原人化石に関する年代論争の終結に向けて、2000 年からの地質年代学的国際共同調査の成果を踏 まえ、異なる年代観が錯綜する現状を検証しつ
つ、確かな基盤を持った編年モデルの再構築を行うものであり、東方アジアに おける人類進化史の解明を目指すものである。また、日本人の起源に
大きく関与する縄文時代人の起源と形成史について考察 を進めるため、日本の旧石器時代人骨の再評価と編年の再検討を行っているが、特に沖縄の
人類化石に関する共同研究を発展 させる予定である。 
<共同研究可能テーマ> 
1: 化石骨の年代測定に関する研究 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
受験準備としては「理系パターン」「文系パターン」への対処は必要であるが、そもそも理系・文系というのは受験区分であ り、学問の区分ではな
い。自分の目指す学問にそうしたレッテルを貼る必要は全くない。入学後は、「自分は理系」「自分は 文系」などという枠を自らにはめることなく、
自分は何に興味があり、何を解決したいのかという原点を大切に考えて、必要 な知識と技術を身につけてほしいと思う。
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 発達心理学 
 臨床心理学 
 精神病理 
 キャリア発達 
     

Developmental Psychology  

    

    

    

    

�    � 
��� 
松浦素子 2012年4月 分担執筆 第5章「パーソナリティと発達」. パーソナリティ心理学概論 -性格理解への扉. ナカニシヤ出版 
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松浦 素子 
MATSUURA Motoko 
学校教育研究部 
特任講師 
博士 (社会科学) 
発達心理学 発達精神病理学 臨床心理学 
http://www.cf.ocha.ac.jp/sesd/ 
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 イギリス文学 
 17世紀 
 詩 
 政治文学 
 王党派 

English literature 

seventeenth century 

poerty 

political literature 

Royalists 

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
John DonneのElegiesを読み、エレジーというジャンルが持つ多様性
と政治性について理解を深めた。 

    

 

松﨑 毅 
MATSUZAKI Takeshi 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
准教授 
文学修士 (1985 東京都立大学) 
イギリス文学, 特に17世紀詩 
    
matsuzaki.takeshi@ocha.ac.jp 
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コア外国語英語の授業では、ニュースメディアの英語について読解力と
聴解力を高める訓練を行った。学習支援システムMoodleを利用し、学
生にリスニングと音読の自習を促し、発信力強化をも視野に入れるよう
努めた。 
専門科目では 19 世紀のクリスティーナ・ロセッティ、17 世紀のジョ
ン・ダンなどの詩をテキストに、精密な読解を試みた。 
大学院では、ジョン・ダンのAnniversary、Elegies 等をテキストに、
文学ジャンルが詩の内容に及ぼす意味作用について考察した。 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

引き続き17世紀の文学ジャンルが孕む政治性の問題を追及していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
外国語を学ぶことは、その言語の運用能力を高めるだけでなく、言語を通じてなされる人間の様々な文化的営為を通じ、人間や社会や芸術について
理解を深めることでもあります。言葉そのものよりも、言葉の向こうに何が見えるかを常に探求する姿勢を持ってください。また、そのような学生
さんが入学してくれることを願っています。
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 建築計画学 
 施設計画 
 ユニバーサルデザイン 
 障害者 
 地域居住 

Architectural planning 

Facilities design 

Universal design 

Person with disability 

Local area living 

�    � 
��� 
中途失明者の単独街路歩行における阻害要因 -視覚障害者の歩行様態に関する研究 その２-：松田雄二，西出和彦, 日本建築学会計画系論文集 
NO.678 P.1837 2012年8月 
 
 
空き家・空きビルの福祉転用 地域資源のコンバージョン：共著, 日本建築学会編, 学芸出版社, 2012年９月(共著) 
 
 
病棟種別における病室・S-pub 空間の利用状況に関する考察 精神科病院の治療・療養環境に関する研究 その４, 日本建築学会大会, 2012.9 
 
 
特別支援学校の建築計画的課題と解決策, 日本建築学会大会, 2012.9 
 
 
カンボジア・カンポンクリアン郡の住居形態と人々の営み 水位変化に順応する高床式住居, 日本建築学会大会, 2012.9 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

人間と環境の関わりについて、特に建築学の視点から研究を行っている。
特に建築環境や都市環境など、人工的に構築された環境に注目している。
これらの人工的に構築された環境は、多かれ少なかれ、設計者や運営者
による意図のもとにつくられているが、それらの意図が必ずしも実現さ
れているわけではない。作り手の意図が使い手にどのように評価されて
いるのか、または使い手が構築環境をどのように評価しているのか、こ
れを明らかにすることが研究の主眼である。研究のフィールドは、住宅
のような小規模な環境から、集落のような巨大な環境まで多岐にわたる。
福祉施設や病院などの施設、また集落など都市的なスケールでも調査研
究を行っているが、近年は障害者の地域居住を中心に研究を行っている。 

My research is on the relationship between human and environment in terms 
of architectural point of view. Research field covers wide range of scales, from 
interior design to urban planning. These environments is more ore less 
designed by designers, and most of the time the intension of designer is not 
clear nor is not always well suited with what users really want. Through 
mainly field studies, I am trying to evaluate how far users evaluate designers’ 
intension. Especially, I am interested to the users who cannot tell their needs 
easily, such as people with disabilities. 

 

松田 雄二 
MATSUDA Yuji 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
博士 (工学) （2008 東京大学）/ Dr. Eng. 
建築計画学, ユニバーサルデザイン, 医療・福祉施設設計 
http://www.eng.ocha.ac.jp/matsulab/index.html 
matsuda.yuji@ocha.ac.jp 
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建築は分野の性質上幅広い分野の理解が必要であり、また同様に他分野
を専門とするものも建築を理解することの重要性は高い。特に学部教育
においては、本学が標榜する「リベラルアーツ」の精神も意識しつつ、
建築に限らない分野横断的な内容を紹介しながら、建築的な視点を伝え
るように心がけている。具体的には、LA 科目である「認知心理と環境
デザイン」においては、住まいや都市、食堂での着座方法、混雑感、行
動を促すデザインなど、身近で具体的な事柄の紹介から講義を始め、具
体的なイメージを持たせた上で建築的な解説を行うように心がけてい
る。卒業論文においては、フィールドワークを行うことを推奨している。
身の回りの世界に生じている事柄は、普段と異なる世界に身を置いては
じめて意味が発見されることが多い。そのような発見を通じて建築のあ
り方を自分なりに問い直すことを、学生には常に期待している 

Because architecture covers wide range of specialties, and other specialties 
more ore less have some relationship with architecture, I am trying to 
introduce multidisciplinary issues and then explain architectural subjects 
associated with these issues. For example, in my lecture “Perception, 
cognition and Environmental design”, presenting housing, urban living, sitting 
behavior in restaurants, crowding, and anticipating design I try to make 
student have clear image of what is the subject of each lecture, and then 
explain architectural theory beneath these subject. For students who are 
doing research under my instruction, I strongly recommend to do field 
researches, because that is the easiest and most important tool to find 
elements which have profound meaning to our living environment in terms of 
architecture. 

 
 
 
 
 
�    � ���� 

研究の主眼は、いわゆる障害者と社会的状況を含んだ環境との関わりにある。ノーマライゼーション、ユニバーサルデザインの概念の普及とともに、
マイノリティーである障害者の社会参加も少しずつ進展しつつあるが、いまだ多くの困難が存在する。その困難について、発見と解決の方策を求め
ることを研究の目標としている。最近の主な研究のフィールドは、視覚障害者の歩行環境、重度身体障害者の地域居住環境、公共交通空間における
移動しやすい空間、精神障害者の地域居住環境、地方自治体による住民参加型福祉のまちづくりの実践などである。これらの研究により、いままで
社会から隔絶されてきた人々の社会参加が促進され、真の意味でのノーマライゼーションが実現されることが期待できる。これは、急激に高齢化、
少子化が進む現在の日本の状況において、極めて重要な意義を持つ。またアイマークレコーダを用いたロービジョン者の視認行動についても研究実
績があり、高齢者の視認行動などについて共同研究の可能性がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
建築は社会すべての側面に関係する学問です。そのため、建築を勉強することは社会を勉強することにほかなりません。同時に、「建築」という専門
のみを勉強しているだけでは、専門性を社会に還元することは不可能です。私の研究室では常に世界に対して興味を持ち、疑問を持つことを勧めて
います。これが建築と関係するのか、と言うようなことでも、建築の視点だからこそ分析ができ、もっとよくできることは沢山あります。そのよう
な意味で、物好きな学生を大いに歓迎します。
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 親子関係 
 生殖補助医療 
 親権 
 ラテンアメリカ法 
 ブラジル 

Parent and Child Relationship 

Assisted Reproductive Technology 

Parental Responsibility 

Latin American Law 

Brazil 

�    � 
��� 
Marcelo de Alcantara, National Reports: Japan, in International Surrogacy Arrangements: Legal Regulation at the International Level, 
Katarina Trimmings and Paul Beaumont (Eds.), Hart Publishing, 2013 
 
 
マルセロ デ アウカンタラ「ブラジルの親権法」戸籍時報695号11-17頁 (2013) 
 
 
津田守(編)『15言語の裁判員裁判用語と解説』マルセロ デ アウカンタラ(訳)「ポルトガル語」第3巻237-75頁(現代人文社, 2013) 
 
 
マルセロ デ アウカンタラ「アメリカ法における成年後見制度と死後事務」松川正毅/編『成年後見における死後の事務―事例にみる問題点と対応
策』241-49頁(日本加除出版, 2011) 
 
 
Marcelo de Alcantara, Surrogacy in Japan: Legal Implications for Parentage and Citizenship, 48 FAMILY COURT REVIEW 417-30 (2010) 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

2012年度は、科研費研究（「母子関係確定の法的基準」若手研究（B））
において比較法の観点から判例や学説の分析を行い、国境を越える生殖
補助医療と親子関係の確定をめぐる問題について検討した。それらの結
果をもとに、生殖補助医療によって生まれた子の法律上の親子関係確定
やその法規制の国際的現況などについて、2012年5月26日にお茶の
水女子大学で開催されたシンポジウム（生活社会科学研究会主催）、
2012年9月8日に同大学で開催された研究会（現代民俗学会）、2012
年12月8日に慶應義塾大学で開催された研究会（生命倫理・第三世代
の会）にて口頭発表を行った。 

    

 

DE ALCANTARA MARCELO 
デ アウカンタラ マルセロ 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
准教授 
博士 (法学) 
家族法 / Family Law, 比較法 / Comparative Law 
    
marcelo.de.alcantara@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部においては、「家族法I」、「家族法II」、「家族法演習I・II」、「人間生
活論」（分担）の授業を担当した。夫婦・親子などの家族関係をテーマ
として、法学・政策学の視点からアプローチしている。 
大学院においては、「法女性論」、「法女性論演習」、「グローバル女性リ
ーダー特論（基礎編）」（分担）の授業を担当した。後者は英語で対話形
式の授業を行った。 

    

 
 
 
�    � ���� 

科研費研究（「国境を越える代理懐胎と子どもの身分関係の保護」若手研究（B））において、外国で合法的に実施された代理懐胎の法的効果が自国で
承認されるか否かを判断するためには、裁判所がどのような点に留意しているのかを明らかにする必要があると考えられるため、これまでに多くの
裁判例が蓄積されてきたイギリスを中心に研究を行う。外国で合法的に実施された有償の代理懐胎から生まれた子どもが、有償の代理懐胎を禁止し
ているイギリスに帰国する際に、その身分関係がどのように保障されているのかについて検討したい。 
 
 
 
�    � ���	� 
社会に関心を持ち、現代の家族が直面する法的諸問題に関心のある方を歓迎します。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 イスラーム史 
 アラブ 
 都市 
 比較史 
 中東 

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
“The Middle East in Studying and Teaching World History in Japan”, Annals of Japan Association for Middle East Studies, 28/2, 2012, pp. 
173-197. 
 
 
「サーリヒーヤ物語:ダマスクスのある街区から」『イスラーム地域研究ジャーナル』第5号, 平成25(2013)年3月, pp.3-1 8. 
 
 
“Agricultural Properties of Waqf and Milk Ownership in Damascus Province from the Mamluk into the Ottoman Period : Preliminary Survey 
using the Waqf Survey Registers and the Land Survey Registers of the Sixteenth Century”, The 9th International Conference on the History of 
Bil&#257;d al-Sh&#257;m: Agriculture in Bil&#257;d al-Sh&#257; m, University of Jordan , Amman , 1-5 April 2002 
 
 
“Waqf Activity of Grass-Roots Level in 16th Century Damascus”, The 46th Annual Meeting of Middle East Studies Association of North 
America, Denver, Colorado (USA), 17-20 November 2012. 
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
(1) アラブ・イスラーム地域の都市について、空間 (ハード) と社会 (ソ
フト) の両面から、叙述史料・文書史料・建築物 ・フィールド調査ら
の諸資料を用いて、研究する。主たる対象は、ダマスクス (シリア)。 
(2) 中東・イスラーム社会のシステムの歴史的変化とその特徴を、他地
域との比較を通して分析する。 
(3) 上記の研究のため、「NIHUイスラーム地域研究」(2006～)に参画し 
(東洋文庫拠点代表として史資料学とそのネットワークの構築を推進)、
関係機関の連携によるネットワーク型の地域研究を推進している。また、
日本史をふくむ歴史資料 (アーカイブズ) 研究など各種の国際研究プロ
ジェクトに加わっている。 

    

 

三浦 徹 
MIURA Toru 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授 
文学修士 (1986 東京大学) 
歴史学 (特にアラブ・イスラム史), 都市研究, 中東地域研究 
    
miura.toru@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
(1) 中東やイスラーム世界の諸問題 (宗教、法、都市、裁判、家族と女
性など) を切り口として、その特徴を理解するとと もに、他地域との
比較を通して、歴史的な変化や現代世界の問題を考える。 
(2) 上記の目的から、「宗教文化とジェンダー」(文理融合リベラルアー
ツ)、「グローバル・ヒストリー」「地域研究方 法論」「イスラム社会文
化論」などの授業科目を新設し、学生との双方向的な授業を実践してい
る。 

    

 
 
�    � ���� 

中東・イスラームを基点とした、比較研究・地域研究・歴史研究を積極的に行いたい。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
イスラーム世界への窓はさまざまなところに開いています。イスラーム史や中東研究を専攻する人はもちろんですが、専攻しない人こそ大学生のと
きに、自分の目でみて、考えてほしいと思っています。授業の様子は、 文教育学部人文科学科比較歴史学コースの教員紹介のページに掲載してあり
ます。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 地理的不均等発展 
 地理的モデリング 
 近接性 
 シミュレーション 
 複合震災 

uneven geographical development 

geographical modelling 

accessibility 

simulation 

complex disaster 

�    � 
��� 
水野 勲・長谷川直子・小田隆史(2013): 東日本大震災による福島県内100市町村間の連結構造の変容--鉄道・バス, 自動車の最短パスのQ分析--．
日本地理学会春季学術大会, 2013年3月29～30日, 立正大学(口頭発表)． 
 
 
水野 勲・長谷川直子・小田隆史(2013): 宮城・福島における避難・支援空間に関する地理学的研究．東日本大震災に関連した緊急を要する調査・
研究課題の中間報告会, 2013年1月23日, お茶の水女子大学(口頭発表)． 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

1. 前期のサバティカル期間中に、韓国の大都市および農村における在
来市場のフィールド調査を行った。 
2. ソウル市内の社会地区分析のための資料収集を行い、パネル調査デ
ータの分析を行った。 
3．学内共同研究（震災関連）において、長谷川直子、小田隆史ととも
に、福島の震災前後の近接性変化の調査、気仙沼、いわきの避難・支援
に関する研究会を行った。その成果の一部を、日本地理学会にて発表し
た。 
4. シミュレーション科学教育研究の共同研究において、長谷川直子、
小田隆史、桑名杏奈とともに、震災直後の大学キャンパス内の短期モデ
ルを作成し、学会発表、論文投稿を行った。 
5. 人文地理学辞典の「自己組織化モデル」の項目を執筆した。 

1. During my sabbatical leave in the first half of 2012, I had a field-survey of 
traditional market places in Seoul Metropolitan area and rural areas of 
Chungcheong Namdo province. 
2. I made a collection of social area data in Seoul metropolitan area. 
3. Hasegawa, Oda, and I collaborated to search for changing accessibility 
space in Fukushima Prefecture before and after March 11, 2011, and held 
two seminars about evacuation from and support to Kesennuma and Iwaki. 
4. Hasegawa, Oda, Kuwana, and I made the short term simulation model of 
possible earthquake disaster in our campus. 
5. I wrote about the term "self-organization model" in Dictionary of Human 
Geography. 

 

水野 勲 
MIZUNO Isao 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授  
博士 (理学) (1998 東京都立大学) 
数理地理学, 経済地理学 
http://www.dc.ocha.ac.jp/gender/sigs/professor/mizuno.html 
mizuno.isao@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
前期期間中にサバティカルを取った。 
後期から、学部では、LA 地図を読む、地誌学、人文地理学分析基礎演
習、地域分析学演習の授業を行った。地理学の必修科目である地理学フ
ィールドワーク A では、長谷川とともに諏訪へ学生引率し、地理学フ
ィールドワークBでは吉祥寺、江東区の一日巡検を行った。6名の卒論
指導を行った。この他に、留学生の研究生を1名受け入れた。 
大学院では、修士課程の地域経済論でミュルダールの経済学について輪
読し、地域経済論演習ではエコロジカルな経済地理学の可能性について
議論した。修論1名、博論2名の主指導を行った。 

I had a sabbatical leave during the first half of 2012. In the second half of 2012, 
at undergraduate level, I delivered one lecture (Regional geography) and three 
seminars (Reading maps, Human Geography Analysis, and Regional 
Analysis), and conducted three field-trips (Suwa, Kichijoji, and Koto).I made a 
guidance of 6 theses of undergraduate students. At graduate level, I had two 
seminars, one is about Gunnar Myrdahl's economic geography, the other is 
about the possibility of ecological economic geography. I advised one 
graduate student's thesis and two doctoral candidates. 

 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

1. 福島原発事故による地域的影響の研究 
2. 震災後のキャンパス内の短期的避難モデルのシミュレーション研究 
3. 地理的不均等発展の理論的研究 
4. 韓国在来市場論 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
ローカルな舞台で起こるさまざまな現象どうしを関連付けて理解し、さらにそれらの関連をより広い文脈の中に位置づけること、そして既存の人文・
社会科学の理論を、地図や地域統計の分析を通して、多様性を内部に含んだ理論へと拡張すること、これらが地理学の課題としてあります。理論的
な志向と、ユニークな現象への愛着を同時にもつために、私の授業が役立てばいいと思っています。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 風水 
 家相 
 建築儀礼 
 大工儀礼書 
 高度経済成長 

FungSui 

Kasou 

Rituals of Construction 

Carpenter ritual books 

Period of Rapid Economic Growth  

�    � 
��� 
「日本の家相民俗」『アリーナ』第14号 中部大学 2012年 12-129頁 
 
 
Change in Viewing a Fetus: Consumption of Ultrasound Photos 2012『お茶の水女子大学比較日本学教育研究センター研究年報』第8号 171-180
頁 
 
 
 
「職人巻物から考えた文字文化」日本民俗学会第865回談話会(2012年11月11日「民俗研究は文字文化をどう扱うか」) 
 
 
「生殖医療の現状とエコー写真」現代民俗学会第15回研究会「現代生殖医療を民俗学はどのように考えるのか」2012年9月8日(土) 
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

1．東アジアの建築に多大な影響を与えたとされる風水の日本における
受容と展開に関する研究。 
2．大工儀礼書・由緒書の研究。 
3．高度経済成長期における生活の変化に関する研究。 

1 . Study on acceptance in the Feng Shui inspired great building in East Asia 
and Japan. 
2. Carpenter etiquette books and historical research. 
3. Study on the changes of high economic growth period of living. 

 

宮内 貴久 
MIYAUCHI Takahisa 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授 
博士 (文学) (2003 筑波大学) / Ph.D 
民俗学, 文化人類学 
http://www.aesthe.ocha.ac.jp/profs/miyauchit.html 
miyauchi.takahisa@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
主な担当授業科目 
（学 部）民俗学、民俗文化史概論、歴史民俗文化論、民俗文化史演習
ほか 
（大学院）民俗文化特論、民俗文化特論演習など 

Academic major 
(Undergraduate) 
Folklore, Introduction to Cultural History of Folk, Historical Folk Culture, 
Seminar on Folk-customs Cultural History etc. 
(Graduate school) 
Special Lecture for Cultural Study of Folk, Cultural Study of Folk, etc. 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

職人巻物研究では、全国的に分布していること、中世も視野に入れることが明らかとなった。引き続き全国規模での史料調査を行っていきたい。 
風水研究では、中部大学でシンポジウムを行った。文化人類学、歴史学、思想史との連携した研究を進めることができ、来年度も継続して共同研究
を行っていく。今年度から「高度経済成長期の生活変化」をテーマに調査研究を始めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
大学はキャンパスで学ぶだけでなく、図書館や美博物館、術館といった学外の施設、さらにはフィールドワークにより広く学ぶところです。私は機
会があるごとに学生を連れて色々なところに出かけています。昨年度は奥会津を歩き、そこに暮らしている人から話を聞きました。お茶大に入って
色々なところを訪れて学びましょう。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 中国 
 近代 
 文学 
     
     

China 

Modern 

Literature 

    

    

�    � 
��� 
教科書 使える中国語 方美麗著, 宮尾正樹監修 東方書店 2013年3月 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
中国近現代文学において、言説 (イデオロギー) と文学の相互作用につ
いて研究する。 

    

 

宮尾 正樹 
MIYAO Masaki 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授 
文学修士 
中国文学 
    
miyao.masaki@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
中国語及び中国近現代文学     
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

1950年代以降の中国文学は文学とイデオロギーの関係を最もむき出しにして見せるものの一つであり、文学のあり方を考える上で一つの参照軸にな
ると思われる。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 錯体化学 
 超分子化学 
 結晶構造変換 
 自己集積 
 ペプチド 

coordination chmistry 

supramolecular chemistry 

crystal-to-crystal transformation 

self-assembly 

peptide 

�    � 
��� 
‘Reversible Structural Switch in the Nano-Cavity of Crystalline Metallo-Macrocycle with Smooth Ligand Exchange by Non-Coordinating Guest 
Stimuli’, R. Miyake, M. Shionoya, Chem. Commun. 2012, 48, 7553-7555 (Front cover). 
 
 
「ペプチド環状錯体と対アニオンが作り出す“動的な”結晶ナノ空間」三宅亮介, ナノ学会会報, 2013, 11(2), 79-83(依頼執筆) 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

金属配位子、金属イオン、双方が持つ構造や性質の多様性を生かして高
度な機能デザイン（特に金属錯体が作り出す空間の機能化）が可能な新
規金属錯体の構築を目指して研究を行っています。 

    

 

三宅 亮介 
MIYAKE Ryosuke 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
助教 
博士 (理学) / Ph.D 
錯体化学 / coordination chemistry 
http://www.sci.ocha.ac.jp/chemHP/labos/miyake_group/Top.html 
miyake.ryosuke@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
特別研究での研究活動を通じた研究指導や、学生実験を通じた学部生の
教育を行った。 

    

 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

    
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
新たな物を発見したり、生み出したりしていく過程を試行錯誤していくところが、研究の楽しさだと思っています。知識を得ることとは少しおもむ
きが違いますが、研究活動や教育を通じて皆さんと共有していきたいと思います。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 少子高齢化社会 
 福祉 
 地理情報システム(GIS) 
 外邦図 
     

aging society with a falling birthrate 

welfare / well-being 

geographic information system 

Gaihozu 

  

�    � 
��� 
宮澤 仁 2012．地域密着型サービス事業所による地域交流・連携の取り組み-長崎市の介護事業所を事例に-．地理学評論 85: 547-566．(学術論
文, 査読あり) 
 
 
宮澤 仁 2012．外国人の子どもの就学状況と教育問題．統計 63(4): 30-36．(学術論文, 査読なし) 
 
 
宮澤 仁 2012.10．大都市圏郊外における高齢化の進展と地域整備の課題．日本地理学会秋季大会シンポジウム．(シンポジウム講演) 
 
 
Miyazawa, H. and Moriguchi, F. 2012.12 Education support for foreign children provided by local citizen action groups in Hamamatsu City．
科学研究費補助金「現代日本の人口減少問題に対する外国人定住化の貢献に関する研究」研究会．(研究発表) 
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

1.少子高齢時代の生活問題と環境整備に関する地理学的研究 
 高齢社会における社会保障事業と地方行財政 
 都市における障害体験とバリアフリー整備 
 女性の社会参加とジェンダー化された都市空間など 
2.縮小型経済社会の地域分析 都心回帰の動向と行政対応 
 都市郊外の衰退と再生への取組み 地方の経済問題と地域活性化など 
 
今年度は、1の研究に関して論文1編の執筆を、2の研究に関して論文
1編の執筆とシンポジウム講演1回、研究報告1回を行った。 

1. Geographical studies on welfare problems and living environmental 
planning 
2. Regional analysis of a shrinking economy and society 
3. Gaihozu Digital Archive 
 

 

宮澤 仁 
MIYAZAWA Hitoshi 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
准教授 
博士 (理学) (2003 東京都立大学) / Ph.D in Geography 
都市地理学, 福祉地理学, 地理情報システム(GIS) 
http://wgeography.web.fc2.com/ 
miyazawa.hitoshi@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
・お茶の水女子大学 
地理学の専門教育：人文地理学一般/ 都市地理学/ 福祉地理学/ 人文地
理学分析演習/ 地理情報システム/ フィールドワーク 
 
・放送大学 
一般科目:人文地理学（主任講師） 

・Ochanomizu University: 
Human Geography, Urban Geography, Welfare Geography, Analytical 
Human Geography, Geographic Information Systems, Field Work 
 
・The Open University of Japan: 
Human Geography 

 
 
 
�    � ���� 

科学研究費補助金に採択された研究プロジェクト「持続可能な都市空間の形成に向けた都市地理学の再構築」に参加しており、継続して研究を行う。 
多方面の研究者・実務関係者との共同研究が可能である。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
地理学は文系と理系の両方の立場から取り組むことのできる学問です。文系的なテーマを理系の視点から、逆に理系のテーマを文系の視点からみる。
そうすると、これまでと異なった見え方をすることがあります。一緒に、新しい世界の見方を考えませんか。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
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E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 ビトロネクチン 
 マトリセルラータンパク質 
 神経形成 
 インテグリン 
 小脳 

vitronectin 

matricellular protein 

neurogenesis 

integrin 

cerebellum 

�    � 
��� 
Fumi SAKANE and Yasunori MIYAMOTO “N-cadherin regulates the proliferation and differentiation of ventral midbrain dopaminergic 
progenitors” Developmental Neurobiology (2013) 73, 518-529 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

生物の体制は、細胞同士の接着及び、細胞と細胞の周りにある不溶性成
分である細胞外マトリックスとの接着により構成されている。研究目的
として、これらの接着が、細胞の増殖、分化、細胞死に及ぼす影響を明
らかにすることをめざしている。特に、細胞外マトリックスと細胞の接
着を仲介するマトリセルラータンパク質であるビトロネクチンに着目
している。ビトロネクチンは、血漿中及び損傷修復時や神経形成時の細
胞外マトリックスに見られるタンパク質である。神経系では、神経前駆
細胞の増殖、分化に関わっていることが知られている。このビトロネク
チンやその受容体であるインテグリンが、小脳や中脳の形成にどのよう
に関わっているのかについて明らかにしていきたい。 

Organisms are constructed with adhesions between cells and between cell 
and extracellular matrix, which is insoluble material surrounding cells. 
Purpose of my study is to examine the effect of the adhesions on cell 
proliferation, cell differentiation, and cell apoptosis. Especially I am focused 
on one of matricellular protein, vitronectin which mediates between cells and 
extracellular matrix. Vitronectin is present in serum and the extracellular 
matrix during wound healing and neurogenesis, and is involved in the 
proliferation and differentiation of neuronal progenitor cells. I would like to 
examine how vitronectin regulates the development of cerebellum and 
midbrain. 

 

宮本 泰則 
MIYAMOTO Yasunori 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
理学博士 (1989 筑波大学) 
分子細胞生物学 (特に細胞接着分子の分子細胞生物学) 
http://www13.plala.or.jp/miyamotolab/ 
moyamoto.yasunori@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
教育では、私が専門としている分野である分子細胞生物学を生物学科の
中で担当している。  
2012 年度学部担当科目 
全学共通科目「基礎生物学 A」 学科必修科目「分子細胞情報学」細胞
外シグナルが標的分子までのシグナル伝達機構に関して概説した。 
学科専門科目「遺伝子工学」「細胞生物学実習」細胞接着分子に関する
精製法、その接着分子による細胞接着・伸展活性測定を含め、動物細胞
の細胞骨格への影響の解析などの実習を行った。「生物学実習Ⅱ」物質
分離Ⅱを担当「特別研究」3 名の学生を担当し、卒業研究発表会及び
卒業論文の指導を行った。 
大学院担当科目 1名の学生の修士論文の主査を担当した。「動物分子細
胞生物学」、「動物分子細胞生物学演習」 

I deliver lectures about molecular cell biology, which is my major, for 
undergraduate and graduate students. My allotted class in 2012 of 
undergraduate program. "Basic Biology A" Basic biology about animal 
“Molecular cell signal transduction” The outline of signal transduction from 
the extracellular signal to the targeted molecule in the cell. "Gene technology" 
Lecture about gene technology. “Laboratory Course of Cell Biology” 
Experiments of purification of a extracellular matrix protein, assay of cell 
spreading, introduction of gene into animal cells, and expression of proteins in 
animal cells. “Research on Biology” I was in charge of three undergraduate 
student and supervised her graduation thesis. My allotted class in 2010 of 
graduate program. “Animal Molecular Cell Biology”, “Seminor: Animal 
Molecular Cell Biology”. I was main committee member for one thesis for 
master’s degree. 

 
 
 
 
�    � ���� 

動物の組織、特に神経組織がどのような機構で形成されており、維持されているのかを、細胞外マトリックスと細胞との間ではたらくマトリセルラ
ータンパク質に着目して、解析を進めていく計画である。具体的な計画として、細胞外マトリックスのビトロネクチンが、小脳形成時の顆粒細胞の
神経形成にどのように関わるかの解析を中心に進めていく。このことにより神経系におけるビトロネクチンの果たしている役割が明らかにされるこ
とが期待される。また中脳のドーパミン神経形成におけるビトロネクチンの及ぼす影響についても解析を進めていく計画である。これらのテーマに
関心のある方々との共同研究を進めていきたいと考えている 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
最近の生物学では、ゲノムプロジェクトやプロテオームに代表されるように生体の構成要素を網羅的に解析する技術が急速に普及し、生物学に大き
な変化を与えています。しかしそれだけで、生物を理解できるのでしょうか？生物は、それぞれ"かたち"を持っています、この"かたち"が、あるから
こそ、生物として機能することができます。この"かたち"に関わっているのが、細胞の周りにある細胞外マトリックスです。 動物組織は、細胞同士
の接着や、細胞外マトリックスと呼ばれる不溶性の3次元構造物との接着を介し、構築されている。このようにして、組織そして生物の"かたち"をを
構築しています。宮本研究室では、これらの接着が、どのように3次元構造を作り上げ、細胞の増殖や分化などの現象に関わっているのかを分子レ
ベルで解明することを目指しています。少人数の研究室ではありますが、一人一人を大事にしながら、各々の研究テーマと各自向かい合いながら研
究に励んでいます。宮本研究室で研究をしてみたいという方は、大歓迎です。お待ちしています。
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�    � ����	�	� / Keywords 

 省察 
 成人学習 
 生涯学習 
 能力開発 
 組織学習 

reflection 

adult learning 

lifelong learning 

faculty development 

organizational learning 

�    � 
��� 
中村香・三輪建二編著『生涯学習社会の展開』玉川大学出版部 
 
 
三輪建二「持続可能な地域づくりと学習支援者・社会教育研究者の役割」『学習社会研究』第２号, 96―106 
 
 
Kenji MIWA, Professional Development od Adult Education at Universities. 『生涯学習実践研究』(お茶の水女子大学)第11号, 65-72 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
おとなの学びについての研究活動と実践を進めている。 
生涯学習社会の中で、成人学習者が学ぶことの意味、成人学習や成人学
習者の特性を生かした学習支援のあり方を、個々の授業プログラムのほ
か、組織学習と言う観点から整理し、研究を進めている。 
平成23年度からは、お茶の水女子大学社会教育主事講習を実施し、年
間のサイクルでの、省察と実践について、実践的なプログラム作りを展
開している。 
 
平成24年度お茶の水女子大学社会教育主事講習（文部科学省委嘱事業）
を主任講師として実施した。 
日本社会教育学会職員問題特別委員会委員長として社会教育主事課程
の改革、コミュニティ学習支援士などの新しい資格の創出の議論をまと
めた。 
気仙沼市教育委員会の協力のもとで公民館・児童館調査や学校教育の視
察を行った。 
 

I am now researching and practicing about adult learning, with some key 
word, like reflection, adult learner, characterics of adult learners and 
community practice and organizational learning etc.Since 2011 the course of 
social education staffs has begun and I has put these theories in practice. 
Under the financial support by the Ministry of Education and Science, I ,as a 
chief, organized and put in practice the 2012 Ochanomizu University 
Development Course for Social Education Directors. 
As a chief of Committee on the Training and Faculty Development at 
University Social Education Course, I organized and discussed about the new 
training course programs and new cirtificate "Community Learning 
Facilitators" etc. 
Under the support of Kesennnuma City Board of Meeting, we visited a 
Kominkan (Oshima Citizen's Public Hall), Jidokan (Akaiwa Nursery). We also 
isited Tateiwa junior high school. 
 

 

三輪 建二 
MIWA Kenji 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授 
博士 (教育学)  (1993 東京大学) 
生涯学習論, 成人教育学, 社会教育学, 組織学習論, 教師教育論, 専門職大学院論 
    
miwa.kenji@ocha.ac.jp 
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教育内容は以下のようにまとめることができる。 
①社会人学生や社会人大学院生が、大学や大学院で学ぶことの意味、学
び方について、ストレートの学生や代が近世とともにゼミで考えている。 
②学部生に、生涯学習事業に参観してもらい、社会人の学びを実践的に
体験してもらっている。 
③夜間大学院の「省察的学習論」を開校し、社会人の方々の学びの場を
提供している。 
④お茶の水女子大学社会教育主事講習を開講し、社会教育関係職員が社
会教育的に学ぶことを実践している。 

1.I open some undergraduate and graduate course lesseons to adult learnes 
and learn together with young and adult learners. 
2. Since 2011 I will open the Ochanomizu University Course for Social 
Educaiton Staffs, in oder to reflect their own practices each other. 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

①お茶の水女子大学社会教育主事講習について、今後とも継続し、現職者や社会人学生の省察と学びの場を提供していきたい。 
②学部生と社会人学生が共同で学ぶ機会をさらに増やす努力をしたい。 
③サバティカルの期間（2013.10-2014.3）を活用し、ドイツのビーレフェスト大学や韓国の東西大学、釜山大学と共同で、「成人学習と組織学習」
についての研究を深めたい。 
 
 文部科学省との継続的な議論を重ねた上で、1，2年後には、「社会教育実習」を軸とする実践的で就業力育成に役立つ社会教育主事課程の構想をま
とめると同時に、新しいコミュニティ学習支援士（学習支援士）の資格を創出し、その認証機関の確立に努める。 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
学ぶということは、高校や大学で終わるわけではありません。生涯にわたり、人生の節目節目に学びの必要を感じ、学び続ける社会人がいます。生
涯学習をキーワードに、おとなの学びについて考えてみることができます。 
おとなの学びは知識の暗記ではなく、これまでの人生をふり返り、新しい生き方を模索する学びでもあります。新しい学びのあり方を一緒に考えて
いくことができます。 
 
生涯学習の主な担い手である成人にとって、変化の激しい社会において、生涯にわたり学び続ける必要性という観点に加え、仕事・職業に関わる学
び、アイデンティティを問い直す学び、あるいは学んだ成果を社会に生かす学びについても考えていきたいと思います。 子どもや若者にとっての生
涯学習も考えていますが、それは、生涯という長いスパンをしっかり見据えたうえで、今受けている学校教育について捉え直しを行う学び、基礎学
力に加えてコミュニケーション力やネットワーク力などの「生きる力」を育む学びを行うこと、などを提案したいと考えています。 さらに、社会教
育主事のみではなく、コミュニケーション力や企画立案力を身に付けた学校教員、公務員、民間企業従業者になるよう、社会教育主事資格以上に汎
用性のある「コミュニティ学習支援士」の資格の創出の努力を行っています。 
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 第二言語習得 
 言語適性 
 インストラクション 
 教員養成 
 ビジネス日本語 

second language acquisition 

language aptitude 

instruction 

teacher training 

business Japanese 

�    � 
��� 
『第二言語習得における言語適性の役割』ココ出版 
 
 
『ロールプレイで学ぶビジネス日本語―グローバル企業でのキャリア構築をめざして―』スリーエーネットワーク 
 
 
「第二言語習得における会話能力の伸長と適性プロフィールとの関連」『お茶の水女子大学人文科学研究』8, 41-54. 
 
 
「読解・聴解能力と記憶の関連についての縦断的検討」2012年日本語教育国際研究大会 
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
第二言語習得における学習者の言語適性の役割を解明することを研究
の中心に置いている。言語適性のどのような構成要素が習得のどの段階
で重要になるのか、それらの構成要素がどのようなスキルに影響を与え
るのかといった、言語適性と習得段階、言語適性と言語スキルとの相互
作用を明らかにすること目指している。また、学習者の言語適性と指導
方法との適合ということに関心を持ち、適性処遇交互作用の観点から、
習得を効果的に促進するインストラクションについても研究を進めて
いる。 

The major goal of my research is to investigate the roles of language aptitudes 
in second language (L2) learning, focusing on the interactions among 
language aptitudes, stages of learning, and skills in L2s. In specific, my 
research identifies which components of language aptitudes contribute to 
what skills or at what stages. My research also evaluates the compatibility 
between aptitudes of learners and methods of instruction, so instruction 
effectively promotes learning. 

 

向山 陽子 
MUKOYAMA Yoko 
グローバル教育センター 
講師 
博士 (人文科学) /Ph.D 
応用言語学(Applied Linguistics) 
    
mukouyama.yoko@ocha.ac.jp 
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留学生に対する日本語教育と日本語教員養成の授業を担当している。日
本語教育に関しては様々な日本語能力レベルの授業を受け持っている。
日本語演習のクラスではCEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）のCando 
statements により明確な到達目標を設定し、効果的な授業が展開でき
るよう努めている。また、日本事情演習のクラスでは日本社会、文化の
理解を通して、自文化への気づきを強化し、多元的なものの見方ができ
るようになることを目指している。 
日本語教員養成科目においては、これまでの教師経験に基づいたタスク
作成など実践的な活動を取り入れつつ、専門である第二言語習得の知見
を踏まえ、効果的な指導を行うために必要なことを学生とともに考える
授業を実践している。 
 

My responsibility includes teaching Japanese courses for international 
students. My "Japanese" courses define explicit goals based on the "Can-do 
statement" of the Common European Framework of Reference for Languages 
(CEFR), so the classes specifically target the needs of the students. My 
"Japanese Culture" courses encourage the students to gain diverse 
perspectives by promoting better knowledge of their own cultural 
backgrounds via socio-cultural understanding of Japan.  
 I am also committed to teacher training in Japanese language education. My 
"Introduction to Japanese Language Education" courses introduce practical 
activities, such as task development, based on my professional experience in 
the area. They also encourage the students to critically analyze instruction, 
considering the factors of my research specialty, so the students can evaluate 
and improve their instructional practice in the future. 
 

 
 
 
�    � ���� 

言語適性と習得段階や言語スキルとの相互作用は、母語と目標言語との関係によって異なる可能性がある。この点が明らかになれば、どのような特
性を持つ学習者にどのような指導をすることが必要、あるいは効果的なのかについて示唆が得られる。このような言語類型論的な観点を取り入れた
研究はまだ行われていないため、早急に進めていきたいと考えている。現在、中国、モンゴルの大学の研究者との共同研究を開始すべく、研究計画
を構想中である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
日本語教員を目指す学部生の皆さん、外国語習得のプロセスや影響要因について自分自身の外国語学習経験を内省しながら、学生の特性に合わせた
効果的な指導方法について考えていきましょう。外国語学習の枠にとどまらず、教育とはどのようなことなのかを「日本語教育」を通して理解して
いただければと思います。 
留学生の皆さん、コース終了後に日本語能力レベルの向上を実感できるような授業をすることを目標にしています。いっしょに楽しく日本語を勉強
しましょう。皆さんのアカデミックな学びをサポートできれば嬉しいです。 
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 メイラード反応と食品の褐変 
 農産物の酵素的褐変 
 ポリフェノールオキシダーゼとPAL 
 黄色ブドウ球菌 
     

Maillard reaction and browning of food 

Enzymatic browning of agricultural products 

Polyphenol oxidase and PAL 

Staphylococcus aureus 

  

�    � 
��� 
Midori Nishimura, Nana Sameshima, Keiko Joshita, and Masatsune Murata: Regulation of enzymatic browning of mung bean sprout by 
heat-shock treatment. Food Science and Technology Research, 18 (3), 412-417 (2012). 
 
 
Nantiga Virgona, Kaori Yokotani, Yuko Yamazaki, Fumio Shimura, Tsuyoshi Chiba, Yuko Taki, Shizuo Yamada, Kazumasa Shinozuka, 
Masatsune Murata, and Keizo Umegaki: Coleus forskohlii extract induces hepatic cytochrome P450 enzymes in mice Food and Chemical 
Toxicology, 50, 750-755 (2012). 
 
 
Kaori Yokotania, Tsuyoshi Chiba, Yoko Sato, Yuko Taki, Shizuo Yamada, Kazumasa Shinozuka, Masatsune Murata, and Keizo Umegaki: 
Hepatic cytochrome P450 mediates interaction betweenwarfarin and Coleus forskohlii extract in vivo and in vitro. Journal of Pharmacy and 
Pharmacology, 64, 1793-1801 (2012). 
 
 
Misako Masuda, Mariko Ide, Haruka Utsumi, Tae Niiro, Yuko Shimamura, and Masatsune Murata: Production potency of folate, vitamin B12, 
and thiamine by lactic acid bacteria isolated from Japanese pickles. Bioscience, Biotechnology, and Biochemistry, 76 (11), 2061-2067 
(2012). 
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

（1）食品におけるメイラード反応と褐変：ビタミンCやフルフラール、
五単糖とアミノ酸との褐変反応を食品化学的に解析している。キシロー
スとリジンからも新規黄色化合物ジリジルジピロロン類を見い出した。
その形成経路を推定するとともに類縁化合物を見出した。醤油から低分
子色素を同定し、その形成過程を推定した。 
（2）酵素的褐変の食品学的研究：リンゴやレタスの酵素的褐変を生化
学的、食品学的に解析し、その制御法を提案している。具体的には酵素
（ポリフェノールオキシダーゼ）の単離、性状、クローニング、アンチ
センス法による発現抑制、ポリフェノール類の分析、フェニルアラニン
アンモニアリアーゼの役割、その抑制による褐変制御などを研究してい
る。 
（3）食環境における微生物制御と利用:黄色ブドウ球菌の毒素生産条件
を検討している。また、乳酸菌のビタミン産生能を検討した。 

(1) Maillard Reaction and Browning in Foods: We analyzed the Maillard 
reaction in which AsA, furfural and pentose is involved. We identified novel 
yellow compounds, dilysyldipyrrorones A and B derived from xylose and 
lysine.We examined their formation mechanism and novel derivatives. (1) 
Enzymatic Browning of Foods: We have analyzed the enzymatic browning of 
apple and lettuce, and have proposed the regulation method. Our group has 
isolated, characterized, and cloned polyphenol oxidase of apple fruit. We then 
repressed its expression by the antisense technology. Further we have 
examined and regulated phenylalanine-ammonia lyase in cut lettuce. (3) 
Microbiological Safety: The conditions for production of staphylococcal 
enterotoxin A and its regulation method were examined. 

 

村田 容常 
MURATA Masatsune 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授  
農学博士 (1987 東京大学) 
食品加工貯蔵学 (化学, 生化学, 微生物学) / Food Preservation and Processing (Chemistry, Biochemistry, 
Microbiology) 
http://www.hles.ocha.ac.jp/food/chozo/murata.htm 
murata.masatsune@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
食品は生物を原料とするがそのものではなく、加工貯蔵して食に供され
る。加工貯蔵中に食品素材は化学的、物理的、生物学的変化を受け、そ
の制御は食生活上重要である。食物栄養学科の学部教育においては、食
品保存・製造学（農産物の性質と加工法、貯蔵法の原理、貯蔵法各論）、
食品製造・保存学実験（豆腐、チーズの製造、水分活性測定、イソフラ
ボンのHPLC分析、食中毒毒素のELISA等）、食品微生物学（微生物と
は、微生物学の歴史、微生物の生理、醸造食品、細菌性食中毒等）、生
活環境学（生態学、食環境と安全、遺伝子組換え作物、農薬等）等を担
当し、当該分野の知識、概念を教えるとともに、実験指導を行っている。
博士前期課程では食品加工貯蔵学特論を、博士後期課程では食品貯蔵学
を担当し、食品の加工貯蔵中に起る様々な化学的、生化学的、微生物学
的変化とその制御法について論じている。ゼミにおいては学生各自が研
究について報告し、それについて参加者全員で討論するとともに、英文
の関連論文の紹介および討論を行っている。 

Foods are derived from organisms, which are processed and preserved. 
During processing and preservation, chemical, physical, and biological 
changes happen. The understanding and regulation of these changes are 
important from the standpoint of food science. I have taught food processing 
and preservation of agricultural products, laboratory course of food 
processing and preservation, food microbiology, food safety etc. In graduate 
school, I have tauch biochemisry and microbiology on food processing and 
preservation, and supervised several students every year. All students give 
presentaions on their research in seminar and discusse each other. They also 
introduce novel informations on their reserach field and discuss on them. 

 
 
 
�    � ���� 

（1）食品におけるメイラード反応の解析：モデル系を用い、新規メイラード反応生成物を探索するとともに、その制御法を開発する。醤油など食品
系色素の解析等。 
（2）酵素的褐変の食品学研究：様々な野菜や果物の酵素的褐変を生化学的、食品学的に解析し、その制御法を提案する。レタス、リンゴ、アボカド、
もやし等。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
（学部の受験生へ）：食品を科学しましょう。食品は生物が原料ですが、生物そのものではありません。製造、保存の間に様々な変化がおきます。化
学や生物学を使い、食品の作り方、保存のし方を考えましょう。食べ物と実験科学の好きな人には最適なところです。高校では、化学や生物、物理
など理科の基礎や原理をしっかり勉強してください。 
 
（大学院の受験生へ）：食品の変色(メイラード反応や酵素的褐変）を主に研究しています。食品学、分析化学、、酵素学、微生物学などが基盤になり
ます。食品の変化を科学の目で分析し、新たな発見をするのは何より楽しいものです。研究は継続が力です。毎日しっかり実験し、考えましょう。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 女性リーダー育成 
 産学連携PBL (Project-based-learning) 
 コーチング / ファシリテーション 
 LEGOSeriousPlay / イノベーション 
 MI (MultipleInteligence) / 芸術思考 

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
女性リーダーを育成する講座をカリキュラムデザインをしているが、当
面の目的は行動変容の促しである。そのために、組織 行動論、ダイバ
シティマネジメント、コミュニケーション等の観点から、体系的にカリ
キュラムを開発している。最近では、 MI(Multiple Inteligence)の観点
からリーダーシップ育成カリキュラムを分析し、MIで定義された8つ
の知能をバランス良 く発動させる教育内容 / 手法の開発を目指して
いる。 

    

 

村山 真理 
MURAYAMA Mari 
学生・キャリア支援センター 
准教授 
MA (TESOL) 
英語教授法 (第2言語習得, 異文化コミュニケーション, 学習環境デザイン, モチベーション) 
    
murayama.mari@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
行動変容を促し学習効果を高める方策として PBL (Project - based - 
learning) を実施している。企業と連携して課題の「有意味 性」を高め、
学生が本気で取り組み、その過程で生じるであろう対立の解決、合意形
成のプロセスを体験させる。同時に、関 連する学習、心理学、組織行
動などの理論を学び、自己の体験と結び付け体系化する「振り返り」の
プロセスを徹底すること で、学びを深化させるよう企図されている。
最近では、コーチング / ファシリテーションとLEGO Serious Playを
併用するなど 、多様な観点・手法から、自己分析、創造的思考および
チームビルディングの手法を体感する授業を展開している。 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

MI (Multiple Inteligence)の観点から、現状のリーダー教育およびキャリア形成教育を分析することで、授業形態・教育手法 における多様な展開を
提示して行きたい。グローバル化が進む知識基盤社会が求める人材像は、幅広い知識を有するにとどま らず、それを活用できる人である。行動重視、
知識軽視の傾向にあるキャリア教育において、知識の重要性を今一度認識し、 短期間に相当量の知識を習得する学習スキルを持ち、多様な背景を持
つ人々と協働できる人の育成を、大学は目指すべきと考 える。MI 的観点は、教育カリキュラムを開発する教員側に多様な視点を与えてれてくれる
可能性が大きく、多様性対応が必須 である将来のグローバルリーダー養成に貢献することが期待される。将来的には、学部生対象にとどまらず、大
学院生、社会 人を対象にしたプログラム開発も可能で、202030 の目標達成に貢献するような女性リーダーを対象としたトレーニング手法に も研
究成果を広げて行けるのではないか。 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 動物生理学 
 重力生物学 
 複雑系科学 
 バイオメカニクス 
 アロメトリー 

animal physiology 

gravitational biology 

complexity 

biomechanics 

allometry 

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
重力は地球上での生命活動を規定する要因ではあるものの，生物の大き
さやデザインさらにはそのマクロな行動を制限する拘束的な作用力と
してのみ捉えられてきた。この既成概念をうち破り，個々の構成要素の
レベルでは極微弱な応答（重力応答）が，要素間の協同作用と，その産
物である動的不安定性を通じて，集団としての「思いもよらない特性」
が発現されるという，新しい概念の検証を試みている。新たな研究のツ
ールとして，生物対流パターンの2方向同時観察のための装置を開発し，
生物対流現象の時空間構造解析に応用した。さらに宇宙ステーションで
の候補テーマとして採択されている実験について，装置や運用手順の改
訂を行った。 

Gravity has been considered as a kind of restrictive force providing such as 
the mechanical limits of growth and morphology of the organisms. I would 
like to reveal the possibility for gravity to develop new functions of the 
biological systems via collective interactions between the elements of the 
system. Collective interactions, which are ubiquitous in nature, and the 
resultant dynamic instability of the system itself are known to have an ability 
to amplify the subtle effects of external forces, such as that of gravity on the 
biological event the cellular dimensions. A novel method was developed for 
the simultaneous recording of the two axes view for the analysis of the 
convective. Feasibility studies were carried out on the research proposal 
onboard ISS. 

 

最上 善広 
MOGAMI Yoshihiro 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授  
理学博士 (1983 東京大学) 
動物生理学, 宇宙生物学 
http://bios.cc.ocha.ac.jp/data/Mogami/MOG.html 
mogami.yoshihiro@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
平成24年度は学部生に対し，専攻科目として，生物物理学，動物生理
学，バイオメカニクス，動物生理学実習，動物生理学臨海実習，生物学
実習 I を開講し，リベラル・アーツ科目の基礎生命科学（実習），生命
を担当した。昨年度に作成した生物物理学や実験のウェッブ・テキスト
を改訂し，講義や実習に用いた。大学院生に対しては，動物生理学特論，
宇宙生物科学，細胞生理学特論演習，生物学演習（前期課程），生命応
答ダイナミクス，同演習（後期課程）を開講した。また，特別研究とし
て，大学院前期2名，後期2名の研究指導を行った。 

Educational activity for undergraduate students: Lecture: Biophysics, Animal 
Physiology, Biomechanics. Revision of the textbooks for Biophysics and 
Experiments opened last year on the web. Experiment: Animal Physiology, 
Basic Biology I, General Biology and Marine Biological Experiment 
Educational activity for postgraduate students: Lecture: Animal Physiology, 
Cell Physiology (Seminar), Dynamics in Biological Responses, Dynamics in 
Biological Responses (Seminar)． Research for thesis: two master course 
students and two doctor course students. 

 
 
 
�    � ���� 

微小重力環境下での生物の飼育と維持．特に長期宇宙飛行を想定した生物キャリアーの開発．これらをもとにして，長期宇宙実験を企画運用する． 
 
 
 
 
�    � ���	� 
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 学生支援 
 キャリア支援 
     
     
     

student support 

career support 

    

    

    

�    � 
��� 
望月由起・桂瑠以，平成23年度新入生の生活に関する調査」報告(1) - 入学後の学生生活の予定や不安, 期待する学生支援に着目して - ，高等教育
と学生支援第3巻(お茶の水女子大学)，pp.43-53. 
 
 
望月由起，平成23年度新入生の生活に関する調査」報告(2) - 大学進学に向けての意識・行動と, 就職に向けての意識に着目して - ，高等教育と学
生支援第2巻(お茶の水女子大学)，pp.54-63. 
 
 
桂瑠以・望月由起・中越綾，平成23年度「キャリア意識調査」報告(1) - 学生のキャリア行動, キャリア意識, キャリア支援・教育の活用状況に着目
して - ，高等教育と学生支援第2巻(お茶の水女子大学)，pp.31-43. 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
学生のよりよい環境づくりをとおして、入学時の生活支援から就職支援
まで、さまざまなサポートの実践や研究を行なっています。 

    

 

望月 由起 
MOCHIZUKI Yuki 
学生・キャリア支援センター 
特任准教授 
博士 (学術) / Ph.D 
教育社会学 
    
mochizuki.yuki@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
「キャリアプランニング I（キャリアプランとライフプラン I ）」 
「キャリアプランニング II（キャリアプランとライフプラン II ）」 
「キャリアプランニング実習」を担当しています。 
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 分子軌道計算 
 分子動力学計算 
 相対論的分子理論 
 レアメタル 
 生体微量元素 

Molecular Ortibal Theory 

Molecular Dynamics 

Relativistic Molecular Theory 

Rare metal 

Biological trace elements 

�    � 
��� 
Mori H., Odahara Y., Shigyo D., Yoshitake T., Miyoshi E., Electric band structure calculations on thin films of the L21 full Heusler alloys X2YSi 
(X, Y = Mn, Fe, and Co): toward spintronic materials, Thin Solid Films, 520, 4979-4983 (2012). doi:10.1016/j.tsf.2012.03.045 
 
 
Mori H., Hirayama N., Komeiji Y., Mochizuki Y., Differences in hydration between cis- and trans-platin: Quantum insights by ab initio 
fragment molecular orbital-based molecular dynamics (FMO-MD), Comp. Theor. Chem., 986, 30-34 (2012). 
doi:10.1016/j.comptc.2012.02.008 
 
 
Mori H., Zeng T., Klobukowski M., Assessment of chemical core potentials for the computation on enthalpies of formation of transition-metal 
complexes, Chem. Phys. Lett., 521, 150-156 (2012). doi:10.1016/j.cplett.2011.11.044 
 
 
Yuto K., Mochizuki Y., Nakano T., Mori H., Chapter X: Recent advances in fragment molecular orbital-based molecular dynamics (FMO-MD) 
simulation in Molecular Dynamics / Book 1 ISBN 979-953-307-615-6 Book edited by:Prof. Lichang Wang (2012) InTech. 
 
 
Mori H., Kojima R., Mochizuki Y., Uenohara W., Umezawa I., Matsushita N., Importance of spin-orbit coupling effect and solvent effect in 
electronic transition assignments of PtII complexes: in the case of cis/trans-[PtIICl2(NH3)2], J. Mol. Struct., 1035, 218‒223 (2013). 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
相対論的分子軌道理論・第一原理分子動力学法により工学・生化学分野
への理論化学的アプローチを行っている。 
特に、d/f-ブロック元素の複雑な電子構造に関連した化学機能と，それ
らの機能を s/p-ブロック元素により模倣する分野に特に興味をもち、応
用計算のみならず必用に応じて新しい分子理論の開発も行っている。 

Using ab initio relativistic quantum molecular theory and molecular dynamics 
theory, I’m trying to design various materials and understand biological 
systems. Especially I’m interested in chemical nature of molecules containing 
d/f-block elements. 

 

森 寛敏 
MORI Hirotoshi 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
博士 (工学) / Ph.D 
理論化学, 計算化学, 量子化学 / Theoretical Chemistry, Computational Chemistry, Quantum Chemistry 
https://sites.google.com/site/qmsforest/ 
mori.hirotoshi@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
量子化学理論，分子動力学理論，化学熱力学，統計熱力学など，物理化
学全般の講義を，学部～大学院に亘って実施した。また，更なる応用例
として，生命情報学と関連した近年の大規模量子化学シミュレーション
技術に関する講義も行った。 
 
講義実績 
（学部）物理化学 II，物理化学 III，計算化学，基本化学実験 III，専門
化学実験I，化学演習 II，化学特別ゼミ II，特別研究 
（大学院）理論化学特論，理論化学特論演習，総合生命科学 
 
学位審査実績： 
博士論文副査1名，修士論文主査3名，副査3名 
学部卒業生 2名 

The classes I provided for undergraduate students are as follows: Physical 
Chemistry II, Physical Chemistry III, Computational Chemistry, Basic Lab 
Course of Physical Chemistry III, Advanced Lab Course of Physical Chemistry 
I, Those for graduate students are as follows: Advanced Theorerical 
Chemistry, Exercise in Theoretical Chemistry. General Life Science. I 
supervised two undergraduate students, six master's course students, and one 
PhD students. 

 
 
 
 
�    � ���� 

これまでは，精度良い量子化学理論，特にレアメタルなどの重元素を扱える理論の開発に重点を置いた研究を実施してきた。来年度以降は，これま
でに開発してきた理論を応用し，次に示す応用課題に取り組みたい。 
 
・水素吸蔵特性をもつ金属材料の形状・サイズと水素吸蔵能の関係に関わる電子状態解明 
・高輝度発光を示す有機EL錯体の電子状態解明 
・アルツハイマー病などの疾病と関わる，生体内イオンに誘起されたタンパク質の凝集の動力学解明 
・高速な相対論的量子化学プログラムの開発 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
「理論計算化学」という分野を皆さんはご存知ですか？ 
理論計算化学は，フラスコ内で薬品を取り扱う実験化学と異なり，コンピューターを用いたバーチャルシミュレーションで，化学の根幹となる分子
構造・分子物性・化学反応を理解する学問分野です。化学計算の高速化・精密化により，現在では，実験に先立ちコンピューターによる分子設計が
積極的に行われる時代になりつつあります。どんな，構造を持つ分子を作れば，もっと光る材料を作ることができるのか？ どうして，この分子は反
応するのに，ちょっと違う別な分子は反応不活性なのか？ こういった疑問を，理論計算で明らかにすることができるのです！ 
みなさんも，お茶大化学科で理論計算化学を学び、化学の新しい領域を共に開拓してみませんか？
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 日本語教育 
 第二言語習得 
 認知言語学 
 応用言語学 
     

Japanese Language Education 

Second Language Acquisition 

Cognitive Linguistics 

Applied Linguistice 

    

�    � 
��� 
グローバル時代の日本語教育・異文化理解教育, 日本語文学, 60, 137-154, 2013, 2月, 学術雑誌 
 
 
複言語・複文化主義と東アジアの共生, 研究年報, 9, 185-192, お茶の水女子大学比較日本学研究教育センター, 2013, 3月, 学術雑誌 
 
 
森山新編著, (森山新; 編集委員主幹), 『日本語多義語学習辞典 動詞編』, 2012, 5月, アルク 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
認知言語学的観点から、第二言語習得や第二言語教授法について模索し
た。また、認知言語学の観点からの日本語学習辞典の主幹として執筆し
た（2012年に動詞編刊行）。さらに比較日本学教育研究センターの研究
プロジェクトとしてグローバル時代に求められる総合的日本語教育の
あり方などを模索した。 

1) I continued researches from cognitive linguistics perspective on second 
language azquisition and teaching. 2) And I supervised a Japanese language 
dictionary for learners from cognitive linguistics perspective. 3) I continued 
researches on the holistic education of Japanese language in the global era. 

 

森山 新 
MORIYAMA Shin 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授 
文学博士 (日本語教育学) / Ph.D 
応用言語学 
http://jsl.li.ocha.ac.jp/morishin1003/ 
moriyama.shin@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
グローバル教育センター長として留学生の受入、日本人学生の海外派遣
を推進し、グローバル教育に貢献するとともに、グローバル人材育成推
進事業に本学が採択されるのに貢献した。8月には本学の学生と韓国に
行き、多文化交流実習、8～9 月には大学院生と共にオーストラリア海
外日本語教育実習を実施した。3月には世界7大学から学生14名を招
き、東日本大震災をテーマに国際学生フォーラムを開催した（JASSO
採択プログラム）。12月には国際日本学コンソーシアムを開催した。ま
たグローバル文化学環の教員として、世界7カ国の大学と多文化多言語
サイバーコンソーシアムを結成、TV会議を用いた遠隔共同授業を行っ
た。 

As the director of the Global Education Center, I promoted the global 
education by accepting international students and sending Japanese students. 
I, furthermore, have been to Korea with our students and had "the Practicum 
of Inter-cultural Communication"in August, and I have been to Australia with 
our students and had a Japanese language teaching training. I also held "the 
Global Consortium 2013 Student World Forum in Tokyo, invited 14 students 
from 7 countries in March. As a member of the Center for Comparative 
Japanese Studies I held the international consortium on Japanese Studies. As 
a member of the faculty of the Global Studies for Inter-Cultural Cooperation I 
conducted remote joint-classes of Japanese language and culture with 7 
universities in the world. 
 

 
 
 
 
 
�    � ���� 

これまで継続してきた以下のプロジェクトをさらに発展させる予定である。 
1）認知言語学的観点からの意味構造分析と日本語学習辞典の編纂 
2）認知言語学的観点からの教授法研究 
3）グローバル時代に求められる文化を取り入れた総合的言語教育の模索 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
現在の言語教育に満足できないと考えている方、時代のニーズに応えうる新たな言語教授法や教材開発に関心を持っている方はぜひ以下のサイトを
ご覧ください。 
http://jsl.li.ocha.ac.jp/morishin1003/
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 有機化学 
 含フッ素有機化合物 
 ラジカル反応 
 アミノ酸 
 立体選択的反応 

Organic Chemistry 

Organofluorine Compounds 

Radical Reaction 

Amino Acid 

Stereoselective Synthesis 

�    � 
��� 
Photoinduced Radical Hydroperfluoroalkylation and the Synthesis of Fluorinated Amino Acids and Peptides; Tomoko Yajima, Kanako 
Yamaguchi, Rie Hirokane, Emiko Nogami; J. Fluorine Chem., 2013, 150, 1-7. 
 
 
Photoinduced Addition and Addition - ;Elimination Reactions of Perfluoroalkyl Iodides to Electron-deficient Olefins; Tomoko Yajima, Ishrat 
Jahan, Takayuki Tonoi, Manami Shinmen, Aya Nishikawa, Kanako Yamaguchi, Izumi Sekine, Hajime Nagano; Tetrahedron, 2012, 68, 
6856-6861. 
 
 
Promotion effects of optical antipodes on the formation of helical fibrils: chiral perfluorinated gelators; Kazuhiro Kohno, Kazuya Morimoto, 
Naoko Manabe, Tomoko Yajima, Akihiko Yamagishi, Hisako Sato; Chem. Comm., 2012, 48, 3860-3862. 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
ラジカル反応を基盤とした有機合成法の開発およびその応用を行って
いる。 
ラジカル反応ではこれまでに高い選択性、低い触媒量での有機触媒的手
法の報告例はない。我々は、これまでの立体選択的反応に関する知見を
基に、新規有機不斉触媒的ラジカル付加反応の開発を行っている。 
また、含フッ素化合物のラジカル反応を用いた合成法の研究についても
注力している。含フッ素化合物は、医薬品、機能性材料として我々の生
活に欠かすことのできない化合物であり、その合成法の開発は急務であ
る。我々は、これまでに光ラジカル付加反応を用いた有機化合物へのペ
ルフルオロアルキル基の導入について開発を行ってきた。現在、この手
法を基に芳香族化合物への導入、ポリマー合成への応用について検討を
行っている。また、得られた化合物の、機能性材料としての可能性につ
いても研究を行っている。 

    

 

矢島 知子 
YAJIMA Tomoko 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
准教授 
博士 (工学) (1997 東京工業大学) 
有機化学 / Organic Chemistry 
http://www.sci.ocha.ac.jp/chemHP/labos/yajimaHP/top.html 
yajima.tomoko@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
化学科1年生を対象とする化学実験の基礎についての基本化学実験I、
および3 年生を対象とする専門化学実験 II の有機化学分野の実験を担
当している。2年生の必修科目である有機化学Ⅰも担当する。 
また、学部4年生の特別研究、大学院生の研究指導を行っている。 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

    
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 寺院 
 神社 
 芸能 
 都市 
 庄園 

Temple 

Shrine 

Traditional Performing Art 

Town 

Manor 

�    � 
��� 
「維摩会の延年」(小林健二編『中世文学と隣接諸学7 中世の芸能と文芸』竹林舎, 2012年5月, 36-58p) 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
中世興福寺の芸能としては、従来猿楽(能)が注目されてきたが、猿楽以
前は延年が一寺の公式芸能ともいうべきものであったことに気づき、試
論を発表した。 
また引き続き、『大乗院寺社雑事記』の記主である興福寺大乗院尋尊の
伝記執筆準備の一環として、尋尊と先代門跡である経覚との関係などを
あらためて探ってみた。従来、両者の関係は、対立的なものとして把握
されてきたが、つねにそうだったわけではない。時期によって関係は変
化している。『大乗院寺社雑事記』や経覚の『安位寺殿御自記』などか
らより精密で具体的な把握に努めた。 
 

    

 

安田 次郎 
YASUDA Tsuguo 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授 
博士 (文学) (2002 東京大学) 
日本史学, 特に中世の寺院史や社会史 
http://www.li.ocha.ac.jp/hum/history/teacher/yasuda/index.html 
yasuda.tsuguo@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
一年生には中世史の概説講義を行った。二年生には、古代中世の古記録
を読むための初歩的な訓練を行った。3年生以上とは、満済准后日記を
ともに読み解きながら、室町期の政治や社会などについて考えた。大学
院生とは、『大乗院寺社雑事記』紙背文書の研究を行った。 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

寺院は中世社会の諸階層、諸身分が出会う場でもある。人と人とのつながりのなかから、中世の法や制度などが実際にはどう機能していたのかを解
明していく。すでにいくつか共同研究は行ってきており、今後とも新しい連携を模索していく。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
きちんと史料を読み、解明された事実を組み立て、それらを文章にまとめていくのが好きな学生、院生諸君をお待ちしています。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 西洋史学 
 フランス近世史 
 国制史 
 官僚制 
 フランス宮廷 

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
実教出版編修部編『世界史B 教授用指導書』(共著, 執筆箇所は「第9章 近世ヨーロッパと大航海時代」の一部, 125-129 , 132-137頁) 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
フランス近世国制史の研究。とくに絶対王政期の官僚制度(官職売買制
度)を中心とする権力構造や官僚組織としての宮廷 構造の解明、そこを
舞台に展開する儀礼の分析を通じて、当時の統治システムとその有効性
を検討する。  
具体的な研究課題としては、次の2点。 
1 絶対王政期の官僚制の考究 
2 権力を補完するものとしての権威構造の解明 
平成24年度は、昨年度採用された基盤(C)「フランス宮廷役人のプロソ
ポグラフィー」の研究代表者として、フランス宮廷の 人的構造を広く
考究した。また基盤(B)「」(研究代表者:岸本美緒)の研究分担者として、
フランス近世社会の上下意識、上下 感覚に関する研究に着手した。 

    

 

安成 英樹 
YASUNARI Hideki 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授 
文学修士 (1990 東京大学) 
西洋史学, フランス近世国制史 
    
yasunari.hideki@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
学部の特講では、昨年に引き続いて最新の社会史、とりわけ歴史人口学
の成果をもとにフランス近世のパリにおける日常生 活、コレージュの
教育、などを論じた。またある法服貴族の一族(ルフェーヴル・ドルメ
ソン家)の社会的上昇過程を詳細に追 跡した。学部の演習では、旧体制
下の宮廷社会に関する外国語文献の講読を行った。2年生対象の西洋史
研究法では西洋史学 史を論じ、後半では歴史学の情報検索方法につい
て IT ルームを利用して実践的な授業を行った。また全学年対象の西洋
史概説 では昨年と同じく、パリとロンドンの比較史を協同で担当し、
毎年継続しているフランス語テクストの輪読の授業を行った。 比較社
会史では「お金と消費」をテーマにオムニバス式の授業を組織運営し、
外国史論文講読も担当した。大学院の演習では 、修論指導を交えつつ
P.グベールの研究書をテクストにしてフランス近世社会の貴族階層に
ついての考究を行った。また、学 部4年生のなかで西洋史分野で卒論
を書いた学生(11名)、ヨーロッパ近世史に関する修論を書いた博士前期
課程学生2名につい ての研究指導を行った。 

    

 
 
�    � ���� 

フランスの宮廷の構成メンバーのプロソポグラフィー研究を包括的に行うことでその集団的特質を析出し、当時の宮廷の果 たしていた社会的機能に
ついて多角的に検討する。また、従来からの官職保有者や直轄官僚全般についてさらに研究の進展を 図り、あわせて絶対王政期の権力と権威の問題
を深く掘り下げる。また、フランス近世社会の身分構造、とくに上下関係につ いての分析を平行して行っていく予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
大学で学ぶ(ことのできる)歴史は、暗記中心の高校のそれとは違います。年号や固有名詞を覚えることにあまり意味はあ りません。ある時代のさま
ざまな事件、あるいは社会そのものがどうして生成され、変容していくのか、自分のオリジナルな テーマを見つけてそのための材料(史料)を集め、
自分で考え、自分なりの解を見出すものです。そのために、大学で歴史を勉 強したい人には、できるだけたくさんの本(必ずしも歴史関連のものに
限りません)を読み漁ってほしいと思います。そのう えで、自分の取り組みたいテーマを見つけ出せばいいのだと思います。したがって卒論は自由
にテーマが選べます。やれるか どうかを含めアドヴァイスはしますが、基本的に自分がなにを取りあげ、調べてみたいのかが重要なのです。

-339-



  
 

氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 子育て支援 
 夫婦関係 
 ひきこもり支援 
     
     

    

    

    

    

    

�    � 
��� 
谷田征子 2013 就学に向けた支援〈就学支援・教育相談〉青木紀久代・矢野由佳子(編),子どもとかかわる力を培う実践・ 発達心理学ワークブッ
ク,pp.76-83,みらい. 
 
 
谷田征子・青木紀久代 2013 夫婦の相互性からみる親の自己成長 - 過去・現在・未来の語り -  日本発達心理学会第24回大 会論文集,464. 
 
 
谷田征子・青木紀久代 2013 大学生のひきこもりの事例 青木紀久代(編),ひきこもりサポートネット事業報告書2012,43- 51. 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

『学校力と社会的資源に着目した心の健康と発達支援の研究プロジェ
クト』(代表:青木紀久代)では、質問紙調査の枠組み ・内容の精査を行
った。また、東京都の受託事業による『ひきこもりに至る要因等の分析
及び調査研究』(代表:青木紀久代 )において、ひきこもり支援の人材育
成の専門研修を実施し、また、メール相談による事例の分析を行った。 

    

 

谷田 征子 
YATSUDA Masako 
人間発達教育研究センター 
特任講師 
博士 (人文科学) 
発達臨床心理学 
    
yatsuda.masako@ocha.ac.jp 

-340-



�    � ��� / Educational Pursuits 
        
 
 
 
 
�    � ���� 

    
 
 
 
 
�    � ���	� 
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 第１言語習得 
 生成文法理論 
     
     
     

First Language Acquisition 

Generative Grammar 

Linguistics 

    

    

�    � 
��� 
Yamakoshi, Kyoko (2013) “Children’s Interpretations of Quantifier Scope Interactions in Japanese.” In Bjarke Fellsvig and Peter Sells (eds) 
Proceedings of the 20th Japanese/Korean Conference. CSLI.(審査有) 
 
 
Yamakoshi, Kyoko (2008) “Two Perspectives on the Acquisition of Complex Sentences: Innateness and Learning.” In English Linguistics, Vol. 
25.1., The English Linguistics Society of Japan, 315-339.(審査有) 
 
 
Yamakoshi, Kyoko (2007a) “Children’s Interpretation of Wh/every Interaction in Japanese.” In Kamil Ud Deen, Jun Nomura, Barbara Schulz, 
Bonnie D. Schwartz (eds) Proceedings of the Inaugural Conference on Generative Approaches to Language Acquisition‒North America 
(GALANA), UCONN Occasional Papers in Linguistics 4, University of Connecticut, Storrs. MA, pp. 425-436.(審査有) 
 
 
Yamakoshi, Kyoko and Tetsuya Sano (2007b) “Children's Interpretations of Some/every Interaction in Mono-clausal and Bi-clausal Structures 
in Japanese.” In Alyona Belikova, Luisa Meroni, and Mari Umeda (eds.) Proceedings of the 2nd Conference on Generative Approaches to 
Language Acquisition North America (GALANA), Cascadilla Press, Sommerville, MA, pp. 471-482.(審査有) 
 
 
Yamakoshi, Kyoko (2006)“Scrambling and Children's Interpretations of Scope Interactions.” In Adriana Belletti, Elisa Bennati, Cristiano Chesi, 
Elisa Di Domenico and Ida Ferrari (eds.) Language Acquisition and Development: Proceedings of Generative Approaches to Language 
Acquisition, 2005. Cambridge Scholars Press, Newcastle, UK, pp. 578-584.(審査有) 
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 

子供が母語の複雑な文法をどのように習得しているのかについて、生成
文法理論に基づいた研究を行っています。子供が驚くべき言語能力を持
っているということを、実験や自然発話観察に基づき明らかにしていき
たいと考えています。これまで主に英語と日本語の疑問文・数量詞・受
身文・使役構文等の習得についての研究を行ってきましたが、今後もそ
れらのテーマに関して研究を続けると共に、新しいテーマにも積極的に
取り組んでいきたいと考えています。 

    

 

山腰 京子 
YAMAKOSHI Kyoko 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
准教授 
人文博士 (お茶の水女子大学) / Ph.D in Linguistics (Cornell University) 
第1言語習得 (子供の言語習得) 
    
yamakoshi.kyoko@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
英語学入門 (2年次) 
英語学特殊講義 (3、4年次) 
対照表現学演習 (3年次) 
基礎英語、中級英語 (1、2年次) 
卒業論文指導 (4年次) 

    

 
 
 
 
�    � ���� 

これまで主に英語と日本語の疑問文・数量詞・受身文・使役構文等の習得について研究を行っており、それらのテーマに関して追求していきたいと
考えています。さらに、大人の外国語習得と子供の母語習得にも共通する部分があることが明らかになってきており、その共通点について大人の外
国語習得研究も視野に入れながら研究を行っていきたいと考えています。 
 
 
 
 
�    � ���	� 
ことばには思いがけない規則性が潜んでいます。そして、さまざまな観察や実験により、子供は驚くべき言語能力を幼い頃から身につけていること
がわかってきています。その子供の言語能力を明らかにしていく研究を皆さんと一緒に行っていきたいと思っています。

-343-



  
 

氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 作用素環 
 非可換幾何 
     
     
     

operator algebras 

noncommutative geometry 

    

    

    

�    � 
��� 
K. De Commer, M. Yamashita; A construction of finite index C*-algebra inclusions from free actions of compact quantum groups, to appear in 
Publ. RIMS (arXiv:1201.4022) 
 
 
M. Yamashita; Monodromy of Gauss‒Manin connection for deformation by group cocycles (arXiv:1207.6687) 
 
 
K. De Commer, M. Yamashita; Tannaka‒Kreĭn duality for compact quantum homogeneous spaces. I. General theory, to appear in Theory 
Appl. Categ. (arXiv:1211.6552) 
 
 
K. De Commer, M. Yamashita; Tannaka‒Kreĭn duality for compact quantum homogeneous spaces. II. Classification of quantum 
homogeneous spaces for quantum SU(2), to appear in J. reine angew. Math. (arXiv:1212.3413) 
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
作用素環論の枠組みにおける，量子群などを対象とした変形量子化の問
題について研究している。とくに、種々のK理論的，あるいは非可換幾
何的な不変量が変形量子化に対してどのようなふるまいを見せるかと
いう問題に興味がある。また，量子群の表現の圏の構造と関数環の構造
との間の関係についても研究している。 

My research revolves around the problems of deformation quantization in the 
framework of operator algebras. In particular, I am interested in the 
deformations related to quantum groups, and the K-theoretic / 
noncommutative geometric approach to such objects. I also study the 
relationship between the categorical structure of representation category and 
the structure of function algebra for compact quantum groups. 

 

山下 真 
YAMASHITA Makoto 
お茶大アカデミック・プロダクション 
助教 
博士 (数理科学) / Ph.D 
作用素環論 / Operator Algebra 
http://www.math.ocha.ac.jp/yamashita/ 
yamashita.makoto@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
数学演習XV，数学英語（理学部数学科）および解析学特別講義基礎・
発展（大学院人間文化創成科学研究科数学コース）の授業を担当した。
オフィスアワーを設定し授業内容に関して随時質問を受け付け，学部の
授業についてそれぞれ10件ほど対応した。 

I gave lectures on Exercise in Mathematics XV, Mathematical English 
(undergraduate courses) and Special Lecture on Analysis (graduate course). I 
consulted about ten students each for the undergraduate courses during my 
office hours. 

 
 
 
 
�    � ���� 

特殊ユニタリ群と同じ分岐則をもつコンパクト量子群を決定するという Woronowicz の問題について S. Neshveyev (Oslo) と共同研究を行い，
Kazhdan-Wenzlによって与えられたテンソル圏が全てコンパクト量子群の表現の圏としての実現を持つことを示す。これは半単純Lie環の極大可解
部分代数の量子普遍包絡環のDrinfeld doubleの特別な表現を考察することによって与えられ，副産物としてq < 0の場合のSUq(2)に関する普遍包
絡環の類似も得られることになる。 
 
 
 
�    � ���	� 
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 カチオンーπ相互作用 
 分子配列制御 
 有機光反応 
 有機触媒化学 
 立体選択的反応 

cation-pi interaction  

controlling molecular orientation 

organic photochemistry 

organocatalytic reaction 

stereoselective synthesis 

�    � 
��� 
1. S. Yamada, M. Kusafuka, M. Sugawara, “[2+2] Photodimerization of bispyridylethylenes by a controlled shift of the protonation 
equilibrium”, Tetrahedron Lett., 2013, 54, 3997-4000 
 
 
2. S. Yamada, N. Sako, M. Okuda and A. Hozumi, “A dual-synthon in pyridinium chloride: formation of ladder-like and columnar motifs 
through hydrogen bonds and cation - ;pi interactions”, CrystEngComm, 2013, 15, 199-205. 
 
 
3. S. Yamada and C. Kawamura, “Photodimerization of azaanthracenes in both solution and solid phase controlled by cation-pi interactions”, 
Org. Lett. 2012, 14, 1572-1575. 
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
カチオンーπ 相互作用に基づく有機分子の配列制御 カチオンーπ 相
互作用は生体内において、極めて重要な役割を果たしていることが明ら
かにされ、超分子化学、ホストーゲスト化学の分野において利用されて
いる。筆者らはカチオンーπ 相互作用の有機合成への利用を検討して
きたが、今年度は、アザアントラセンとアザスチルベンの光二量化につ
いて検討した。いずれも酸存在下、高い選択性で光二量体が得られるこ
とがわかった。アザスチルベンの場合は、ピリジン環を二つ有するため、
酸の存在量によって大きく異なる生成物を与えた。1当量付近ではsyn
体が得られるのに対し、2当量では溶媒付加体が得られ、分子間カチオ
ン-π相互作用が有効に働く条件を選ぶことが、選択性発現に重要であ
ることが明らかにした。 

Cation-pi interactions have been widely exploited and utilized in the structural 
biology arena, their fundamental importance in supramolecular chemistry 
and the pivotal role they play in host guest chemistry has rapidly expanded. 
We have clarified the importance of cation-pi interactions in the orientation of 
molecules in organic synthsis. We found that the orientation of azaanthracene 
and azastilbene can be controlled by the formation of pyridinium under acidic 
conditions, irradiation of which produced [4+4] and [2+2] dimers in high 
selectivities, respectively. In the case of azastilbene, the acid amount had a 
significant effect on the selectivity: in the presence of 1 equiv of HCl, the syn 
dimer was a major product, whereas in the presence of more than 2 equiv of 
HCl, solvent adducts were produced. These results strongly suggest the 
significant contribution of cation-π interactions. 

 

山田 眞二 
YAMADA Shinji 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授  
工学博士 (1986 北海道大学) 
有機化学, 合成有機化学, 構造有機化学 
http://www.sci.ocha.ac.jp/chemHP/labos/yamadaHP/index.htm 
yamada.shinji@ocha.ac.jp 
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学部 「有機化学III」、「有機化学IV」の講義では、有機化学の教科書「ブ
ルース有機化学下巻」の芳香族化合物、カルボニル化合物、アミン等の
合成、構造、反応、さらに Wooward-Hoffman 則について講義した。
「基本化学実験 IV」では、基礎的な合成操作、分離精製、構造決定の
方法について、実習と講義を行った。さらに「専門化学実験 II�v では
様々な有機化合物の合成に関する実習および NMR の講義を行った。
「基礎化学A」では様々な物質の基礎となる有機化合物の構造と性質に
ついて分子模型などを用いて解説した。 大学院 「物理有機化学」では、
有機化合物の光反応に関する基礎から立体選択的反応まで、最近のトピ
ックスも含めて講義した。 

[Organic reaction chemistry], [Synthetic organic chemistry]. In these classes, I 
lectured synthesis, reaction and structure of organic compounds that have an 
oxygen containing functional group and amines and so on. [Organic 
chemistry III], [Organic chemistry IV]. In these classes, the synthesis, reaction 
and structure of organic compounds that have an oxygen containing 
functional group and amines and so on were lectured. [Experiment of organic 
chemistry] Basic methods for organic synthesis, separation and purification 
methods were instructed. [Physical Organic Chemistry] In this class, the basic 
theory of organic photochemistry, the application to organic synthesis and the 
recent topics of this field were lectured. 
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将来の研究計画・研究の展望 現在の主な研究テーマは以下の2つです。いずれも新しい有機分子の立体配座および分子配向の制御方法やシステムを
研究し、それを基盤とするものです。 
1）カチオンーπ相互作用の有機合成化学への利用 
2）分子間相互作用に基づく新規有機触媒の開拓 
3）固相における有機分子の配列制御と固相反応 
 
ほとんどの研究は基礎的なものですが、将来以下のような領域で役立つことを期待しています。 
1）新しい構造・性質を持った分子の創製 
2）生理活性化合物の創製 
3）新規機能性物質の創成 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
私たちの身の回りをながめると、ほとんどのものは化学的に合成された化合物が関係していることに気が付くでしょう。新しい化合物を創り出すこ
とは、「化学」の最も得意とすることの一つです。現在までに数千万の化合物が合成されて来ましたが、その可能性は無限にあります。あなたも自分
の手で、この世に存在しない分子を創り出してみたいと思いませんか？
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生活科学部生活環境学科生活工学講座においては、地球環境の悪化に伴
って、紫外線の影響で増加してきた皮膚障害の予防に関し、紫外線遮蔽
加工製品の効果を生化学的手法により評価する方法をテーマとして採
択された文科省科学研究費補助金（平成5年度～13年度 いずれも研
究代表者）により研究を行った。学科改組に伴って異動した同学部食物
栄養学科では、食品機能成分と腫瘍抑制に関する研究を企画した。がん
の増大や転移の主要な要因となり、がん治療の大きな障害となる血管新
生を抑制する効果をもつ食品機能成分を、ラット肝臓の特殊な血管内皮
初代培養細胞を調製して探索し、効果が認められた食品成分について、
血管新生の主要因子である血管内皮増殖因子（VEGF）に対する抑制機
構を解明することをテーマとして、文科省科学研究費補助金の申請を行
った。 

I make a plan to study effects of bioactive food components on tumor 
suppression. My research theme which is applied for Grants-in-Aid for 
Scientific Research is suppressive effect of bioactive food components on the 
angiogenesis concerned with metastasis and enlargement of tumor size. To 
determine whether bioactive food components have suppressive effect on 
vascular endothelial growth factor(VEGF) gene expression, I prepare primary 
cultured specific endotherial cells from rat liver. 

 

山野 春子 
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学部の教育については、前期は「食品製造・保存学実験」「食品化学実
験」（いずれも食物栄養学科3年生37名）「調理実習（教職）」（食物栄
養学科以外の学科1～4年生11名）の実験準備、指導補助を行い、提
出レポートの添削を分担した。後期は「食品微生物学実験」（同学科 2
年生40名）の指導を行った。また、管理栄養士国家試験の模擬試験（同
学科3、4年生が受験）実施計画の立案、模擬試験会社との交渉、試験
場の確保、試験監督者の手配等を行った。所属研究室に在籍する4年生
（4名）に対して「食物栄養学輪講」での文献紹介、研究報告について
のディスカッションを通して、卒業論文の指導補助を行った。 大学院
の教育については、所属する研究室に在籍する博士前期課程学生（4名）
に対して「食品加工貯蔵学演習」における文献紹介、研究報告について
のディスカッションを通して修士論文の指導補助を行った。 また、卒･
修論要旨集を作成し、卒論発表会、修論審査会の準備を行い、当日は出
席し質疑応答を行った。 

I instructed undergraduate in Food Microbiology Laboratory. I instructed 
undergraduate in Food Processing and Preservation Laboratory, Food 
Chemisrty Laboratory, Cooking Laboratory and Special Topics in Food 
Science and Nutrition as research associate. I instructed graduate in Seminor 
in Food Processing and Preservation as research associate. 

 
 
 
�    � ���� 

がんの増大や転移の主要な原因である血管新生を抑制する食品機能成分の新しい評価法を確立し、その評価法を用いて種々の食品機能成分を探索し、
抑制作用機構を分子生物学的に解析したいと考えている。がんのみならず、生活習慣病の予防に効果がある食品機能成分に関するテーマで、共同研
究ができればと考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
近年、食品関連分野の企業の求人票や大学および短期大学の食物学科の教員募集要項の資格欄に「管理栄養士資格を持つ者」と明記されている場合
が多く見受けられます。本学科は関東圏の国立大学法人としては初めての管理栄養士養成施設として厚労省に認可された学科です。本学科で学び、
管理栄養士国家試験に合格して、卒業後は社会の幅広い分野で、その資格を生かして活躍されることを期待しています。また、管理栄養士資格を取
得したうえで大学院に進学し、より高い研究能力を身につけ、企業や研究所の研究員あるいは大学や短期大学の教員など、高い専門性を要求される
分野でも指導的役割を担って、大いに活躍されることを期待しています。
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Aguilar-Moncayo, M., Takai, T., Higaki, K., Mena-Barragan T., Hirano, Y., Yura, K., Li, L., Yu, Y., Ninomiya, H., Garcia-Moreno, M.I., Ishii, S., 
Sakakibara, Y., Ohno, K., Nanba, E., Oritz Mellet, C., Garcai Fernandez, J.M., Suzuki, Y. (2012) Tuning glycosidase inhibition through 
aglycone interactions: pharmacological chaperones for Fabry disease and GM1 gangliosidosis. Chem. Commun., 48, 6514-6516. 
 
 
Kobayashi, E., Yura, K., Nagai, Y., (2013) Distinct Conformation of ATP Molecule in Solution and on Protein. BIOPHYSICS, 9, 1-12. 
 
 
由良 敬. (2012) RNAの塩基配列はDNAの塩基配列と完全に一致するのか？ 生物の科学 遺伝 66 (3), 237-239. 
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当研究室では、研究室所有のコンピュータが持つ計算力と、教員・学生
がもつ無限の想像力と根性で、以下のテーマの研究を展開します。テー
マ群は、二つの軸から構成されています。一つの軸は生物学的な疑問を
根底にし、既存の手法を用いて謎を解いていくテーマです。もう一つの
軸は、技術的な問題を根底にし、既存の生命情報学手法の改良や、新規
手法の開発を行うテーマです。実際には、同一のテーマが両方の側面を
持つ場合が多いです。どちらを主軸にするかは、各自の好みで決まって
いきます。教授は生物学的な疑問を根底にして、必要ならば技術開発も
しています。 

Our laboratory studies the following themes making good use of both 
calculation ability of a computer owned in the laboratory as well as the infinite 
spirit and imagination of the students and teachers. The theme group is 
composed of two axes. The first axis has its base on the biological questions, 
and it aims to solve the mystery by applying the existing methods. In the case 
that the existing methods do not fit, we might develop new methods by 
ourselves. Another axis has its base on the technical questions and aims 
drastic improvement of the existing computational biology’s methods as well 
as development of new methods. In fact, single themes have both aspects, but 
they tend to have a main axis out of two. Each researcher’s preference 
determines which axis they focus on. Professor has his base on the biological 
questions and sometimes develops new technologies, if necessary. 
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計算生物学の基礎を教育するために、学部において以下の講義を担当す
る。「生命情報学概論」「計算生物学」「生物統計学」「分子構造生物学」
「生命情報プログラミング演習」。また、計算生物学の応用発展を教育
するために、大学院において、以下の講義を担当する。「計算生物学特
論」「計算生物学演習」「生命情報科学特論」「生命情報科学演習」「統計
データ解析論」「生命情報学」「生命情報学演習」「予測生物学」「英語ア
カデミックプレゼンテーション」「総合ライフサイエンス演習」「キャリ
ア開発特論」。さらに学外でも「生物物理学」の集中講義・分担講義を
行っている。 

For the education of computational Biology, The following lectures are 
delivered. Introduction to Bioinformatics, Computational Biology, Biostatistics, 
Molecular Structural Biology, Bioinformatics Programing, Advanced 
Computational Biology, Practice for Computational Biology, Advanced 
Information Science for Biology, Practice for Information Science for Biology, 
Predictive Biology, Academic Presentation in English, Career Development, 
Biophysics. 

 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

生命現象、特に転写後翻訳前のRNA加工のプロセスを原子分解能で理解することをめざす。その理解に立って、創薬等への応用をめざす。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
理系学問の壁を打ち破り、さらには文系理系の壁も打ち破って、自然現象を総合的に（どん欲に）理解する思いをもって、大学に入学してくれるこ
とを期待します。物理、化学、生物、数学などの分類（壁）は、人間が便宜的に作った境界（蜃気楼）であることに、気がついてください。その壁
を破って、自然を総合的に理解できるようになると、また新しくておもしろい世界が広がってきます。
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非可換ホッジ理論は非可換群を係数とするコホモロジーに対するホッ
ジ理論の拡張である。一次のコホモロジーはヒッグス束のモジュライス
タックであり、その上のホッジ構造を調べることは大変重要である。こ
れまで高次のコホモロジーは定義さえすることが困難であったが、高次
カテゴリーの導入によりそれが可能となった。この枠組みで非可換ホッ
ジ理論の展開することが研究内容である。また、高次カテゴリーの導入
は従来の層の概念をさらに広げた高次のスタックの導入も可能にして
いる。これは集合論を基礎として築かれた現在の数学自体を拡張したホ
モトピー数学の可能性を示唆している。ホモトピー数学ではこれまで無
視されて来た情報を高次カテゴリーにより表現し、取り出すことを可能
にすると思われる。現在は、このホモトピー数学の基礎を固めることが
主な研究課題となっている。 

Noncommutative Hodge theory is an extension of the Hodge theory for 
cohomorogy theory with non-abelian groups as its coefficients. Its first 
cohomorogy are moduli stacks of Higgs bundles. It is very important to study 
Hodge structures on them. Thohgh it was difficult to define higher 
cohomology, higher category theory enables the definition. My research 
purpose is to develop non-commutative Hodge theory in this framework. 
Moreover, higher category theory enables us for introduction of higher stacks 
which extends the notion of sheaves. This means a possibility of homotopical 
mathematics that enlarges mathematics build up on the set theory. 
Homotopical mathematics seems well for getting and representing any 
information that we have been neglecting via higher categorical structures. 
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主として代数学に関係する講義を担当している。4年の数学講究では整
数論や可換環論、代数幾何学、暗号理論などを教えている。大学院では
整数論、代数幾何学、複素幾何学、ホモトピー論などに関する講義、修
論指導を行っている。 

My lectures concerns mainly on algebra. In the seminar for 4th grader 
students, it has been used textbooks concerning on number theory, 
commutative algebra, algebraic geometry and cryptgraphical theory. For 
students in master course, my lectures are usually concerns on number 
theory, algerraic geometry, complex geometry and homotopy theory. 
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高次の圏論を利用して，未知の不変量を構成する．正標数のモジュライ問題や整数論と関わる方面でこれまでになかったものを構成したい． 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
数学は実用的なだけでなく、大変美しく神秘的な魅力に満ちています。物理的な法則ばかりでなく、経済現象や生命、心の問題に至るまで突き詰め
て考えれば、その中には数学の美しい法則が隠れていることが少なくありません。そればかりでなく数学的な美しさが多くの法則に影響しています。
私は数学的な美しさこそが宇宙の神秘を解き明かす鍵だと考えて研究しています。このような美しさを体験するには高校までの数学では不十分です。
是非、大学で数学の真の美しさに触れてみてください。
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Maria Yokota and Ko Okumura, 「Coalescence dynamics of a quasi-two dimensional viscous Drop」, 『Journal of the Physical Society of Japan 
Supplement』The Physical Society of Japan (Japan), vol.81, SA015, 2012 
 
 
Maria Yokota and Ko Okumura, 「Dimensional crossover in the coalescence dynamics of viscous drops confined in between two plates」,
『Proceedings of the National Academy of Sciences』The National Academy of Sciences (USA), vol.108, pp6395-6398, 2011. 
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近年の高速カメラの発達により液体の動力学が画像解析を用いて活発
に研究され、新しいスケーリング法則が次々と発見されている。このよ
うな手法は、ノーベル物理学受賞者故de Gennes 博士らが提唱してき
たソフトマター物理学における印象派物理学の真髄であり、この精神に
基づいたスタイルがここ数年の飛躍的な進歩を大きく支えている。この
ような背景に基づき、主に擬似的2次元空間における液滴の融合現象を、
実験と理論の両面から研究を行っている。 
特に現在はTaylor coneに代表される、液体界面の形状と電場の効果に
興味を持っており、系の次元性と電場の効果について、液滴の融合現象
を通じた系統的理解を目指している。 

From daily experiences, everybody knows a liquid drop falling onto a bath of 
the same liquid merges to the bath. A spectacular aspect of this mundane 
phenomenon of coalescence of droplets was already studied as early as 1885 
by Thomson and Newall. It is important in various problems, such as fusion of 
cells in biology and of galaxies in the universe, and in a large number of 
industrial applications, such as emulsion stability, inkjet printing, and others. 
Accordingly, it is still an active area of research. 
In particular, the recent advances in technology, associated with high-speed 
camera, image analysis, and simulation, together with theoretical 
development, are leading us to a new phase of understanding.  
Furthermore, we focus on the effect of electric field to the coalescence event. 
Under an electric field, the drop and the bath surfaces deform and attract 
each other before coalescence. The deformed surfaces show cone shape 
generally called as Taylor cone. Surprisingly, the deformation can be seen 
much easily in our quasi-2 dimensional geometry. 
Here, we study the effect of electric field and that of geometry onto the 
surfaces of the drop and the bath before coalescence by experiment and 
scaling argument. 
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本研究により、擬2次元系と呼ばれる、奥行き方向の長さが数mmオーダーの非常に薄い系において、液界面の電場による変形が顕著となることが
分かっている。この物理特性は界面の制御にかかるコストを大幅に削減できる可能性を秘めており、インクジェット印刷技術やマイクロ流路等、液
滴制御を必要とする現代の重要技術に非常に有効と考えられる。このような応用上の発展を期待しつつ、液滴界面の包括的理解につなげるための定
量化を進めたいと考えている。 
 
 
 
�    � ���	� 
研究とは、自分で目的地を設定し、いろいろな手段を試して紆余曲折しながら進む冒険のようなものだと思う。しかし、物理が冒険と違うのは、ゴ
ール地点からスタート地点を見ると、非常に美しい道が見えることだ。私は正直、ここまで研究を続けることになるとは思っていなかったが、いつ
の間にか、すっかり魅了されてしまっていた。
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 学生相談 
 心理教育的支援のありかた 
 キャリアカウンセリング 
 ワークショップ型介入 
 MBTI 

student counseling 

psychoeducational support 

career counseling 

work shop 

Myers-Briggs Type indicator 

�    � 
��� 
学会発表：吉田惠子, 健康調査(CMI)結果フィードバック希望者への短時間面接の意義 - 学生相談室による新入生を対象とした実践を通して - 」日
本学生相談学会第30回大会 北海道大学 
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教育の一環としての学生支援、学生相談を考えている。 
学生相談室での、学生相談活動の質を向上し、多様化した学生のニーズ
に幅広く適切に応えるために様々な手法を研究している。相談者のプラ
イバシーに対する配慮から相談活動の内容に関する事例研究は、困難が
伴う。しかし、アカデミックな環境や経験から学生が利益を得るために、
潜在的能力を最大にするための発達的ニーズに焦点を当てた心理教育
的介入型ワークショップを企画・実施し、参加者に対する満足度及び効
果について調査、研究を行っている。 

    

 

吉田 惠子 
YOSHIDA Keiko 
学生・キャリア支援センター 学生相談室 
講師（副相談室長） 
修士 (家政学) 
心理教育 
    
yoshida.keiko@ocha.ac.jp 
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4月にCMI(Cornell Medical Index)健康調査を新入生に実施し、希望者
に結果のフィードバックを行い、こころと身体に関する啓蒙・予防的働
きかけを行った。学部生、院生などにインテーク面接を行い、多様化し
た学生たちへの個別ニーズにきめ細やかな対応をした。インテーク面接
の結果、引き続き個人相談及びカウンセリングを実施し、保健管理セン
ター、学内機関及び外部医療機関にリファーしたケースのフォローアッ
プも行った。問題別対応の仕方を示したリーフレットを作成し配布して、
メンタルヘルス全般に対する意識向上を目指した。さらに心理検査を用
いた自己理解、他者理解を深めるワークショップﾟ、インプロなど自己
表現力や対人スキルを高めるワークショップ、国際規格の性格検査を用
いた進路選択を考える手がかりにするためのキャリア支援ワークショ
ップ、ヨガなどの健康増進的、予防的支援ワークショップを企画・実施
し、アンケート調査を行った。新たに学生の面接対策に役立つボイス・
トレーニングも実施した。 
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個別相談の充実及び健康増進的支援をさらに発展させることを目指す。特に以下の領域における援助の充実をはかる。①個別ニーズに応える相談と
連携：多様化した学生への個別ニーズに応え、特に教職員と保護者との連携が密になるように取り組む。教員との連携による不登校生徒や引きこも
りなどの学生への対応、問題行動を起こす学生の対応のための学内連携が密になるように取り組む。問題別対応の仕方を示したリーフレットの作成
と配布を充実させメンタルヘルス全般に対するさらなる意識向上を目指す。②キャリアに関する心理教育的支援：キャリアカウンセリングにおける
自己分析ツールとして、国際規格の性格検査であるMBTIを用いたワークショップを企画し、包括的な心理教育的プログラムをより充実発展させる。
自己表現力や対人スキルを高めるインプロワークショップの充実をはかり健康増進的支援として、今後もヨガ体験などを取り入れた心身一体型のワ
ークショップも継続し、言語を媒介にした支援に加え身体的な行動を好む学生にも学生相談室の利用を促す。また、これらのワークショップの実践
的研究を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
お茶大には、皆さんが充実した学生生活をおくることができるようにサポートする機関の一つに学生相談室があります。学生生活、進路、ご自分の
ことで、問題や悩み、心配事があれば、気軽にご相談ください。また、いろいろなグループワークも企画しております。たとえば、「自分の強みを知
りたい」「自分にはどんな能力や関心があるのか詳しく知りたい」「自分の性格について理解したい」などのテーマのワークショップです。昼休みや
授業に支障のない時間帯に行っておりますので、どうぞ気軽に参加してください。特にお勧めはキャリアカウンセリングにおける自己分析ツールと
して、現在、欧米諸国で最も信頼されている性格検査であるMBTIを用いたワークショップです。さらに自分らしさや元気さを引き出してくれる「イ
ンプロ」や心と身体のバランスを取るのに役立つヨガ体験などの健康増進のためのワークショップも是非体験してみてください。学生相談室では、
皆さんにお会いできるのを楽しみにしております。
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 作用素環論 
 非可換確率論 
 変形量子化 
 ランダム行列 
     

operator algebras 

non-commutative probability theory 

deformation quantization 

random matrix 
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Miku HIRATA, Aya NEMOTO, Hiroaki Yoshida, An Integral Representation of the Relative Entropy, Entropy, 14, 1469-1477, 2012, 原著, 査
読あり, 共著者, 学術雑誌 
 
 
Hideko KAWAKUBO, Hiroaki YOSHIDA, Rapid Feature Selection Based on Random Forests for High-Dimensional Data, 情報処理学会 数理
モデル化と問題解決研究報告, 2012-MPS-89, 1-7, 2012, 原著, 査読あり, 共著者, 研究報告 
 
 
川久保秀子, 吉田裕亮, カーネル法とランダム行列理論によるノイズ変数の除去, 電子情報通信学会 情報論的学習理論と機械学習研究会, 
IBISML2012-102, 69-76, 2013, 原著, 査読なし, 共著者, 研究報告 
 
 
北口景子, 吉田裕亮, カーネル法によるDP-meansの非線形化, 情報処理学会 研究報告バイオ情報学, 2012-BIO-32(38), 1 - 3, 2012, 原著, 査読な
し, 共著者, 研究報告 
 
 
川久保秀子, 吉田裕亮, ヒルベルト-シュミット独立基準に基づくノイズ変数の除去, 情報処理学会 研究報告バイオ情報学, 2012-BIO-32(39), 1 - 3, 
2012, 原著, 査読なし, 共著者, 研究報告 
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通常の確率論での相対エントロピーの Fisher 情報量による積分公式
を与えることを行った。これは基準測度側も変動するタイプの de 
Bruijn 公式の一般化に相当するものであり、この研究では基準測度の
変動が単純な熱方程式で与えられる場合を扱った. また、自由確率論に
関する研究として、対数 Sobolev 不等式ならびに輸送コスト不等式の
自由変形版等の関数不等式の積分表示による別証明を与えることに成
功した. 更にランダム行列の応用として、大規模データの変数間相関行
列からのノイズ除去の研究も行った. 
 

In the classical probability, we have given an integral representation of the 
relative entropy by the relative Fisher information, in which the refernce 
measure is moving by the heat equation semi groups. In the free probability, it 
has been investigated another proofs of the free analogues of the logarithmic 
Sobolev inequality and the transportation cost inequality, which is given by 
time integration technique. 

 

吉田 裕亮 
YOSHIDA Hiroaki 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
教授 
工学博士 (1988 大阪大学) 
非可換解析学, 特に作用素環上の非可換確率論 
    
yoshida.hiroaki@ocha.ac.jp 
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大学院博士後期課程では、線形順序集合の分割統計に関する組合せ論的
研究を行った。数前期課程の学生に関しては3名のM2学生の修論指導
を行った。修士論文の結果は情報処理学会の研究会で発表を行い関連研
究者からも高い評価を得ている。また講義に関しては、受講学生とコミ
ュニケーションを取りながら、学生の理解度ならびに習熟度を把握しな
がら効果的な授業を展開するように努めた。 

At the seminars for the doctoral program, we have investigated the set 
partition statistics of the linearly ordered set, and for the master program, I 
have supervised three graduate students. The results of their studies have 
been presented at the related workshops. The lectures for the undergraduate 
classes, I have tried to keep the communication with the students and taken 
care of their achievements well. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

現在は、非可換確率論の基礎理論を研究しております。特に、自由独立性ならびにその変形独立性の下での分布論が中心になっています。Fisher 情
報量の変形量子化の拡張や、新たな分割統計に基づく変形合成積の導入などが今後の発展として十分に考えらるかと思います。この分野での基礎理
論の共同研究を歓迎することはもちろんのこと、計算機を援用した大規模統計的データ解析に関する助言等の求めにも応じて行きたいと思っており
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
「数学や理科がキライ」って言う人は、いつの時代にもいます。そして、「数学や理科が好き」って人もまたそうです。最近、高校では「キライだ」
っていう生徒が増えたと言われています。しかし、一昔前より、今の高校生の方が、もっと多くの理科や数学、延いては自然科学の基礎理論の恩恵
に与っています。スマートホーンでいつでもどこでもインターネット接続が当たり前で、GPSで直ちに現在位置の情報を検索というのは、当り前の
ように街で使われています。これらに用いられている科学技術は自然科学の基礎理論の結晶とも言えるでしょう。理科や数学がキライな人は、これ
ら自然科学の理論の塊で出来たものは見るのもイヤでしょうか？実は、科学には我々をもっとワクワクさせるような楽しみがいっぱいあるのではな
いかと思っております。是非、次世代のワクワクのために、自然科学の研究に参加してください。
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 理科教育 
 環境教育 
 動物行動 
     
     

science education 

environmental education 

animal behavior 
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Do regular sea urchins show preference in which part of the body they orient forward in their walk? Marine Biology 2012. 159: 959-965., 
Yoshimura, K., Iketani, T. and Motokawa. T. 
 
 
Bilaterality in the regular sea urchin Anthocidaris crassispina is related to efficient defense not to efficient locomotion. Marine Biology 2010. 
157: 2475-2488. Yoshimura, K. and Motokawa. T. 
 
 
Bilateral symmetry and locomotion：Do elliptical regular sea urchins proceed along their longer body axis? Marine Biology, 2008. 154: 
911-918. Yoshimura, K. and Motokawa. T. 
 
 
Load changes in limbs during orienting in non-restrained cats. Zoological Science 2010. 27: 867-874. Yoshimura, K., Takeuchi, H-A. & Sasaki, 
S 
 
 
「第2章ウニの行動」：「ウニ学」本川達雄編著 東海大学出版会 2009年3月5日 pp.33-46 
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吉村 和也 
YOSHIMURA Kazuya 
人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系 
特任講師  
博士 (理学) (東京工業大学) 
    
    
yoshimura.kazuya@ocha.ac.jp 
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【理科・環境教育】 新学習指導要領では環境学習に関連するものが増えている。幼い児童への環境教育は将来の地球環境保全に重要であると考え
られる。環境学習は理科だけでなく他教科とも関連しているので、様々な教科との横断的な教育指導法や教材開発が必要だろうと考えている。 
【ウニの歩行】 1930年代を最後にウニの歩行に関する研究はほとんど進んでいない。中枢を持たないウニの歩き方の解明はその制御機構の解明に
もつながり、中枢の無い自律分散型の制御機構の開発にもつながると考えらる。 
 
 
 
�    � ���	� 
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 戦後日本教育史 
     
     
     
     

History of Education of Postwar in Japan 
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「高等学校間の序列構造形成の要因を探る - 長野県阿南高等学校を事例として - 」(平岡公一・米田俊彦・三輪建二編著『格差を超え公正な社会へ - 
教育・就労・ジェンダー・社会保障 - 』 (お茶の水女子大学グローバルCOEプログラム 格差センシティブな人間発達科学の創成第４巻) 
 
 
「荒井明夫『明治国家と地域教育 - 府県管理中学校の研究 - 』を読んで」(『日本教育史研究』第31号, 書評) 
 
 
「柏木敦『日本近代就学慣行成立史研究』」(『教育学研究』第79巻第3号, 書評) 
 
 
「駒込武・川村肇・奈須恵子編『戦時下学問の統制と動員 - 日本諸学振興委員会の研究 - 』」(『日本の教育史学』第55集, 書評) 
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日本の戦後教育史を研究しています。これまで長野県の高等学校を事例
にしてきましたが、『神奈川県教育史（戦後編）』の編集の仕事を依頼さ
れましたので、これからしばらくは神奈川県を事例にした研究を行う予
定です。 

I am studying the history of education after WW I of Japan. Until now, I had 
studied the case of Nagano Prefecture. Because I was requested to edit 
“History of Kanagawa Prefecture (after WW II )”, I intend to study the case of 
this prefecture. 

 

米田 俊彦 
YONEDA Toshihiko 
人間文化創成科学研究科 人間科学系 
教授  
教育学博士 (1989 東京大学) 
日本教育史(教育制度・政策史) 
    
yoneda.toshihiko@ocha.ac.jp 
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学部・大学院のいずれにおいても教育史、教育制度論などの授業を担当
しています。専攻科目のほかに教職課程の授業も行っています。近年に
担当した卒業論文の題目は「「お受験」の変遷―私立小学校の受験と保
護者の教育意識に焦点をあてて―」「「手習い」に見る学習者主体の学習」
（2011 年）、「教員養成課程における「介護等体験」制度成立の背景と
その意義」「不登校対策としてのフリースクールの意義」「小学校音楽（唱
歌）教育と忠君愛国心の養成」（2012 年）、修士論文の題目は「アカデ
ミック・エリートの形成と思想に関する一考察」「1930年代東京府にお
ける伊勢参宮旅行」「1960～70 年代における戦後版良妻賢母教育の展
開」（2010 年）、博士論文の題目は「近代日本の算術教育をめぐる改革
論議の研究」「戦前期における小学校女性教員の＜職業と家庭の両立＞
問題に関する歴史的研究」（2010 年）、「1930 年～1945 年における家
庭教育振興政策とその崩壊過程」（2011 年）、「戦後日本における幼稚
園・保育所の普及の地域差」（2012年）でした。 

I am teaching subjects about the history of education or the system of 
education in the faculty and the graduate school. I teach subjects of 
teacher-training course, too. I led students who wrote graduation theses “The 
History of Private Primary School and its Entrance Examination”, 
“Independent Learning in Terakoya”, master's theses “The Academic Elite 
and their Thought”, “The School Excursion to Ise Shinto Shrine in the 
1930's”,“The Good Wife and Wise Mother in the 1960's-1970's (in.2010) and 
doctor’s theses “The Study of Discussion on Reform of Education of 
Arithmetic in Modern Japan”, “The Historical Study on Balance of 
Occupation and Home Before WWⅡ of Japan”(in 2010), “The Policy on 
Promotion of Home Education and the Process of its Disruption in 
1930-1945”(in 2011), “Regional Differences and Disparities in the 
Development of Kindergartens and of Day Nurseries in Japan after World 
War II”(in 2012). 

 
 
 
�    � ���� 
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教育史は、古いことを覚える学問ではなく、過去の経緯の中に、現代と将来の教育を考えるポイントを見いだす研究です。経緯や流れの中に本質が
潜んでいることは意外にたくさんあります。
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     研究者キーワード / Keywords 

 父親の養育行動 

 青年期の子ども 

 教育発達 

 自尊感情 

 親の社会階層 

Father's parenting practices 

Children during early adolescence  

Academic performance 

Self-esteem  

Disparities in strata 

     主要業績 
劉楠,2012 年 5 月, 「父親の養育行動が思春期子どもの情緒と生活面での自立に与える影響 -中国山西省の調査から-」, 『お茶の水女子大学グロ
ーバル COE プログラム「格差センシティブな人間発達 科学の創成」PROCEEDINGS20 Grant-In-Aid Research Awards (公募研究成果論文
集)』,pp.41-51(単独,査読有) 
 
 
劉楠・薛成水, 2012年6月, 「浅谈男性的家务劳动参加 - 从美中日三国社会背景和文化研究比较来看 - 」,『语言文化比较研究』・創刊号, pp 161-168 
(共著, 査読有) 
 
 
Nan LIU，2012, “Fathers’ Supportive Parenting Practice and its Effect on Emotional Dependence and Self-reliance of High School Students: 
A case of Rural Families in China, Applied Ethics:Theories,Methods (Ed.) Center for Applied Ethics and Philosophy, pp.67-77(単独,査読
有) 
 
 
    
 
 
    
 
 

     研究内容 / Research Pursuits 
現在の研究では、社会階層による中国の父親の養育行動の違いがあるか、

また、父親の養育行動が子どもの学業成績、自尊感情にどのように影響

を及ぼしているかを検討しています。 

The purpose of this study is to clarify these points: whether or not there 

are differences in parenting behaviors of parents depending on strata, and 

how parenting behaviors of parents influence the academic performance, 

self-esteem of children during early adolescence. 
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     教育内容 / Educational Pursuits 
        

 

 

 

 

 

 

 

     研究計画 
現在は、社会階層の視点から中国の父親の養育行動が子どもの学業成績にどのように影響を及ぼしているかを検討しています。これからは、追跡調

査を行い、親の社会階層が子どもの階層へ伝達していくかどうかを明らかにする予定です。 
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 中国文学 
 『文選』 
     
     
     

Chinese literature 

Wenxuan 

    

    

    

�    � 
��� 
学術著書『中国古典文学の思考様式』(研文出版) 
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
他大学の研究者と共同で、『文選』所収詩の訳注作成に取り組んでいる。
すでに訳注稿の作成は全篇終了し、現在は見直しと修正を行っている。 

    

 

和田 英信 
WADA Hidenobu 
人間文化創成科学研究科 文化科学系 
教授 
文学修士 (1987) 
中国文学 
    
wada.hidenobu@ocha.ac.jp 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
指導する博士課程学生一名は博士学位論文を提出し、学位を所得した。
他の後期課程学生に対しては、論文および学会発表に向けての指導を行
った。 

    

 
 
 
 
 
�    � ���� 

現在『文選』所収詩の研究に取り組んでいるが、『文選』は中国文学の古典様式の規範を示すものであり、その規範のあり方を精緻に見極めることに
よって、『文選』成立以降の文学のあり方の変遷をより正確にとらえ、記述することがでいると考える。成果は2014年度以降に発表する予定である。 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
三千年を超える長い歴史を有する文学は、中国をおいて他に見いだすことはできません。研究すべき課題はわれわれの前に、無限に豊かに、魅力的
にのこされています。
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氏名 
 

所属 
職名 
学位 

専門分野 
URL 

E-mail 
  

�    � ����	�	� / Keywords 

 原子・分子 
 イオン・原子衝突問題 
 可視化 
     
     

atom-molecular 

ion-atom collision problem 

visualization 

    

    

�    � 
��� 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
    
 
 
�    � ���� / Research Pursuits 
水素原子に7価塩素イオンを衝突させたときの、1電子捕獲現象につい
て理論的に調べた。分子軌道展開による緊密結合法を用い、量子論とし
て取り扱った。系の主量子数 n=5, 6 を考慮にいれ、衝突エネルギーが
10 {̂-4}eV/u ～1keV/u の範囲に着目した。電子捕獲断面積および反応
速度定数を求めた。 

An investigation of charge transfer in collision of ground-state Cl̂ {7+} with H 
has been conducted, based on a fully quantum-mechanical molecular-orbital 
close coupling approach. The charge-transfer process with n=5 and 6 is taken 
into account for collision energies between 10 {̂-4} eV/u and 1 keV/u. Electron 
capture cross sections and state selective rate coefficients are calculatied. 
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�    � ��� / Educational Pursuits 
        
 
 
 
 
 
 
 
�    � ���� 

    
 
 
 
 
 
 
�    � ���	� 
お茶大は少人数クラスがモットーの大学です。先生方との距離がとっても近い、アットホームな環境があります。自分の興味がもてるものを見つけ、
それを探求することに、みんなが手を貸してくれますよ。また、お手本とすべきたくさんの卒業生（もちろん女性の先輩）がいます。将来の姿を思
い描くときに、きっと参考になります。とっても貴重な4年間をお茶大でいっしょに過ごしましょう。
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